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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　独どく白はくⅠ







　俺おれはとんでもないものを手に入れた。まったくの偶ぐう然ぜんだ。そいつはいま、この瞬しゆん間かん、俺の目の前にある。

　偶然、というのは語ご弊へいがあるかもしれない。俺の意い思しとは無関係に転ころがりこんできた、というわけじゃない。だが俺は誓ちかえる。愛用のショットガンにかけて誓える。最初から狙ねらっていたわけではないのだ。

　わかるだろう？　こんなにとんでもない代物を、なんの苦労もなく手に入れられる状じよう況きようを前にしたら──だれだって、どんなに意い志しの固い男だって、思わず手を伸のばしちまうというものだ。

　どっこい、それがいけなかった。よけいな悩なやみを背し負よいこむことになった。

　正しよう直じき、いま、俺は途と方ほうにくれている。こいつをどうすればいいのか。どう処しよ分ぶんするのが、あるいはどう使うのが最さい善ぜんの選せん択たくなのか。判はん断だんがつきかね、頭を抱かかえている。

　こいつがなんなのか。そして、俺がどういういきさつでこいつを手に入れることになったのか。まずは、それを聞いてもらうことにしよう。







　　　プロローグ　虎雄（ショットガン刑デ事カ）







　俺おれは木こ立だちの間で息を殺していた。時じ刻こくは午前三時半。北ほく摂せつ高校の敷しき地ち内は遅おそくまで活気に満みちているが、さすがにこの時間ともなると静かだ。通りからは人ひと気けがとだえている。

　静せい寂じやくを侵おかすのは虫の声と、自動販はん売ばい機きの発するうなり声のみ。少し前までは寮りようの方向から笑い声や叫さけび声、よがり声などが風に乗ってとどいていたが、それもいつの間まにか聞こえなくなった。

　右手にぶらさげたショットガンが硬かたい手ざわりを伝つたえてくる。まだ夏休みが終わったばかりだが、真夜中の風はそれなりに冷たい。

　ショットガンは三年のダチに作ってもらった改かい造ぞうモデルガンだ。一度に二十発近いＢＢ弾だんをぶちまけられる強力な武ぶ器き。こいつがあるおかげで、俺は学内の悪あく党とうどもに敢かん然ぜんと立ち向かうことができる。

　自動販売機はアスファルト道路をはさんだ向かい側、側面がガラス張ばりの建たて物ものに寄よりそうような形で設せつ置ちされている。この建物が今夜の、俺の監かん視し対たい象しようだ。正せい確かくには監視対象の中のひとつ、ということになるが。

　建物の内部には様さま々ざまな商品が陳ちん列れつされている。この建物は生徒たちにただ「購こう買ばい」とだけ呼よばれているが、実じつ際さいは文ぶん房ぼう具ぐその他、生活必ひつ需じゆ品ひんならなんだってそろう、ちょっとしたスーパーマーケットのような店てん舗ぽだ。

　北摂高校の敷地は広く、印いん象しようとしては高校というよりも大学に近い。それも複ふく数すうの学部をそなえた総そう合ごう大学だ。敷地内の芝生しばふで学生たちが談だん笑しようしているような、アメリカのキャンパスを思わせるだだっ広ぴろさ。それだけに、目の前にある「購買」のような店舗は敷地内のあちこちにある。数は四つだ。

「虎雄さん！」

　俺を呼ぶ声が聞こえ、無む防ぼう備びな足音がそれに続いた。俺は舌した打うちし、ふり返った。

　眼鏡めがねをかけた、小こ柄がらな男子生徒が近づいてくる。

　俺はショットガンを持っていないほうの腕うでをのばした。相手の襟えり首くびをつかむと、並なみ木きの裏うら側がわへ引きずりこんだ。

「痛いたい！　痛いですよ虎雄さん。なにするんですか!?」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　張りこみをしてるってのに、でかい声出してんじゃねえ！」

　相手の口を手でふさいだ。抑おさえた声でしかりつける。

「なに考えてやがる？　名前を呼びながら近づいてくる、なんざ正しよう気きの沙さ汰たじゃねえぜ」

　小柄な男子生徒、ヒトミは反はん射しや的にもがいていたが、すぐにおとなしくなった。俺はため息をつき、彼の口から手を離はなした。

「わかったか？」

「すいません」

　緑みどり色のセルフレームをかけた、女みたいな顔がうなだれる。

　こいつも俺と同じ北摂高校生徒会刑けい事じ部の所しよ属ぞくだが、タフさとは無む縁えんのなまっちろい野や郎ろうだ。名前までもが女っぽいときている。最近までは潜せん入にゆう捜そう査さ員いんとして学内マフィアの動どう向こうをさぐっていたが、いまはまた俺のお目め付つけ役やくに徹てつしているらしい。

　ヒトミは非ひ難なんがましい目で俺を見てきた。

「でも、本当に来るんですか？　泥どろ棒ぼうなんて。こんなことしていても無む駄だじゃないかと……」

「なに言ってやがる？　今回の情じよう報ほうは確実だぜ。絶ぜつ対たいにまちがいねえ」

　たれこみ屋に高いカネを払はらって得えた情報だ。まちがいなんかであってたまるか。

「だけど、前も、今回の情報は確実だ、絶対にヤクの取り引きがある、なんて言ってて、結局はちがったじゃないですか。ただの、トレカの交こう換かんがあっただけで」

「あのときはあのときだ。今度こそまちがいねえんだよ。それに、今回は苦労して説せつ得とくまでしたんだぜ？　この俺さまが頭を下げて、なんとか購買の店長どもから全面協力を取りつけた。いまさらあとに引けるかってんだ」

「べつに、これから帰ろうなんて言ってるわけじゃないんです。ただ、こんなふうに見み張はってても無駄なだけなんじゃないかな、と思っただけで」

　ヒトミは乱みだれた襟えりもとをただした。手には白いビニル袋ぶくろがぶらさがっている。

「学校側の警けい備び員いんだっているわけですし」

「あいつらは購買だけを守ってるわけじゃねえ。定期的に巡じゆん回かいしてるだけだし、その巡回時間や経けい路ろだって、賊ぞくにはしっかりとばれてる」

「それは、そうかもしれませんけど」

「議ぎ論ろんするつもりなんてねえんだ。それより、その袋はなんなんだ？」

　俺はショットガンの銃じゆう口こうを小さく動かした。ヒトミの注意を白いビニル袋に向けさせる。

　彼はビニル袋に目を落とし、忘わすれていた、というような表情になった。袋を胸むねの高さまで持ちあげてみせた。

「差し入れです。夜中まで張りこみをするって話だったから、あらかじめ用意しておいたんです。おなかがすくかな、と思って」

「気がきくじゃねえか」

　俺はヒトミからビニル袋を受けとり、手を突つっこんで中身を取りだした。菓か子しパンと紙パック入り飲いん料りようが出てくる。俺は眉まゆをひそめた。

「……なんだこれは？」

「あんパンと牛乳です」

「んなこたわかってる。なんでよりによってあんパンと牛乳なのか、と訊きいてるんだ」

　ヒトミは困こん惑わくした、いくぶん不満そうな表情で俺の顔を見上げた。俺とヒトミとは身長差が頭ひとつぶんほどある。

「だって、刑デ事カっぽいじゃないですか。張りこみって言ったらあんパンと牛乳でしょ？　虎雄さん、そういう本物っぽいのにあこがれてると思ったから」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　あんパンと牛乳ってのは、日本の刑事が用意するもんだ。俺がいつ日本の刑事にあこがれた？　俺がめざしてるのはアメリカ風の刑事だ。アメリカの刑事っていったら、デニッシュとコーヒーに決まってんだろうが！」

「そんなこと言われたって、わかるわけありませんよ！　どんな刑事にあこがれているか、なんて──」

「待った。だまりな」

　俺はまたヒトミの口を、今度はあんパンを突つっこんでふさいだ。ヒトミが涙なみだ目めでもがき、手足をばたつかせる。俺はかまわず、ショットガンを持った腕うででヒトミの身体からだをしっかりとかかえこんだ。

　耳をそばだてる。複ふく数すうの足音が連続し、静せい寂じやくに忍しのびこんでくる。

　俺はにやつき、ヒトミの耳に声を吹ふきこんだ。

「……来やがったぜ。先まわりするんだ」

　黒い人ひと影かげは大だい胆たんだった。堂々と道を歩いてきた。もっとも、さすがに顔は隠かくしているようだが。ストッキングか、あるいはスキーマスクかなにか。人数は四人。

　たかがスーパーマーケット風の購こう買ばいひとつを襲おそうにしては大人数だと言える。どうやら正しよう面めんのガラス扉とびらから侵しん入にゆうするつもりらしい。どこまでも大胆かつ厚こう顔がん無む恥ちな連中。

　俺とヒトミは身体を折おりまげ、低い姿し勢せいで並なみ木きの間を進んだ。賊ぞくどもが建物に取りついたのを見み計はからい、通りを素す早ばやく横おう断だんして、建物の裏うら側がわへまわりこんだ。店の鍵かぎはあらかじめ店長から借かり受けてある。俺たちはそれを使い、裏口から店内に入った。

　店は実際に商品が並ならぶ店てん舗ぽ部分と、店長がカネを数えたり、といった書類仕事をこなす事じ務む室の二部へ屋やに分わけられている。裏口から入れるのは後こう者しや、事務室だ。照しよう明めいはなにひとつ点ついておらず、完全な暗くら闇やみ。あやうく事務机づくえの端はしで足を打ちそうになった。

「虎雄さん、暗くてなにも見えませんよ。せめて懐かい中ちゆう電でん灯とうかなにかつけませんか？」

「馬鹿言ってんじゃねえ！　店側にちょっとでも光がもれてみやがれ。一発で賊どもにばれちまう」

「そんなこと言ったって……」

　俺は取りあわず、手さぐりで前に進んだ。ヒトミはここへ初めて足を踏ふみ入れたようだが、俺は入にゆう念ねんに下調べをしてある。どこになにがあるのかはわかっている。

　事務室内の位い置ち関係は単たん純じゆんだ。裏口は部屋の右みぎ奥おくについており、右手前の位置には店舗部分へと続く扉。中央に小ぶりの事務机。右側の壁へき面めんにはブラインドのかかった窓まど。左側と奥の壁面にはファイル・キャビネットが鎮ちん座ざしている。

「いいことを思いついた。こっち側へ寄よりな」

　ヒトミの腕を引き寄せた。前に立たせ、背せ中なかをぐいぐいと押おして歩かせる。

「わわっ。なんですか？　どっちへ歩いてるのか、僕ぼくにはさっぱり──」

「気にすんじゃねえ。賊どもをぶちのめすための、最高のショーを思いついた」

「ショーってなんですか？　なんで泥どろ棒ぼうの逮たい捕ほにショーがいるんです？」

「いいから！　がたがたぬかさずに、とっとと歩きやがれ」

　完全な闇の中を、奥の壁ぞいに、ファイル・キャビネットと平行に足を出した。事務机の真まうしろでヒトミの肩かたをつかみ、立ちどまらせる。

「ちょっと待ってな」

　俺はショットガンをキャビネットに立てかけ、身をかがめた。キャビネットの中央部には人の肩かた幅はばぐらいの、なにも置かれていない空間がある。高さも同じぐらいだ。その奥に、壁に埋うめこまれた頑がん丈じような箱。

　俺は箱はこのダイヤル・ロックを手さぐりで見つけだした。ズボンのポケットからペンライトを取りだし、一いつ瞬しゆんだけ、ほんの一瞬だけそいつを点てん灯とうさせる。

　ヒトミが隣となりで、不安そうな声でうなった。

「静かにしてろ」

「なにをしてるんですか？　説明ぐらいしてくださいよ」

「すぐにわかる」

　俺は店長から教えられた番号を頭に描えがき、記き憶おくを頼たよりにダイヤル・ロックを解かい除じよした。箱の蓋ふたを手前に引っぱりあける。中にはなにも入っていない。俺があらかじめ店長に忠ちゆう告こくし、賊にそなえて中身を別の場所へ移うつさせておいたためだ。

　箱が空からっぽであることを確かく認にんし、今度はヒトミの身体からだを引き寄せた。

「なんですか？」

「ここに箱がある。おまえはここへ入りな」

「なにわけのわからないこと言ってるんですか。いやに決まってます！」

「つべこべ言ってんじゃねえ。いいから入れ！　それと、俺の武ぶ器きを持ってろ」

「虎雄さん、やめてください……わあ！　やめてくださいっ。ほんとに、やめて！」

　俺は問もん答どう無む用ようでヒトミの腕を引っぱり、尻しりを持ちあげ、きゃしゃな身体を箱の中に押おしこんだ。必ひつ死しで抵てい抗こうしてくるが、体たい格かくと腕わん力りよくが圧あつ倒とう的にちがうのだ。邪じや魔まするだけ無む駄だというもの。

　俺は蓋が開いたときの対たい処しよ方法をヒトミに教え、ショットガンを彼の胸むねに押しつけた。さらに、予よ備びに用意しておいたサブマシンガンを腰こしのベルトの間から引き抜ぬき、それもヒトミの腕に、強ごう引いんに握にぎらせた。

「ショットガンは絶対に撃うつんじゃねえぞ。それは俺の武器だ」

「こんなのいやですよ。絶対にいやです！　お願いですから出してください！　おねが……」

　蓋を、肩で押すようにして閉とじた。ヒトミの声が小さくなって遠ざかる。もうなにも聞こえてこない。

　これでよし。準じゆん備びはととのった。

「さてと。賊ぞくの相手をしてやろうじゃねえか」

　扉とびらを抜けて、店てん舗ぽ部分のほうへ移うつった。まだ賊たちは入りこめていないようだ。外から月明かりと遠い街がい灯とうの明かりが店内に射さしこんでいる。ガラス張ばりの壁かべを通して、外でうごめく黒い人ひと影かげが見える。連中は扉の前でうずくまっているらしい。

　ガラス扉は左右へ開く自動式のものではなく、押して開ける手しゆ動どう式になっている。鍵かぎは内側からのみ開く仕組み。賊どもは扉の一部をガラス切りで丸く切りとり、そこから腕を差し入れて、うまく鍵を開けるつもりなのだ。

「早く来やがれ」

　どこで待ちかまえようか、と考えた。店内を見まわしてみる。

　スナック菓か子しや文ぶん房ぼう具ぐ、簡かん単たんな薬やく品ひんなどの陳ちん列れつ棚だながひたすら前方に延のびていた。手前にはレジカウンターが三つ。

　できることなら革かわ張ばりの椅い子すに深々と腰こしかけ、机つくえの上で両足を交差させて、手に銃じゆうをかまえつつ待つ、といきたいところだが──レジカウンターを机に見立てるとしても、残ざん念ねんながら、椅子代がわりになるものが見つからない。

　あきらめ、とりあえずカウンターの上によじのぼった。ここから銃を突つきつけて待つだけでも十じゆう分ぶんにいかした演えん出しゆつとなるだろう。

　俺はロングコートの内側に手を入れ、手て製せいのホルスターからリボルバー式の拳けん銃じゆうを抜きだした。これも三年のダチに用意してもらった改かい造ぞうモデルガンだ。黒光りする、大たい砲ほうのようなマグナム。さすがにショットガンほどではないが、常じよう人じんなら一発でぶちのめせるだけの威い力りよくを持っている。

　俺はつばを飲みこんだ。硬かたい音とともに、切りとられたガラスが床ゆかに落ちた。

　店内が暗いため、賊どもは俺の存そん在ざいにまったく気がついていない。その賊の腕が、とうとうガラス扉の鍵を開けた。

　ほとんど音を立てずに扉が開き、賊たちがすべるように侵しん入にゆうしてきた。人数は三人だ。ひとりは、見み張はり役として外に残してあるのだろう。

「動くんじゃねえ！」

　俺は連中に銃を突きつけ、警けい告こくを叩たたきつけた。

　賊たちの動きが完全に凍こおりついた。驚きよう愕がくし、肝きもをつぶしまくっている。待まち伏ぶせがあるとは思わなかったらしい。

　賊どもは明らかにうろたえた様よう子すで顔を見あわせた。中のひとりが首をめぐらせ、必ひつ死しで俺の姿すがたをさがしもとめる。

「ちっ。サツか……？」

「生徒会刑けい事じ部ぶだ」

　俺は腕を真横へのばし、壁かべを狙ねらって銃を撃うった。単発のＢＢ弾だんが空気を切り裂さき、壁かべ際ぎわの電でん

灯とうスイッチにぶちあたった。ＢＢ弾はスイッチを押しこみ、真上の電灯をまたたかせた。

　うまい具合にレジカウンターを照てらす並ならび、俺の真上に位置する蛍けい光こう灯とうだけがＯＮになった。まるでスポットライトさながらに、暗くら闇やみの中で、俺の身体からだだけが照らしだされる。

　賊のひとり、特に大おお柄がらな男があとじさった。

「おめえはまさか、〈ショットガン刑デ事カ〉……いやちがう!?」

「そのとおり。いまの俺は〈ショットガン刑事〉じゃねえ」

　男の目が見開かれる。俺は電灯スイッチの方向から腕をもどし、銃じゆう口こうを連中に向けた。大男の額ひたいにぴったりと狙いを定さだめる。

「いまの俺は……しいて言うなら、〈マグナム刑事〉だ」

　俺は撃った。弾は大男の眉み間けんに吸すいこまれた。大男の身体がのけぞり、宙ちゆうへ浮ういて、陳ちん列れつ棚だなにぶちあたった。

　男は卓たく上じようカレンダーやら携けい帯たいストラップやら正しよう体たい不明のぬいぐるみやらを巻まきこみ、盛せい大だいに床ゆかへ倒たおれた。商品がめちゃくちゃにぶちまけられる。

　大男はののしり声をあげ、狂くるったように腕をふりまわした。まるで丸まる太たのような腕だ。

「ちくしょう！」

　うしろの男たちも動いた。ふたりともスキーマスクをかぶっている。一いつ方ぽうはやせぎす、もう一方はいま倒れた男に負けないぐらいの巨きよ漢かんだ。後こう者しやは腕をむきだしにしている。岩のような筋きん肉にくが盛もりあがって見える。さすがの俺も、あんな筋肉ダルマに勝てるような腕わん力りよくは持ちあわせていない。だが、かまうもんか。近づかれる前にしとめるまでだ。

　筋肉男が武器を出した。大ぶりのナイフ。それを頭ず上じようにふりかぶる。

「凶きよう悪あくなの持ってんじゃねえか」

　俺おれは言い、拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつを起こした。

　筋肉男がわめきちらしながら襲おそいかかってきた。怖おそれるには及およばない。俺は冷れい静せいに狙いをつけて、胸むねの、筋肉の谷間めがけて撃ちこんだ。

　ＢＢ弾が筋肉男の胸を打った。男はよろめき、スナック類の陳列棚で身を支ささえた。

　俺はさらに撃った。撃ちまくった。すべて筋肉男の厚あつい胸むな板いたに命中。

　筋肉男は万ばん歳ざいするような格かつ好こうになった。陳列棚ごとうしろへふっとばされた。スナックの袋ふくろがやぶれ、中身が宙ちゆうに巻き散らされる。ポップコーンが頭上を踊おどり狂くるう。

「ショットガンでかああああ！」

　軽い金きん属ぞく音。銃の撃げき鉄てつを起こす音だ。俺はすぐに目線の向きを変えた。

　三人目の賊が両手で拳銃をかまえ、俺に的まとをしぼっていた。やせぎすの男だ。こいつも改かい造ぞうモデルガンを持っていたらしい。

「遅おせえ」

　俺は相手が撃つ前に腕を旋せん回かいさせ、そいつの指を撃った。

　やせぎすの拳銃が弾はじかれた。天てん井じよう近くまで飛びあがった。やせぎすが絶ぜつ叫きようをあげて指を抱かかえる。頰ほおのこけた顔が引きつる。

　逆ぎやくに、俺は満面の笑えみを浮うかべた。自分の銃の撃鉄を起こし、さらに、必ひつ殺さつの一撃げきを放はなった。命中。

　胸に、まともに弾丸を食らい、やせぎすの身体からだが軽々と浮うきあがった。弾丸の勢いきおいに飛ばされ、うしろのガラス壁かべにぶち当たった。ガラスがたわみ、奇き妙みような光の反はん射しやをひらめかせる。俺はまた撃った。

「〈ショットガン刑事〉、やめろ……！」

　やせぎすの胸に、さらにマグナムの衝しよう撃げき。やせぎすの背せ中なかでガラス壁が割われた。粉こな々ごなになった。やせぎすは壁を突つきやぶり、店の外まで飛ばされた。

　騒さわぎに気づいて駆かけつけてきたらしい、外にいた見み張はり役の男が巻きこまれた。やせぎすともみくちゃになり、いっしょになってアスファルト道路に投げだされた。

　倒たおれたふたりにガラス片へんがふりそそぐ。カセットテープやＭＤが転ころがり、彼らの周しゆう囲いをすべっていく。

　俺はレジカウンターから飛び降おりた。割れたガラス壁のそばまで歩き、路上でのたうちまわる賊ぞくどもを悠ゆう々ゆうと見み下おろした。

　拳銃をことさらゆっくりとかまえ、見せつけるように撃鉄を引き起こす。シリンダーが回転し、カチリと音がして、次の弾たまが発はつ射しや位置におさまった。

「〈ショットガン刑事〉。やめろ！」

「〈マグナム刑事〉だ」

「なんだっていい！　俺たちが悪かった。自じ首しゆするからやめてくれ！　もう撃つな！」

　見張り役だった男が懇こん願がんしてくる。やせぎすは地面に両手をついた状じよう態たいでうめき、せきこんでいる。スキーマスクの間からのぞく目はいまにも泣きだしそうに見える。

　俺はのんびりと話しかけた。

「閉へい店てん後の購こう買ばいを襲おそうなんて、いい度ど胸きようじゃねえか」

「わかった！　そのとおりだ。俺たちが無む謀ぼうだった。だから、とにかく銃を下ろせ」

「いやだ」

「鬼おにか貴き様さまは!?」

　見張り役が絶叫をほとばしらせる。

　俺はかまわず、むしろ上じよう機き嫌げんで撃った。撃とうとしたのだが──撃鉄は空からの弾だん倉そうを撃つばかりだ。さらに引き金を引いたが、結果は同じ。

「けっ。弾たま切ぎれか」

「本当に無む茶ちや苦く茶ちやなやつだぜ。〈ショットガン刑事〉」

　背はい後ごにむさくるしい男の気け配はい。なるほど。

　俺は眼がん球きゆうだけを動かし、こめかみに突つきつけられた鉄の塊かたまりを認みとめた。俺のマグナムに負けないような、特大のオートマティック拳銃だ。ひんやりとした銃じゆう口こうの感かん触しよく。

　最初にしとめたはずの大男が立ちあがり、いつの間まにか背はい後ごに忍しのび寄っていた。その隣となりでは、二番目にしとめた筋きん肉にく男が頭をふりふり、スナックの山に手をついて、なんとか身体からだを起こそうとしている。

「おめえの負けだぜ〈ショットガン刑事〉。武ぶ器きを捨すてな」

「……ちくしょう。油ゆ断だんしたぜ」

「ほかの刑事どもはどこだ？」

「そんなもんはいねえ」

　相手を刺し激げきしない動きでふり返った。大男の、スキーマスクの奥おくの目と俺の目が合う。

「ひとりで待ち伏ぶせしてたってのか？　おめえだけで」

「そういうこった。そのほうが手て柄がらを独ひとり占じめできるんでな」

　俺は無意味に胸むねを張はった。これだけは本当のことだ。お目め付つけ役やくのヒトミだけは連つれてきたが、ほかの刑事たちにはなにも話していない。手柄をほかへまわす気はない。

「無茶な野や郎ろうだってうわさは耳にしてたが。ここまで狂くるってるとはな」

　大男はあきれたように言うと、銃口を俺の背せ骨ぼねの位置へ下げた。

「スナック菓が子しなんかに用はねえんだ。金きん庫こ室まで案内してもらおうか」

　低い、洞ほら穴あなの奥から聞こえてくるような声で要求してくる。

　金庫室というのは、もちろん店の奥にある事じ務む室のことだ。そこの金庫にこの店の売うり上あげ金きんが入っている──ふだんどおりならば。俺は、思わずもれそうになる笑えみを必ひつ死しで嚙かみ殺した。

「逃にげられると思うんじゃねえぞ」

　俺はお決まりの文もん句くを言って武器を床ゆかに置き、頭の上でゆっくりと手を重かさねた。

「強がってんじゃねえ！　とっとと案内しやがれ。場所はわかってんだろ？」

「まあな」

　俺の言葉に、大男は鼻はなを鳴ならした。目の動きだけで購こう買ばい内の惨さん状じようを見わたし、質しつ問もんしてくる。

「だれに聞きやがった？　俺たちが、今夜ここを襲おそうってことを」

「ここだとわかってたわけじゃねえ」

　俺は正しよう直じきにこたえた。この大男は、なぜ俺が連中のヤマを待ち伏せできたのか、ということを知りたがっているのだ。話してやったところで問題はない。

「今夜、校内に四つある購買のどれかが襲われる。そういう話を情じよう報ほう屋やから買ったんで、順番に見まわりをしてた。十分ごとに、それぞれの近所を見張るようにしてたのさ。店長どもを説せつ得とくして、中で待ち伏せられるように段取りをつけて」

「準じゆん備び万ばん端たんってわけだ。どっこい、単たん独どく行動が裏うら目めに出たな」

　大男はおもしろがるように喉のどを鳴らした。俺は、扉とびらのほうへ顎あごをしゃくった。

「あっちだ」

　事務室に向かって歩いた。大男は俺のうしろにぴったりとついてきた。筋きん肉にく男が立ちあがり、俺たちのあとに続く。外にふっとばされた連中も近づいてきている。

　事務室に入った。あとから入った筋肉男が蛍けい光こう灯とうをつけた。

　俺は事務机づくえの横をまわりこんだ。壁かべ際ぎわにあるキャビネットの中央、そこだけなにも置かれていない空間に上じよう体たいを入れる。

「とっとと開けるんだ。おかしな真ま似ねをしてみやがれ。すぐに頭をぶっとばすぜ」

　大男が抜ぬけ目なく脅おどしをかけてくる。そのうしろで、見張り役の男が口を開いた。

「番号は──」

　見張り役の男がダイヤル・ロックの番号を言ってきた。連中はどうにかして金庫の番号を入にゆう手しゆしていたらしい。どうやらこの金庫の番号だけのようだが。この購買でバイトしていた人間を買ばい収しゆうしたのかもしれない。

　俺はダイヤル・ロックの番号を合わせた。厚あつい扉とびらを通して、鍵かぎの開あくかすかな音が耳にとどいた。

「開けるぜ」

　俺はゆっくりとまぶたを閉とじて、また開ひらいた。深しん呼こ吸きゆうをくり返した。手のひらが汗あせばむ。

「どうした？　早くしやがれ」

「わかってる」

　心が躍おどり狂くるった。金庫の中にはヒトミが隠かくれている。ここまでは俺が書いた筋すじ書がきのとおりだ。あとはヒトミがちゃんと動いてくれるかどうかにかかっている。あのサブマシンガンを使ってくれるかどうか。背せ筋すじがぞくぞくとしてくる。

　俺は金庫の扉を引っぱった。完全に開く瞬しゆん間かん、床ゆかにかがみこんだ。

「ヒトミ、いまだ！」

「わああああああ！」

　絶ぜつ叫きようが聞こえ、直後、金庫内から無数の弾だん丸がんが吐はきだされた。サブマシンガンによるフルオート射しや撃げきだ。ＢＢ弾だんが飛びまくった。ジェット水流さながらに、とぎれなくばらまかれた。

　大男がまともに胸むねを撃うたれ、横ざまに倒たおれた。うしろで筋肉男がのけぞった。見張り役が踊おどるように飛びはね、だがよけきれずに命中し、身を折おってくずれ落ちた。あとから来ていたやせぎす男が壁に、キリストさながらに叩たたきつけられた。

　ヒトミの腕うでが上を向いた。銃の反動に押されたのだ。

　ＢＢ弾の奔ほん流りゆうは壁を叩き、天てん井じようを打ちまくった。蛍けい光こう灯とうが粉こな々ごなに砕くだけた。火ひ花ばなを散らし、紫し電でんをほとばしらせ、微び細さいなガラス片へんを賊ぞくたちの上に降ふらせた。

　ヒトミの手の中で、サブマシンガンが空から撃うちの音を響ひびかせた。弾たまがなくなったらしい。

「俺の武器をよこしな」

　立ちあがり、ヒトミの腕をつかんだ。彼を奥行きのある金庫から引っぱりだし、ついでにショットガンを受けとった。命の次に大たい切せつな代しろ物もの。俺の、愛用の武器だ。

　ショットガンの銃じゆう身しんをスライドさせ、弾を薬やく室しつへ送りこんだ。そして発はつ射しや。マグナムが大砲のような威い力りよくだとしたら、こいつの威力は大砲そのものだ。

　無数とも思えるＢＢ弾がぶちまけられる。跳ちよう弾だんが部へ屋や中を荒れ狂い、悪あく党とうどもの肌はだを叩く。

「痛いたい！　痛いですよ虎雄さん。もう撃たなくてもいいです！」

　ヒトミが跳弾に打たれ、悲ひ鳴めいをあげながら床ゆかに伏ふせる。

　俺はかまわず、立ちあがりかけていた悪党どもにとどめをさしまくった。二度と起きあがれないように。俺のこめかみに銃を突きつけたりできないように。

　ファイル・キャビネットが倒れてきた。窓まど際ぎわのブラインドが床に落ちた。事務机の上で書類が舞まいあがった。男たちの顔からスキーマスクがはがれ、これも宙に舞いあがった。悪党どもがぐったりと脱だつ力りよくし、まるで壊こわれた人形のように転がる。
















　天井から飛び散る火花の下で仁に王おう立だちになり、俺はショットガンをかまえた。

「どうだ」

「どうだ、じゃないです！」

　ヒトミが立ちあがった。鼻はな息いきで眼鏡めがねがくもっている。ヒトミは部屋をぐるりと手で示しめした。

「なんでこんなことする必要があるんですか!?　僕を金庫に閉じこめておく必要なんて、まったくなかったじゃないですか！」

「わ、わざわざ用意してたってのか？　こんなことを……？」

　大男がかろうじて片かた目めだけを開き、質しつ問もんしてきた。こいつは床に両足を投げだし、事務机の脚あしにもたれるような格かつ好こうになっている。すぐ隣となりでは筋きん肉にく男が完全に白しろ目めをむいて伸のびている。

「効こう果か的だったろ？　おめえらは、まんまと俺にだまされたわけだ」

　がたりと、大男の頭が床に落ちた。あおむけの状態で、大男が弱々しく口を動かす。

「なら、あれは演えん技ぎだったっていうのか？　おめえの、拳銃の弾がなくなったのは」

「当たり前だぜ。俺が、拳銃の弾数を忘わすれたりするわけがねえ。あれはおめえらをここまでおびき寄せて、一いち網もう打だ尽じんにするための罠わなさ」

「なんでそんなことを……？」

　大男が訊きいてくる。俺は堂々と言った。

「やってみたかっただけだ」

　俺はショットガンを肩かたにかついだ。賊ぞくどもはすべて、ぴくりとも動かなくなった。

　ヒトミは「また報ほう告こく書しよが……」と涙なみだ声ごえでつぶやき、いまにも泣きだしそうな顔になった。







　第一章　狂きよう言げん誘ゆう拐かい










　　　虎雄（ショットガン刑事）１　「なんて刺し激げき的な兄妹きようだいだ」




　北ほく摂せつ高校には食堂が三つある。中でも第三食堂は特にでかく、ちょっとしたファミレスといった雰ふん囲い気きだ。俺おれはそこのボックス席に陣じんどり、事じ件けんの報ほう告こく書しよを仕上げていた。昨さく夜や、購こう買ばいへ侵しん入にゆうし、金庫から売上げを盗ぬすもうとした連中の件だ。

　商品や器き物ぶつの損そん壊かいを派は手でにやってしまったが、おかげで犯はん人にんを現げん行こう犯はん逮たい捕ほすることができた。俺がいなければ売上げをそっくり奪うばわれていたわけだから、それを考えれば店てん舗ぽや事じ務む室しつの被ひ害がいなんて安いものだろう。

　──と言いたいところだが、どうやら俺の上じよう司しである刑けい事じ部長はそう考えていないらしい。賊ぞくをひっつかまえた俺に対して、とんでもない要求を突つきつけてきやがったのだ。

　思いだしただけで腹はらが立ってくる。俺は腹立ちまぎれにグラスをつかみ、ジンジャーエールをぐっとあおった。

「お手て柄がらだったな。〈ショットガン刑デ事カ〉」

　言葉とともに、全ぜん裸らの男が向かいの席に腰こしを下おろした。

　俺は思わず吹ふきだしそうになった。彼は生徒会刑事部・風ふう紀き課かの刑事、通つう称しよう〈まるだし刑デ事カ〉だ。本ほん名みようは忘わすれた。刑事部の人間はふだんから通称で呼よびあっており、互たがいに本名なんて覚おぼえていないのが普ふ通つうだ。

〈まるだし刑事〉の姿すがただけは、何度見ても慣なれられそうにない。頭の上から足の先まで、まったくなにも身につけていないのだ。文も字じ通りの全裸。彼はその格かつ好こうとは裏うら腹はらに、刑事部内でも特に有ゆう能のうな刑事として知られている。だれもが──いろんな意味で──一いち目もく置いている人物。

「よう。〈まるだし刑事〉」

「〈ショットガン刑事〉。報告書の作成か？」

「まあな」

「またしぼられたらしいな。刑事部長に」

「ああ。まったく、ついてねえぜ」

　俺は肩かたをすくめた。刑事部長は本ほん来らいなら英えい雄ゆうであるはずの俺に、損壊させた購買の修しゆう理り費ひを弁べん償しようしろ、と言ってきている。その額がくは五十万。こんなひどい話があっていいはずがない。

「しかも、それだけじゃねえ。一週間以内に払はらわなきゃ退たい学がくにする、退学は無む理りでも停てい学がくにはなるように理り事じ長ちようとかけあう、なんて言ってやがる」

「なるほどな」

〈まるだし刑事〉は、いまこの瞬しゆん間かん、俺のまっ正しよう面めんの席に座すわっている。軽く指を上げてウェイトレスを呼よびとめ、メニューを開き、優ゆう雅がにうどんを注ちゆう文もんしたりしている。まさかうどんのだしとまるだしをかけている、なんてことはないだろうが。とにかくクールな男なのだ。

「たしかに無む茶ちやな要求だが……ただ、〈ショットガン刑事〉がものを壊こわしすぎる、というのも事実だ。刑事部長もだまってはいられなくなった、といったところだろう」

〈まるだし刑事〉がメニューを閉じながら言う。

　俺はテーブルの下が気になり、いてもたってもいられなくなった。頭を下げてテーブルの下をのぞきこんでみたら、いったいどんな光景が待っていることか。

　ウェイトレスは赤せき面めんし、首まで同じ色に染そめて、なんとかまるだしの局部から目をそらしている。当とうの〈まるだし刑事〉はまったく意に介かいしていないようだ。氷こおり水みずの入ったグラスを持ちあげ、チリン、と涼すずしげな音を鳴ならしたりしている。

　ウェイトレスはぎこちない、ゼンマイの切れかけた人形のような動きで遠ざかっていった。俺はなんとか我われに返り、〈まるだし刑事〉に言葉を返した。

「一週間で五十万なんて、どうやって用意すりゃいいんだ？」

　俺はただでさえ裕ゆう福ふくとはいえない。正しよう直じき言って貧びん乏ぼうだ。世せ間けんにはサラ金なんてものもあるが、高校生に五十万も貸かしてくれるとは思えない。たとえ貸してくれるのだとしても、返せるあてなんてどこにもないのだ。ああいった金きん融ゆう会社は利り子しがべらぼうに高いと聞いている。考えもなしに借かりたりしたら、自分の首をさらにきつくしめることになりかねない。

「〈まるだし刑事〉。ちょっぴり貸してくれねえか？　全額とは言わねえ。時間はかかるだろうが、絶対に返すからよ」

「残ざん念ねんだが、おれもカネは持っていない」

　俺は彼の、むきだしの上じよう半はん身しんをながめた。カネを持っていないどころか、彼はどんなものも手にしてはいない。肉体以外のなにも所しよ持じしてはいない。

「わ、わからないでもねえが」

「〈ショットガン刑事〉。おまえなら必かならずなんとかできる。おまえは優ゆう秀しゆうな刑事だ」

〈まるだし刑事〉が勇気づけてくれる。全裸男の言葉に説せつ得とく力があるのかないのか、俺にはよくわからない。

〈まるだし刑事〉は、気分を変えるように息をついた。

「それより、尋じん問もんはしたのか？　昨日きのうの犯人たちに」

「ああ。一いち応おうはやったんだ」

　俺は〈まるだし刑事〉の格かつ好こうについて考えるのはやめて、事じ件けんに意い識しきを引きもどした。

「かなり尋問したんだけどよ。どっこいあの野や郎ろうども、そろいもそろって口を割わりやがらねえ。あれは自分たち単たん独どくの犯はん行こうだったって、しつこく主しゆ張ちようしてやがる」

「背はい後ごに大おお物ものがいる、と踏ふんでいるわけか。〈ショットガン刑事〉」

〈まるだし刑事〉の眼がん光こうが鋭するどさをおびる。

　俺はうなずき、視し線せんが〈まるだし刑事〉の下か腹ふく部ぶへ行きかけるのを必ひつ死しでこらえた。

「大物がいるかどうかはわからねえ。だが、あいつらだけでやった、というのも納なつ得とくできねえんだ。糸を引いてる人間がいるんじゃねえかと思ってよ。恐おそらくは、学内マフィアの連中だ」

「学内マフィアか」

〈まるだし刑事〉がつぶやく。

　赤せき面めんしたウェイトレスがうどんを持ってきた。目をつむった状じよう態たいでトレイをテーブルにのせ、伝でん票ぴようをその隣となりに伏ふせる。手が小きざみにふるえている。

　俺は危き険けんだな、と思った。もし誤あやまってうどんをこぼしたりしたら、あのウェイトレスはふきんでまるだしの股こ間かん部をぬぐわなくてはならない。そんなことになれば、彼女はきっと一いつ生しよう涯がい、立ちなおれなくなるにちがいない。

「どうした、〈ショットガン刑事〉？」

「いや。なんでもねえ」

　自分の報告書に目を落とした。とっとと片かたづけてしまうべきだ。俺は顔を上げ、〈まるだし刑事〉にたずねた。

「で、どう思う？」

「強ごう盗とうが学内マフィアの指し示じだった、という考えだが。たしかに、その可か能のう性せいはあるな」

〈まるだし刑事〉が、うどんをすすりながら同意する。彼は全身に汗あせをかいている。

「学内マフィアはここ最近、急速に勢せい力りよくを広げている。資し金きんを得えるためならなにをしでかしても不ふ思し議ぎではない。下っぱの連中が盗ぬすみや強盗を行い、その利り益えきがまた組そ織しき拡かく大だいに、新たな手下の獲かく得とくなどに向けられる……」

「そういうこった」

　俺もうなずいた。学内マフィアの組織図は複ふく雑ざつであり、実体はほとんど把は握あくされていない。俺のお目め付つけ役やくであるヒトミなどが潜せん入にゆう調ちよう査さを行おこなっているが、上のほうの幹かん部ぶなどは名前すらつかめていないような状態だ。

　俺は、〈まるだし刑事〉が食べているうどんの湯ゆ気げをよけた。

「今回の件でつかまえたやつらだけどよ。俺自身、前にマフィアどものたまり場で見たような気がするんだよ。きっと上の指示だってことをばらせば消されるんで、いまは口を閉じてる状態なんじゃねえか？　俺はそう踏ふんでるんだが」

「恐おそらくはそうだな。おれが尋じん問もんしてみてもいいが」

〈まるだし刑事〉が提てい案あんしてくる。

　彼は尋問のプロだ。あらゆる目もく撃げき者や容よう疑ぎ者の視し線せんを己おのれの身体からだ（の特に一点）に引きつけ、警けい戒かい心をゆるめて、みごとに証しよう言げんや自じ白はくを引きだしてみせる。風ふう紀き課か、という彼の配はい属ぞく先に疑ぎ問もんをとなえる声は少なくないが、〈まるだし刑事〉はそれらの声を吹ふきとばすだけの検けん挙きよ数をほこっている。

「そうだな。頼たのんだほうがいいかもしれねえ」

「お兄にいちゃん！」

　唐とう突とつに、上から明るい声が降ふってきた。俺と〈まるだし刑事〉はそろって顔を上げた。

　テーブルの横に、白いエプロンだけを身につけた少女が立っていた。小柄で、髪かみを左右の高い位置でお団だん子ごにしている。漫まん画がに出てくる、中国の少女みたいな髪型だ。

「〈エプロン刑デ事カ〉……」

　俺は思わず視線を下げて、報ほう告こく書しよに目を落とした。

　声をかけてきたのは〈まるだし刑事〉の実じつの妹いもうと、〈エプロン刑事〉だ。今度は俺が、さっきのウェイトレスと同じような赤せき面めんになる。

　彼女の姿すがたは兄に負けず劣おとらず刺し激げき的だ。名前の由ゆ来らいでもあるエプロンは丈たけがやたらと短く、前かがみになどなろうものなら、うしろにいた人間には彼女の下か半はん身しんが完全に見えてしまいかねない。にもかかわらず、〈エプロン刑事〉はこれまで一度も他人に背はい後ごを見せたことがないという。実際、彼女のうしろ姿を見たことがある、という人物はこれまでひとりも現あらわれていない。

　彼女は──神かみ業わざ的な動作でもって──自分のうしろ姿をあらゆる人間の視し界かいから隠かくし、絶ぜつ妙みような身体の向きを常つねに維い持じしているのだ。しかも、どうやらその動きは無む意い識しきのものらしい。いまも、なにげない仕し草ぐさで身体を左右へ動かし、ボックス席の間ま仕じ切きりや鉢はち植うえなどでうしろ姿を隠している。
















「〈ショットガン刑事〉も、ひさしぶりだね！」

「ああ。そうだな……」

　これだけ挑ちよう発はつ的な格かつ好こうをしているにもかかわらず、〈エプロン刑事〉の性せい格かくはきわめて明るく、無む邪じや気きかつ奔ほん放ぽう。この上ない矛む盾じゆんを秘ひめた少女だ。

「こんなところに男の子ふたりで集まって。捜そう査さの相そう談だんでもしてたの？」

「いや。そいういうわけじゃない」

　俺の代かわりに、〈まるだし刑事〉がこたえる。

　まったくもって、なんて刺激的な兄妹きようだいだ。すべてを完全にさらけだす〈まるだし刑事〉と、限かぎりなく全ぜん裸らに近い、だが全裸とは異ことなるぎりぎりの境きよう界かい線せん上じように位置し、究きゆう極きよくのチラリズムでもって周しゆう囲いを翻ほん弄ろうする〈エプロン刑事〉。このふたりにだけはだれも勝てない。

　ちなみに、〈エプロン刑事〉は生徒会刑事部・少年課の所しよ属ぞくだ。青少年を非ひ行こうから遠ざけるのが仕事だが、あの格好は明らかに青少年をよからぬ世界へ導みちびいているような気がする。それ以前に、俺たち生徒会刑事部が相手にするのは本校の生徒、すなわち高校生だけであり、この時点で少年課などというくくりは成なり立たないはずなのだが。

「おまえはどうしたんだ？　もう着き替がえているようだが」

〈まるだし刑事〉が〈エプロン刑事〉に問いかける。彼女はこの第三食堂でウェイトレスとして働いているのだ。さすがにバイト中はウェイトレスの制せい服ふくを身につけているが、いまは、いつもの捜そう査さスタイル──純じゆん白ぱくのエプロン姿にもどっている。

「うん、ちょうど終わったところだったんだよ。それで、裏うらで着替えてたんだけど、お兄ちゃんが来てるって聞いたから。いっしょに働いてる子に」

「さっきのウェイトレスか」

　俺は言った。〈エプロン刑事〉がうれしそうにうなずき、大きな目をぱちくりとさせる。

「〈ショットガン刑事〉は、報告書を作ってるの？」

「そんなところだ」

「あたしも刑事部の人から聞いたよ。昨日きのうの夜、たったひとりで、泥どろ棒ぼうを四人も逮たい捕ほしたって！」

「まあな。どうってことねえ……」

「もっと胸むねを張はっていいんじゃないか？　〈ショットガン刑事〉。刑事部長はおかんむりのようだが。刑事部の刑事たちは、皆みな、今回の件けんを評ひよう価かしている」

〈まるだし刑事〉が目を細めてうなずく。彼は、俺が胸を張れない理由をてんでわかっちゃいないのだ。顔を上げて堂々と〈エプロン刑事〉の全身を見る、なんてのはとんでもないことだというのに。

　当の〈エプロン刑事〉自身は、その場でぴょんぴょんと跳とびはねたりしている。跳ちよう躍やくするたびにエプロンの裾すそがめくれかかっている。俺は気が狂くるいそうになった。

「すごいすごい！　ほんとにすごいよ。さすが〈ショットガン刑事〉！」

〈エプロン刑事〉がテーブルに手をつき、身を乗りだしてきた。俺はあわてふためき、思わず彼女の肩かたを押おしかえした。むきだしの肌はだが指先にふれる。

「ま、前かがみになるんじゃねえ！」

「え。なんで？　なんか赤くなってるよ、〈ショットガン刑事〉。へんなのー」

　きょとん、とした顔で俺を見てくる。俺はテーブルの下で、自分の腿ももをぎゅっとつかんだ。

「おまえな……」

〈まるだし刑事〉に注意してもらおうかと思ったが、無む駄だだとあきらめた。妹のふるまいを注意できるぐらいなら、そもそも〈まるだし刑事〉自身、全ぜん裸らで校内を歩いたりはしない。

〈まるだし刑事〉が、けげんそうに眉まゆをひそめる。

「どうかしたのか？　〈ショットガン刑事〉。顔色が悪いが」

「いや、なんでもねえ。ちょっとめまいがしただけだ」

「ほんとに？　気をつけなくちゃだめだよ。刑事は身体からだが資し本ほんなんだから！」

〈エプロン刑事〉が俺の顔をのぞきこみ、ぴと、と俺の額ひたいに手のひらを当ててくる。どうやら熱ねつがないかたしかめているつもりらしい。こんな動作をなんの屈くつ託たくもなくできる、という神しん経けいが俺には信じられない。

「だから、前かがみになるんじゃねえって言ってんだろうが！」

　俺は〈エプロン刑事〉の腕うでを押しのけ、脇わきに置いたショットガンを握にぎりしめた。







　　　総持寺１　「オレが失敗したわけじゃない！」




　総そう持じ寺じは、学内マフィアの中ではまだ中ちゆう堅けんといったところだ。幹かん部ぶと呼よべるほどの立場にはない。ふだんから使っている手て下したは二名。その他、必要に応おうじて召しよう集しゆうできるちんぴらを何名か抱かかえている。

　この程てい度どで満まん足ぞくしているわけにはいかない。やるからには頂ちよう点てんをめざさなくてはならない。そのためには幹部に取り入って立場を固める必要がある。そのことは十じゆう分ぶんに理り解かいしているのだが──あの女に顎あごで使われる、という状じよう況きようにはどうしても抵てい抗こうがあった。

　馬ば鹿かでかいソファに身体をうずめ、総持寺はダイニングの方向をながめた。戸口の奥おくからは脳のう天てん気きな鼻はな歌うたが聞こえている。どうやら紅こう茶ちやかなにかをいれているらしい。あの女はこの家を我わがもの顔で使っている。総持寺の、両りよう親しんの家だというのに！

　総持寺は首をソファの背せもたれにあずけ、天てん井じようをながめた。二階かい層そうぶんをぶち抜ぬいたリヴィング・ルームは体育館さながらに広い。壁かべ際ぎわにはよくわからない趣しゆ味みの螺ら旋せん階かい段だんが取りつけてあり、リヴィング・ルームと二階の通路とを結むすんでいる。向かいの壁は全面ガラス張ばりで、その先には手入れの行きとどいたプール。水面が午後の光を反はん射しやしている。

　自分が裕ゆう福ふくな家庭の生まれだ、ということはよくわかっている。だがそんなことは、総そう持じ寺じ自身とはなんの関係もない。親は親だ。

　総持寺の両親は不ふ在ざいのことが多く、いまも長期の旅行中だった。学校からかなり近いこともあり、総持寺はちょくちょくこの家に帰っていた。手下を集めて馬ば鹿か騒さわぎをすることも多い。総持寺の通かよう北摂高校は全ぜん寮りよう制せいのため、さすがに毎まい晩ばんここへ来る、というわけにはいかないが。

「総持寺くん！」

　ダイニングの戸口から少女が出てきた。小こ柄がらで童どう顔がん、身長などは総持寺の胸むねのあたりまでしかない。いまは丈たけの短い、純じゆん白ぱくのエプロン姿すがたに身を包つつんでいる。北摂高校一年、高たか槻つき茉まつ理りだ。あれで学内マフィアの幹部なのだから驚おどろかされる。

「しかも、それだけじゃない」

　総持寺は口の中でうめいた。茉理は生徒会刑けい事じ部ぶに実じつの兄あにを持ち、自身も〈エプロン刑デ事カ〉として刑事部に在ざい籍せきしている。もちろん生徒会刑事部は彼女の裏うらの顔を知らない。

　こういった特とく殊しゆな立場があるからこそ、彼女は学内マフィアの幹部として君くん臨りんしていられるのだ。総持寺は彼女よりもひとつ年上の二年だが、学内マフィアの序じよ列れつに学年や年ねん齢れいは関係がない。

「総持寺くん、立場的にちょっとまずいんじゃない？　せっかく大たい金きんが入る予定だったのに、それをぶち壊こわしにしたんだもん。あたしは怒おこったりしないけど、ほかの幹部たちはすごく怒ってるよ」

〈エプロン刑事〉こと茉理は総持寺のななめうしろ、ソファの背もたれに腰こしかけて言った。明るい声だが、話している内容は総持寺の心を凍こおりつかせる。

「あれは、オレが失敗したわけじゃない。手下がしくじっただけだ」

「だけど、それってボスである総持寺くんの責せき任にんでしょ？　計画が〈ショットガン刑デ事カ〉にもれてるだなんて、超ちようまぬけだよ」

「オレにわかるわけないだろう!?　計画がもれるなんて想そう像ぞうもしてなかった。あいつは、虎とら雄おは独自の情じよう報ほう屋やをやとっていたんだ。オレには知りようがなかった」

「友だちなんじゃないの？　〈ショットガン刑事〉と」

「昔むかし、親したしかっただけだ。いまも連れん絡らくを取ってるわけじゃない」

　総持寺と〈ショットガン刑事〉こと宇う野の辺べ虎雄は、入学したての頃ころに席が隣となりどうしだった。それがきっかけで一時期、昼ちゆう食しよくなどを共ともに食べる仲となっていたのだ。だがその後はそれぞれ、まったく正反対の道へ進むことになった。

「とにかく」

　背はい後ごで茉まつ理りの動く気け配はい。総持寺の耳もとに、熱あつい息がかかった。

「手下が購こう買ばいの襲しゆう撃げきに失敗したからって、そのぶんのおカネをおさめなくていい、なんてことにはならないんだからね。手下の失敗はボスの責任だもん。総持寺くんは、予定どおりの額がくを用意しなきゃだめなの。きっちり一千万円、明日あした中に」

「できるわけないだろう？　襲撃が失敗したっていうのに、そんな大金──」

「この家にある貴き重ちよう品ひんを売るとか？」

「それこそできるわけがない！　親は関係ないんだ。そんなことはやりたくないし、やればすぐにばれる。どのみち、オレは親に信用がないからな。親は、ここには貴重品を置かないようにしてる」

「ま、そりゃそうかもね。わかるような気はするけど」

　くすくすと、軽かろやかな笑い声を響ひびかせる。返答の内容を予想していたような態たい度どだ。

「それでね。あたし、総持寺くんのために、すっごくいい計画を用意してきたんだよ」

「計画？」

　やっと総持寺はふり返った。茉理の無む邪じや気きな──だが実じつ際さいは邪気と悪意に満みちた──、小さな顔を見つめかえした。

　茉理は幸こう福ふくそうな笑えみを広げた。

「うん。絶対にうまくいく、大金を手に入れられる計画！」

「その計画どおりに動いて、かせいだカネを組そ織しきにおさめろ、ということか。今回の襲撃が失敗したぶんの、穴あな埋うめをしろということだな」

　総持寺はうさんくさく思いながら言った。茉理が元気よくうなずく。

「とっても簡かん単たんだよ。危き険けんも少ないし、心配することなんてなにもないの。あたしも、総持寺くんのために協力してあげる」

「拒きよ否ひするというわけには、いかないようだな」

　総持寺は茉理の目を見返し、腹はらをくくった。言うとおりにしてカネをおさめなければ、死よりも恐おそろしい制せい裁さいが待っている。なにをされるかわかったものではない。

「どんな計画なんだ？」

　総持寺はたずねた。茉理はぴょんと跳はねて、ソファの背もたれを乗りこえ、総持寺の隣となりに腰こしを下おろした。エプロンの裾すそを押さえ、小悪あく魔まの微び笑しようを向けてくる。

「簡単に言うと、狂きよう言げん誘ゆう拐かいだよ。総持寺くんがあたしを誘拐して、生徒会刑事部に身みの代しろ金きんを要求するの。刑事部にもプライドがあるから、本物の警けい察さつに通つう報ほうしたり、なんてことは絶ぜつ対たいにしない。相手にするのはあくまで生徒会刑事部、つまり高校生だけ！」

「とはいえ、仮かりにも刑事と名のつく連中を脅きよう迫はくするわけだ。それに、カネはどうするんだ？　オレがあんたを誘拐したとして、だれが身代金を払はらう？」

　総持寺は半はん信しん半はん疑ぎでたずねた。刑事部相手に狂言誘拐をたくらむだなんて、簡単に信じられる話ではない。だが茉理はことさら得とく意いげな顔になっている。

「生徒会刑事部にはね。誘拐事件が起きたときの身代金用に、いつでも大金が用意してあるの。生徒会費を使って少しずつためたものなんだけど、きっと一千万ぐらいあるはずだよ」

「まったく、とことん異い常じようだな。うちの刑事部は」

　刑事部のうわさはいろいろと耳にしている。というより、いやでも耳に入ってくる。様さま々ざまな特とく徴ちようを持った、学内でもよりぬきの変わり者が集められている、という話だ。

「刑事部の刑事が誘拐されたんだから、おカネはきっと出してくれる。その点は絶対に大だい丈じよう夫ぶ。刑事っていうのは、なによりも仲間を大たい切せつにする職しよく業ぎようなんだよ。お互たがいに命をあずけるわけだから」

「刑事部にはあんたの兄あに貴きだって所しよ属ぞくしてる。こまらせることにはならないのか？　カネを奪うばったりしたら」

〈エプロン刑事〉こと高槻茉理は表おもて向むき刑事部に所属しているだけだが、彼女の兄である〈まるだし刑事〉は刑事部の活動に命をかけている。今回の計画がもし成功すれば、〈まるだし刑事〉はかなりの打だ撃げきをこうむることになるだろう。

「むしろそのためって感じかな」

　茉理は総持寺から目をそらし、すねたように口をとがらせた。

「昔むかしからいつもいつも、お兄ちゃんばっか評ひよう価かされてきたの。ほめられるのはいつもお兄ちゃん！　一度ぐらい、ちょっとぐらいこまらせてやりたいって思うでしょ？」

「オレにも姉あね貴きはいるが……まあ、わからないこともないな。うちも姉貴は優ゆう秀しゆうで、親に信用がないのはオレだけだ」

「ほらね？　そういうものなの」

　茉理は、この話はこれで終わり、というように息を吸すいこみ、長々と吐はきだして、顔を上げた。

「あたしは刑事部にも所属してるから、捜そう査さ状じよう況きようなんかも入にゆう手しゆできる。だから、それを総持寺くんに教えてあげるね。それをもとに動けばぐっとやりやすくなるでしょ？　刑事部の行動が読めるし、待ち伏ぶせに遭あうこともないし。それに、拉ら致ちする相手はあたしなんだもん。誘拐自体で失敗する可か能のう性せいもゼロ！」

　茉理が声をあげる。どうやら本気のようだ。やるしかないらしい。

「ばれる可能性はないのか？　あんたが狂きよう言げん誘拐の首しゆ謀ぼう者しやだってことが」

　総持寺は茉理に疑ぎ問もんのまなざしを向けた。

　と、茉理の目がすっと細くなった。異い様ような輝かがやきをおびる。茉理は総持寺の耳に口をさらに近づけ、ささやくような声で言ってきた。

「あたしは尻尾しつぽをつかまれるほどまぬけじゃないもん。総持寺くんは、言われたことを言われたとおりにやってればいいの。下っぱは下っぱらしく……ね？」

　総持寺はぐっとつばを飲みくだした。腹は立たなかった。茉理の声からは、底そこ冷びえのする迫はく力りよくが感じられた。

「……わかった。手下を呼よんで、すぐに段だん取どりをつけさせる」

「手下のみんなには、今回の件けんが狂言誘拐ってことは言わないでくれる？」

　茉理が一いつ瞬しゆんでいつもどおりの明るい、実じつ年ねん齢れい以上に幼おさなさを強調した態たい度どへともどる。

「なんでだ？」

「あたしが、〈エプロン刑事〉が学内マフィアの幹かん部ぶだってことは、組そ織しき内でも上じよう層そう部ぶしか知らないことだもん。組織の下っぱまで知っちゃったら、また〈ショットガン刑事〉とかに知られかねないでしょ？」

「そうだな。たしかに、それもそうだ」

　総持寺は袖そで口ぐちで冷ひや汗あせをぬぐった。いまになって気づいたが、背せ筋すじにぐっしょりと汗をかいていた。さっきは、たしかに逆さからえば殺される、という直感があった。

「いろいろと準じゆん備びもしてあるから、総持寺くんは気楽にやっていいと思うよ」

「準備もしてある、というのは？　もうなにか進めてるのか？　狂言誘拐の準備を」

「うん！」

　茉理は勢いきおいよくうなずいた。

「あのね。あたし、寮りようで隣となりの女の子にいろいろとそれっぽい話をしておいたんだよ。いかにもあたしが誘拐犯に狙ねらわれてる、犯はん人にんが誘拐の下準備をしてる、みたいな話を聞かせといたの。だからきっとあの子、あたしが誘拐されたって知ったら、刑事部にいろいろと話してくれるんじゃないかな」

「なるほどな。誘拐の信しん憑ぴよう性せいを増ますための策さく、今回の件が狂言誘拐とばれないようにするための策、というわけか」

　まったくもって恐おそろしい女だ。

　茉理は総持寺の言葉にほほ笑えみ、勢いをつけて、飛び降おりるようにして床ゆかに立った。







　　　虎雄（ショットガン刑事）２　「わかった、調べてやろうじゃねえか」




「寮りようで隣りん室しつの方かたが、不安をうったえていますの」

　ベンチに腰こしかけた北ほく摂せつ高校一年、沢さわ良ら宜ぎイミコが相そう談だんしてくる。

　俺おれは生徒会刑けい事じ部ぶ・殺人課のオフィスにもどっていた。ちなみに現げん在ざい、殺人課に所属している刑事は俺だけだ。殺さつ人じん課かは最もつとも高い能のう力りよくが要求される部ぶ署しよであり、この俺、〈ショットガン刑デ事カ〉こと宇う野の辺べ虎とら雄お以外にはつとまらない。

　ただし、北摂高校創そう設せつ以い来らい、学内で殺人事じ件けんは一度も起きていない。俺は事件が起きたときのために待たい機きしている。たまには昨さく晩ばんのように、独どく自じの判はん断だんで動いて、殺人以外の事件を解かい決けつすることもあるが。とにかく、俺はずば抜ぬけて凄すご腕うでの刑事なのだ。

「俺の知ったことじゃねえな」

　言ってやった。イミコとは前に起きた事件で知りあった仲だ。彼女は相あい変かわらず異い様ようにひらひらとした少女趣しゆ味みの服ふく装そうに身を包つつんでおり、髪かみを左右の高い位置で結ゆわえている。そこから栗くり色いろの巻まき毛が肩かたに垂たれている。

　イミコは格かつ好こうが異い常じようならしゃべり方も異常だ。こういう女は心に傷きずを負おっているにちがいない、幼おさないころに両親から虐ぎやく待たいを受けたか過か剰じような愛あい情じようを受けたかのどちらかにちがいない、と俺は固く信じている。

「どういうことですの？　こまった生徒を助けるのが仕事ではありませんの？　刑事部の」

「残ざん念ねんだが、そうじゃねえな。刑事部は、すでに起きた事件を解決するのが仕事なんだ。俺たちは、悩なやみ相談のボランティアじゃねえんだよ」

　俺は両足を事じ務む机づくえにのせた。きしみをあげるスチール椅い子すに背せ中なかをあずけ、頭のうしろで腕うでを組んだ。

　部へ屋やの広さは四よ畳じよう半はん程てい度ど。中にあるのは事務机と椅子、傾かたむいたファイル・キャビネット、それに食堂の前から失しつ敬けいしてきたベンチぐらいのものだ。そのベンチには、いまはイミコがちょこんと尻しりをのせている。

　ここ殺人課のオフィスは敷しき地ちの外はずれ、長なが屋やのようになった一階建だて倉そう庫この端はしにある。刑事部のほかの部ぶ署しよはすべて、部室棟とうと呼よばれる文化部や生徒会執しつ行こう部ぶ専用の建たて物ものに入っているのだが、なぜか俺の部署だけ隔かく離りされているのだ。理由はまったくの謎なぞだが。

「あんまりですわ！　市民からの相談を警けい察さつが無む視しして、そのために予よ防ぼうできたはずの事件が予防できなかった、というような話はよく耳にいたします。虎雄さんはそんなことになってもいい、とおっしゃいますの？　あとで訴うつたえられてもかまわない、とおっしゃいますの？」

「ちっ。うっとうしい世の中になりやがったぜ」

　後こう頭とう部ぶをぼりぼりと搔かいた。食堂で報ほう告こく書しよを仕上げて、やっとオフィスでくつろげると思ったらこれだ。

　ただでさえ悩みが多い──一週間以内に五十万を用意しなくちゃならない──というのに、服ふく飾しよく過剰の女がわけのわからない相談を持ちかけてくる。

「ちゃんとわたしの話を聞いて、迅じん速そくに動くべきです。それが刑事部のつとめですわ！　あとから非ひ難なんを受けるようなことになったら、みんなが不ふ幸こうになります。あのお方だけではなくて、虎雄さんまでが不幸に！」

「それって完全に脅きよう迫はくだぜ」

　椅子をきしませ、事務机のほうへ身を起こした。ぼろっちい机の上には菓か子しパンの包みや、五〇〇ミリリットルの空からペットボトル、つぶれた空の牛乳パック、筆ひつ記き具ぐ、教科書類、シリアルのおまけでついてくるプラスティック製せいの警けい官かんバッジ、銃じゆうを手入れするためのオイル、ぼろ布ぬのなどが散さん乱らんしている。

「ま、話ぐらい聞いてやったっていいけどよ」

「本当ですの？」

　イミコが胸むねの前で手のひらを合わせる。表ひよう情じようがぱっと華はなやぐ。

　ふと、俺はいいことを思いついた。イミコの実家が億おく万まん長ちよう者じやだ、ということを思いだしたのだ。

「話を聞いてやるし、調ちよう査さもしてやるが、ただってわけにはいかねえな。イミコ、おめえ、五十万ぐらい出せねえか？」

「おカネを取るんですの？」

「当たり前だぜ」

「お出ししたいのは山々ですが、五十万円はちょっと……」

　イミコが眉まゆを寄せ、表情をくもらせる。

「なんでだ？　おまえの家、すげえカネ持ちだって言ってたじゃねえか。部へ屋やにもどればあるだろ？　五十万ぐらいよ」

　俺の言葉に、イミコは無念そうに首をふった。

「お父とうさまからは、毎月、決まった額がくのおカネしかいただいてませんの。とても小額ですわ。お父さまは、下しも々じもの生活を知るのも勉強のうちだ、と考えていらして」

　ちくしょう、くされ有ゆう産さん階級どもめ。

「おカネがなければ相談に乗ってくれませんの？」

　イミコが泣きそうな目で、俺の返へん答とうを恐おそれるような目でこわごわと見てくる。

　俺は少し居い心ごこ地ちが悪くなった。一度は期き待たいさせた手前、いまさら断ことわるわけにもいかない。

「まあ、とりあえず話くらいは聞いてやるけどよ。……そうだ。おまえたしか、寮りようで隣りん室しつの方とか言ってやがったな？」

　俺はたずねた。イミコは「ええ、言いましたわ」とこたえ、素す直なおにうなずいた。

「おまえの隣室なんだから、女子寮ってことだよな。また相手は女か」

「それがどうかしましたの？」

「おまえに女のことで相談を持ちかけられると、ろくなことにならねえ気がしてよ」

　イミコは男よりも女のほうが好き、という変わった嗜し好こうの持ち主だ。前の事じ件けんも、ひとめぼれした女性が行方ゆくえ不ふ明めいになった、さがしてほしい、というものだった。いろいろあったわけだが、結局、その女はまだ見つかっていない。

「それはこっちの台詞せりふですわ！　見つけると約やく束そくしておきながら、虎雄さんはまだあの方を見つけだしていません！」

「あきらめたんじゃなかったのかよ？　あの女に関しては」

「あの女、なんて言い方はやめてください！」

「あほくさ……」

　俺は机の上のがらくたをかきわけ、埋うもれていたショットガンをつかんだ。

「で。今度はどんな相談なんだ？　どんな相手なんだ、と訊きくべきかもしれねえが」

　俺は話をうながした。

　イミコはプールへ飛びこむ前みたいに息を吸すいこみ、話しだした。

「わたし自身が相談したい、というわけではありませんの。ただ隣室の方、高たか槻つき茉まつ理りという方なのですが。茉理さんが、最近、変な人たちにつきまとわれているみたいで」

　高槻茉理。俺は首をかしげた。聞いたことのある名前だが、いまは思いだせない。

「本人がそう言ったのか？　変な連中につきまとわれているってよ」

「そうですわ。とても潑はつ剌らつとした方で、見ているだけでこちらまで元気になってきますの。それはもう生せい気きに満みちあふれていて、まるで戯たわむれる妖よう精せいのよう」

　やっぱり前の女はもうどうだっていいんじゃねえか。と、俺は胸むねの中でつぶやいた。もちろん口には出さない。出すとまたうるさくほえられるに決まっている。

「つきまとわれてるってのは？　どんな感じなんだ？」

「夜中に視し線せんを感じるそうです。実際、複ふく数すうの男たちにあとをつけられたりしたとか」

「直ちよく接せつなにかされたってわけじゃねえんだな。複数ってことは、ストーカーってわけでもねえ」

「その男たち、茉理さんご自身が何度か見かけたらしいんですの。だから、見まちがいということは絶ぜつ対たいにありませんわ。それで、茉理さんは不安になって、わたしに相談してこられたんです」

　イミコなんかに相談しなきゃならないってのはよっぽどだな。と思ったが、これもまた口には出さなかった。

「ま、事じ件けんかどうかはわからねえが。気が向いたら調べといてやるぜ」

「そんな悠ゆう長ちようなことではいけません！　いますぐ動いていただきませんと」

「んなこと言われてもよ」

　俺はこれから一週間のあいだ、五十万を集めるために奔ほん走そうしなくてはならないのだ。とてもじゃないが、イミコのたわごとにつきあっている暇ひまなんてない。

「さっきのお話で思いだしました。虎雄さんは前の事件をまだ解決されていませんわ。拒きよ否ひする権けん利りはありません！」

「たしかに、それを言われるとつれえけどよ」

　五十万とは比くらべものにならないほど小しよう額がく、ほんの小こ銭ぜにだが、前の件では依い頼らい料まで受けとっている。借かりを作ったままにしておく、というのは俺の好このみではない（どんな要求を突つきつけられるかわかったもんじゃないからだ。今回のように！）。

　とりあえずこの件を片かたづけて、借りを帳ちよう消けしにしておくべきだろうか。

「そうだな」

　俺はがらくたの中から置き時ど計けいを引っぱりだした。プラスティック製せいの、どこぞで拾ひろってきた古い代しろ物ものだ。のぞきこんでみると、針はりが示しめしている時じ刻こくは五時。季き節せつ柄がら、もうしばらくは明るいが、そろそろ空がかげってくる頃ころだろう。

　時間をかければ五十万が手に入る、というわけじゃない。少しぐらいこっちの件に時間を割さいたところで、結果は変わらないはずだ。いますぐに、というのは少し辛つらいが、明あ日す一日ぐらいなら、イミコにつきあってやったっていいのかもしれない。

「わかった、調べてやろうじゃねえか。ただし、始めるのは明日からってことでどうだ？　週末の夜ぐらい、ゆっくりさせてほしいんでな」

　イミコは一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたが、やがて小さく顎あごをうなずかせた。

「よろしいですわ。わたしは、部へ屋やで待っているようにいたします」

「隣となりの女、茉理って女にも待ってるように言ってくれ」

「わかりました」

　イミコは立ちあがった。スカートの裾すそがふわり、と浮うきあがった。







　　　総持寺２　「よし。行くんだ」




　総そう持じ寺じは助じよ手しゆ席せきに身体からだを押おしこんでいた。古びた軽自動車の中は恐おそろしく窮きゆう屈くつだ。

　隣の運転席では手て下したの茨いばら木きが、後こう部ぶ座ざ席せきでは同じく手下の曽そ根ねが、それぞれ頭にストッキングの覆ふく面めんをかぶろうとしている。実際の誘ゆう拐かいを行おこなうのはこのふたりのみ。総持寺は車内で待たい機きし、逃とう走そう手しゆ段だんを確かく保ほしておく役目だ。

　車はショッピング・センターの駐ちゆう車しや場じようから盗ぬすんできた。ナンバープレートは隣に停とめてあった車と交こう換かんしておいた。しばらくは足がつく心配はない。

　運転は茨木の役目だ。彼だけは三年であり、一いち応おうは運転免めん許きよを持っている。もっとも取しゆ得とくしたのはつい先日、夏休みの運転免許合がつ宿しゆくに参加してのことらしいが。

「その女の子、けっこう可愛かわいいんでしょ？　腕うでが鳴なるわ」

　茨木がストッキングをかぶり、あまった先せん端たんをうしろへはねあげる。彼は以前から女っぽい物もの腰ごしをしていたが、とある事件で〈ショットガン刑事〉にタマを吹ふきとばされて以い来らい、正しよう真しん正しよう銘めいのおかまになった。現げん在ざいは第二の人生を歩あゆみはじめたばかりだ。

「遊びじゃないんだ。真しん剣けんにやれ」

「いつでもいけますぜ。ボス」

　曽根がうしろから声をかけてきた。通つう称しようオールバック曽根。トレードマークともなっている髪かみ型がたはストッキングに押さえつけられていても健けん在ざいだ。夕ゆう陽ひに照てらされ、表面がてかてかとした艶つやを放はなっている。

「いいか、まちがえるんじゃないぞ。寮りようの部屋には表ひよう札さつが出ていない。あるのは部屋番号だけだ」

「新寮のＣ棟とう、一階の九号室でしょ。まちがえたりしないわ」

　茨木がこたえる。北摂高校の寮は旧寮と新寮に分かれており、後こう者しやのほうはマンションのような造つくりになっている。

　総持寺はグラヴ・コンパートメント──助手席の前にある小物入れ──の上で手を握にぎりしめた。茨木に質しつ問もんを投げる。

「目もく標ひようの外がい見けんは？　ちゃんと覚おぼえてるか？」

「髪の毛をお団だん子ごにしてて、白いエプロンをつけてるんでしょ。もう何度も聞いたわよ。まちがえたりしないわ」

　茨木がこたえる。彼（あるいは彼女と言うべきか）は総持寺に敬けい語ごを使おうとしない。以前はちがったのだが、性せい格かくが変わって以来、やたらとなれなれしくしてくるようになった。なんとなく不ぶ気き味みなので、総持寺は理由をただしたり、敬語を使うように注意したりはしていない。

　総持寺は言った。

「しくじるなよ。誘ゆう拐かいの前に、まず女子寮の敷しき地ちに入るのが一ひと苦く労ろうだ」

「守しゆ衛えいぐらいどうってことありませんぜ」

　オールバック曽根が請うけあう。

　総持寺はうなずき、フロントガラスの先へ視し線せんを流した。

　北摂高校の塀へいが歩道ぞいに続いている。それよりこちら側は住宅地だ。歩道にも車道にも人ひと影かげはない。このあたりの住民は大半が電車通つう勤きんをしているため、平日は車の通りが極きよく端たんに少ない。もうしばらくは会社帰りのサラリーマンが通ることもないだろう。それまでにはすべて片かたづけられるはずだ。

「よし。行くんだ。そう……女には、絶ぜつ対たいに手て荒あらな真ま似ねはするな。忘わすれるんじゃないぞ」

「すぐにもどるわ」

　茨木が鼻はな歌うたを口ずさみながら出ていく。手には人ひと質じちの頭にかぶせるための麻あさ袋ぶくろをぶらさげている。

「まかせといてくだせえ」

　オールバック曽根はベルトと腹はらの間に改かい造ぞうモデルガンを突つっこみ、上うわ着ぎの裾すそでそれを隠かくして、総持寺にうなずきかけながらドアを開けた。










　　　イミコ１　「せっかくのお洋服に血がついてしまいます！」




　銃じゆう声せいが響ひびいた。イミコは鏡かがみに映うつった自分の姿すがたから目をそらし、ベランダのほうをふり返った。趣しゆ味みで始めた裁さい縫ほうと刺し繡しゆうはずいぶんと上じよう達たつしたもので、すでにこぢんまりとしたワンルームは刺繡で飾かざられたクッションカバー、ベッドカバー、カーテンなどで飽ほう和わ状じよう態たいになっている。

「なんでしょう。騒さわがしいですわ」

　イミコは服の上から白いエプロンを当てていた。これも完全な自作。型かた紙がみの段だん階かいから工く夫ふうし、一生けんめいに作った。隣の茉まつ理りがいつも同じエプロンばかり着きているので、きっと茉理は貧びん乏ぼうなのだと思い、新しいエプロンを作ってプレゼントしようと考えたのだ。

　いまは、ちょうどそのエプロンができあがったところ。イミコと茉理はほとんど同じ体格なので、試ためしに着てみて、具ぐ合あいをたしかめていたところだ。髪型まで茉理をまねてお団だん子ごにしたのは、少々やりすぎだったかもしれないが。

「とても素す敵てき。きっと茉理さんも気に入ってくれますわ」

　鏡にほほ笑えみかけてから、イミコは部へ屋やを横切った。レースのカーテンを横へすべらせ、フランス窓まどから外をながめる。

　窓の前には幅はば一メートルほどのベランダがついており、さらにその先は植えこみ、コンクリートの舗ほ装そう路ろと続いている。

　銃声は舗装路の左側、守しゆ衛えい室の方向から聞こえたように思った。守衛室は敷しき地ちの入り口にある、ほったて小ご屋やのような建たて物ものだ。

　銃声はやんだが、代かわりに品ひんのないののしり声の応おう酬しゆうが聞こえはじめた。声はとぎれることなく発せられており、だんだん大きくなってくるように感じられる。

「男性の声、でしょうか？」

　女子寮の敷地内で男性の声が聞こえる、ということはまずない。

　イミコは眉まゆをひそめた。好こう奇き心しんに駆かられ、フランス窓を開けてベランダへ出てみた。

　と同時に、粗そ野やな男性の声、それに風変わりな、中性的な声が飛んできた。声をあげているのはふたり。ベランダの前の道を走りながら会話しているらしい。

「ちくしょう。あの守衛の野や郎ろう、本当に撃うちやがった！　こっちはモデルガンだってのに、あいつのは本物じゃねえか！　なんで学校の警けい備び員いんごときが銃なんて持ってやがる!?」

「もうだめだわ。あたしは死ぬの。もう死ぬに決まってる！　ほら、こんなに血が出てるじゃない。出しゆつ血けつ多た量りようよ出血多量。あたし、血を見ると失しつ神しんするの」

「がたがたとうるせえ。女みたいにわめいてんじゃねえ！」

「あたしは女よ！」

「噓うそつけっ。明らかに男じゃねえか！　ほら、守衛が追っかけてきやがる。早く走りやがれ！　とっつかまる前に、仕事をこなさなきゃなんねえ！」

「あたしはもうだめ。あなただけ行って」

「ぐわ、しがみついてくんな！　気持ち悪い！　てめえ、言ってることとやってることが無む茶ちや苦く茶ちやじゃねえか！」

「そうよ。女は矛む盾じゆんに満みちた存そん在ざいなの」

「死ね！」

　男性ふたり（一いつ方ぽうは例れいの、中性的な声だ）の声がさらに近づいてくる。

　イミコはベランダの柵さくに手を添そえ、小首をかしげた。

「お祭まつりかなにか……ではなさそうですわ。どなたでしょう？」

　植えこみの間から、ちらちらと人ひと影かげが見えた。声をあげている男たちだ。彼らは禿はげ頭でのっぺらぼう──ではない。どうやら頭にストッキングをかぶっているらしい。なぜあんな珍ちん妙みような格かつ好こうをして、大声でわめきながら全力疾しつ走そうをしているのだろうか。

「なにかご病気でしょうか？　心の病やまい？　お気の毒どくですわ」

　男たちがベランダの正しよう面めんを走り抜ぬけていく。手足をでたらめにふりまわしている。彼らが通りすぎた直後、今度は顔をまっ赤かに染そめた守しゆ衛えいが通りすぎた。初老の守衛は息を切らし、いまにも心しん筋きん梗こう塞そくかなにかで倒たおれそうに見えた。

「病院から抜ぬけだした患かん者じやと、それを追う守衛……でしょうか」

　しみじみとつぶやき、イミコはフランス窓に手をかけた。男たちはもう前を横切ってしまったので、これ以上は見ていてもしかたない。

　イミコはベランダから自室へもどる前に、なにげなく隣となりの部屋に目をやった。窓のカーテンは閉じたままだ。元気いっぱいの隣りん人じん、高たか槻つき茉まつ理りはいまの騒さわぎに気がつかなかったらしい。

　イミコは比ひ較かく的てき耳がいいから、イミコだけが銃じゆう声せいに気づいた可能性は十じゆう分ぶんにありうる。あるいは、茉理が銃声に興きよう味みを抱いだかなかっただけかもしれない。少し前、廊ろう下か側で扉とびらの開く音がしたから、茉理はすでに帰き宅たくしているはずだが。

「そうだ、ちょうどいいですわ。エプロンも完成したことですし、お邪じや魔ましてみましょう」

　刑事部の虎雄に相そう談だんしたこと、虎雄が明あ日す来てくれることを茉理に伝つたえなくてはならない。もちろん、エプロンを手渡すことも忘れてはならない。きっと彼女はよろこんでくれるだろう。イミコの親しん切せつに感かん謝しやしてくれるだろう。あの笑え顔がおに会えると思うと、それだけで心が浮うき立ってくる。

「お取りこみ中でなければいいのですが」

　イミコは服の上からエプロンを着つけたままで玄げん関かんへ移い動どうし、扉を外側へ開いた。

　と、また銃声が耳を聾ろうした。それに続き、興こう奮ふんした男性の声が聞こえてきた。さっきはベランダの外からだったが、今度は廊下側から聞こえてくる。まちがいなく同じ声、さっきベランダで聞いた声だ。その声が言う。

「ちくしょう、追いついてきやがった！」

「だいじょうぶ、もう見えてるわ。すぐそこの部屋よ！」

　なんてことだろう。イミコは開けた扉の前で、「まあ」と言って口もとを押さえた。

　さっきの、ベランダから見かけたふたり組が近づいてくるではないか。

　ひとりのほう、身体からだの細いほうは肩かたの一部が赤黒く汚よごれている。その汚れが点てん灯とうしたばかりの蛍けい光こう灯とうに照てらされ、白く輝かがやいて見える。血の艶つやだ。どうやらどこかで怪け我がをしたらしい。

「大変ですわ……」

「あの子よ！」

　イミコのつぶやきをかき消すように、細いほうの男が叫さけんだ。イミコのほうへ指を突つきつけてくる。いったいどういうことだろう。

　イミコは眉まゆをひそめ、細い男をしげしげとながめた。

　あの子よ、と言って指を突きつけてくるということは、イミコのことを知っているということだ。どこかで会った相手だろうか。だが自分には頭にストッキングをかぶるような知りあいはいない。

「わたしが、どうかいたしましたの？」

「白いエプロンにお団だん子ご頭──まちがいねえ。ちょうどいい！」

　がっしりしたほうが前に出て、イミコのほうへと突とつ進しんしてきた。ぶつかれば弾はじきとばされてしまうような勢いきおいだ。だがよけることはできない。イミコは思わず目をつむった。

　男に肩をわしづかみにされたかと思うと、あっという間まに抱かかえこまれた。太い腕うでがイミコの腹にまわされる。イミコは混こん乱らんし、動けなくなった。

「なんですの？　いったいなんですの？」

「だまってろ……来やがった」

　男が間ま近ぢかで銃じゆうを撃うった。ガスを使った銃の、間ま抜ぬけな発はつ射しや音が響ひびいた。廊ろう下かの先でチンチン、というかん高い音が響ひびく。同じ位置から、今度は年ねん配ぱいの男性のうめき声が聞こえてくる。

「まあ、あれは守しゆ衛えいさん？　あなた、守衛さんを撃ちましたの？　それはいけないことですわ。そんなのはだめ！　反はん則そくをするにもほどがあります」

「わけのわからんこと言ってんじゃねえ！」

　肩を引っぱられた。男はイミコが半開きにした扉に手をかけ、その裏うら側がわへまわりこんだ。イミコの部へ屋やの玄げん関かんに入る。女言葉の男もついてくる。

　がっしりしたほうは扉を盾たてにして、手の中の銃を撃ちまくった。発射音が連続し、廊下の先で守衛がののしり声を吐はき散らした。

　女言葉の男が守衛に脅おどし文もん句くを投げつける。

「こっちは人ひと質じちがいるのよ!?　あっちへ行きなさい！」

　女言葉をしゃべる男の頭、ストッキングでおおわれた顔には血がべっとりと付ふ着ちやくしている。なんておぞましい光景だろう。イミコは目をおおいたくなった。

　廊下の先で、それまでとは比ひ較かくにならないような轟ごう音おんが響いた。ほとんど同時に、イミコの部屋の扉、男たちが盾にしている扉が爆ばく発はつしたような音を立てた。守衛が本物の銃を撃ち、その弾が扉に当たったのだ。

　扉が弾丸の勢いきおいに押され、急きゆう激げきに閉じる。把とつ手てが、がっしりした男の腕うでに激げき突とつする。男は吠ほえるような叫さけび声を発した。

「痛いてえ！」

「やばいわ。守衛がこっちに来てる」

「ちくしょう。女は確かく保ほしたんだ……ボスのところへもどるぞ。ベランダから出るんだ！」

「わかったわ。そうだ、ちょっと待って。この袋ふくろを使うから」

　女言葉の男がポケットからなにか出した。イミコは声をあげた。

「あなたたち、なにを言ってますの？　いきなり女性の腕をつかむなんて。女性の部屋へ踏ふみこむだなんて、あまりにも無ぶ礼れいですわ……きゃあ！」

　なにかを頭にかぶせられた。ざらざらとした荒あらい感かん触しよくが肌はだをこすった。粗あらい布ぬの製せいの袋らしい。糸のすき間から光が射さしこんできた。

「なにをしますの!?　まるで悪あつ漢かんですわ。あなたたちは暴ぼう君くんです！」

「いまさらなに言ってやがる」

「まあ!?」

　足をすくわれた。と思ったとたん、身体からだを宙ちゆうに持ちあげられた。ふたりがかりで抱かかえられたらしい。これは拉ら致ちだ。明らかに拉致だ。自分は力自じ慢まんの男ふたりに連つれ去られようとしている。

「放はなしてください！　せっかくのお洋服に血がついてしまいます！」

「だまってろ！」

　身体が上へ持ちあげられ、下へ降おろされた。気分が悪くなりそうだ。

　ガラスの割われる音が聞こえた。なんてことだろう。彼らはフランス窓まどを割ってしまったのだ。そういえば、ふたりとも靴くつを脱ぬいでいなかったのではなかろうか。整理整せい頓とん第一、清せい潔けつ第一の部屋に、彼らの足あし跡あとがついてしまうなんて。

「耐たえられませんわ。わたしはとても耐えられそうにありません」

　イミコはしくしくと泣いた。頭にかぶせられた袋の上から、男──おそらくは女言葉のほうだろう──の指がそっとイミコの顎あごをなぞった。

「ごめんなさいね。痛くしたりしないから、心配しないで」

　足首にあった感かん覚かくが消えた。ひとりが手を離はなしたらしい。と思うや否いなや、今度は肩と背せ中なかに強い圧あつ迫ぱく感。別のひとりがイミコを持ちあげているのだ。肌には風になでられる感覚もある。

　ベランダに出たということか。そして、その縁ふちから外へ投げられようとしている？

　イミコは悲ひ鳴めいをあげた。だが布袋ごしに口をふさがれた。そして、浮ふ遊ゆうする感覚──。







　　　茉理（エプロン刑事）１　「ほんとうにもう。遅おそすぎるよぉ」




「遅いなぁ」

　通つう称しよう〈エプロン刑デ事カ〉こと高たか槻つき茉まつ理りは頰ほおをふくらませた。不満だった。せっかく狂きよう言げん誘ゆう拐かいを仕組んだというのに、肝かん心じんの誘拐する側がいつまで経たっても現あらわれてくれない。

　さっきベランダの外で銃じゆう声せいのような音が聞こえたから、ひょっとしたら総そう持じ寺じの手下と守しゆ衛えいがやりあっているのかもしれない。ならなかなか現れないということは、守衛につかまってしまった、ということだろうか。

　天下の学内マフィアが守衛ごときに？

　もしそうだとしたら、その程てい度どの手下しか持てないのだとしたら、総持寺の実力なんて知れたものだ。総持寺は普ふ段だんからクールを気取っている、実じつ際さいにクールな性せい格かくをしている男だが、そんなことはなんの足たしにもならない。組そ織しき内でのしあがる、なんて夢ゆめのまた夢。とっととあきらめるべきだろう。

「ほんとうにもう。遅すぎるよぉ」

　廊ろう下かで銃声が響ひびいた。ワンルームについている、薄うすい扉とびら一枚まいをへだてたすぐ向こう側から聞こえてきた。どうやらまだ銃じゆう撃げき戦は続いているらしい。足音に続き、ののしり声、そして女生徒の悲ひ鳴めい。

「わ、まずいよ。関係ない子に当たったんじゃないの？」

　茉理はぎょっとなった。と、今度は、なぜか隣となりの部へ屋やから騒そう々ぞうしい物音が聞こえてきた。そして入り乱みだれる声、声、声。興こう奮ふんした様よう子すで複ふく数すうの人間が言い合っているようだ。総持寺の部下が隣りん室しつに入り、そこから逃にげようとしているのか。

　茉理は扉の前まで移い動どうし、のぞき穴あなから外の様子をうかがった。硝しよう煙えんが邪じや魔までよくわからない。硝煙が出るということは、守衛が持っている小型拳けん銃じゆうが発射された、ということだろう。

　茉理は身体からだをぴったりと扉につけ、耳をそばだてた。なにが起きているのかを知る必要がある。それを感じとる必要がある。だがなにも聞こえてこない。隣の部屋も静かだ。もう騒さわぎは終わってしまったのかもしれない。あるいは騒ぎの中心が移動しただけか。

「なんなのよぉ」

　誘拐される予定の人間が扉を開ける、わざわざ外へ出ていく、というのもおかしな話だが、じっと待っているわけにはいかない。

　扉の把とつ手てをまわし、そっと押おしあけてみた。頭を扉の縁へりから突つきだし、廊下の光景を目に映うつした。

「ええっと……」

　反はん応のうにこまった。だれもいない。四部屋隣の扉が少し開き、無関係らしい女子生徒が茉理と同じように頭を突きだしているきりだ。廊下が静かになったので様子を見てみたのだろう。

　床ゆかには点々と血の染しみがあり、それが隣の部屋のあたりでとぎれている。恐おそらく総持寺の手下たちは、茉理の部屋の前まで来たが、守衛の追つい撃げきに遭あい、あきらめて帰ってしまったのだ。隣の部屋を通り抜けて逃げたのか、廊下から外へ逃げたのかはわからないが。

「最っ低。待ってるあたしをただ連つれだすだけなんだよ？　こんな簡かん単たんなこともできないなんて！」

　茉理は扉の把手を引っぱり、乱らん暴ぼうに閉しめた。







　　　総持寺３　「よくやった。問題ない、完かん璧ぺきだ」




「ボス、ばっちりです。ちゃんとさらってきやした！」

　軽自動車の後こう部ぶ座ざ席せきへ飛びこむなり、オールバック曽そ根ねは自分の頭からストッキングをはぎとった。腕うでにはやたらとひらひらした服ふく装そうの少女を抱かかえている。

〈エプロン刑デ事カ〉こと高たか槻つき茉まつ理りのはずだが、いまは服の上からエプロンをつけている。ふだんの、エプロンだけの服装とはことなる。誘ゆう拐かいされ、抱かかえられたりすることを想そう定ていして、あらかじめ露ろ出しゆつの少ない衣い装しようを用意しておいたらしい。それでも服の上からエプロンを身につける、というこだわりはたいしたものだ。

「よし。すぐに出せ」

　総そう持じ寺じは乗りこんできた茨いばら木きに命じた。肩かたをどやしつける。

　茨木はかん高い、犬のような泣き声をあげた。ストッキングをむしりとり、うるんだ目で総持寺を見てきた。

「ちょっと、気をつけてくれる!?　重じゆう傷しようなのよ重傷！」

　見ると、どやしつけた総持寺の手に血がついていた。茨木の肩は血にまみれていた。

「なんてこった。撃うたれたのか？」

「そうよ！　守衛に撃たれたの。まともに命中よ、まともに命中！　アジトの前に病院へ向かうわ。でなきゃ死んじゃう！」

「待て。病院はまずい！　誘拐した女を連れて病院、なんて冗じよう談だんじゃない」

「そんなの知ったことじゃないわよ！」

「ボス。まともに当たった、なんて噓うそです。ちょっとかすっただけでさ」

　オールバック曽根がうしろから口を添そえてくる。

　茨木はさっと、思いのほか素す早ばやい動作でふり向き、涙なみだ目めでオールバック曽根をにらみつけた。ストッキングのためか涙のためか、化け粧しようが目や口のまわりでにじみ、広がっている。まるで化ばけ物のような顔だ。とりあえず、これだけ動ければ心配ないだろう。

　総持寺は身ぶりで前を示しめした。

「とにかく出発だ。車を出せ！　早く！」

「わかったわよ。このろくでなしども！」

　茨木がシフトレバーに手をのばし、アクセルを踏ふんだ。

　軽自動車のタイヤが空くう転てんし、直後、アスファルトの表面を豪ごう快かいに嚙かんだ。うしろで爆ばく発はつでも起きたような勢いきおいで車が走りはじめる。

「よし。その調ちよう子しだ」

「まず病院へ向かうわ」

「アジトへ、俺おれの家へ向かえ。薬くすり箱ばこぐらいなら用意してある」

　景け色しきが左右へ流れていく。総持寺は息をつき、身体からだをうしろ側へ向けた。運転席の肩の部分に手をつき、後部座席の様よう子すをたしかめる。

「女はどうなってる？　どうして声を出さない？」

「あんまりわめきやがるんで、頭をなぐって気き絶ぜつさせやした」

　オールバック曽根がほこらしげに胸むねを張はり、麻あさ袋ぶくろに包つつまれた少女の頭を見み下おろした。彼女は後部座席に横たえられ、曽根に膝ひざ枕まくらをされるような形になっている。

「なんだと？　なぐったのか？　この女を」

「ええ。手て荒あらなことはするなって話なんで、軽くですが」

　総持寺は頭を抱かかえたくなった。頭をなぐって気絶させただって？　高槻茉理を？

　オールバック曽根は、彼女が学内マフィアの幹かん部ぶだ、ということを知らない。あとで総持寺が茉理本人になにを言われるかわかったものではない。なんてことだ。

　それにしても、茉理はなぜ騒さわいだりしたのか。オールバック曽根になぐられるほどに。狂きよう言げん誘ゆう拐かいを仕組んだのは彼女自身だというのに。誘拐に真しん実じつ味みを出すための演えん技ぎかなにかだろうか。

「まあいい。とにかく、カネが入ればそれでいいんだ」

　車が赤信号で停止した。総持寺はリアウィンドウ越ごしに後こう方ほうの状じよう況きようをうかがった。無関係そうなセダンが一台停とまっているだけだ。追つい跡せきはない。

「逃にげ切れたようね」

　茨木がバックミラーを通してうなずきかけてくる。総持寺はうなずきを返した。

「そのようだな。あとは身みの代しろ金きんの要求だ」

「いまかけますかい？」

　オールバック曽根が懐ふところから携けい帯たい電話を取りだした。身代金の要求電話をいまかけるか、と訊きいてきているのだ。たしかに、かけられるなら早めにかけたほうがいい。

「その携帯は？」

「この女の部へ屋やで見つけました。買ったばかりの新品みたいですぜ。最新機種だ」

「よし、かけろ。番号はここにある」

　総持寺はポケットから札さつ入いれを出し、そこから四つ折おりのメモ用紙を取りだした。茉理から教えられた番号が書いてある。生徒会刑けい事じ部ぶのオフィスにつながる直通電話の番号。北摂高校の生徒便びん覧らんにも載のっている番号だ。

　総持寺は番号を読みあげた。オールバック曽根がいちいち言われた番号を口で反はん芻すうし、携帯電話の番号ボタンを押おしていく。

「つながりやした。俺おれにまかせてください」

　オールバック曽根が手のひらを向けてくる。総持寺はうなずき、電話を続けさせた。

「おいこら生徒会の刑事ども！　聞きやがれ。女はあずかった。ああ？　女っていったら女に決まってんだろうが。名前は──」

「〈エプロン刑事〉。高槻茉理だ」

　総持寺はすかさず言いそえた。必要ないと思い、いままで手下たちには彼女の名前を伝つたえていなかったのだ。

　オールバック曽根は驚おどろいたように、せわしなく目をまたたかせた。まさか刑事部の刑事が相手とは思ってもみなかったのだろう。だが曽根はすぐに気を取り直し、目で了りよう解かいの意い思しを示しめした。

「〈エプロン刑事〉、高槻茉理だ。〈エプロン刑事〉はあずかった！　なに言ってやがる。誘ゆう拐かいしたんだよこのぼけ！　この変へん態たい刑事ども！　いいか、よく聞きやがれ。おめえらが小金をためこんでるのはわかってる。額がくも知ってる！　そう……噓うそつけ、千円なわけねえだろうが!?　一千万だ。そいつをよこしやがれ！　女はその金と交こう換かんしてやる」

　オールバック曽根は携帯電話を耳から遠ざけ、送話口を手でふさいだ。

「身代金の受け渡わたし方法とか。段だん取どりは、来るとき言ってたのでいいっすね？」

「ああ。変へん更こうはない」

　総持寺は続けるようにうながした。オールバック曽根は携帯電話をまた顔の横にもどした。

「いいか、明あ日すの正しよう午ごだ。正午に私し鉄てつＨ線のＫ駅へ来て、そこからＵ駅行きの各停に乗りやがれ。カネを持って乗るんだ、決まってんだろうが!?　いいか、来るのはひとりだけだ。こっちは大おお勢ぜいで監かん視ししてるから、変な気は起こすんじゃねえぞ。刑事が何人も来てるようなら、その時点で取り引きは中ちゆう断だんする。こっちは女の指を切りとって送りつける。取り引きが成立するまでそれをくり返すってわけだ」

「相手の、携帯の番号を聞くんだ」

　総持寺は言った。オールバック曽根はわかっている、というようにうなずいた。

「それと、おめえの携帯番号を言いやがれ。そうだよ、おめえのだよ。早く！　そうだ。そう……」

　オールバック曽根は相手から聞いた番号を口に出した。

　総持寺はダッシュボードの中からペンを取りだし、その番号をさっきのメモ用紙に書きつけた。大きな字ではっきりと書く。書きながら記き憶おくできるように。

　書き終え、総持寺はメモをまた札さつ入いれの中に入れた。

　車がカーブに差しかかった。総持寺は座ざ席せきの間で身体からだを支ささえた。家はもうすぐそこだ。追つい跡せきされている様よう子すもない。オールバック曽根は最後の仕上げに取りかかっている。

「よし。当日はおめえがカネの運び役だ。おめえが電車に乗ったのを確かく認にんしたら、こっちから電話してやる。いつ電話するだあ？　んなこと教えられるわけねえだろうが。とにかく、てめえが乗ってる間に電話してやるさ。携帯だからつながんだろ」

　電車が適てき当とうな場所へ来たら、その電車に乗っている運び役に電話をかけて、窓まどからカネの入ったバッグを投げさせる計画。相手には、こちらがどこでカネを投げさせるつもりなのかがわからない。待まち伏ぶせは不ふ可か能のう。総持寺たちはカネを確かく保ほし、まんまと逃げおおせられる、という寸すん法ぽうだ。

　オールバック曽根がまくしたてる。

「おめえの名前は？　〈まるだし刑デ事カ〉だ？　ほほう、おめえがあの有名な〈まるだし刑事〉か。さすがに落ちついてやがるな。明日会おうぜ、じゃあな！」

　オールバック曽根は電でん源げんボタンを乱らん暴ぼうに叩たたき、通話を終わらせた。

「どんなもんです？　ぬかりないですぜ」

「よくやった。問題ない、完かん璧ぺきだ。それにしても、〈まるだし刑事〉が運び役か」

　まさか誘ゆう拐かいされた〈エプロン刑事〉こと高槻茉理の、実の兄あにが電話口に出るとは。

　皮ひ肉にくな展てん開かいだが、根っからの悪あく党とうである茉理はきっと面おも白しろがるだけだろう。逆ぎやくに、〈まるだし刑事〉はこれ以上ないぐらい真しん剣けんになる。カネを用意せずにこの件けんをほったらかしにする、なんてことは絶ぜつ対たいにありえない。むしろ好こう都つ合ごうかもしれない。

　総持寺は満まん足ぞくし、助じよ手しゆ席せきの背もたれに身をあずけた。うまいぐあいに車が停止する。総持寺の家の近所、屋や敷しきからは一ブロックほど離はなれた路上だ。

　茨木がハンドルをなでた。

「うまくいったみたいね」

「まあな。人ひと質じちを運びこむぞ」

「それはそっちでやってくれる？　あたしは、だれがなんと言おうと病院へ行くわ」

「好きにしろ……曽根、運ぶぞ。慎しん重ちようにやるんだ」

　総持寺はドアを開けた。茨木は十じゆう分ぶんに運転手の役目を果はたしてくれたのだ。病院へ行く権けん利りぐらいはある。










　　　ヒトミ１　「これだけの人たちがそろっているんだ。きっと解かい決けつできるさ」




〈エプロン刑デ事カ〉が誘ゆう拐かいされた！

　生徒会刑けい事じ部ぶは騒そう然ぜんとなった。オフィスの入っている部室棟とう三階フロアーは異い様ような雰ふん囲い気きに包つつまれた。だれもが殺さつ気き立だち、あやしい人物を見かけたら誰だれ彼かれかまわず射しや殺さつしそうな勢いきおい。もしここに〈ショットガン刑事〉がいたら、本当にそうしていたかもしれない。

　部室棟、というのは主おもに文化部の部室が大量につめこまれた巨きよ大だいな建たて物ものだ。高さは五階建だて。生徒会刑事部の、殺さつ人じん課か以外の部ぶ署しよはすべて三階の大おお部べ屋やにまとめられている。

　殺人課だけが隔かく離りされている理由は様さま々ざまだが、主なところは──〈ショットガン刑事〉がどう考えているかは知らないが──彼の暴ぼう走そうを食いとめるためには情じよう報ほうから遮しや断だんしておくのが一番、といったところだ。

　部室棟の最上階には生徒会長室、ならびに生徒会の執しつ行こう部室がある。執行部室の隣となりには執行部用の会議室。刑事部の人間が大規き模ぼな捜そう査さ会議を行おこなうときは、この会議室を借かりるのが通つう例れいだ。いまも、これから〈エプロン刑事〉誘拐事件に関する対たい策さく会議が行われようとしている。

　服部はつとりヒトミは息を弾はずませながら階段を駆かけあがった。

「あっ。〈まるだし刑事〉！」

　前を行く全ぜん裸らの刑事を呼よびとめた。何度見ても慣なれることのできない格かつ好こう。

〈まるだし刑事〉は手にぶあついファイルを抱かかえていた。捜査資し料りようかなにかだろう。それ以外は生まれたままの姿すがただ。

「ヒトミか。〈ショットガン刑事〉とは連れん絡らくがついたのか？」

「いいえ、ついていません。ふだんならこの時間は寮りようにいるはずなんですけど。いないみたいで」

　刑事部の人間にはひとり残らず召しよう集しゆうをかけられている。大たい半はんはすでに会議室で待っているはずだが、〈ショットガン刑事〉こと宇う野の辺べ虎とら雄おを含ふくむ何名かの刑事はまだつかまっていない。ヒトミは虎雄をつかまえようとしていて遅おくれてしまったのだ。

「しかたないな。〈ショットガン刑事〉は携けい帯たいを持っていない。連絡のとりようがない」

「〈エプロン刑事〉は？　やっぱりつかまらないんですか？」

　ヒトミはたずねた。〈まるだし刑事〉は渋しぶい表ひよう情じようでうなずいた。彼はあまり感情を表おもてに出さないが、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、むきだしの肩かたがこわばったように見えた。

「寮の部へ屋やにはいない。携帯にかけてみたが、呼びだし音が鳴なるばかりだ」

「じゃあやっぱり、〈エプロン刑事〉は誘拐されて……？」

「確かく認にんしたんだが」

〈まるだし刑事〉は手もとの書類に目を落とし、それをしっかりと胸むねに抱えなおした。階段の最上段を登り、ホールへと出る。一いつ方ぽうがガラス張ばりになった広い空間だ。

「今日きようの夕方、女子寮で銃じゆう撃げき戦せんがあったらしい。男のふたり組が守しゆ衛えいとやりあったあげく、女子生徒をひとり、無む理りやり連つれ去ったそうだ。それ自体は複ふく数すうの女子生徒が目もく撃げきしている。何人か刑けい事じ部ぶの人間を派は遣けんしてあるが。たいしたことはわかるまい」

　ヒトミは背せ筋すじに鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　まちがいない。やはり〈エプロン刑事〉は誘拐されてしまったのだ。よりによって刑事部の刑事が！　しかもその刑事は、〈まるだし刑事〉の妹いもうとでもある。自みずから脅きよう迫はく電話を受けた〈まるだし刑事〉の心しん境きようは知りようがない。

「時間も一いつ致ちしている。身みの代しろ金きん要求の電話があったのは、恐おそらく銃撃戦の直後だ」

「〈まるだし刑事〉。こんな事件の担たん当とうを、なにもあなたがやらなくても……」

　ヒトミは遠えん慮りよがちに言った。

　全裸の刑事は会議室の、扉とびらの把とつ手てに手をかけた。軽く片かた方ほうの眉まゆを上げてみせる。

「身み内うちだと捜査に私し情じようを持ちこむことになる。そういうことか？」

「ちがいます！　ちがいますよ。そういう意味じゃなくて、辛つらいんじゃないかと思って……」

「もちろん辛い。だがどんな事件も、通つう報ほうを受けた者が担当する決まりだ。身代金の要求電話が通報になるのかどうかはわからないが」

「大だい胆たんな要求ですよね。刑事部に、直接身代金を要求してくるだなんて」

　犯はん人にんは刑事部が身代金用の現金を用意している、ということを知っていたのだ。

〈まるだし刑事〉は、きびしい顔で扉の把手をまわした。

「なんとしても逮たい捕ほせねばならん」

　ふたりそろって会議室に入った。長い会議机づくえが四角く、部屋を取りかこむように置かれている。そのうしろには刑事部の有ゆう能のうな、個性豊ゆたかな刑事たちが席についている。総そう勢ぜい二十名近い。

「遅おくれてすまない。さっそくだが、わかっている事実からまとめよう」

〈まるだし刑事〉はホワイトボードの前へ進み、捜査資料を机の上に投げた。

　部屋の奥おくに腰こしかけた刑事部長が重々しくうなずき、会議が開始される。

　ヒトミはあいている席にそそくさと着ちやく席せきし、会議に参加している面々を順番にながめた。

　右隣どなりのサングラスをかけた人物は〈あぶなげない刑デ事カ〉。麻ま薬やく課かの所しよ属ぞくで、どんな捜査もこの上なく無ぶ難なんにこなす有能な刑事だ。さらに有能な〈もっとあぶなげない刑デ事カ〉、〈もっともあぶなげない刑デ事カ〉といった兄あにを持つらしいが、ヒトミはまだ会ったことがない。

　その向こう側に座すわっているのはアメリカからの交こう換かん留りゆう学がく生せいで、仲間からは〈ニコラス刑ケイ事ジ〉と呼よばれている。詐さ欺ぎ課に所しよ属ぞくする大酒飲みで、借しやつ金きんを作ってラスベガスから逃にげてきたらしい。身内には映画のアカデミー会員が多数いる、というよくわからない情じよう報ほうもある。

　ヒトミの左側には一台のテレビ。画面に映うつっているのは、同時中ちゆう継けいされている〈首まで地面に埋うまってる刑デ事カ〉だ。彼は監かん視し能力にすぐれているが、同じ場所しか監視できない、という欠点もある。どうやって生きているのか？　授じゆ業ぎようは受けているのか？　そもそもこの学校の生徒なのか？──すべてが謎なぞに包つつまれている、奥の深い刑事だ。大まじめでこの会議に参加しているが、動けない彼が捜査の役に立つのかどうかはわからない。

　その他、盗ぬすみ見と盗み聞きだけで事件を解決する〈出で歯ば亀がめ刑デ事カ〉などなど、まさに課を超こえた全面協力態たい勢せい。これらの面々を前にすると普ふ通つうに見えるが、刑事部長だってなかなかのものだ。彼はショットガンの直ちよく撃げきを食らっても死なない。

「これだけの人たちがそろっているんだ。きっと解かい決けつできるさ……」

　ヒトミは腹はらの前で手を組みあわせ、祈いのるような気持ちでつぶやいた。







　　　虎雄（ショットガン刑事）３　「やりたいようにやりゃあいいのさ」




　俺おれは第三食堂のボックス席におさまり、テーブルの上に新しん聞ぶん紙しを広げていた。といってもべつに読んでいるわけじゃない。その上でショットガンを分ぶん解かいし、入にゆう念ねんに手入れをしているのだ。

　細こまかい部品までひとつひとつ点てん検けんし、汚よごれを取りのぞいていく。調ちよう子しが悪くないかたしかめていく。これはなかなか神しん経けいを使う、それでいて楽しめる作業だ。

　第三食堂は本校こう舎しやの近くに建たっている。営えい業ぎよう時じは敷しき地ち内にあるどの店よりも遅おそく、夜の十時まで開いている。しかも七時以い降こうは照しよう明めいを落として大人おとなの雰ふん囲い気きを作る、といった演えん出しゆつつきだ。俺はこの演出が気に入っており、週末は必かならずここで銃の世せ話わをしている。照明が落ちたせいで、むしろ手もとは見づらくなってしまうのだが。

「あれっ。〈ショットガン刑デ事カ〉？　今日きようはよく会うね」

　俺は驚おどろいて顔を上げた。目の前に〈エプロン刑デ事カ〉が立っていた。幸さいわい、いまはエプロン姿すがたではない。ウェイトレスの制せい服ふくを身につけている。手にはプラスティック製せいのトレイ。その上には、たったいま下げてきたらしい食器が山積づみになっている。

「〈エプロン刑事〉。バイトか？」

「うん。そうなの」

「今日はもう終わったのかと思ってた。そう言ってなかったか？　夕方によ。服も着がえてたじゃねえか」

「そうなんだけどね。ほんとは別の予定があったんだけど、ドタキャンされちゃったの」

〈エプロン刑事〉はややうつむきかげんになり、すねたような顔をしてみせた。親に誕たん生じよう日びを忘わすれられたガキのような表情。

「だからやることがなくなっちゃって。そしたらちょうどここの子が、シフトを代かわってほしいって言ってきたから。断ことわる理由もないでしょ？」

「それで、代わりに働いてるってわけか」

「そう。そのぶん時じ給きゆうはもらえるから、これはこれでいいんだけど」

　厨ちゆう房ぼうのほうへ軽く視し線せんを投げかける。しゃべっている余よ裕ゆうがあるかどうか、厨房の連中が腹を立てていないかどうか確かく認にんしたらしい。

「ほんとは、お兄ちゃんからは反対されてるんだけどね。このバイト」

「初はつ耳みみだな。そうなのか？」

　俺はショットガンの部品を新聞紙の上に置いた。今日はほかにも拳けん銃じゆうの手入れをするつもりだ。いつもならこれにサブマシンガンが加わるところだが、こいつはヒトミに貸かしたままになっている。

〈エプロン刑事〉はトレイの位置を下へずらし、肩かたをすくめた。

「もっと刑事部の仕事に専せん念ねんするべきだって。バイトの間は携けい帯たいをロッカールームに置いてるから、それも不満みたい。緊きん急きゆう事じ態たいのときに対たい応おうできないって、うるさく言われてるの」

「〈まるだし刑事〉らしいな。まじめなあいつの言いそうなこった」

　俺は着きたままだったロングコートの前を開き、ぱたぱたとふってみせた。

「俺なんて、もとから電話すら持っちゃいねえ。携帯だのコンピューターだのってのは流りゆう儀ぎに合わねえんでな。有能な刑事ってのは、ハイテクには弱いもんだ」

　有能な刑事は、車以外の機械には弱くなくちゃならない。それが俺の美び学がくだ。

「どっこい、これでも刑事はつとまるんだぜ？　やりたいようにやりゃあいいのさ」

「うん……そうだよね。あたしもそう思う」

〈エプロン刑事〉は目を細くして笑った。とびきりの、死ぬほどまぶしい笑え顔がおだ。刑事部のアイドル的存そん在ざい。

「あたしはラストまで仕事があるから、あんまりお話とかできないけど。〈ショットガン刑事〉はゆっくりしてってね！」

「ああ。そのつもりだぜ」

　俺はジンジャーエールのグラスを取りあげ、「ついでにおかわりをたのむ」と注ちゆう文もんした。本当はバーボンかなにかを飲みたいところだが、高校の学食で酒を望むのは無む茶ちやというもの。それ以前に、俺は酒が飲めない。

〈エプロン刑事〉はうなずき、食器の山を抱かかえて、あぶなげない足どりで厨房のほうへ戻った。







　第二章　すれちがい連れん鎖さ










　　　虎雄（ショットガン刑事）４　「なにがどうなってやがる？」




　ベッドで快かい適てきな朝を迎むかえた。俺おれが寝ね起おきしているのは旧きゆう寮りようと呼よばれている建たて物ものの一室だ。もとは二人部べ屋やだった場所だが、いまは俺がひとりだけで使っている。もっともぼろっちい木もく造ぞうの旧寮だけに、家や賃ちんは新寮のワンルームよりずっと安い。半はん額がく以下といったところか。

「……約やく束そくは約束だし。しょうがねえ」

　ため息をつき、床ゆかに足を下おろした。

　隣りん人じんが複ふく数すうの人物につきまとわれているらしい、なんとかしてほしい、というイミコからの依い頼らい。いまさら無む視しを決めこむわけにはいかない。

「ま、どうせたいしたことねえだろ」

　ほれた男がつきまとっているか、それとも隣人自身の思いちがいか。せいぜいその程てい度どのことに決まっている。複数の人物が、という点は気になるが、どうってことはないだろう。一日もあれば解決できる。それで借かりが帳ちよう消けしになるなら安いものだ。

　シャワーを浴あびて身だしなみを整ととのえ、ショットガンをひっつかみ、俺は女子寮へ向かった。

　入り口の守しゆ衛えい室で「事件の捜そう査さだ」と伝つたえると、どうやらイミコが話を伝えてくれておいたらしく、信じられないほど簡かん単たんに通された。前に見たことのある初老の守衛ではない。新入りだろうか。だからあっさりと通してくれたのかもしれない。

　イミコの部屋は新寮のＣ棟とう、一階の八号室。前に一度だけ行ったことがある。行き方はしっかりと記き憶おくしている。

　マンション然ぜんとした建物に入り、廊ろう下かを左側に向かって進んだ。

　妙みような違い和わ感かんがあった。俺はすぐその原げん因いんに気づいた。廊下の床にしみがあるのだ。女子寮の廊下には似につかわしくないしみ。床にしゃがみこんで、指でそのしみを軽くなぞった。乾かわいているが、どうやら血けつ痕こんらしい。だれかが鼻はな血ぢでも出したのかもしれない。

　イミコの部屋の前に立った。俺はさらに首をかしげた。扉とびらの表面には弾だん痕こんがあった。俺たち刑事部や学内マフィアが使う改かい造ぞうモデルガンによる弾痕じゃない。守衛が使うような、本物の火か薬やくを使って飛ばす銃じゆう弾だんによる跡あとだ。

「やな予感がするな。なにがどうなってやがる？」

　俺は深しん呼こ吸きゆうをして把とつ手てに手をのばした。鍵かぎはかかっていなかったらしく、扉はあっさりと廊下側へ開いた。

　俺は入った。







　　　総持寺４　「なんでこんなのとまちがえたりしたんだ？」




「くそ……」

　総そう持じ寺じはリヴィング・ルームの鏡かがみをのぞきこんだ。鏡には目の下にくまを作った、不ふ健けん康こうそうな金きん髪ぱつの男が映うつっていた。いまにも死にそうに見える。あるいは生ける屍しかばね。これが自分の顔だなんてとても信じられない。

「オレには信じられない。本当に信じられない。なんでまちがえたりするんだ？　子こ供どものおつかいもできないっていうのか、おまえらは？」

　部屋の中央をふり返った。Ｌ字型ソファの上には、ひらひらした服ふく装そうの少女が転ころがされている。少女は身体からだのうしろで手を縛しばられている。手下ふたりは少女から距きよ離りを取って、それぞれソファの端はしと独どく立りつしたアームチェアに分かれて腰こしを下おろしている。

「誘ゆう拐かいなんて成功するはずがありませんわ。いますぐ解かい放ほうしてください！　そのほうがあなた方のためです。わたしがストックホルム症しよう候こう群ぐんにかかる、誘拐犯はんであるあなた方に親しん近きん感かんをおぼえる、なんて思ったら大まちがいです。わたしは誘拐にもテロにも屈くつしません！」
















　頭がガンガンとしてきた。誘拐された──まちがえて誘拐された少女はクスリでも一発きめたんじゃないか、と思えるほどにテンションが高い。昨日きのうから一いつ睡すいもしていない、という点では総持寺たちと同じだというのに。

　これに対して、手下ふたりは総持寺以上にひどい状じよう態たいだ。茨いばら木きは思ったよりも失しつ血けつが激はげしかったらしく、病院からもどって以い来らい、ずっと青い顔をしている。オールバック曽そ根ねなどは憔しよう悴すいしきり、自じ慢まんの髪かみ型がたがぺしゃんこになっている。

「騒さわぐな。静かにしてろ！」

「しませんわ。わたしは決してだまりません。わたしは言げん論ろんで戦たたかいます！」

「わけのわからんことを言うな！──まったく。なんでこんなのを連つれてきた？　よりによって、なんでこんなのとまちがえたりしたんだ？」

「しょうがないじゃない」

　茨木が、アームチェアの中で身じろぎした。まぶたの間にはわずかなすき間があるだけだ。目を開ける元気すらなくなったらしい。

「守しゆ衛えいに追われてたんだもの。追われてただけじゃなくて、狙ねらい撃うちにされてたのよ？　部屋をまちがえることだってあるわ。それにその子、言われた特とく徴ちようと同じだったし」

「それはそうだが……」

　総持寺は頭の中に〈エプロン刑デ事カ〉──高たか槻つき茉まつ理りの姿すがたを思い浮うかべ、目の前にいる少女と比ひ較かくしてみた。

　少女の名前は沢さわ良ら宜ぎイミコというらしい。いまはソファの上で身を起こし、拳こぶしを腰こしのうしろで握にぎりしめている。たしかにエプロン姿で、誘拐されたときは髪を茉理と同じように結ゆっていた。いまはほどけ、肩かたの上に流れている。

「ボス。しかたありやせんぜ？　格かつ好こうが同じだっただけじゃねえ。誘拐の相手っていったら、普ふ通つうはカネ持ちの令れい嬢じようって思うもんだ。俺や茨木だって例外じゃねえ。その女、かなりカネ持ちに見えるじゃねえですか」

　オールバック曽根は窓まどから入ってくる朝あさ陽ひに目を細め、頭を手でなでつけた。彼はなにかのヤマでイミコを見かけたことがあるという。それがどんなヤマだったかは思いだせないらしいが。

　総持寺はイミコの全身をためつすがめつしてみた。

「どこがカネ持ちっぽいんだ？　変な服を着きてるだけだろう。あとは、変なしゃべり方と」

「妙みようちくりんなデザインですが、服の生き地じや縫ほう製せいは悪くありませんぜ。どうやら上じよう等とうなオーダーメイドみたいだ」

「当然ですわ！　ですが、妙ちくりんなデザイン、というのは納なつ得とくできません。おふたりとも見る目がなさすぎます！」

　イミコが足を動かし、スカートの乱みだれをととのえながら主しゆ張ちようする。

　総持寺は首をふった。この女の発言にいちいち目くじらを立てていたらきりがない。

「くそっ、オールバック。なんで服のことなんかにくわしいんだ？　その顔で」

「趣しゆ味みです」

　オールバック曽根が胸むねを張はってこたえる。総持寺は、今度は曽根の全身をしげしげとながめた。だがなにも言わなかった。

「とにかく、この女がカネ持ちだろうが貧びん乏ぼうだろうが関係ない。オレたちは予定どおりやる必要があったんだ。隣の部屋の女をさらわなくちゃならなかった！　なのに……なのに、くそっ。あの女になんて言えばいい？　どう説明すればいいんだ？」

「あの女ってだれよ？」

　茨木が耳ざとく訊きいてくる。総持寺は強い疲ひ労ろう感かんをおぼえながらこたえた。

「組そ織しきの幹かん部ぶ。今回の誘拐をオレに指し示じした女だ」

　高槻茉理、通つう称しよう〈エプロン刑デ事カ〉。彼女を誘拐し、刑けい事じ部ぶから身みの代しろ金きんをせしめるつもりだったのに、予定が完全に狂くるってしまった。狂きよう言げん誘拐が本物の誘拐になってしまった！

「ま、これでせっかくの脅きよう迫はく電話も無む駄だよね。刑事部の連中、いまごろおなかを抱かかえて笑ってるわ。誘拐したって電話はあったけど、実じつ際さいは、その〈エプロン刑事〉──高槻茉理って子は無ぶ事じなんだから」

　茨木が指先でアームチェアの肘ひじ掛かけを叩たたく。まったくその通りだ。

総持寺は鏡かがみの前を離はなれた。昨日きのう、茉理がいたのと同じ位置に立って、ソファに腰こしかけるイミコを見み下おろした。

「刑事部から身代金をせしめる、という手はあきらめるしかないな」

　きっと身代金の要求電話を受けた直後、刑事部の連中は茉理の部屋へ駆かけつけ、脅迫が本物かどうかをたしかめたことだろう。そして部屋にいる──総持寺の手下が現れるのを待っている──茉理を見つけ、誘拐の話はいたずらだった、と判はん断だんしたことだろう。

　刑事部はカネなど用意していないだろうし、ふたたび茉理を誘拐するのも難むずかしそうだ。きっと刑事部が念ねんのために警けい戒かいしている。

「八はつ方ぽうふさがりか」

「先ほどからわたし、だまってお話をうかがっていましたけど。失しつ礼れいにもほどがあります！」

　イミコが首をねじまげ、総持寺の顔をにらみつけてくる。

「あなた方は、どうやらまちがえて連つれてきたらしいではありませんか。わたしを、こんな場所へ！」

　頭をふりまわしながら言いつのる。

「本ほん来らいなら、あなた方は茉理さんを誘拐するつもりだった。たしかにあの方が無事ですんだのは幸さいわいですわ。身み代がわりになれた、というのはとても光こう栄えいなことです。ですが、それとこれとは話が別ですわ。まちがいだった、わたしでは人ひと質じちの代わりにならない、だなんて──あんまりです。わたし、とても傷きずついてしまいました！」

「たのむ。だれか、こいつをだまらせろ」

　総持寺はため息をつき、手下たちに命じた。さっきから耳みみ鳴なりまで始まったような気がする。きっと神しん経けい性せいのストレスだ。

　まったく……カネをおさめる方法を失うしなっただけではなく、よけいな荷物まで背し負よいこんでしまった。怖こわくて茉理にはまだ電話をかけていない。本当に、なんと言って説明すればいいんだ？







　　　茉理（エプロン刑事）２　「組そ織しきとしてのけじめがあるもん」




〈エプロン刑デ事カ〉こと高たか槻つき茉まつ理りは腹はらを立てていた。

　一ひと晩ばん待ってみたが、総そう持じ寺じからは一本の電話すらかかってこない。どうせ誘拐に失敗したことで罰ばつを受けると思い、おびえ、家でちぢこまっているのだろう。そうに決まっている。総持寺はその程てい度どの小こ物ものなのだ。

　週末の住じゆう宅たく街がいは平へい日じつに増まして静かだった。ガレージで車を洗あらっている中年男、路上で巨きよ大だいなアメリカン・バイクを洗っている若者などを見かける程度。子こ供どもたちの声がどこかから聞こえている。

　総持寺の両りよう親しんが不ふ在ざいなのはわかっていた。屋や敷しきの入り口には鍵かぎがかかっていなかった。茉理はインターホンを押おさずに扉とびらを開けて、勝かつ手てに中へ入った。

　リヴィング・ルームのほうから人の気け配はいが伝つたわってくる。話し声も聞こえてくる。総持寺が家の中にこもっている、という予想は正しかったらしい。

　少し驚おどろかせてやることにしよう。茉理はリヴィングに続く扉をくぐった。

「ちょっと総持寺くん！　なんで来てくれなかった──」

「あら。その声は、茉理さんではありませんの？」

　茉理の言葉をさえぎり、勘かんにさわる、高音の声が飛んできた。見ると、扉の前に置かれたソファに少女が腰かけている。なぜか思うように身動きが取れないらしく、上じよう体たいをよじるようにしてふり返ろうとしている。いま声を出したのは彼女か。

「ええと……だれ？」

　茉理は一歩、前へ足を踏ふみだした。そこで気づいた。部屋には三人の男がたむろしている。ソファの上にひとり、アームチェアに座すわっているのがひとり。

　彼らはたしか総持寺の手下だ。茉理とは面めん識しきがないため、彼女の登場に驚き、顔を見あわせている。ソファの背はい後ご、茉理から近い位置では総持寺がふり向き、渋じゆう面めんを作っている。

「わたしですわ。お隣となりの、沢さわ良ら宜ぎイミコです」

「イミコちゃん？」

　狂きよう言げん誘ゆう拐かいの信しん憑ぴよう性せいを増ますために、あらかじめ噓うそを吹ふきこんでおいた相手だ。なぜ彼女がこんなところにいるのだろう。

「知りあいか？」

　総持寺が意外そうに眉まゆをつりあげた。茉理はイミコのほうを見み下おろしたままでうなずき、さらに一歩、こちらに背せを向けたままのイミコに近づいた。彼女に聞こえないように、そっと総持寺に話しかける。

「寮で部へ屋やが隣どうしなの。ほら、あたしが変な人たちにつけられてるって話とか、そういうのを聞いてもらってて」

　意味をくみとれ、と目線で命じる。総持寺は理り解かいしたようだ。ああなるほど、という顔で、あらためてイミコを見下ろした。

　茉理はさらに声をひそめ、総持寺に、用心深くたずねた。

「でも、なんでイミコちゃんがここにいるの？」

「話すとややこしいんだが。問題が起きてな……」

　隣で総持寺が、言いにくそうに口ごもった。金きん髪ぱつで人相の悪い長身男だというのに、まるで小学生のようにもじもじとしている。茉理から目をそらしている。だが手下たちの手前、あまり卑ひ屈くつになることもできないでいるようだ。その手下たちは、さっきからなにか言いたそうな顔をしている。

　オールバックの男が、たまりかねた様よう子すで口を開いた。

「ボス。その女、だれなんです？　それに、その女の格かつ好こうって──」

「おまえらはだまってろ！」

「わたしも誘拐されたんですわ。茉理さんと同じように！」

　イミコが苦労した様子で、やっと首を茉理のほうへ向けてきた。どうやら手首を身体からだのうしろで縛しばられているらしい。なぜ彼女がここで縛られているのか。

「ねえ。どういうこと？」

　茉理は小声で総持寺にたずねた。イミコが耳ざとく反はん応のうする。

「この悪あつ漢かんたちは、茉理さんを誘拐するつもりだったのです。ですが、愚おろかなことに、まちがえてわたしを連つれてきてしまいました！　もちろん誘拐されるなんて不ふ本ほん意いなことですわ。ですが、わたしはよろこんでいましたの。茉理さんの身み代がわりになれるなら本ほん望もうだと！　なのに、なのに」

　イミコが顔を伏ふせる。

　うしろに立つ総持寺は手で顔をおおい、わずかに、現げん実じつを拒きよ否ひするように首を横へ動かしている。苦く悩のうに満ちたしぐさだ。手下たちは事じ態たいに追いつこうと必ひつ死しで努力している。

「なのに、けっきょく茉理さんも誘拐されてしまったのですね。そこにいる男たちの仲間に、ここへ連れられてしまったのですね！　わたしはとても哀かなしく思いますわ。わたしという犠ぎ牲せいが無む駄だになった、ということ自体はべつにかまいませんの。わたしは、茉理さんが彼らの魔ま手しゆから逃のがれられなかった、という事実がとても哀しい。まるで身を焼かれるような苦く痛つうです！」

「ねえ。あたし、わかるように説明してほしいんだけどな」

　茉理は冷たい半はん眼がんで、抑おさえた声で総持寺に言った。

　総持寺は顔から手を下ろした。今度こそイミコに聞こえない声で言う。

「説明もなにもないだろう？　この女が言ったとおりだ。オレたちは誘拐する相手をまちがえた。そういうことだ」

「まちがえた、なんて普ふ通つうに言ってるけど……信じらんない！　冗じよう談だんじゃないよ。なんでそんなまちがいをしちゃうわけ？　ただ待ってる人間を、待ってるあたしを連れてくるだけなんだよ？　そんなの、まちがえようがないじゃない！」

「オレがまちがえたんじゃない！」

「また手下のせいにしちゃう気？」

「本当なんだ。しかたないだろう!?」

「茉理さん、そこで、いったいなにを話されていますの？　そんな下げ賤せんの者と口をきいてはいけません。口が汚けがれますわ。心が汚お染せんされます！」

「やかましい！」

　総持寺がイミコをどなりつける。

　茉理はため息をつき、かぶりをふった。なんてややこしいことをしてくれたのだろう。目線で、イミコの目をほかへそらすよう命じる。

　総持寺はうなずき、顎あごで手下に合あい図ずした。

「オールバック曽根、その女の目をそらせ。あっちを向かせるんだ」

「わかりやした、ボス。……でも、そっちの女はだれなんです？　しつこいようですが」

「つべこべ言わずにやれ！」

　オールバック曽根はびくりと肩かたをふるわせ、立ちあがり、イミコの両肩かたを押おさえつけた。強ごう引いんに前を向かせる。まだ茉理のことが気になっているようで、ちらちらと戸口のほうを盗ぬすみ見ている。いきなりボスと対等な口をきく女が現あらわれたのだから、不ふ審しんに思うのは当たり前だが。

「なにをしますの？　やめなさい。その不ふ潔けつな手を離はなしなさい！　あなたは野や獣じゆうです。狼おおかみです。けだものですわ！」

　イミコは全力でもってオールバック曽根に反はん抗こうしており、嚙かみつかんばかりだ。

　茉理は手て招まねきをして総持寺をそばに来させた。イミコに聞かれる心配はない。

「総持寺くん、どう責せき任にんを取るつもり？　計画が台だい無なしだよ」

「どうしろっていうんだ？　そんなことを言われたってだな──」

「二度と同じ手は使えない。もう一度あたしが誘拐された、〈エプロン刑事〉が誘拐された、なんてことになったら、それこそ怪あやしまれちゃう」

「カネはなんとかして作る。だから、もうしばらくだけ待ってくれ。チャンスを与あたえてくれ」

　茉理はかぶりをふった。騒さわぎ、オールバック曽根と格かく闘とうを演じるイミコを目の端はしでとらえながら。

「それはだめ。組そ織しきとしてのけじめがあるもん。総持寺くんだってわかってるはずだよ？」

「だからって、オレにはどうしようもないだろう？　すぐにカネを作れ、と言われたって無む理りだ。こっちはあの女をなんとかするので精せいいっぱいだ。最初に、頭に麻あさ袋ぶくろをかぶせておいたんだが……オレはてっきりあんただと思ってたから、あっさりとその袋を取ってしまったんだ。そうしたら、別の顔が出てきた！　そのせいで顔も覚おぼえられた。不用意に手下と呼よび合ってたせいで、名前まで覚えられた。この状じよう況きようをどうやってまともにしたらいい？　むしろ対たい処しよ法を聞きたいぐらいだ」

　総持寺が泣き言を並ならべたてる。茉理は聞き流しながら、高速で思し考こうを回転させた。この状況をどうすべきか。

　イミコのうしろ姿すがたをながめる。彼女は凝こったデザインの服ふく装そうに身を包つつんでいる。仕立てがいいことは一ひと目め見ればわかった。

　茉理は少し考え、総持寺に言った。

「あのね。イミコちゃんって部へ屋やが隣となりなだけで、いままであんまりしゃべったことなかったんだけど。ひょっとしたら、けっこうおカネ持ちなんじゃないかな？　しゃべり方もそんな感じだし」

「そういえば、曽根もそんなことを言ってたな」

「実じつ際さいに誘拐しちゃうってのはどう？　身みの代しろ金きん、予定よりたくさん取れるかもしれないよ。刑けい事じ部ぶが用意してる額がくなんて、せいぜい一千万円ぐらいのものだもん。それよりは、絶ぜつ対たいにたくさん出してくれるって」

「ちょっと待った！」

　総持寺は声を荒らげかけ、あわてて調子を落とした。茉理の耳もとに口を寄せてくる。

「まさか、本物の誘拐をするつもりか？　狂きよう言げん誘拐じゃなくて？」

「なに言ってるの。狂言誘拐だって犯はん罪ざいなのは同じだよ？　なにも変わらないよ」

「そうかもしれないが、今度は本物の犯罪なんだぞ？　あいつは──イミコって女は、被ひ害がい者しやってことになるんだ。警けい察さつに保ほ護ごされたあとで、オレたちに殺されかけた、なんてことだって言いだしかねない。それに、失敗したらオレたちは即そく、ムショ行いきになる。刑事部の拘こう置ち所しよとはわけがちがうんだ。本物の前科がついてしまうんだ！」

「それがどうしたの？」

　茉理は声を落とした。色を変化させた。ふだんの、なかば地に染しみついた子こ供どもっぽい口く調ちようを消して、相手を恫どう喝かつするための声を出した。

「総持寺くんは組そ織しきにおカネをおさめるしかないの。それを滞たい納のうしてるってことは、いま総持寺くんは組織に借しやつ金きんをしてるってことでしょ？　借金を返さない人がどうなるか、総持寺くんだってよくわかってるはずだもん。刑けい務む所しよ送り覚かく悟ごでひとヤマこなすか、それとも自分で墓ぼ穴けつを掘ほらされて、その縁ふちに立たせられて、お祈いのりをしろって言われて、首のうしろから本物の銃じゆうで撃うたれるか。どっちがいいか、考えるまでもないと思うな」

　総持寺は息をのみ、だまりこんだ。背はい後ごではイミコがオールバック曽根の腕うでの中で身をよじり、声を張はりあげている。

「茉理さん。強く生きましょう！　おたがいにはげましあえば、逆ぎやつ境きようを乗り越こえることは可か能のうですわ。毅き然ぜんとした態たい度どで！」

「……あの子にあたしの顔を見られちゃった、ってのは失敗だな」

　口調と表ひよう情じようを元にもどし、茉理は総持寺の胸むねを叩たたいた。







　　　虎雄（ショットガン刑事）５　「どんな事件に巻きこまれたっていうんだ？」




　俺おれはイミコの部へ屋やに上がりこんだ。前に、一度だけ来たことのある部屋だ。そのときは玄げん関かんからイミコの肩ごしに、ちらりと中をのぞきこんだだけだった。

　入ってみて初めてわかったことだが、部屋の内ない装そうは彼女の服ふく装そうに負けず劣おとらず少女趣しゆ味みだ。俺が想そう像ぞうしていたよりもずっとひどい。

　その部屋の床ゆか、カーペットの上に大量の足あし跡あとがついている。靴くつ裏うらに土や砂すなが付ふ着ちやくしていたらしく、はっきりと残っている。元が清せい潔けつなカーペットだっただけに、よけいに跡が目立っているようだ。

「表おもての弾だん痕こんと無関係……なわけねえよな」

　俺は礼れい儀ぎ正しい男だ。そこらへんの不ふ法ほう侵しん入にゆう野や郎ろうとはわけがちがう。ちゃんと靴を脱ぬいで、爪つま先さきが外を向くようにして玄げん関かんにそろえた。裸足はだしでカーペットを踏ふみしめる。

　かがみこみ、顔を近づけてよく見た。足跡は長さ、幅はばともに大きく、明らかに男のものだ。どうやら二種類ついているらしい。すなわち、侵入者は最低でも二名以上いたということ。

「こんなに汚よごしやがって。イミコのやつ、頭から湯ゆ気げを出して怒おこるぜ」

　怒るどころの騒さわぎではないだろう。扉とびらには弾痕までついているのだ。それに、それだけじゃない。

　床には足跡と並ならぶようにして、廊ろう下かから続いているらしい血けつ痕こんがついていた。直ちよつ径けい一センチほどの血の玉が点々と、部屋の奥おくまで連つらなっている。さらに、部屋の内部には争あらそったような跡もあった。

　小ぶりの座ざ卓たくが横よこ倒だおしになっている。上にのっていたらしいティーポット、カップ、ソーサーなどが部屋に散さん乱らんしている。割われたグラスなども落ちているようだ。ベッドは、元はベッドメイクされていたようだが、いまはまん中のあたりがいびつにへこみ、しわだらけになっている。だれかが倒たおれこんだのはまちがいない。

　その他、投げだされたままの刺し繡しゆうセット、妙みような角度に傾かたむいた大おお鏡かがみ、半分開けられたままのカーテン、同じく乱らん暴ぼうに開けられたフランス窓まどなどなど。まともな状じよう態たいで残っているもののほうが少ない、といったありさまだ

「刑事部の連中。もう調べやがったのか？」

　銃じゆう撃げき戦せんがあったようだから、さらに怪け我が人も出ているようだから、だれも通つう報ほうしていない、という事じ態たいは考えにくい。きっと刑事部はもうこの場の検けん証しようをすませてしまったのだろう。その上で、現げん場ばを保ほ存ぞんする必要もないと考え、「POLICE LINE DO NOT CROSS」と書かれた──「こっから先は犯はん罪ざい現場だ。警けい察さつの領りよう域いきだ。入るんじゃねえ！」という意味だ──黄色いテープで部屋を囲かこうこともしなかったらしい。

「聞いてみる必要があるな。この部屋のことを、刑事部のやつらに」

　昨日きのうの夕方、イミコは「隣りん人じんがだれかにあとをつけられたりしている」と話していた。そのことについて調ちよう査さしてほしい、と依い頼らいしてきた。この現場と無関係とは思えない。隣人の事件に首を突つっこんだために、イミコはなんらかのもめごとに巻まきこまれてしまったのか。

「ちょいと信じられねえが。この現場を見せられちゃ、頭から否ひ定ていもできねえな」

　慎しん重ちように、さらに注意深く部屋を検けん分ぶんしていく。事件が起きたときの状じよう況きようを考えてみる。

　男ふたりは守しゆ衛えいに追われていた。銃撃を受けていた。それでイミコの部屋に飛びこみ、彼女を押しのけ、ベランダから外へ逃にげていったのか。それなら彼女は無関係なはずだが、それだと彼女がここにいないことの説明がつかない。

「今け朝さ、俺が来るってことはわかってるはずなんだ。書き置きもなにもない、ってのは納なつ得とくできねえ」

　隣人のあとをつけていた、という複ふく数すうの人物。複数の人物がだれかのあとをつける、というのはどういうときか？

　もちろん、そのだれかについて知りたいときだ。行動パターンなどを調べ、なにかの役に立てる。なんの役に立てる？

「浮うわ気き調ちよう査さか、誘ゆう拐かいの下した準じゆん備びか……わからねえな」

　イミコは、いったいどんな事件に巻きこまれたっていうんだ？







　　　イミコ２　「わたしは、誘ゆう拐かいされてしまいましたの」




　イミコはため息をついた。

　彼女は誘拐事件に巻きこまれていた。もちろん偶ぐう然ぜんだ。ただ誘拐犯が彼女と目当ての人物──高たか槻つき茉まつ理り──とをまちがえてしまった、というだけの理由で。そのために、せっかくの週末をこんなせまくるしい家で過すごすことになってしまった！

「ここがせまくるしいだと？」

「それはもちろん、寮りようの部屋よりは広いと思いますわ。ですが、わたしの実家とは比くらべものになりません。広さはともかく、格かく調ちようがちがいますもの」

　イミコは誘拐犯のリーダーらしき男に、正しよう直じきにこたえた。

　彼女はモダーンな趣しゆ味みなんて認みとめてはいない。家や家具、内ない装そうなどは、職しよく人にんの心が伝つたわってくるようなアンティークにかぎるのだ。無む機き質しつなモノトーンではいけない。そんなものにかこまれて生活していたら、神しん経けい症しようになってしまいかねない。

「やっぱ、こいつってことで問題なさそうですね。人ひと質じちはカネ持ちにかぎりますぜ」

　オールバックの男がリーダー格の男に言った。リーダー格の男は金きん髪ぱつだ。名前は総そう持じ寺じというらしい。イミコは、オールバックのほうは以前に見たことがあるように思ったが、確信は持てなかった。

「まあな。おい、電話を渡わたしてやれ」

　総持寺が指し示じした。オールバックは懐ふところから携帯電話を取りだした。イミコの携帯電話だ。あんなものを持ち歩くのは性しように合わないが、父親から「持ったほうがいい」と言われ、最近になってしかたなく購こう入にゆうした記き憶おくがある。だが父親の手前、とりあえず買ってはきたものの、箱はこに入れたまま部屋に置いてあったはずだ。

「ひどいですわ。盗ぬすんできましたの？　誘拐だけでは飽あきたらず、わたしの所しよ持じ品ひんを盗むなんて。本物の極ごく道どうです！　茉理さんもなにか言ってやってください！」

　エプロンの似に合あう隣りん人じん、高槻茉理はイミコと同様、手を腰こしのうしろで縛しばられ、隣となりに座すわらされている。誘拐犯たちの目もく標ひようは本ほん来らい、茉理だったが、イミコの実じつ家かのほうが裕ゆう福ふくとわかったため、目標をイミコに切りかえたらしい。

「うん……そ、そうだね」

　茉理の態たい度どはどこかぎこちない。ふだん見かけるときは、勢いきおいのある、身体からだの内側から生せい気きがあふれだしているような少女だというのに。

「どうかしたんですの？」

「なんでもないよ。ただほら、なんていうか……こんな状況だから。ちょっとびっくりしちゃっただけで」

「さっき入ってきたときは、そんなふうには見えませんでしたわ」

「そう？　そうかな。はは……」

　オールバックがイミコの腰に手をのばしてきた。イミコは縛られた手をふりまわした。

「なにをしますの!?」

「おとなしくしやがれ！」

「男が女の子の肌はだにふれる、ってのはかわいそうかもね。あたしがやるわ」

　いったんキッチンへ消えていた男がまた現あらわれた。名前は茨いばら木きというらしい。明らかに彼も男性なのだが、本人はそう思っていないようだ。オールバックから鋏はさみを受けとり、さも当然といった態度でイミコの手のほうへかがみこんでくる。

「なにを、するつもりですの？」

「痛いたくないわ。ひもを切るだけ」

　手首から束そく縛ばくが消えた。ナイロンテープがソファの上に落ちた。

　イミコは自由になった拳こぶしをぐるぐるとまわし、手首の関かん節せつをほぐした。すかさずオールバックが携帯電話を差しだしてくる。

「親に電話するんだ」

　総持寺が命めい令れいしてきた。彼は向かいのアームチェアに腰を下おろし、少し前かがみの姿し勢せいになっている。両りよう膝ひざの上にそれぞれの肘ひじをつき、顎あごの下で手を組みあわせている。

「それはできませんわ。両りよう親しんは、いまは海外へ行っています」

「なら、親代がわりになるやつでいい。それならいるだろう」

「いいえ。そんな者を置かなくてすむように、お父とうさまはわたしを全ぜん寮りよう制せいの学校へ入れられたのです」

　気のせいだとは思うが、金きん髪ぱつの男が一いつ瞬しゆん、隣となりの茉理と視し線せんを交かわしたように思った。その茉理の口からは舌した打うちが聞こえたようだが──そんなことはありえない。なにかのまちがいだ。こんなかわいらしい茉理が舌打ちだなんて、そんな品ひんのないことをするはずがない。

　総持寺が目を細める。

「噓うそはつかないほうがいい。そのほうが身のためだ」

「調べてくださればわかります。両親は、本当に海外へ行っていますわ」

　イミコは毅き然ぜんとした態たい度どでこたえた。総持寺は不ふ快かいそうに眉まゆをひそめた。

「なにかあるだろう？　なんだっていい……とにかく、親と連れん絡らくを取る方法だ」

「あるかもしれませんが、ここで調べるのは不ふ可か能のうですわ。まず実家へもどってみませんと。もしくは、だれか人をやって調べさせるか」

　イミコは正しよう直じきにこたえた。すべて本当の話だ。虎とら雄おにも話したことだが、銀行口こう座ざには毎月、決まった額がくがふりこまれているものの、額はほかの生徒たちより少し多い程てい度どだ。

「命がかかってるんだぞ？　ちょっとは自じ覚かくしたらどうなんだ。兄弟きようだいでも友だちでもなんでもいい。カネを作れそうな、カネを作る方法を考えられそうなやつを思いだせ！」

　総持寺が拳こぶしを握にぎりしめ、アームチェアの肘ひじ掛かけに叩たたきつけた。目にはおびえの光が入りこんでいる。脅おどしているのは彼のほうだというのに、不ふ思し議ぎなこともあるものだ。

「兄弟はいませんわ。友だちと言われても、こまってしまいます。わたし、友だちはいませんの」

「つ、辛つらいこと言うじゃないか。まあその性せい格かくなら、わからないでもないが」

　総持寺が気まずそうに言いよどむ。少し離はなれた場所で、茨木が「それは悪いこと聞いちゃったわね」などとつぶやきながら、眉まゆをハの字形にしている。

「だけど、ひとりもいない、なんてことはないでしょ？　あたしだってイミコちゃんの友だちだもん。ほかにもひとりぐらいいるよ。思いだしてみなくっちゃ！」

　隣で茉理がはげましてくれる。

「茉理さん……」

　イミコは思わず涙なみだぐみそうになった。ほとんど話したこともないというのに、この少女は自分のことを友だちだと言ってくれる。これほどの感動があるだろうか。

　茉理のためにエプロンを作った甲か斐いがあるというものだ。早くこのエプロンを脱ぬいで、彼女にプレゼントしたい。イミコは自分の胸むな元もとを見み下おろした。自作のエプロンには皺しわがついていた。

「わかりました。わたし、がんばって思いだしますわ」

「その調ちよう子し！」

　茉理がさらに勇気づけてくれる。

　イミコは必ひつ死しで考え、記き憶おくの海を泳ぎまわった。頼たよりになりそうな存そん在ざい。浮うかびあがってくる人物はひとりだけだ。

「そういえば……」

「は、早いな。もう思いだしたのか？」

　総持寺がまた前かがみになり、椅い子すから腰こしを浮うかせた。茨木とオールバックも全身を耳にしている。イミコの口もとを注ちゆう視ししている。

「ええ。ひとりだけ、心あたりがありますわ。とても実行力のある方で」

「理想的だよ。早く電話してみよう？　その人に」

　縛しばられた状態のままで、茉理がイミコのほうへにじり寄よってくれる。ふたりの距きよ離りが縮ちぢまる。茉理の体温を肌はだに感じ、イミコは思わず赤せき面めんし、電話機をきゅっと握にぎりしめた。

「わかりました。電話しますわ」

「どんな相手なんだ？」

　総持寺が片かた方ほうの眉をつりあげる。イミコは説明した。

「学校のお友だちですわ。ひとつ年上で、わたしにとっては先せん輩ぱいに当たる方です。生徒会刑けい事じ部に所しよ属ぞくしていらして」

「刑事部だと!?」

　総持寺の腕うでがのびてきた。イミコの襟えりぐりを乱らん暴ぼうにつかむ。

「なに馬ば鹿かなこと言ってる!?　刑事に電話するなんて、逮たい捕ほしてくれ、と頼たのんでるようなものだ。わざわざそんなこと──」

「やめてください！　暴ぼう力りよくは反対ですわ。そんなのは野や蛮ばん人のすることです！」

「でもボス。元から刑事部を相手にするつもりだったんじゃないんですかい？」

　オールバックの男が上うわ目めづかいに、遠えん慮りよがちに指し摘てきする。イミコは両手で総持寺の手をつかみ、押しかえした。

　総持寺はなにか考えこむように口を閉とじた。イミコの襟もとをつかむ手から力がゆるんだ。

「それもそうだな。言われてみれば、たしかにそのとおりだ」

　イミコの服から総持寺の手が離はなれる。イミコは息を吸すいこみ、せきこんだ。

「元は刑事部からカネをまきあげるつもりだったんだ。いまさら通つう報ほうされたところでどうってことはない……それに、そうだ」

　総持寺はなにか思いついたようだ。目の輝かがやきが増ました。イミコのほうへ熱ねつっぽい視し線せんを向けてきた。

「おまえの友だちが刑事だというなら、身みの代しろ金きんには刑事部のカネを使おうとするはずだ。おまえのことを心配して、仲間の刑事たちに強く主しゆ張ちようしてくれるはずだ──刑事部のカネを使おうってな。おまえの親に連れん絡らくをつけさせるつもりだったが……」

「なるほどね。最初の予定どおり、刑事部に身代金を出させる、ということ？」

　茨木が身を前に倒たおし、アームチェアから立ちあがった。

　総持寺はうなずき、口の端はしをゆがめた。

「そのほうが確かく実じつだからな。こいつの──イミコの親と連絡がつくかどうかはわからない。だが刑事部とは確実に連絡がつく。〈まるだし刑デ事カ〉の携けい帯たい番号もわかってる。なにより、それなら本物の警けい察さつを相手にしなくてすむんだ。敵てきは刑事部のみ。オレたちは、刑事部が相手なら、より賢かしこく動くことができる」

　総持寺が茉理に、意味ありげな視し線せんを送った。茉理はなぜか、わずかにおもしろがるような目で総持寺を見返してる。イミコの気のせいかもしれないが。

「時間をずらしてやりなおす、ってことね。カネの運うん搬ぱん役も最初の予定どおり、〈まるだし刑事〉ってことでいいんじゃない？」

　茨木が言った。総持寺はうなずき、イミコに向きなおった。

「よし、その刑事に電話をかけろ。適てき当とうなところでオールバックに代かわれ」

「わかりました」

「それより、相手の番号はわかんのか？　その携けい帯たい、メモリーが空からだったぜ」

　オールバックの男が言ってきた。イミコは相手に刺さすような視線を送りつけた。

「馬ば鹿かにしないでください！　電話番号ぐらい覚おぼえていますわ。だから最近の人はだめなのです。携帯電話の暗あん記き機き能のうばかり頼たよって、なにも自分で覚えようとしません」

　オールバックは軽く肩かたをすくめ、総持寺と目を合わせた。

　イミコはぷいと目をそらし、記き憶おくから番号を掘ほり起こした。

　宇う野の辺べ虎とら雄お、通つう称しよう〈ショットガン刑デ事カ〉からは「夜と休きゆう日じつの午前中ならつながる」と言って番号を教えられている。なんでも旧きゆう寮りようの廊ろう下かについている古い電話機の番号らしく、呼よびだし音に気づいた寮生が適てき当とうに取りつぐ決まりだという。

　イミコは携帯の番号を押した。数秒間、呼びだし音が鳴なりつづけた。胸むねの中で不安の塊かたまりがふくらむ。

『もしもし』

　不ふ機き嫌げんそうな、聞きおぼえのある声が聞こえてきた。まちがいない。虎雄の声だ。

「まあ！　きっと想おもいが通じたんですわ。いきなり本人が出てくださるとは思いませんでした」

『イミコ……イミコか!?　いったいどこにいやがる。どうなってんだあの部へ屋やは!?』

「約やく束そくを守れなかったことはおわびいたします。ですが、事件が起きてしまいましたの。とても不ふ可か抗こう力りよく的な事件で」

『んなこたわかってる。約束なんてどうだっていい！　なにが起きているのか。それを説明しやがれ』

　イミコは部屋にいる者たちの顔を順番に見た。

　総持寺が、それでいい、というように顎あごを下へ動かしている。手下たちも茉理も、息をつめてイミコを見守っている。

「よけいなことは話すなよ。オレたちの名前や人にん相そうなんて論ろん外がいだ。自分が誘ゆう拐かいされたこと、身みの代しろ金きんが必要だ、ということだけを伝つたえればいい」

　総持寺が抑おさえた、ささやくような声で注意してくる。イミコは携帯を強く握にぎりなおした。手のひらに汗あせがにじんだ。

「落ちついて聞いてください。わたしは、誘拐されてしまいましたの。それで、いま、この電話で身代金を求めるように命めい令れいされています」

『ちくしょう』

　受話器の向こうで、なにかを乱らん暴ぼうに叩たたく音が聞こえた。虎雄が薄うすい旧寮の壁かべを蹴けりつけたらしい。

『んなことだと思ったぜ。相手はどこのどいつだ？』

「それは、話してはいけないことになっていますわ」

『おまえの部屋が荒あらされてたのは、そいつらが踏ふみこんできたせいだな？　誘拐犯がおまえの部屋にやってきて、それでもみあいになった。どっこい、最終的には誘拐されちまったわけだ』

「そのとおりですわ。最初は人ちがいだったのですが、それがちがわなくなってしまいましたの」

『はあ？　なにわけのわかんねえこと言ってやがる』

　総持寺が「早く終わらせろ」というように身ぶりで催さい促そくしてくる。

「いえ、なんでもありません。それで、身代金のことですが。お願いしてよろしいんですの？」

『冗じよう談だんじゃねえ。身代金なんて払う前に、とっととそいつらを逮たい捕ほしてやるぜ』

「まあ。それはたのもしいお言葉！」

　イミコはうれしくなり、思わず電話機を耳から離はなした。顔の前に持ってきて、いとおしい気持ちで液えき晶しよう画が面めんをじっと見つめる。

「なにつまらないことを言ってる？──もういい。こっちによこせ」

　総持寺が立ちあがり、腕うでをのばしてきた。携帯電話を強ごう引いんにもぎ取られる。総持寺はオールバックと視し線せんを交かわし、オールバックに電話機を渡した。

「おまえがやれ。話をつけるんだ」

「まかせといてください」

　どうやらオールバックが交こう渉しよう役やくらしい。総持寺はだれにも声を聞かれたくないのかもしれない。

　オールバックが電話に耳を当てる。

「おい、てめえ、この女の友だちだってな。しかも、刑けい事じ部ぶの刑事らしいじゃねえか。いいか、この女──沢さわ良ら宜ぎイミコって女を返してほしいなら、言われたとおりにするんだ。いまから言うことを〈まるだし刑事〉に伝えな。おめえの同どう僚りようだよ。そう、その〈まるだし刑事〉だ。なんだと？　んなこたおめえの知ったことじゃねえ。うるせえ、だまりやがれ！　大事なことを言うんだからよ。いいか？　身代金の額は一千万。受け渡わたしの時間は今日きようの正しよう午ごだ」

「オールバック」「ねえちょっと」

　総持寺と茉理が同時に口を開いた。

　茉理は急になにか思いだしたらしく、ちらりとイミコのほうへ視し線せんを走らせ、あわてた様よう子すで口を閉とじた。総持寺が続ける。

「オールバック。今日の正午まで、というのは短すぎる。あと二時間しかない。その点だけは変へん更こうだ」

「そうですね。たしかに……わかりやした。適てき当とうにずらします」

　オールバックは総持寺にうなずきかけ、また注意を通話の相手、虎雄にもどした。

「おい、いいか？　カネの受け渡し時間だが、いま言ったのは噓うそだ。受け渡しは今夜の十二時、夜中の十二時。まちがえんじゃねえぞ。場所はＫ駅だ。いいか、カネを渡すふりして俺おれをつかまえよう、なんて考えたって無む駄だだからな。こっちはまぬけじゃねえんだよ。うるせえ、話は終わりだ。じゃあな！」

　大げさな身ぶりで携帯を下おろし、オールバックは通話を終わらせた。







　　　虎雄（ショットガン刑事）６　「カネを貸かしてくれねえか？」




「なんてこった。なんてこった！」

　俺おれは受話器をフックに叩たたきつけた。外はずれた。受話器はピンク色の公こう衆しゆう電話からぶらさがり、くるくるとまわった。ちくしょう。俺は拾ひろいあげ、今度はていねいにもどした。

「なにやってやがるんだ。あの女は！」

　イミコの部へ屋やを訪おとずれ、俺は事件の臭においを感じとった。そこで本ほん格かく的に調ちよう査さをしようと思い、ショットガンの弾たまをありったけポケットにつめこむため、いったん旧きゆう寮りようの部屋へもどったのだ。そうしたら廊ろう下かで電話が耳ざわりな叫さけび声を上げているではないか。

　ほっておこうかと思ったが、俺は両りよう隣どなりが空あき部屋であることを思いだした。そのさらに先に住んでいるやつは原げん因いん不明の病気でふせっている。反対側の野や郎ろうは常つねにヘッドフォンで大音量の音楽を聴きいており、おそらく火事や地じ震しん、あるいは戦争が始まっても気づきそうにない（確実に死ぬだろう）。電話に出られそうな健けん康こう体たいは俺だけだ。

　そういうわけで、俺はしかたなく受話器を取った。すると、そこからイミコの声が聞こえてきた、というわけだ。

「しかも、誘ゆう拐かいされたときてやがる」

　その可か能のう性せいも考えなかったわけじゃない。だが、まさか現げん実じつになるとは。

　最後に少しだけ話した誘拐犯の声は、どうやらまだ若わかいようだった。煙草たばことアルコールでかすれてはいるが、十代の声だ。この学校の生徒である可能性は高い。声にはなんとなく聞きおぼえもあるように思った。

「ちくしょう。この忙いそがしいときに」

　ただでさえ五十万ものカネを工く面めんしなくちゃならないのだ。そこへ、さらに一千万の身みの代しろ金きんを用意しろ、ときたものだ。もっとも、こちらは刑事部に用意されているカネを持ってこさせろ、という話だったが。〈まるだし刑デ事カ〉は俺の話を信じてくれるだろうか？

　俺は公衆電話を見つめた。もし俺が身代金要求を無む視しすれば、イミコがどんな目に遭あうかはわかったもんじゃない。それこそ知ったこっちゃないような気もするが。

「だけど、もし解かい決けつできれば、手て柄がらにはなるな」

　考えをめぐらせた。イミコが誘拐された、ということは俺しか知らないはずだ。犯はん人にんは〈まるだし刑事〉に話を伝つたえろ、彼にカネを持ってこさせろ、と言っていたが、べつに俺がカネを持っていったところで文もん句くは言われないはずだ。

　誘拐犯からの身代金要求。俺だけの情じよう報ほう。これを活いかさない手はない。うまくいけば、たったひとりで誘拐犯を逮たい捕ほできれば、俺は英えい雄ゆう的な刑事となれる。

　さすがの刑事部長も英雄に「弁べん償しよう金きんを出せ」とは言ってこないだろう。もちろん、英雄になれるかどうか、五十万の借しやつ金きんから逃のがれられるかどうかは事件の解決にかかっているが。犯人を俺ひとりで逮捕するのが大だい前ぜん提ていとなるが。

　手ぶらで身代金の受け渡し場所へおもむき、誘拐犯を逮捕してやろうかとも思った。だが犯人はその可能性も考こう慮りよしている。わざわざそんなことはするな、と忠ちゆう告こくまでしてきたのだ。それなりに段だん取どりをわきまえた犯人のようだ。相手は素人しろうとじゃない。一いち応おうはカネを用意するべきだろう。そうしなくちゃ勝しよう機きはつかめない。

「刑事部のカネか。誘拐事件用のカネ……そういや、そんなもんもあったな」

　ちょっくら借かりてくるとしよう。借りられなければ犯人逮捕は難むずかしい──というより、まずありえない。カネをまんまと奪うばわれるようなことになれば大だい失しつ点てん、銃じゆうとバッジを取りあげられる羽は目めになるが、賭かける価か値ちはある。




　俺は刑事部のオフィスがある部室棟とうへ向かった。入り口のところでうまいぐあいにヒトミと出くわした。ヒトミのほうはやたらと興こう奮ふんし、驚おどろいている様よう子すだ。

「虎雄さん！」

「どうしたんだ？　でかい声、出しやがって」

「そりゃ声が大きくもなりますよ！　昨日きのうからずっとつかまえようと思ってたのに。どこへ行ってたんですか？　電話してもつかまらないし、そもそも電話には滅めつ多たに出てくれないし」

「たいしたところには行ってねえぜ？　昨日の夜は食堂で時間をつぶして、今け朝さはやぼ用で出てただけだ。それで、相そう談だんなんだけどよ」

　俺は片かた手てでヒトミの服の肩かたをつかみ、自分のほうへ引き寄せた。通行人に邪じや魔まされるのはごめんなので、さらに入り口の端はしまで移い動どうさせる。

「カネを貸かしてくれねえか？」

「きゅ、急になにを言いだすんですか!?　いろいろと無む茶ちや苦く茶ちやなところはあると思ってましたけど、そういうことだけは言わない人だと思ってました。なのに、おカネを貸してくれだなんて。今度はなにをやったっていうんです？　賭かけ事ごとですか!?　女性ですか!?」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　俺は賭けにも女にも興きよう味みはねえ」

　ある意味、今回の仕事は賭けだ。そして女性がらみ──イミコがらみでもある。ヒトミの言葉はあながちまちがいじゃないが、そういう意味で言ったわけじゃないだろう。俺は茶ちや化かした。

「なんせ、俺の人生そのものがギャンブルだからな」

「なにわけのわからないこと言ってるんです」

「とにかく、よおく聞くんだ」

　ヒトミの首に腕うでを巻まきつけた。彼の身体からだを引き寄せ、顔と顔がくっつきそうなぐらいまで近づける。

「俺は極ごく秘ひ裏りに、ある事件の捜そう査さをしてる。その捜査にはカネが必要になるんだ。いわゆる捜査資し金きんってやつだけどよ。もちろん、事件を解かい決けつしたあとは返すぜ」

「簡かん単たんに言いますけど。どれぐらい必要なんですか？」

「一億おくだ」

　ちょっと多めにふっかけてみた。だめでもともと、捜査資金が多いにこしたことはない。

「一億!?」

　ヒトミは跳とびあがりそうな反はん応のうを見せた。眼鏡めがねがずり落ちかけている。

「そんな大たい金きん、あるわけないじゃないですか！」

「あるはずだろうが？　刑事部が、誘ゆう拐かい事じ件けんの身みの代しろ金きん用にためこんでるカネがよ」

「一億もありません！　せいぜい一千万円ぐらいですよ。それでも十じゆう分ぶんに多い！」

　やはりその程てい度どか。犯人が要求してきた額がくとまったく同じだ。

「それに、そのおカネはいま使用中です」

「使用中だ？」

　ヒトミとの間に距きよ離りを置き、部室棟とうの建たて物ものを見上げた。刑事部が一千万ものカネを捜査に使うなんて、そんなカネが必要な事件が起こるなんて考えられない。

　ヒトミは俺の胸むねを押して遠ざけ、襟えりもとの乱みだれを元にもどした。

「僕が、どうして虎雄さんをさがしてたと思うんですか？　大事件が起きて、応おう援えんが必要になったからに決まってるじゃないですか。刑事部の人間、全員に召しよう集しゆうがかかっているんです」
















「大事件ねえ」

　ひとりの生徒が誘拐されて、身代金を要求された。これと比ひ肩けんしうる重大事件なんてあるものだろうか。

　ヒトミは一いつ拍ぱく置いてから言った。

「誘拐事件が起きたんです」

　あった。誘拐と身代金要求に比肩しうる重大事件。それは誘拐事件そのものだ。この学校は誘拐事件だらけか。それとも誘拐がいまの流行なのか？

「ちくしょう。なら、刑事部のカネはその事件のために使ってるってことか？　誘拐事件の身代金用に」

「そうです。もう身代金の受け渡し時間も近づいてて。僕ぼく以外はもうみんな出てしまいましたよ。現場へ向かってるんです」

「どこのだれなんだ？　だれが誘拐された？　だれが誘拐しやがった？」

「犯はん人にんなんてわかるわけありませんよ！　誘拐されたのは〈エプロン刑デ事カ〉です」

「〈エプロン刑事〉が誘拐されただぁ!?」

　たしかにそれは大事件だ。刑事部のアイドル的存そん在ざい。これ以上に重大な事件は──少なくとも北ほく摂せつ高校生徒会刑事部にとっては──考えられない。さすがに「身代金用のカネをこっちの事件にまわせ」と言うわけにはいかない。

「なんてこった」

「身代金の要求電話は刑事部に直ちよく接せつかかってきました。出たのは〈まるだし刑事〉です」

「実じつの兄あに貴きが担たん当とうかよ」

　いまごろ死ぬほど心配しているだろう。俺だって〈エプロン刑事〉が心配なのは同じだ。〈まるだし刑事〉は、そして刑事部の連中は、事件解決に向けて死ぬ気で奔ほん走そうするにちがいない。

　だが裏うらを返せば、それだけ誘拐事件というのは大事件ということだ。刑事部が総そうがかりで当たらなきゃならないような事件を、俺がひとりで解決できたとしたら……？

　ただ評ひよう価かされるだけじゃない。次の刑事部長は俺になるかもしれない。もちろん、俺は現場にしか興きよう味みのない男だが。

「わかった。カネについては自分でなんとかするさ」

「こっちの事件に協力することもできない、ということですよね。どういう事件なんですか？　虎雄さんが抱かかえてる事件って」

　カネが得えられないとなれば、ここで張はり切っていてもしかたない。俺は肩かたの力を抜ぬいた。

「言えるわけねえだろうが？　どうせみんな出で払はらってて、応おう援えんはたのめねえんだ。俺がひとりで解決して、手て柄がらはいただくとするさ」

「ほかの刑事がいたとしたって、どうせ応援なんてたのまないくせに」

　へらず口を叩たたくヒトミの脇わき腹ばらを、俺はショットガンの銃じゆう把はで小こ突づいた。







　　　茉理（エプロン刑事）３　「おカネをぶんどればいいの！」




〈エプロン刑デ事カ〉こと高たか槻つき茉まつ理りは左右の手首を順番にさすった。イミコの手前、演えん技ぎで人ひと質じちのふりをしていたのだが、そのときにかなりきつく縛しばられてしまったのだ。総そう持じ寺じの手下たちは手て加か減げんというものを知らない。

「ほんとに粗そ雑ざつなんだから。失しつ礼れいしちゃうな……あーもう、跡あとが残っちゃったじゃないのよぉ」

　いまは総持寺の手下たちを使い、イミコを総持寺邸ていの二階に閉とじこめさせ、茉理はとりあえず屋や敷しきの外へ出てきたところだ。きっとイミコは、茉理も別室にとらわれている、と思いこんでいるだろう。

　茉理が〈エプロン刑事〉であり学内マフィアの幹かん部ぶでもある、ということについては、総持寺の手下たちにも話した。本ほん来らいなら隠かくしておきたいところだが、うまい噓うそ、そして説明を考えるのが面めん倒どうに感じられたのだ。イミコの相手に疲つかれていたこともあり、投げやりな気分で言ってしまった。

「疲つかれたぁ。なんであたしがあんな子の相手しなくちゃなんないのよお」

　伸のびをしつつ歩き、学校へもどった。まず新しん寮りようにある自分の部へ屋やへ寄って、新しいエプロンに着がえた。べつに刑事としての勤きん務む中というわけではないが、茉理は自分でもこの格かつ好こうがかなり気に入っている。

「けっきょく身みの代しろ金きん要求をすることになっちゃったけど。刑事部、どんな感じかな」

　オールバックとイミコによる要よう領りようの悪い電話を思いだし、またいらだちがぶり返してきた。電話に出た相手は刑事部の刑事だったというから、身代金には刑事部の、誘ゆう拐かい事件の身代金用に用意されているカネが使われることになるだろう。そういう要求を出したのだ。

「念ねんのためにオフィスをのぞいとく、ってのも悪くないよね」

　茉理は刑事部のオフィスに足を向けた。芝生しばふ敷じきの敷しき地ちを横切り、部室棟とうへと近づいていく。とちゅうで校内の中央に建たっているコンクリの塔とう、通つう称しよう時と計けい塔をながめると、針はりは午前十一時四十分を指さしていた。そろそろお昼にしてもいい時じ刻こくだ。

　部室棟に入り、階かい段だんを三階までのぼった。

　茉理は奇き妙みようなことに気づいた。三階のフロアー全体がやけに静かだ。会話や電話の音、コピー機のうなり声などがまったく聞こえてこない。たしかに土曜日ではあるが、刑事部から人が消える、なんてことはありえない。

「おかしいなぁ。イミコちゃんの誘拐騒さわぎで、普ふ通つうなら大騒ぎしてるはずなのに」

　ホールから廊下を歩き、オフィスの扉とびらを開けてみた。殺さつ人じん課か以外のすべての課がおさまる大部屋だが、中には人っ子ひとりいなかった。照しよう明めいこそ消えているものの、机つくえの上には食べかけの菓か子しパンや飲みかけの五〇〇ミリリットル入りペットボトルなどが置かれており、寸すん前ぜんまで人のいた気け配はいが感じられる。

「そうだ……上の会議室にいるだけかも。なんと言っても大事件だもんね！　みんなで対たい策さくを練ねってくれないと」

　茉理は階段をもう二階かい層そうぶんのぼり、五階の会議室に入った。そして、扉の把とつ手てを持ったまま絶ぜつ句くした。

「なにこれ……」

　四角く配置された会議用机の上には、無数の紙コップ、コピー用紙の束たば、筆ひつ記き具ぐなどが大量に投げだされていた。紙コップの中身は大たい半はんがコーヒーらしく、部屋中に臭しゆう気きがこもっている。椅い子すはどれもうしろへ引かれたままだ。整理整せい頓とんとはほど遠い状じよう態たい。かなり大おお勢ぜいの人間がここで、長時間にわたって会議を続けていたらしい。

「ついさっきまで会議してた、ってのはわかるけど。なんでだれもいないの？」

　ホワイトボードへ目を移うつした。細こまかい字や図がびっしりと、それこそボード全体が黒くみえるほど書きこまれていた。字には見み覚おぼえがある。兄である〈まるだし刑デ事カ〉の筆ひつ跡せきだ。

　書かれている文章に注意を引かれた。一番上に書かれているのは「誘拐事件の対たい策さくについて」という一文。その他、時間や駅の名前、刑事たちの名前、それぞれの役やく割わりなどなど。

　うたがいの余よ地ちはない。ここで行おこなわれていた会議は、イミコが誘拐された事件に関する会議だ。

　茉理はさらに顔を近づけ、内容を詳しよう細さいに追った。とある一点で視し線せんが停止する。

「これって……大変！」

　あわててエプロンの前ポケットから携けい帯たい電話を取りだした。総持寺の携帯番号を呼よびだし、通話ボタンをせわしなく叩たたいた。

「早く出てよぉ」

　呼びだし音、六回。あきらめかけたところで総持寺が出た。

『はい』

「総持寺くん？　あたしだよ。茉理。ちゃんと聞いてる？」

『なにか用か？　こっちは仕事の準じゆん備びでぴりぴりしてるんだ。できればよけいなことは──』

「その仕事だよ。大変なの！　さっきイミコちゃんが電話した相手。友だちだって刑事は、ちゃんと〈まるだし刑事〉に、刑事部に連れん絡らくしてくれたみたい。でね、いま刑事部のオフィスに来てみたら、さっきまで誘拐の対策会議をしてたみたいなんだけど」

『その点は予想どおりだな。刑事たちも、あっさりとカネを手て放ばなしたりはしないだろう。そんなことは、最初から期き待たいしてない』

「だけど、それだけじゃないの。だから大変っていうかなんていうか」

『なにが問題なんだ？』

「イミコちゃんの友だちも刑事部のみんなも、なんか時間をまちがえてるみたいなの。総持寺くんが指し定ていしてたのって、今晩の十二時でしょ？　夜中の十二時」

『そうだ。オールバックはそう言ってた。絶対にまちがいない』

「それがね。刑事部の人たち、お昼の十二時って思ってるみたいなの。会議室にホワイトボードがあるんだけど……いろんなことの時間がね。みんな正しよう午ご前後になっているの！」

　しばらく間まがあった。総持寺自身、足たりない脳のう味み噌そを使い、必ひつ死しで考えをめぐらせているのだろう。なぜこんなまちがいが起きたのか。

『なにかのまちがいだ。そこに刑事たちがいるのか？　実じつ際さいに受け渡わたしが正午だ、ってことを言ってるのか？』

　茉理は会議室の前についてる時と計けいを見上げた。時間は十一時五十分。

「いるわけないじゃない！　受け渡し時間の十分前なんだよ？　もうみんな向かってるよ。身みの代しろ金きんの受け渡し現場に、おカネを受けとりにきた犯はん人にんを逮たい捕ほするつもりで！」

『正午は最初に指定した時間だ──最初に〈まるだし刑事〉に言ってたほうの時間なんだ。どっちがまちがえた？　イミコの知人が勘かんちがいしたのか？　それとも〈まるだし刑事〉が最初の時間どおりだと思いこんで──』

「どっちだっていいでしょ!?　どっちにしても、刑事部のみんなは正午におカネの受け渡しだと思ってる。刑事部に用意してあったおカネを鞄かばんに入れて、うちのお兄ちゃんが持っていくみたい」

『それで……くそっ。どうすればいい？』

　狼ろう狽ばいした様よう子すがあからさまに伝わってくる。それでも学内マフィアか。茉理は舌した打うちした。

「決まってるでしょ？　刑事部のみんなはおカネを持ってＫ駅へ向かってる。それだけじゃなくて、こっちは相手の行動計画をみんな知ってる──ここのボードにみんな書いてあるの。これを使わない手はないよ。刑事部をうまく出し抜ぬいて、おカネをぶんどればいいの！」

『そうか。そうだな……』

「わかったんなら、とっととお尻しりを上げなくちゃだめ。ぐずぐずしてる暇ひまはないんだからね！」







　第三章　銃じゆう撃げき戦せん×３










　　　ヒトミ２　「さすが〈まるだし刑デ事カ〉だ」




　通つう称しよう〈ショットガン刑デ事カ〉、宇う野の辺べ虎とら雄おと話していたために少し遅おくれたヒトミは、〈まるだし刑事〉とほぼ同時にＫ駅へ着つくこととなった。Ｋ駅は北ほく摂せつ高校の最も寄より駅だ。

　Ｋ駅のある私し鉄てつＨ線は、どの駅も二本の線路を両側のホームがはさむ形となっている。特にＫ駅などは小高い丘の上にホームが造つくられているため、駅の外にいる人間からも乗じよう客きやくたちの様よう子すがはっきりと見える。ホームは高い位置に設もうけられたステージのようなものだ。

　長い階かい段だんをのぼり、〈まるだし刑事〉が現あらわれたとき、ホームは一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくに包つつまれた。直後、まるで泡あわ立だつ波なみのようなざわめき。

　時間は正しよう午ごだが、休きゆう日じつのため、中高生などの姿すがたも多かった。向かいのホームには運動部の試し合あいへ向かうらしいジャージ姿の、女子高生の一いち団だんがあった。それら、あらゆる乗客たちの視し線せんが一点に吸すい寄せられる。〈まるだし刑事〉の白い尻しりに。

〈まるだし刑事〉はいつもの捜そう査さスタイル、すなわち全ぜん裸らだ。右手には現げん金きん一千万円の入ったアタッシェケースをぶらさげている。左手には携けい帯たい電話。ただそれだけ。

「さすが〈まるだし刑事〉だ」

　ヒトミは素す直なおに感かん心しんした。一いつ糸しまとわぬ姿だというのに、〈まるだし刑事〉は背せ筋すじをぴんと正ただし、独どく特とくの威い厳げんを保たもっている。滑こつ稽けいに見えるどころか、ある種の風ふう格かくすらただよわせている。

　きゃああ！　という悲ひ鳴めいが聞こえた。見ると、向かいのホームで女子高生たちが失しつ神しんを始めていた。周しゆう囲いのざわめきはいっそう大きく、強くなった。だが警けい察さつに通つう報ほうしよう、などと考える者はいない。このあたりの住民は、だれもが〈まるだし刑事〉についてのうわさを一度は耳にしたことがあるのだ。

〈まるだし刑事〉、本ほん名みようは高たか槻つき富とみ夫お。彼は妹いもうとである〈エプロン刑事〉こと高槻茉まつ理りと合わせて、うわさの刑事〈トミー[image: はーとあんど]マツリ〉と呼よばれることもままある。

「どこに誘ゆう拐かい犯はんの仲間がいるかわからないもんな。〈まるだし刑事〉とは他人のふりをしなくちゃ」

　ヒトミは自分に言い聞かせた。ちょうど電車がホームに入ってきたところだ。

　犯人がどこでどんな要求をしてくるかわからないので、刑事部の人間は沿えん線せんの各所へ散らばることになっている。まる一ひと晩ばんにも及およぶ会議で決められたヒトミの配はい置ち場所は、Ｋ駅の隣となりであるＹ駅のホームだ。

　ヒトミはさりげなく〈まるだし刑事〉と会え釈しやくを交かわし、入ってきたあずき色の、Ｕ駅行きの電車に乗りこんだ。〈まるだし刑事〉は犯人から、次に来る電車に乗るよう指し示じされている。ヒトミは隣のＹ駅で降おり、異い常じようがないか監かん視ししながら、〈まるだし刑事〉の乗った電車が来るのを待つ手はずだ。

「〈まるだし刑事〉。気をつけて……」

　目の前で電車の自動扉とびらが閉しまった。窓まどガラスの向こう側で、しなやかな〈まるだし刑事〉の身体からだが流れていく。







　　　総持寺５　「いまヒトミと言ったのか？」




「ぐずぐずするな！　時間がないんだ。あと五分しかない！」

　総そう持じ寺じは手下である茨いばら木きを急せきたてた。車を運転できるのは彼だけだ。オールバック曽そ根ねはイミコを見み張はらせるため、屋や敷しきに残しておかなくてはならない。

「耳もとで大きな声出さないで！　怒ど鳴ならなくてもわかるわよ。ほら、早く乗りなさい！」

　運転席側の扉が閉まった。総持寺も助じよ手しゆ席せきに乗りこんだ。軽自動車の中は相あい変かわらず窮きゆう屈くつだ。大の男が乗るものではない。

「この車、まだ使ってても平気なんだろうな？　足がついたりしてないか？　茨木おまえ、病院へ行ったはずだが──」

「そうだとしても、いまさらどうしようもないわよ。ほら、シートベルトをしめて！」

　茨木がイグニッションをまわし、アクセルを踏ふみこむ。路ろ上じよう駐ちゆう車しやされていた軽自動車が勢いきおいよく走りはじめる。

　軽自動車に乗ると、総持寺はいつも遊ゆう園えん地ちにあるネズミのジェットコースターを思いだしてしまう。軽にはあれと同じふたしかさ、それによる恐きよう怖ふ感かんがつきまとう。

　総持寺の携けい帯たい電話が鳴なった。取りだし、液えき晶しようパネルに目をやった。茉理からだ。

「もしもし。オレだ」

『総持寺くん、よく聞いて。これから細こまかい指し示じを出すからね。まず、刑けい事じ部ぶはＨ線の各駅に、ひとりずつ刑事を配はい置ちしてるの。駅数が十ぐらいだから、ちょうど十人ってところ。そのほかの刑事たちは原げん付つきに乗って、線路ぞいに等とう間かん隔かくで分ぶん散さんしてる。こっちも人数は同じで、駅と駅の間にひとりずつって感じかな』

「十人ずつ配置されてるってことか？　なんでそんなにもいるんだ、うちの刑事部は!?」

『しょうがないじゃない。生徒会が保ほ安あんに力を入れてるんだから！　それでね。駅の人員は連れん絡らく用に置いているだけで、刑事部は主おもに原付隊のほうで逮たい捕ほに当たるみたい』

「なるほどな。オレたちが走ってる電車からカネを投げさせると踏ふんで、主にそっち──駅そのものではなくて、線路ぞいの道を警けい戒かいしてる、というわけか」

『大だい正せい解かい！　そういうこと。だから、こっちはその裏うらをかくの。駅でおカネ入りの鞄かばんを投げさせて、電車で逃にげちゃうってのはどう？』

「悪くないな。うまいやり方だ」

　総持寺はフロントガラスの先を見つめた。線路ぞいの道まではもう少しだ。原付、恐おそらくはミニバイクに乗った刑事部の連中が走りまわっているらしいが、車に乗っているだけなら怪あやしまれることはない。

「どこの駅へ行けばいいんだ？　どこでカネ入りの鞄を投げさせる？」

『Ｋ駅の次の駅で、Ｙ駅ってあるでしょ？　あそこに配置されてるのが、服部はつとりヒトミって子なの。あんまり腕わん力りよくのある子じゃないから、もし追いかけられたとしても平気なんじゃないかな』

「ヒトミ？　いまヒトミと言ったのか？」

『言ったよ。それがどうかしたの？』

「そいつなら知ってるぜ。服部ヒトミ……」

　笑いだしたい気分だった。服部ヒトミ。最近まで総持寺自身が部下として使っていた一年生だ。そして、刑事部の潜せん入にゆう調ちよう査さ員いんであることが発はつ覚かくし、総持寺自身が追い払はらった男でもある。

　マフィアとしては無む能のうだったし、どうせたいした情じよう報ほうは与あたえていなかったから、ヒトミの正しよう体たいがわかってもどうということはなかった。軽く痛いためつけ、刑事部のほうへ投げ返してやっただけだ。たしかに、ヒトミが相手なら心配はない。

「貧ひん弱じやくなやつだ」

『そうなんだ。なら、すごくラッキーなんじゃない？　駅自体の条じよう件けんも最高だし』

「続けてくれ」

　総持寺は先をうながした。茉理が説明を再さい開かいする。

『Ｙ駅なら、相手の乗った電車が通つう過かしたあとで、反対方向へ走る電車がすぐに来るの。ほとんどその駅ですれちがうぐらいだから、発車まで一分もかからないはずだよ』

　つまり、こういうことだ。Ｙ駅で〈まるだし刑事〉に、電車の窓まどから鞄を投げさせる。もちろん〈まるだし刑事〉は電車から降おりさせない。電車が駅で停車している短い時間に投げさせ、そのまま電車とともに消えてもらうのだ。総持寺はその場で──向かいの線路上かどこかで──鞄を拾ひろいあげ、〈まるだし刑事〉が乗っているのとは別の、反対方向へ進む電車に乗りこむ。その電車は、〈まるだし刑事〉が乗っている電車が発車した一分後に到とう着ちやくするという。

「カネを拾ってからすぐに乗りこんで逃にげられる──そういうことか。完かん璧ぺきだな」

　総持寺は携けい帯たいを下おろし、運転席に顔を向けた。

「茨木。Ｙ駅へ向かってくれ」

「わかったわ」

　運転席で、おかまの手下がふり返った。傷きずの痛いたみに顔をしかめながら運転をしている。

　茨木がアクセルを、さらに強く踏ふみこむ。大たい金きんのにおいが鼻はな先さきに感じられた。







　　　イミコ３　「わたしとしたことが、なんたる失しつ態たいでしょう」




「こまりましたわ。こんなところ、いつまでもいるわけにはいきませんもの」

　イミコは屋や敷しきの二階、八畳じようほどの寝しん室しつに閉じこめられていた。まる一日入にゆう浴よくしていないために、頭や脇わきのあたりが気持ち悪く感じられる。せめてシャワーだけでも、と誘ゆう拐かい犯はんたちに頼たのんでみたが、一秒で却きやつ下かされた。あの誘拐犯たちも、風ふ呂ろには入っていなかったのではないか。

「本物の野や蛮ばん人じんですわ。あんな連中にかこまれるのはもうたくさん」

　扉とびらの前に立って、寝室の中を見まわしてみた。大きなダブルベッドとサイドボード、本ほん棚だななどがあるだけの、殺さつ風ぷう景けいな部へ屋やだ。

　もう縛しばられてはいないから、自由に動くことができる。だが下の階には見み張はりが残っているようだし、扉はしっかりと施せ錠じようされている。窓まどはあってもベランダはない。二階から飛び降おりる覚かく悟ごは、さすがのイミコにもなかった。

「なんとかできないものでしょうか」

　窓まど際ぎわに立った。窓は大きく、高さはイミコの腰こしから天てん井じようまである。そこから下をのぞきこんだ。

　表おもての通りからは反対側に位置する部へ屋やらしく、下にはプールが見えている。だがここから飛びこむのはちょっと無む理りだろう。建たて物ものの中央にある部屋からはベランダが張はりだしており、できないこともなさそうだが、この部屋の下にあるのは硬かたいコンクリのプールサイドだ。

「あのベランダまで行ければ……」

　窓を開けてみた。頭を突つきだし、壁かべの状じよう態たいをたしかめてみた。床ゆかの高さに少々の出っぱり、足をかけられそうな出っぱりはあるが、手でつかめるものはなにもない。ここを伝つたってベランダまで行く、というのは不ふ可か能のうだ。ベランダまでの距きよ離りは一〇メートル以上、離はなれている。

「あら。あれはなんでしょう」

　ベランダとは反対方向、少し離れた壁には別の突とつ起き物ぶつがあった。この部屋の窓からはせいぜい三メートルといったところ。どうやら雨あまどいにつながった排はい水すい管かんらしい。屋や根ねの上から壁を伝い、下の地面まで下おりている。壁にしっかりと張りついているようだ。

「使えそうですわ」

　イミコは深しん呼こ吸きゆうをすると、窓まど枠わくによじのぼった。必ひつ死しで足を持ちあげ、引っかける。

　ボリュームのある服は、こういうときには不ふ便べんだ。手足にまとわりついてくるし、裾すそが風をはらんで風ふう船せんのようにふくらむ。身にまとったままのエプロンがひらひらとはためく。

「まあ、はしたない」

　なんとか窓枠を乗りこえ、壁の外側に立った。窓枠にしがみつき、壁の出っぱりに足をのせる。大きく盛もりあがったスカートを手で押おさえつける。その拍ひよう子しに、あやうく足を踏ふみはずしそうになった。心しん臓ぞうがきゅっと縮ちぢみあがる。

　深呼吸をくり返した。萎い縮しゆくした心臓が強く打っている。こんな調ちよう子しではいけない。

「だれかが見てるわけじゃありませんもの。格かつ好こうなんて気にしていられませんわ」

　服から手を放はなした。壁に手をぴったりとつけ、這はわせるようにして、指先を慎しん重ちように横へずらした。足を動かす。そろそろと横へ、数センチずつ場所を移うつしていく。

　風が髪かみをなぶった。思わず目を閉じてしまう。前にも二階から落ちたことはあるが、あのときは下に植えこみがあった。今回は、同じ幸こう運うんは期き待たいできない。

「こんなことでくじけてはいられません。でないと、いつまで経たってもお風ふ呂ろに入れませんわ。それに、茉理さんも助けなくては」

　白いエプロンの似に合あう隣りん人じん、高たか槻つき茉理も、どこか別の部屋に監かん禁きんされているはずなのだ。たとえ地面に降おりられたとしても、自分だけ逃にげるわけにはいかない。茉理も助けださなければ。自分のことを友だちと言ってくれた彼女を。

　彼女のことを考えただけで、身体からだの芯しんが強くうずいた。あの瞬しゆん間かん──茉理が友だちだと言ってはげましてくれた瞬間、イミコは気づいたのだ。自分が抱いだいているのは友情なんて生なまやさしい感情ではない。これはもっと強きよう烈れつで甘かん美びな想おもいだ。

「ああ、なんということでしょう。茉理さん、あなたのことを考えただけで、わたしはもう……」

　手足から力が抜ぬけてしまう。全身の肌はだがほてり、筋きん肉にくがなえてしまう。だめだ、これではいけない。

　首をふりふり、いまは、いまだけは、頭の中から茉理の映えい像ぞうをかき消した。

　排はい水すい管かんをにらんだ。あと一メートル。手をのばした。まだとどかない。手を、足をずらしていく。緊きん張ちようで頭の芯がしびれてくる。全身がきりきりと痛いたみ、口の中が乾かわいてくる。

「あと少しですわ」

　左の腕うでをいっぱいにのばした。指先が小きざみにふるえる。

　中指が排水管の表面にふれた。風ふう雨うで汚よごれ、ざらざらになったプラスティックの感かん触しよく。不ふ快かいだが、安心させてくれる感触でもあった。一瞬、意い識しきのすべてが指先に向けられる。

　緊張がゆるみ、足の裏うらが壁の出っぱりから外はずれた。

「きゃ……!?」

　足の下から感かん覚かくが消えた。急に、自分の身体の認にん識しきがふたしかなものになった。落らつ下かしたのだ。

　イミコはやみくもに手をふりまわした。さっき配はい管かんにふれた指先で必ひつ死しに手がかりをさぐり、配管の存そん在ざい感かんを求めた。

　あった。手が配管にふれた。必死でしがみついた。残った右手を、両足を動かし、ただただ配管の手ごたえを求めた。勘かんをたよりに身体をからみつかせる。

　それでも勢いきおいはおとろえず、身体は下へとすべり落ちた。手が配管表面との摩ま擦さつ熱ねつで猛もう烈れつに痛む。熱あつく、ぞっとするような痛み。

　頭に、血だらけになった手の映像がひらめいた。その映像が消えると同時に、イミコは腰こしに猛烈な衝しよう撃げきを受けた。臀でん部ぶから地面へ激げき突とつしたのだ。頭のてっぺんまで突つき抜ぬける痛み。うしろで爆ばく弾だんが破は裂れつしたのかと思った。

「痛すぎます。こんなお仕し置おきを受けるようないわれはありませんわ」

　なんとか助かったらしい。地面の上で四つんばいになり、痛む尻を手でさすった。手のひらは無ぶ事じだった。少し皮がすりむけているが、胡ご麻ま粒つぶぐらいの血がにじんでいる程てい度どだ。傷きずが残ることもないだろう。

「茉理さんを救すくいだすためです。これぐらい、がまんしなくては」

　エプロンの裾すそをつかんだ。このエプロンはもうだめだ。せっかく茉理のために作ったが、プレゼントするには汚よごれすぎてしまった。配管を伝つたい降おりたために、表面がすりきれてしまっている。だがエプロンぐらい、また新しいものを作ればいいのだ。ぜひとも作りたいと思う。

　そうだ、次は布ぬの地じに絹きぬを使おう。輝かがやく最高級の絹を。そうして作ったエプロンを、イミコみずからの手で、素す肌はだの茉理に着きせてやるのだ。

　考えただけでくらくらとなった。激はげしいめまいをおぼえ、鼻はなの奥おくに違い和わ感かんをおぼえた。

「うっ」

　どうやら鼻血が出てきたらしい。ほんのちょっぴり、本当に少しだけだ。イミコは赤せき面めんし、エプロンの裾で鼻を押さえた。

「わ、わたしとしたことが、なんたる失しつ態たいでしょう」

　上を向きつつ、そして首のうしろを手しゆ刀とうで叩たたきつつ、屋や敷しきの二階をふりあおいだ。茉理がどこにとらわれているのかはわからないが、恐おそらくイミコと同様、二階のどこかだろう。扉とびらを施せ錠じようされているのだろうが、きっと廊ろう下か側からなら開けられる。

　視し線せんを一階に移うつした。プール側の壁かべ一面がガラス張ばりになったフランス窓まどの向こうに、見み覚おぼえのあるリヴィング・ルームが認みとめられた。見張り役はいないようだ。どこか別の部へ屋やにいるらしい。このすきに入りこめるかもしれない。

「まず中に入って、二階へ向かいませんと」

　鼻を押さえたままで移い動どうする。足音をしのばせ、まだ痛む尻を押さえつつ、フランス窓に近づく。靴くつは最初からはいていないので、音を立てずに移動するのは簡かん単たんだ。不ふ幸こう中の幸さいわいといったところか。

　ソファの前にはテーブルがあった。その上に飲みかけのコーヒーカップが置かれている。見張りはどこかへ消えてしまったわけではなく、まだこの屋敷の中にいるのだ。警けい戒かいをおこたるわけにはいかない。

　フランス窓に手をかけてみた。鼻を押さえていないほう、怪け我がが軽いほうの手のひらを押しつけ、右側へ力をかけてみた。開かない。鍵かぎがかかっているらしい。他の窓も同じようだ。

「こまりましたわ。どうやって入ったらいいのでしょう？」

　鼻声になった。もう鼻血は止まったようだが、鼻の中が気持ち悪い。イミコは鼻から手を離はなした。エプロンの、鼻の穴あなに押しつけていた部分が赤く汚よごれていた。なんてことだろう。妙みよう齢れいの乙女おとめが「鼻の穴」だなんて。まさに悪あく夢むだ。

「き、気持ちを切りかえませんと……」

　なにか使えるものはないかと思い、プールサイドを見まわしてみた。だめだ。デッキチェアやパラソルが置いてある程てい度どだ。役に立ちそうなものは見当たらない。

　さらに視し線せんをさまよわせ、イミコはいいものを見つけた。プールサイドから庭へ続くあたりに、大きな植うえ木き鉢ばちがいくつか置いてある。

「使えるかもしれませんわ」

　近ちか寄よってしゃがみこみ、植木鉢を持ちあげた。とても重い。怪我をした手のひらが痛み、腰こしが悲ひ鳴めいをあげた。よろめき、そのままうしろへ倒たおれそうになった。だが運ばなくてはならない。

　重い植木鉢を抱かかえ、プールサイドをふらつきながら歩いた。

「とと……」

　あやうくプールに落らつ下かしかけた。全力で鉢をふりまわし、遠えん心しん力りよくでなんとかプールサイド側へもどる。そのままよろめき、千ち鳥どり足あしでフランス窓まどのほうへ歩いた。鉢の重さに引かれるような状じよう態たいだ。勢いきおいを殺すことができない。

「きゃあ！」

　鉢を放ほうり投げる格かつ好こうとなった。鉢はフランス窓のどまん中に激げき突とつし、ガラスを粉こな々ごなに砕くだいた。床ゆかから天てん井じようまでの板ガラスがすべて粉ふん砕さいされ、盛せい大だいに破は片へんをまき散らした。

　かん高いベル音が鳴なり響ひびいた。どうやらこの家は警けい報ほう装そう置ちを設せつ置ちしていたらしい。古い電話の呼よびだし音を数百、数千倍にしたような音が空気をふるわせる。イミコの鼓こ膜まくを破やぶりかねない勢いでわめきちらす。

「大変ですわ」

　耳を押さえつつリヴィング・ルームに入った。靴くつはなく、靴下をはいているだけなので、ガラスの破片を踏ふまないように注意して足を下おろした。やわらかい絨じゆう毯たんの上を歩く。

「なんだっ。なにごとだ！──てめえ!?」

　廊ろう下かへと続く戸口からオールバック男が出てきた。歯をみがいていたらしく、口には歯ブラシを突っこんでいる。完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされたフランス窓とイミコを見み比くらべ、仰ぎよう天てんし、目を丸くしている。あんぐりと開けた口から歯ブラシが落ちた。

「なんてこった……」

「ますます大変ですわ。見つかってしまいました」

　逃にげなくてはならない。その前に、茉理を助けださなくてはならない。

　イミコはキッチン側の戸口めがけて走りだした。直後に気づいた。飲みかけのコーヒーカップが置かれたテーブル。その上に、鉄てつ製せいの筒つつと握にぎりを組みあわせたような塊かたまりがある。

　黒い塊。知っている形だった。

「リボルバー式拳けん銃じゆう……たしか、そんな名前でしたわ」







　　　虎雄（ショットガン刑事）７　「生徒会刑事部、〈ショットガン刑デ事カ〉だ！」




　身みの代しろ金きんの受け渡わたし時じ刻こくは夜中の十二時だ。いまが正しよう午ごだから、残りはちょうど十二時間。決して余よ裕ゆうがあるとは言えない。

　刑事部から身代金用のカネを借かりてくることはできなくなった。〈エプロン刑デ事カ〉のために使っているのならしかたない。自じ力りきでなんとかカネを用意しなくちゃならない。あるいは、受け渡し時間より前に誘ゆう拐かい犯はんを特定し、逮たい捕ほするか。前者はどう考えても無む理りだから、残る選せん択たくは後こう者しやのみだ。

「まずは聞きこみだな。犯人を知ってそうなやつらに」

　誘拐犯どもは北ほく摂せつ高校の生徒という可か能のう性せいが高い。学内でそんな悪あく事じを働きそうなやつとなると、学内マフィアどもに決まっている。

　学内マフィアは旧きゆう寮りようの中にたまり場を持っている。三階の端はしにある二部へ屋やを使い、間の壁かべをぶち抜ぬいて、そこで毎まい晩ばんのように宴えん会かいをしているのだ。同じ旧寮内ということもあり、俺おれがいまいる廊ろう下かからは目と鼻はなの先の距きよ離りしかない。まずはそこへ行ってみるとしよう。

　土曜日の昼間はさすがに静かだった。昨さく夜やから今け朝さにかけての大おお騒さわぎで疲つかれ、悪あく党とうどもはみんな床ゆかやらソファやらの上にひっくりかえっているのだろう。

　木もく造ぞうの古い廊下を歩くにつれて、アルコールや煙草たばこ、それにゲロのきついにおいがただよってきた。近くの壁かべにはスプレーによる落らく書がき。

　この部屋が刑けい事じ部ぶの手入れを受けていないのは、だれか刑事部のおえらいさんがワイロを受けとっているため、あるいは情じよう報ほうを得えるために残してあるため、などと様さま々ざまにうわさされている。真しん相そうはだれも知らない。

　扉とびらの前に立った。ノック代がわりに、ショットガンの銃じゆう把はで扉の表面を叩たたいた。やはりまだみんな眠ねむっているらしく、だれも出てこない。出てくる気け配はいすらない。

「生徒会刑事部だ。早く開けやがれ！　扉をぶち破やぶられてえか!?」

　倍のペースで叩きまくった。木もく製せいの、それなりに頑がん丈じような扉の表面が削けずれはじめる。

　ようやく人の気配が近づいてきて、目の高さにつけられた小こ窓まどがしゃっと横へ開いた。郵ゆう便びん受けぐらいの大きさの小窓。本ほん来らいなら旧寮の扉にこんなものはついていないのだが、中の連中が訪ほう問もん相手を確かく認にんするために、勝かつ手てに改かい造ぞうしてつけているのだ。

「だれだ？」

　ぎょろりとした目が現あらわれ、ぶっきらぼうに訊きいてきた。こいつの目と声には覚おぼえがある。俺が前に来たときにもガードマン役を果はたしていた、身の丈たけ二メートルはあろうかという大男だ。身体からだはレスラーのようにたくましく、頭はスキンヘッド。かなり手ごわい。

「生徒会刑事部、〈ショットガン刑事〉だ。訊ききたいことがあって来た。ここを開けな」

「あいにく、パーティは終わったんでな」

「だから？」

「おまわりは引っこんでろってことだ。俺が、サツのだんなは特別です、なんて言うと思ったか？　ああ？」

「そうかい」

　俺は腰のうしろに隠かくしていたショットガンをふりあげ、小窓に銃じゆう口こうを突つっこんだ。そして引き金を引いた。すさまじい銃じゆう声せい。だが銃口が部屋の中に入っているため、廊下まで響ひびいてくる音量はたかが知れている。

　厚あつい扉の向こう側で、どう！　という音が響いた。大男が至し近きん距きよ離りから銃じゆう弾だんを受け、うしろへひっくり返ったのだ。いくらＢＢ弾だんとはいえ顔に受けるのは危き険けんだが、ほぼゼロ距離射しや撃げきだから、散弾は広がる前にすべて額ひたいにぶち当たったはずだ。死んだり、失しつ明めいしたりするほどのことはない。

「さてと」

　俺は扉の把とつ手てに銃口を向けた。内側に鍵かぎがついていると思われるあたりを撃うった。扉の表面がえぐれ、木もく片へんが飛び散る。だが皮一枚が削れた程てい度どだ。

　俺は銃じゆう身しんをスライドさせ、弾たまをこめなおし、また撃った。木片が廊下中を舞まった。俺は撃ちまくった。扉に穴が開くまでひたすらに撃った。







　　　総持寺６　「三秒以内に投げろ！」




「心配ない、カネが入ればすぐに電話する。あんたはただ待ってればいい」

　総そう持じ寺じは茉まつ理りとの通話を終わらせた。座ざ席せきにもたれ、ヘッドレストに頭をあずけて、大きく息をついた。半分だけ開けた窓まどの外へ視し線せんを転てんじる。

　車は順調に走っている。正しよう午ごまであと一分。陽ひざしは暖あたたかく、空にはまっ白な雲が斑はん点てんのように浮ういている。夏と秋が混まじりあう季節だ。大たい金きんをせしめるにはふさわしい陽よう気き。

「本当にいるわ。緊きん張ちようしちゃう」

　茨いばら木きがまっすぐ前を向いたまま、目だけを動かして周しゆう囲いの様よう子すをうかがう。

　総持寺も見た。たしかに、見たことのある刑事部の連中が原げん付つきスクーターにまたがり、道路を適てき当とうに流している。きっちりと担たん当とう区く域いきを決めているらしく、同じ場所で同じ刑事を二度見ることはなかった。

「落ちつけ。堂々としていれば問題ない」

　総持寺は札さつ入いれから昨日きのうのメモ用紙を抜ぬきだした。番号は暗あん記きしていたが、念ねんのために番号を確たしかめた。片手でもう一度、携けい帯たい電話を取りあげる。覚おぼえていたとおりの番号にかける。送話口を押おさえ、茨木に言った。

「少し、静かにしてろ。カネの運び役に電話する」

　電話の相手は携帯を手に持って待っていたらしく、一回目の呼よびだし音が鳴なりきる前に出た。

『もしもし』

　落ちついた、とても平へい板ばんな男の声。総持寺は確かく認にんのためにたずねた。

「〈もろだし刑事〉だな？」

『ちがう。〈まるだし刑事〉だ』

「名前なんてどうだっていい。それより、もうすぐ電車がホームに来るぞ。わかってるな？」

　隣となりのＫ駅にいる〈まるだし刑事〉に言いながら、総持寺は茨木と視し線せんを交かわした。フロントガラスの向こうからＹ駅が近づきつつある。

　茨木は初心者とは思えないハンドルさばきで車を操あやつり、うまくロータリーの内側に停車させた。エンジンはかけたままだ。

〈まるだし刑事〉の声が受話器から聞こえてくる。

『ああ。ちょうど入ってきたところだ』

「ぎりぎりで間まにあったな」

　総持寺はひそかに息をついた。〈まるだし刑事〉はカネの受け渡し時間についてなんの疑ぎ問もんも抱いだいてはいない。完全に正午だと思いこんでいるのだ。いまさら言ってもせんないことだと思い、総持寺はあえて言げん及きゆうしなかった。

　電話の向こうから、ホームのアナウンス音が聞こえてきた。電車の走行音にブレーキの音が重なる。指し定ていしておいた電車が停止したのだ。

『ぎりぎり間にあった、とはどういうことだ？』

「なんでもない、こっちの話だ。カネは持ってるな？」

『当然だ。むしろそれ以外はなにも持っていない』

〈まるだし刑事〉がこたえる。総持寺は相手の姿すがたを想そう像ぞうしかけたが、理り性せいでそれをこらえた。

「上じよう等とうだ。いいか、まずうしろから二番目の車しや輌りように乗りこめ。乗っても電話は切るんじゃないぞ。つながったままにするんだ。オレが指し示じしたら、右側の窓まどからカネを投げろ。進行方向から見て右側の窓だ」

『彼女が無ぶ事じだ、という保ほ証しようは？』

「安心していい。おまえが四しの五ごの言わずにカネを投げたら、女は無事に帰す。それは約やく束そくしてやる。だがもしカネを投げるのをためらったり、偽にせ金がねをつかませたりするようなら……そのときは、わかってるはずだ。女の指が一本ずつ消える。それが刑事部へ送りとどけられる」

『彼女の声を聞かせてくれ』

「馬ば鹿か言うな。こっちはカネを受けとりに来てるんだぞ？　連つれてきてるわけがないだろう。あの女は、別のところで仲間に見み張はらせてある。オレから予定どおりに連れん絡らくがなければ、女は殺される手はずだ」

　殺す、というのは噓うそだが、これぐらい言わなくては脅きよう迫はくにならない。

　受話器ごしに、電車の発車する音が聞こえてきた。

「おい、〈まるだし刑事〉。乗ったのか？」

『ああ、乗った。いま扉とびらが閉しまって、電車が動きだした』

「よし。そのままだ」

　総持寺は茨木にうなずきかけた。携帯電話を耳に当てたままで助じよ手しゆ席せきから外へ降おりる。茨木は車に乗ったままだ。

　総持寺はそのまま、どこかにいるかもしれない刑事部の連中に見とがめられないように、堂々と駅の改かい札さつのほうへ歩いた。耳に当てた携帯から〈まるだし刑事〉の声が流れてくる。

『どうすればいい？』

「だれがしゃべっていいと言った？　指示は出してやる。いまはだまってればいい」

　売ばい店てんの前を抜ぬける。家族連れがガムかなにかを購こう入にゆうしている。総持寺は携帯の送話口に言った。

「いいか、〈まるだし刑事〉。カネを投げるのは右側の窓だ。おまえから見て、隣となりの線路がある方向だ。まちがえるんじゃないぞ。線路の上に落とせ」

『わかった』

　感情のこもらない声が返ってくる。相手、〈まるだし刑事〉は冷れい静せいになろうとつとめている。きっといまこの瞬しゆん間かん、全ぜん裸らで窓に張りつき、犯はん人にんらしき人物が見えないかと必ひつ死しで視し線せんをさまよわせているにちがいない。

　総持寺はプリペイド・カードで改札を抜け、ホームへと続く階かい段だんを駆かけのぼった。〈まるだし刑事〉に指示した車しや輌りよう、うしろから二両目の車輌は、ちょうどこの階段のまん前に停車するはずだ。

「なるほど。あいつか」

『なにがだ？』

「なんでもない。だまって、言われたとおりにしてろ」

　総持寺はほくそ笑えんだ。刑事部は各駅にひとりずつの刑事を配はい置ちしているという。そして、この駅には服部ヒトミが配置されているという。彼の姿すがたはさがすまでもなかった。

　緑みどり色のセルフレーム眼鏡めがねをかけた小こ柄がらな少年。向かい側のホームでベンチにすわり、膝ひざの上で文庫本を広げている。熱ねつ心しんに読んでいるふりを装よそおっているが、ちらちらと目を上げ、両側のホーム全体を観かん察さつしているのが丸わかりだ。

「相あい変かわらず芝しば居いが下へ手ただな、ヒトミ」

『もうすぐＹ駅に着つくが』

　電話の向こうで、電車に乗った〈まるだし刑事〉が言う。

　左側を見ると、たしかに電車の先頭車輌が近づきつつあった。減げん速そくし、向かい側のホームへと進しん入にゆうしてくる。あの中には〈まるだし刑事〉が乗っている。だが〈まるだし刑事〉も服部ヒトミも、総持寺がこのＹ駅にいることは知らない。どこか別の線路ぞいで待たい機きしていると思っている。

「わかってる。そのまま乗ってればいい」

　自然と笑みが深くなった。その笑みが口の端はをゆがませる。

　総持寺は〈まるだし刑事〉を見つけた。向かい側、線路ひとつをはさんで停車した車輌の窓まど際ぎわに、全裸の男がすわっていた。すわっている、というのは正せい確かくではない。座ざ席せきに膝ひざをついて窓の外を見ている。子こ供どもがよくやるような格かつ好こう。

　まちがいない。〈まるだし刑事〉だ。車内は、〈まるだし刑事〉を中心とした半はん径けい二メートルほどの範はん囲いで人ひと気けがとだえている。皆みな、彼からは距きよ離りをあけるようにしている。

『電車が出るぞ』

〈まるだし刑事〉が言ってきた。総持寺は「それでいい」とこたえた。

　電車が動きはじめる。全裸姿が右へと流れていく。もう〈まるだし刑事〉がホームへ降おりることはできない。窓ガラスは全開になっている。完かん璧ぺきだ。

　総持寺はポケットからスキーマスクを取りだした。頭にすっぽりとかぶった。

「いまだ！　〈まるだし刑事〉。持ってきたカネを投げろ！　鞄かばんを投げるんだ。早く！」

『なに!?』

「ぐずぐずするな。三秒以内に投げろ！　女が死んでもいいなら投げるな。助けてほしいなら投げろ！　カネを投げろと言ってる！」

〈まるだし刑事〉の苦く悩のうする姿が見えた。全裸の身体からだをよじらんばかりだ。彼はきっかり二秒間ためらったあと、思いきって、窓からアタッシェケースを投げ落とした。

　アタッシェケースは線路の上に落らつ下かし、枕まくら木ぎの間を転ころがった。三回転して線路にぶつかり、停止する。衝しよう撃げきで蓋ふたが開くようなことはなかった。

「よくやった。ほめてやる」

　総持寺はイミコの携けい帯たいを上うわ着ぎのポケットに入れ、ホームから飛び降りた。アタッシェケースのほうへ大あわてで駆かけ寄よる。

　アタッシェケースの握にぎりに指を引っかけた。しっかりとした札さつ束たばの重み。一千万円。身みの代しろ金きんにしては少ないが、それでも、これまで一度もお目にかかったことのない額がくだ。

「成功だ……！」

〈まるだし刑事〉は死ぬほどくやしがっているだろう。まさか駅で投げるよう指し示じされるとは思っていなかったはずだ。この駅には、あと一分で反対側へ向かう電車が進入してくる。総持寺はその電車に乗って悠ゆう々ゆうと逃にげおおせられる。

　身体の中心から喜よろこびと勝利感が湧わきあがってくる。〈まるだし刑事〉の泣き面つらを見てやろうじゃないか。

　総持寺は顔を上げた。加速を始めた電車の窓を目で追いかけた。

「……そんな馬ば鹿かな」

　全裸の〈まるだし刑事〉が電車窓から上じよう半はん身しんを突つきだし、窓まど枠わくに手と足をかけて、いまにも飛びだそうとしている。そして跳ちよう躍やく。

　走る電車の窓から、両手両足を広げた〈まるだし刑事〉が跳とんだ。




























　　　ヒトミ３　「くそっ。逃がすもんか！」




　ヒトミは思わず文庫本を取り落とした。

〈まるだし刑事〉が乗っているはずの電車が入ってきて、なにごともなく発車したと思ったら、電車のいなくなった向かいの線路に〈まるだし刑デ事カ〉自身が落ちているではないか。しかも、少し先には大たい切せつなアタッシェケースが無む造ぞう作さに転がっている。覆ふく面めんをした男がかがみこみ、そのケースを拾ひろおうとしている。

「そうか……あいつが犯はん人にんだ」

　確信がひらめく。というより、それ以外には考えられない。男の覆面はスキーマスクかなにからしく、目と口の部分に丸く穴あながあいている。

　あわてて立ち上がった。つんのめりながらもホームの縁へりへとたどりつき、飛び降りかけて──高さに不安をおぼえ、いったんしゃがみこんだ。敷しき石いしの上に降おりる。

「〈まるだし刑事〉！」

　線路の間で、全裸の同どう僚りようが身を起こした。どうやら走りだした電車から飛び降りたようだ。枕まくら木ぎに手と片かた足あしをつき、膝ひざ立だちの状じよう態たいになっている。敷石の上を転がったらしく、全身にすり傷きずがついている。肌はだに白い筋すじがついて、それをなぞるように血の玉がぷつぷつと浮うきあがって見える。

「〈まるだし刑事〉。大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「おれのことはどうだっていい。それよりヒトミ、犯人を追うんだ」

「犯人……」

　顔を上げた。犯人はカネの入ったアタッシェケースを脇わきに抱かかえ、ヒトミたちから遠ざかる方向へ走っている。距きよ離りは一五メートルといったところか。

「待て！　その鞄かばんを捨すてろ！」

　気力をふりしぼり、警けい告こくを喉のどから外へ出した。緊きん張ちようのために声が裏うら返がえる。

　犯人が立ちどまり、ヒトミのほうをふり返った。一いつ瞬しゆん、たしかに目が合ったように思った。

「笑った？」

　犯人が口もとをゆがめ、笑ったように感じられた。勝ち誇ほこったような笑い。こちらを見くびっているのだ。犯人は鞄をホームの上に投げると、自分もホームの縁に手を引っかけ、線路を蹴けってよじのぼりはじめた。

「くそっ。逃がすもんか！」

　ヒトミはなえそうになる足に鞭むち打うち、犯人を追って走りはじめた。

「撃うてヒトミ。発はつ砲ぽうを許きよ可かする！」

〈まるだし刑事〉の声がうしろから飛んできた。

　ヒトミは躊ちゆう躇ちよしたが、意を決して上うわ着ぎを上へずらし、ズボンと腹はらの間から銃じゆうを出した。〈ショットガン刑事〉から借かりているサブマシンガンだ。

「止まれ！　止まらなきゃ撃ちます。すぐに降おりて！」

　覆ふく面めんの男がぎょっとした顔でふり返った。アタッシェケースはホームにのっているが、犯人自身はまだのぼりきっていない。意外な高さに手て間ま取どっているようだ。

「かまわん。犯人をしとめろ！」

〈まるだし刑事〉の声がせきたててくる。横目で見ると、全ぜん裸らの刑事は立ちあがり、こちらを追いかけてきている。手の中には携けい帯たい電話。すばやく手さぐりでボタンを押して、ほかの刑事たちを召しよう集しゆうしているらしい。仲間をこのＹ駅へ集め、犯人を追いつめるつもりなのだ。

　犯人はホームにのぼるのをあきらめ、敷しき石いしの上に着ちやく地ちした。手を腰こしのうしろへまわしたかと思うと、ズボンの内側から小ぶりの拳けん銃じゆうを抜ぬきだした。オートマティック式の銃だ。銃じゆう口こうをためらわずに向けてくる。

　ヒトミは立ちどまり、自分も両手で銃をかまえた。まともに銃口と銃口が向かいあった。

「ぶ、武ぶ器きを捨すててください！」

「ヒトミ、なにをしている？　早く撃て！」

〈まるだし刑事〉からの指し示じ。たしかに、このままでは相あい撃うちになる。いや、こちらがためらっている間に容よう赦しやなく撃たれる。

「やってやる……」

　ヒトミは引き金にかけた人さし指を曲げた。だが曲がりきらない。

「あれ？」

「安全装そう置ちだ、ヒトミ！　なにをやっている!?」

〈まるだし刑事〉に叱咤しつたされる。そうだ、忘わすれていた。ヒトミは銃の安全装置をはずし、あらためて狙ねらいを定さだめた。

「遅おそい！」

　声とともに、犯人が撃ってきた。銃じゆう声せいと、それにかぶさる乗客たちの悲ひ鳴めい。客たちはやっといま起こっている事じ態たいに気がついたらしい。

　ヒトミの耳もとをＢＢ弾だんがかすめすぎていった。風が起こり、髪かみがわずかに揺ゆれたように思った。

「ヒトミ、伏ふせろ！　身体からだを低くするんだ」

〈まるだし刑事〉に突つきとばされた。ふたりで重かさなるようにして枕まくら木ぎの上に倒たおれる。〈まるだし刑事〉の局部が腿ももに当たったような気がして、ヒトミはぞっとなった。

「いま撃たなきゃ……！」

　倒れたままの姿し勢せいで腕うでをのばした。犯人はまたホームの縁へりに手をかけ、のぼろうとしている。アタッシェケースはまだ同じ場所にちゃんとある。ホームの床ゆかの位置だ。

　撃ちかけて、ヒトミは指をもどした。だめだ。ついさっき電車が来たばかりなので、ヒトミがいたほうのホームからは人が消えている。だが犯人がのぼろうとしているホームには電車待ちの客たちが何人も立っている。休日なのであまり多くはないが、サブマシンガンを使えば確実に巻まきぞえを出してしまう。

「どうしたヒトミ？　なぜ撃たない!?」

「だって、ほかの乗客が」

「改かい造ぞうモデルガンだ。当たっても死ぬことはない！　いまは足止めすることだけを考えろ」

　撃とうとした。だが撃てなかった。ふいに背せ中なかから圧あつ迫ぱく感かんが消えた。

〈まるだし刑事〉が起きあがったのだ。頭ず上じようから、〈まるだし刑事〉の冷れい静せいな声。

「銃を貸かすんだ。おれなら犯人だけを撃てる。巻きぞえは出さない」







　　　虎雄（ショットガン刑事）８　「これで正せい当とう防ぼう衛えいだ」




　把とつ手ての上がボロボロになった扉とびらを蹴け破やぶり、中に入った。外でも十じゆう分ぶんにアルコール臭しゆうやゲロのにおいがただよっていたが、中に入るとそれらの臭気が固体になって押おし寄よせてくる感じだ。俺おれは息をつまらせ、思わずコートの袖そでを口もとに当てた。

「なに考えてやがる？　なんの用だ〈ショットガン刑デ事カ〉!?」

　奥おくからしゃがれた声が飛んできた。そちらには大きなガラス窓まどがついており、昼の明るい陽ひざしが射さしこんでいた。窓の前にゆらりと立つ男がひとり、ふたり。

　俺は部へ屋やの中を見まわした。マフィアのたまり場は散らかっていた。

　元はふたり部屋だった場所をふたつぶち抜ぬいてあるので、広さは二十畳じようぶんぐらいある。ソファやガラステーブルなどがでたらめに配はい置ちされ、それらの上や床ゆかには空あき瓶びんや空き缶かん、たばこの吸すい殻がらがごみの埋うめ立て地さながらに散さん乱らんしている。

　ソファの向こう側からのぞいているのは人の足だ。まだ床にひっくり返っているやつが二、三人はいるらしい。足もとには大量の氷こおりが溶とけた跡あとらしい水たまり。

　俺がのぞき穴あなから撃うった大男はまだ倒たおれていた。完全にあおむけの格かつ好こうで両手両足を広げ、床から天てん井じようを見上げている。意い識しきを失うしなっているらしく、うめき声すら聞こえてこない。

「用よう件けんは、さっきこの男に言ったぜ。ここで倒れてるでかぶつによ」

　俺は気き絶ぜつした大男をまたぎ越こえた。部屋の状じよう況きようを完全に把は握あくする。

　いま部屋にいるのは扉とびらの反対側、窓の前にいる男ふたりだけのようだ。ソファの陰かげで寝ねているやつは勘かん定じように入れなくてもいい。部屋の左奥には浴よく室しつへ続く扉がある。少しだけすき間が開いているようだから、中にひとりかふたり、隠かくれているかもしれない。

「ちょいと話を聞きたくてよ」

「だからっていきなり撃ったりするか？　そいつ、完全にのびちまったじゃねえか」

「しかたねえだろう？　この俺を、追い返そうとしやがった」

「追い返すに決まってんだろうが!?　令れい状じようを取ってから来やがれ」

　窓の前にいる男が額ひたいに青あお筋すじを立てている。背せの低い、小こ太ぶとりの男だ。

　隣となりの男は素す肌はだの上にシャツを引っかけ、頭には中年女性のようなパーマをかけている。どちらもふらついており、昨日きのうの酔よいが抜ぬけきっていないらしい。ショットガンの銃じゆう声せいで無む理りやり目をさまされ、あわてて飛び起きてきた、といったところか。

「令状なんか必要ねえ。これは単なる聞きこみだからな」

「だったら断ことわる！　とっとと帰りやがれ」

「俺が正せい義ぎだ」

「わけのわからんこと言ってんじゃねえ！」

　唐とう突とつに、浴室の扉が勢いきおいよく開いた。扉の端が壁かべに、品のない音を立ててぶち当たる。

　中からライフル銃のようなものを持った男が飛びでてきた。思ったとおりだ。浴室内に別の仲間が隠れていたらしい。

　男はなにかわけのわからない言葉を並ならべたてた。まったく理り解かいできない。男がライフルの銃じゆう床しようを肩かたに当てた。銃口を俺のほうへ向けてきた。

「これで正せい当とう防ぼう衛えいだ。遠えん慮りよなく痛いためつけられるぜ」

　俺はショットガンをふりあげ、腰こしの位置でかまえた。ライフル男が撃つ前に撃った。

　ライフル男がふっとび、閉しまりかけた扉に背中からぶち当たった。扉の蝶ちよう番つがいがちぎれとんだ。男は扉ごと浴室の中に飛ばされ、床に転ころがった。

「次はどいつだ？」

　銃口を窓まどのほうへ向けた。小男があたふたと拳銃を取りだし、左手で握にぎりしめて、顔の前で横向けにかまえようとしている。隣となりのパーマ男は床にしゃがみこみ、がらくたの間に手を這はわせて、必ひつ死しで武器になるものをさがそうとしている。

「調ちよう子しに乗ってんじゃねえ！」

　小男が叫さけんだ。銃を撃ってきた。

　俺は右に転がってよけた。小男の銃から連続して白いガスが噴ふきだし、銃じゆう弾だんが玄げん関かんの扉に次々と叩たたきこまれる。跳ちよう弾だんが気き絶ぜつした大男の上にふりそそいだ。

　俺はソファの陰かげに入った。なにかやわらかいものを踏ふんづけた。見ると、厚あつ化げ粧しようの女がグラスを抱かかえたままでぐったりとしている。俺はあわてて彼女の腿ももから足を上げた。床に膝ひざをつき、ソファを盾たてにしてショットガンをかまえた。

　小男は相あい変かわらず窓の前で仁に王おう立だちになり、銃を空から撃うちしている。弾たまがなくなったことに気がついていないらしい。

　パーマ男は浴室のほうへ移い動どうしている。倒れた男の手からライフルを取るつもりか。

　俺はソファの陰から立ちあがった。ショットガンをぶっぱなした。

　窓際の小男はようやく自分の銃から弾が出ていないことに気づき、銃を顔の前に持ってきて銃じゆう口こうをのぞきこんでいた。そのまぬけ面づらに、数十発のＢＢ弾が襲おそいかかる。

　小男は全身に弾を受けた。衝しよう撃げきに飛ばされ、床から足が浮ういた。アッパーカットを食らったボクサーのように飛ばされた。

　小男の身体からだがガラスを突つきやぶり、窓から落ちていった。「ああぁぁぁぁ……」という悲ひ鳴めいがかすかに余よ韻いんを引きずり、遠ざかった。

　旧きゆう寮りようの裏うらは植えこみになっていたはずだ。落ちても死ぬことはないだろう。実じつ際さい、俺のとある友人は、三階の建けん築ちく作業現げん場ばから落ちても平気だった。骨ほねを折る程てい度どだった。いまは医い療りよう保ほ険けん長ちよう者じや──支し給きゆうされた保険金が多た額がくだったので、思いのほか懐ふところがうるおってしまったのだ。

　次の弾を薬やく室しつへ送りこんだ。部屋の中を見まわしてみる。足もとには厚化粧の女がもうひとり。こんな連中にかまっているわけにはいかない。

　窓の前からはパーマ男の姿すがたが消えている。浴室までたどりついたようだ。浴よく槽そうの横で、倒れた男にのしかかるような格かつ好こうで銃をかまえている。銃じゆう身しんの長いライフル銃。室内での撃ちあいには向かない。

　パーマ男が撃ってきた。俺はいったんソファの陰に身をもどした。ソファのカバーに穴あながあき、中から安っぽいスポンジが吹ふきでた。天てん井じようまで舞まいあがった。

　パーマ男が容よう赦しやなく撃ってくる。だがライフルなら装そう弾だん数はたかが知れている。せいぜい五発といったところだ。男は一秒に一発の割わり合あいで撃っている。

　俺は頭の中で五秒数かぞえた。着ちやく弾だんがとぎれた。俺は上じよう体たいを起こし、銃口を浴室に向けた。

「運が悪かったと思いな」

　ショットガンを撃った。相手はまだ浴室の中に入っていた。

　パーマ男は散さん弾だんに飛ばされ、浴室の、奥おくの壁かべに叩たたきつけられた。跳ちよう弾だんが浴室の中で荒あれ狂くるう。

　直ちよく撃げきを受け、さらに跳弾の追つい撃げきを受けて、パーマ男はばったりと前に倒たおれた。最初に、浴室に隠かくれていた男の上に重かさなる。ライフルが手から転ころがり、浴室の外に落ちた。

「さてと」

　俺はショットガンを肩かたにかついだ。首をまわし、肩のこりをほぐした。

「ちょいと聞かせてほしいだけだ。おめえら、だれかが身みの代しろ金きん目もく的てきの誘ゆう拐かいをたくらんでる、ってなうわさを聞いたことはねえか？」







　　　イミコ４　「わたしは勇気ある撤てつ退たいをいたしますわ！」




　イミコはテーブルのそばまで駆かけもどり、拳けん銃じゆうをひっつかんだ。手になじみのある重み。胸むねの位置まで抱かかえあげ、廊ろう下か側から出てきたオールバックのほうへ向けた。

「いますぐ茉理さんを解かい放ほうしてください！　でないと撃ちますわ！」

「わっ。あぶねえ！　こっちに向けんじゃねえ！　そんなもん持つな。下おろしてろ！」

「扱あつかい方は心こころ得えています。茉理さんをわたしのもとへ！　早く！」

「できるわけねえだろ!?　やりたくてもできねえ！」

　言うなり、オールバックはまた廊下のほうへ引っこんだ。イミコは一発撃ってみようかと思ったが、すぐに考えなおした。すでにオールバックの姿すがたが消えているのに撃ってもしかたない。銃じゆう口こうを上へ向けて、あとを追うべきかどうか考えた。

「あのオールバックの方。ほかの部へ屋やから、なにか武器を持ってくるつもりでしょうか」

　それはいけない。いくらリボルバー式拳銃の扱い方を知っているとはいっても、イミコは専せん門もん家かではないのだ。武ぶ装そうしたオールバックにかなうとは思えない。

「となると、不用意に追うのは考えものですわ」

　部屋の中を見まわした。ダイニングへ通じる戸口が目にとまった。この屋や敷しきはそれなりに広いから、あそこからも廊下へ出られるのではないか。二階へ続く階かい段だんへたどり着つけるのではないか。

　行ってみる価か値ちはあるだろう。不用意にオールバックを追って廊下に飛びだすよりはずっといい。

「茉理さん、すぐにお助けいたしますわ。待っていてください」

　とらわれの、最愛の女じよ性せいを救きゆう出しゆつするだなんて……まるでお話の中に登場する騎士ナイトのようではないか。

　イミコはなんだか誇ほこらしい気持ちになった。自分が白はく馬ばから降おりたち、茉理の手の甲こうに口づけする光景を思い浮うかべ、うっとりとなった。また鼻はな血ぢが少し出てくる。

「……はっ。いけません」

　鼻をぬぐい、妄もう想そうをふりはらった。

　銃を胸むなもとに抱かかえ、ダイニングのほうへ走った。案の定じよう、かなり広く造つくられたダイニングには別の場所へと続く扉とびらがついていた。廊下へ出られるようだ。迷まよわずに戸口をくぐり抜ぬける。

　以前に虎雄から聞かされた忠ちゆう告こくを思いだし、銃を前にまっすぐ突つきだすような格かつ好こうで進んだ。

　オールバックが襲おそいかかってくる気け配はいはない。彼への対たい処しよも必要だが、まずやるべきことは茉理の救出だ。階かい段だんはすぐに見えてきた。頭の中になんとなく屋敷内の位置関係を描えがけるようになった。

　イミコは階段の上でオールバックが待ちかまえていないことをたしかめ、一段ずつ駆かけあがった。

「茉理さん！」

　大声で呼よびかけた。オールバックに居い場ば所しよをさとられてしまうが、そんなことを気にしている場合ではない。さらに隣りん人じんである少女の名前を呼んだ。だが返へん答とうはない。

「どこにいますの？　聞こえていないのでしょうか」

　部屋に閉とじこめられているのだろうが、こちらの声ぐらいは聞こえているはずだ。それともちゃんと聞こえていて、中から扉とびらを叩たたいてくれているのだが、こちらがその音に気づかないだけか。そんなはずはないのだが。

「ひとつずつ、見ていくしかありませんわ」

　目についた扉の把とつ手てに手をかけた。右手に銃をかまえたままで、左手で扉を引きあける。

　中は、どうやら昔むかしは子こ供ども部屋だったらしい部屋だ。茉理の姿すがたはない。イミコは廊下へともどり、別の扉と向きあった。開けてみた。中はせまくるしいウォークイン・クローゼット。服が無数に吊つるされているだけ。ここでもない。さらに別の扉へ。

「これもちがいますわ」

　さらに移い動どうした。次に現あらわれた扉だけは覚おぼえていた。イミコ自身が閉とじこめられた扉だ。閉じこめられるときは、まず先にイミコだけが二階へ連つれてこられたため、茉理がどの部屋にいるのかはまったくわからない。

「茉理さん……」

「おいおめえ。武器を下ろしやがれ！　慣なれないもんふりまわしてんじゃねえ！」

　ふり向いた。オールバックが階段をのぼり、手すりの頂ちよう点てんに肘ひじをかけてイミコのほうをにらんでいた。手には灰はい色いろの、リボルバー式ではない拳けん銃じゆう。オートマティックといっただろうか。

「茉理さんはどこですの!?」

「あとで教えてやるから、とりあえずそいつを下ろさねえか！」

「いやです。茉理さんと会うまでは下ろしませんわ！」

　イミコは目をつむり、銃の引き金を引いた。重い手ごたえ。廊下の先でＢＢ弾だんが強く跳はねた。

「うおう!?」というオールバックの悲ひ鳴めいが聞こえてきた。目を開けてみると、オールバックが頭を下げて、手すりの陰かげに身を隠かくしている。

「しかたねえ！」

　オールバックが腕うでを手すりから出した。そして撃うってきた。

　イミコのうしろの壁かべが弾はじかれ、鞭むちで打たれたような音を立てた。思わず身をすくませてしまう。

　オールバックはさらに撃ってきた。今度はＢＢ弾がイミコの、スカートの襞ひだにあたり、布ぬの地じを大きく引きつらせた。弾たまがフローリングの床ゆかに落ちる。痛いたみはないが、痛みへの恐きよう怖ふは十じゆう分ぶんに感じられた。

「悪いようにはしねえ。だから、武器を捨すてやがれ！」

　オールバックが銃口を下げる。安心させようとしてるらしいが、入にゆう浴よくもゆるさずに一日以上監かん禁きんしておいて、いまさら「悪いようにしない」などと言われても信用できない。

「いまですわ！」

　イミコはオールバックに向かって拳銃を撃ち、すぐさま四つんばいに近い格かつ好こうで走った。廊下を駆かけ抜ぬけ、ことさら大きく見える扉とびらに手をのばした。

　把とつ手てをまわし、開いた扉の裏うらへさっとまわりこむ。廊下から、オールバックがののしる声が聞こえてきた。イミコは肩かたで扉を完全に閉じた。内側から鍵かぎをかける。

　うしろをふり返った。イミコが入りこんだのは、中央の右みぎ寄よりにダブルベッドが置かれた、リヴィング・ルームに負けないほど広い寝しん室しつだ。こんな部へ屋やで茉理といっしょの時間を過すごしたい……などと考えている場合ではない。

　前の壁は一面、床ゆかから天てん井じようまでのガラス窓まど。その先に低い柵さくつきのベランダ。イミコは思いだした。ここは、さっき自分が閉じこめられた部屋から見かけた、二階中央の部屋だ。中に茉理の姿すがたはない。

「茉理さん。いったいどこに閉じこめられているのですか？　それより、ここからどうやって逃にげましょう」

　扉が乱らん暴ぼうに叩たたかれる。オールバックが拳銃の台だい尻じりで叩いている。鍵を開けろ、という意い思し表ひよう示じだ。

　ふいに、扉を叩く気け配はいがやんだ。オールバックが鍵を壊こわす気になったのだろう。と思う間まもなく、扉が蹴けりつけられた。蝶ちよう番つがいが跳はねとび、戸板が飛びこんできた。イミコは扉に突つきとばされ、厚あつい絨じゆう毯たんの上に転ころがされた。

「もう容よう赦しやならねえ。下した手てに出てやってたら、この女！」

　オールバックが銃をかまえる。よく見ると額ひたいがまっ赤かにはれあがっている。さっきイミコが、逃にげざまに撃った一撃が命中したらしい。オールバックはかなり鼻はな息いきが荒あらい。

「ここでつかまるわけにはいきませんわ。茉理さんを助けだすまでは！」

　イミコは立ちあがり、窓に向かって駆かけた。スカートの裾すそを踏ふんで転びそうになった。半分転がるようにしてベッドによじのぼる。やわらかいマットレスの上を走り抜ける。

「覚かく悟ごしやがれ！」

　オールバックが撃ってきた。足もとでベッドの布ふ団とんカバーが破やぶれ、羽う毛もうと羽は根ねが舞まい踊おどった。

　イミコは着ちやく弾だんの衝しよう撃げきで上へ跳はねあげられた。前につんのめった。ベッドの端はしから転げ落ちる。

「きゃあ!?」

　勢いきおいを殺すことができない。イミコは反はん射しや的に腕うでを顔の前で交差させた。右の肩かたからガラス窓に激げき突とつし、それを粉こな々ごなに砕くだいた。

　周しゆう囲いからガラス片へんが降ふりそそいだ。ガラスまみれになり、もみくちゃになって硬かたいベランダを転がった。厚い布ぬのを何枚も重かさねた服を着きていなければ、全身、傷きずだらけになっていたところだ。

　ベッドから転げ落ちたために、さっき以上に勢いがついた。ガラスの上でよろめき、慣かん性せいの力で猛もう烈れつに前へ押おされた。部屋の中からの、オールバックによる銃撃は続いている。残っていたガラスが次々と落ちていく。

　もうだめだ、と思った。目の前にベランダの柵さくが迫せまっている。これに激げき突とつして大おお怪け我がをするなんてまっぴらだ。だが背はい後ごでオールバックがたけり狂っており、攻こう撃げきを退しりぞけることはできない。逃のがれる方法はひとつしかない。

「茉理さん、申しわけありません！　わたしは勇気ある撤てつ退たいをいたしますわ！」

「ちょっと待った。待ちやがれ！　なに考えてやがる!?」

　オールバックが言った。

　イミコは聞き流し、身体からだの流れに逆さからわず、むしろ勢いに乗るようにして跳とんだ。低い柵を跳び越こえ、空中へと身を躍おどらせた。下にはプールの薄うす青あおく白い水面。ガラスと銃弾がイミコを追うようにして飛んでくる。

　身体が完全に浮ういた。跳ちよう躍やくによる放ほう物ぶつ線せんの頂ちよう上じように達し、二階からの落らつ下かを始めた。その瞬しゆん間かん、イミコは宙ちゆうで身をよじった。腹はらの側を上に向かせ、顔を部屋のほうへ向けて、さらに腕を同じ方向へまっすぐにのばした。

　空中で寝ねそべるような格かつ好こうになった。空気の腕に抱だかれるような格好だ。

　イミコは撃った。弾だん倉そうが空からになるまで撃ちまくった。すべての弾だん丸がんがオールバックの身体に集中する。
















　視し界かいの中を、ベランダと二階の部屋が上へと流れていく。その流れの中で、イミコの目はたしかにそれをとらえた。

　オールバックがあおむけの格好でふきとび、ベッドに背せ中なかから倒たおれこむ姿を。そして、大きくバウンドし、舞まい散る羽う毛もうの底へ沈しずんでいく姿を。







　　　総持寺７　「股またの間に、そんな馬ば鹿かでかいのを！」




　スキーマスクをかぶった総そう持じ寺じは、思わず自分の目を疑うたがった。

　ここは左右をホームにはさまれた線路の上だ。一五メートルほど先で全ぜん裸らの男が身み構がまえている。その男がサブマシンガンを乱らん射しやしてくる。銃じゆう口こうの向きが安定してないらしく、弾たまはあらゆる方向へ飛びまくっている。

　ホームの天てん井じようで蛍けい光こう灯とうが割われた。破は片へんがコンクリートの床ゆかに落ち、さらに細こまかく砕くだけた。乗じよう客きやくたちが悲ひ鳴めいをあげる。高校生たちが黄色い声で泣き叫さけぶ。だが人に当たった弾たまは一発もないらしい。

「冗じよう談だんじゃないぞ!?」

　総持寺はホームに置いたアタッシェケースの握にぎりをつかみ、自分のほうへ引き寄せた。銃を出したことで逃にげられると思ったのだが、そうもいかないようだ。さすがに、あのサブマシンガンに背中を向けるわけにはいかない。脳のう天てん気きにホームへよじのぼっている場合ではない。

　ふり返り、アタッシェケースを盾たて代がわりに突つきだした。顔だけでも守る必要がある。サブマシンガンという武ぶ器きの性せい質しつ上、命中精せい度どはあまり高くないはずだ。そうであることを祈いのった。

「あきらめろ！」

〈まるだし刑デ事カ〉が撃うってきた。総持寺はアタッシェケースを片かた手てで顔の前にぶらさげ、右手で撃ちかえした。歯を食いしばりながら応おう戦せんする。相手は地面に片かた膝ひざをついて撃っている。

　相手、〈まるだし刑事〉は文も字じどおり全裸のため、当たればこちらより痛いた手でが大きいはずだ。

　総持寺は真横を向いて撃ち、相手にさらす身体の面積を最さい小しよう限げんに抑おさえた。敵てきの弾たまに当たる確かく率りつを下げるためだ。そして撃った。こちらは単発だが、サブマシンガンの弾はとぎれなく飛んでくる。これでは逃げることもできない。どちらかが弾たま切ぎれになるのを待つだけだ。

「弾切れ……そうか」

　笑えみがこぼれた。総持寺のオートマティックに内ない蔵ぞうされた弾だん倉そうには、まだ十発近い弾が残っている。だがむやみやたらと弾をばらまくサブマシンガンには弾がほとんど残っていないはずだ。サブマシンガンの場合、装そう弾だん数は多くても、一秒あたりに吐はきだす弾の数が圧あつ倒とう的に多くなる。

　と、ちょうどうまい具ぐ合あいにサブマシンガンの弾がなくなったようだ。〈まるだし刑事〉が射しや撃げきを中ちゆう断だんし、自分の銃を見み下おろした。

「む。弾切れか」

「どうするんですか。〈まるだし刑事〉!?」

　ヒトミが〈まるだし刑事〉の足もとにすがりついた。やはり換かえの弾倉はないらしい。ヒトミがなにか手に持っているが、あれは弾倉ではない。〈まるだし刑事〉が下に落とした携けい帯たい電話だ。

「携帯で仲間を呼よんだんだろうが。どうってことはないな」

　総持寺は腹はらをかかえて笑いたくなった。刑事どもがこのＹ駅へ集まってくれるのは大歓かん迎げいだ。周しゆう囲いの道路が封ふう鎖さされたところで痛いたくもかゆくもない。総持寺はこれからすぐ、一分以内にやってくる電車へ乗りこみ、刑事たちが追いつく前に遠くへ逃げられる。

「終わりだ！」

　総持寺は銃をかまえた。〈まるだし刑事〉も顔を上げた。視し線せんと視線が交こう錯さくする。だが〈まるだし刑事〉の顔に焦あせりの色はない。なぜだ？

　迷まよいが総持寺に発はつ砲ぽうをためらわせた。その隙すきをついて、〈まるだし刑事〉がサブマシンガンを投げ捨すて、自分の股こ間かんに腕うでを入れた。

「残ざん念ねんだったな」

〈まるだし刑事〉が言った。彼の腕が股またの下から前へともどされる。手にはサブマシンガンと同等の大きさを持つリボルバー式拳けん銃じゆう。まるごしだとばかり思っていた〈まるだし刑事〉は、実は股間に八インチの四四マグナムを隠かくし持っていたのだ。

「そんなの持ってたんですか？　なんで使ってくれなかったんです!?」

　ヒトミが〈まるだし刑事〉に詰つめ寄る。〈まるだし刑事〉は銃の撃げき鉄てつを起こした。

「出そうと努力はしていたのだ。だが、はさまっていてなかなか取れなかった」

「ちくしょうっ。股の間に、そんな馬ば鹿かでかいのをぶらさげていただと!?」

　総持寺は叫さけんだ。そして撃った。

　ふたつの銃じゆう声せいが重かさなり、響ひびいた。総持寺と〈まるだし刑事〉が撃ったのは同時だった。

　アタッシェケースが総持寺の手から離はなれ、宙ちゆうへ跳はねあげられた。〈まるだし刑事〉の撃った弾が当たったのだ。〈まるだし刑事〉は肩かたに総持寺の弾だん丸がんを受け、「うっ」とうめきながら尻しりもちをついた。アタッシェケースが落らつ下かし、総持寺のさらに後こう方ほうへ転ころがる。

「しまっ……!?」

　総持寺は目をみはった。アタッシェケースの先に迫せまる光景。銃声が連続していたために、線路の振しん動どうに気がつかなかったのだ。

　電車の鼻はな面づらが迫りつつあった。総持寺が乗るつもりだった電車が駅に着ついたのだ。こちらへと、止まる気け配はいもなく突とつ進しんしてくる。

「まずい！」

「〈まるだし刑事〉!?」

　総持寺の声とヒトミの悲ひ鳴めいが重なった。総持寺は恐きよう怖ふを嚙かみ殺し、線路の上を、むしろ電車に近づく方向へ走った。地面に落ちたアタッシェケースを拾ひろいあげるために。

「馬ば鹿か者ものっ。死ぬつもりか!?　たかだか一千万のために！」

〈まるだし刑事〉が制せい止ししてくる。彼は刑事であるにもかかわらず、誘ゆう拐かい犯はんである総持寺の身を気づかってくれているらしい。電車に轢ひかれるぞ、と警けい告こくしてくれているらしい。だがとりあっている暇ひまはなかった。

「どっちにしても命はないんだ。オレは、こいつを奪うばいそこねれば！」

　総持寺はほえた。カネを手に入れられなければ、組そ織しきの上じよう層そう部ぶに殺されてしまうのだ。電車に轢かれることを恐おそれている場合ではない。

　総持寺はアタッシェケースの握にぎりに指を入れた。拾いあげ、しっかりと胸むねの前に抱かかえた。

　電車は運転手の顔が識しき別べつできる距きよ離りにまで迫せまっている。運転手のひきつった顔が見える。

　かん高い悲鳴。事じ態たいを察さつ知ちしたホームの客たちの悲鳴と、ブレーキをかける電車自体が発する悲鳴だ。

　総持寺は電車の進行方向へ、電車から逃にげるように走った。〈まるだし刑事〉たちが倒たおれている方向だ。いや、いまはもう起きあがっている。〈まるだし刑事〉が、手ぶりで総持寺を急せかせている。

「走れっ。挽ひき肉にくになりたいか!?」

「なんて状じよう況きようだ。なんて状況なんだ」

　総持寺は呪じゆ文もんのようにつぶやきながら走った。〈まるだし刑事〉の横に並ならぶ。〈まるだし刑事〉の隣となりにはヒトミ。総持寺はこの場で何度か声を出していたが、ヒトミは緊きん張ちようしており、隣にいるのが総持寺だとは──自分が昔むかし、潜せん入にゆう調ちよう査さしていた相手だとは気づいていないようだ。

　全ぜん裸らの刑事と横一列になって電車から逃のがれる。全速力で線路の上を駆かけ抜ぬける。だがいくらブレーキがかけられているとはいえ、電車の速度にはかなわない。電車が追いかけてくる。見る間まに距離が縮ちぢまっていく。

「せっかくカネを手に入れたんだ。こんなところで死ねるか！」

　電車に追つい突とつされる寸すん前ぜん、総持寺は左側のホームに向かって跳とんだ。自分でも信じがたいような跳ちよう躍やく力を発はつ揮きできた。全速力の助じよ走そうが役に立ったのかもしれない。

　総持寺は胸からホームの硬かたい床ゆかに乗りあげ、すべりこんだ。アタッシェケースは頭ず上じように差しあげたままで。

　直後、電車がホームへ進しん入にゆうしてきて、停止位置の二メートル前で止まった。







　第四章　それぞれの事じ情じよう










　　　茉まつ理り（エプロン刑事）４　「これでおカネをおさめられるね！」




　携けい帯たい電話から着ちやく信しんメロディが流れた。人ひと気けのなくなった刑けい事じ部ぶのオフィスに、間まの抜ぬけた五重奏そうが鳴なり響ひびいた。

　茉理は白いエプロンの前ポケットから電話を取りだし、通話ボタンに指を這はわせた。

「もしもし？」

『総そう持じ寺じだ。一苦労あったが、なんとか成功したようだ。カネは入った』

「ほんとに!?」

　心しん臓ぞうが強く打った。興こう奮ふんを示しめす計けい測そく器きの針はりがぴょこん、と右側にふれた感じだ。

『ああ、本当だ。あんたの兄あに貴きは手ごわかったがな。あんな刑事は初めてだ』

「いまどこにいるの？　おカネはちゃんと持ってる？」

『まだ電車の中だ。これから乗り換かえをくり返して、Ｉ駅で茨いばら木きと落ちあう。そこからは車だ』

　総持寺はいったん言葉を切り、深しん呼こ吸きゆうをして、また話しはじめた。

『カネは、しっかりと持ってる。軽くのぞいてみたが、中身は全ぜん額がく、入っているみたいだ。オレたちが要求したとおり、一千万』

「すごい！　やったよ総持寺くん。これでおカネをおさめられるね！　ちゃんと組そ織しきに」

『まあな』

　総持寺の口く調ちようが苦にがいものになった。せっかく大たい金きんが腕うでの中にあるというのに、それをそっくりすべて組織におさめなくてはならないのだ。内心、納なつ得とくできない部分も大きいのだろう。

「納得しなきゃだめだよ？　約やく束そくなんだもん。購こう買ばいの襲しゆう撃げきが成功してたって、どっちみちおカネはおさめなくちゃいけなかったわけだし」

『承しよう知ちの上だ。文もん句くは言ってない』

　声のうしろから、空くう気き圧あつ縮しゆく式しき扉とびらの開く音が聞こえた。総持寺の乗っている電車がどこかの駅に停車したらしい。

　総持寺は刑事部の刑事たちから逃のがれ、自分だけで電車に飛び乗ったはずだ。北ほく摂せつ高校の最も寄より駅であるＫ駅から茨木が待っているという駅、Ｉ駅へ行くには、三回も乗り換えをしなくてはならない。さすがの刑事部たちも追つい跡せきしきれないだろう。

『どうする？　というより、オレはどうすればいい？　カネは、あんたも早く見たいはずだが』

「うーん。そうだなぁ」

　茉理はエプロンの裾すそをもてあそび、考えた。安全にカネを受けとれる場所。下へ手たに場所を用意するよりも、こちらから出向いていったほうが手っとり早いかもしれない。

「あたしが行ってあげるよ、総持寺くんの家に。茨木くんと待ち合わせたあとは、いったん家にもどるんでしょ？」

『ほかに行くあてもないんでな。旧きゆう寮りようにたまり場があるから、そちらへ行ったっていいが』

「おカネ、見せびらかしたってしょうがないもん。総持寺くんの家でいいんじゃない？　すぐに行くから」

　エプロン刑事は携帯電話の電でん源げんボタンを押した。通話が切れた。







　　　総持寺８　「なんでオールバックはこんなふうになった？」




　総持寺はＹ駅での出で来き事ごとを詳しよう細さいに語った。茨木は驚おどろき、目を丸くした。

「よく無ぶ事じですんだわ。そんな目に遭あって」

「まったくだ」

　迫せまり来る電車の先頭車しや輌りよう、そして独どく特とくのブレーキ音を思いだし、総持寺は身ぶるいした。あまり心しん臓ぞうにいい経けい験けんだとは言えない。助じよ手しゆ席せきの中で縮ちぢこまってしまう。

　胸むねの前には大たい金きんの入ったアタッシェケース。右の運転席には上じよう機き嫌げんで運転している茨木。彼は、どうやら総持寺を待っている間に化け粧しようを直していたらしい。

　茨木は当初の予定どおり、車をＩ駅のロータリーにまわしておいてくれた。無事に合ごう流りゆうすることができた。

「ほんとにすごいわ。一千万だなんて」

「まあな。はんぱな額がくじゃない」

「ちょっともったいない気がしない？　それを組そ織しきにわたしちゃうなんて」

「わたすか、殺されるかだ。命の値ね段だんだと思えば安い。……情なさけない話だがな」

「まあね。背せに腹はらは変えられないわ」

　茨木は肩かたをすくめ、注意を運転にもどした。傷きずはずいぶんと回かい復ふくしたらしい。茨木は、口で言っているほどカネに執しゆう着ちやくがあるわけではない。カネに興きよう味みを持っているところなど見たことがない。興味があるのは服と化粧。どうやら最近は男にも興味を抱いだいているようだが、総持寺は深く追つい及きゆうしないことに決めている。

　車は国道を抜ぬけ、なじみ深い住じゆう宅たく街がいに入った。Ｉ駅からＫ駅までは、電車だとかなり時間がかかるものの、車だとすぐだ。混こみぐあいにもよるが、休きゆう日じつだと二十分しかかからない。

「さてと。一仕事終えたわけだし、冷たいものでもいただこうかしら。ボスの家で」

「おい茨木。なにか聞こえる──」

　総持寺は耳をそばだてた。気のせいではない。けたたましいベル音が聞こえてくる。小学校の頃ころに、だれかがいたずらで非ひ常じようベルを押おしたときに聞こえたような音だ。どこかの家で警けい報ほう装そう置ちが作さ動どうしたのか。

　総持寺の屋や敷しきはまだ二ブロックほど離はなれている。やっと屋や根ねの端はしが見えてきた程てい度ど。だが総持寺はいやな予感をおぼえた。首のうしろあたりにぴりぴりとした感かん覚かくがあった。

「あの音。ボスの屋敷からじゃないの？　みんな見てるわ」

「やっぱりそうか」

　茨木の言葉に、総持寺は歯を食いしばった。

　軒のきを連つらねる家々の扉とびらが開き、住民たちが頭を出しはじめている。総持寺の屋敷があるほうへ首をのばしはじめている。まちがいなさそうだ。

「どうする？　このあたりでいったん停とめる？　それとも家の前まで行ってみる？」

「行ったほうがよさそうだな」

　総持寺の言葉に、茨木がうなずく。アクセルを踏ふみこみ、軽自動車をさらに加速させる。

　すいた住宅街の道を三〇キロオーバーで進んだ。巨きよ大だいなアメリカン・バイクを洗せん車しやしていた若わか者ものが驚おどろき、脇わきへ跳とんでよけた。バケツが転ころがり、泡あわが飛び散る。

　茨木は門の前に停車させた。総持寺はアタッシェケースを座席の下に押しこみ、車が止まりきる前に飛びでた。

　助じよ手しゆ席せきの扉に手をかけ、屋敷を下から上までざっと見てみる。耳の痛いたくなるようなベル音が鳴なり響ひびいている。警報装置の音だ。それ以外に変わった様よう子すは見受けられない。だがなにも問題がないのなら、オールバック曽そ根ねが警報装置をそのままにしておくはずがない。

「オールバック曽根はなにをやってる？　なんのための見み張はりだ」

「泥どろ棒ぼうが入ったってこと？　ボスの家に、よりによってこんなときに」

「どうだかな。銃じゆうはあるか？」

　総持寺は立ったままで、車の中に頭を突つっこんだ。自分の改かい造ぞうモデルガンは〈まるだし刑事〉たちとやりあったときに落としてしまった。きっとＹ駅の線路上に転ころがっていることだろう。

「あったと思うわ」

　茨木が身を乗りだし、グラヴ・コンパートメントを開いた。中から護ご身しん用の小型拳けん銃じゆうを取りだし、総持寺に手て渡わたす。

「これしかないわ」

「おまえの銃は？」

「あるけど」

「そっちを貸かしてくれ」

　総持寺に言われ、茨木はむっとしたように口をとがらせた。首をふり、身体からだを乱らん暴ぼうに運転席へ引きもどした。片かた手てを懐ふところに入れ、オートマティック式の拳銃を取りだして、総持寺のほうへ突きだす。

　総持寺はそれをつかむと、代かわりにさっき受けとった小型拳銃を握にぎらせた。

「よし。いくぞ」

「勝かつ手てなんだから。いつだってそう」

　茨木が横目で総持寺をにらみ、口をとがらせる。なぜか、総持寺は背せ筋すじに鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　ふたりで門をくぐった。鍵かぎを使って玄げん関かんから中に入った。

　苦にがく思いながらも、靴くつをはいたままで床ゆかに上がった。泥棒野や郎ろうがいるかもしれないのに靴を脱ぬぐ、というのはあまりにもまぬけだからだ。

　金きん属ぞく質しつのベル音はたえまなく続いている。神しん経けいに障さわる雑ざつ音おん。

「オールバック！」

　呼よびかけ、廊ろう下かを横切り、家の中を調べた。一階に人ひと気けはなかった。リヴィング・ルームのフランス窓まどは粉こな々ごなに砕くだけていた。やはり泥棒かなにかが侵しん入にゆうしたらしい。

　二階へとあがる。開いた扉がひとつだけ目につく。そちらへ迷まよわずに進んだ。足もとを見て気づいた。

　床に鳥の羽は根ねのようなものが落ちている。ひとつやふたつではない。鳥一羽わぶんはありそうな量だ。

「なんなんだ？」

「わかるわけないわ」

「入るしかないな」

　茨木と顔を見あわせ、総持寺は重かさなった羽根を踏ふみつけた。銃を顔の前でかまえ、部へ屋やの中に入った。入るなり、茨木が手で自分の口をおおった。

「なんてこと！」

「オールバック……」

　総持寺は銃を下ろした。

　ベッドの上に、オールバックが倒たおれていた。手足をだらしなく広げ、白しろ目めをむいて気を失うしなっていた。完全に失しつ神しんしている。額ひたいには赤い斑はん点てんがある。服の、胸むねのあたりにＢＢ弾だんがめりこんでいる。

　廊下に落ちていた羽根は、やぶれた布ふ団とんから出てきた羽う毛もうだった。その羽毛が割われた窓から吹ふきこむ風にあおられ、ひらひらと踊おどっている。

　窓が割れている。下のフランス窓と同様に、だがこちらは外に向かって砕けている。

　総持寺は足を踏ふみだした。踵かかとに違い和わ感かんをおぼえた。足を上げてみると、絨じゆう毯たんの上にＢＢ弾が落ちていた。

「なにが起きた？　なんでオールバックはこんなふうになった？」

「泥棒と撃うちあいになってやられた、ってところかしら。泥棒は窓を突つきやぶってベランダから逃にげた……？」

　茨木がおそるおそるベランダに近づき、割れたガラスをしげしげと見み下おろした。

　総持寺は横目でオールバック曽根の顔を見下ろした。しばらくは目ざめそうにない。







　　　イミコ５　「いちかばちか、ですわ」




　イミコは水面に顔を出し、口から水を吐はいた。なんとかプールサイドまで泳ぎついた。身体からだを持ちあげ、乾かわいたコンクリの上に身体を横たえる。

「寿じゆ命みようが縮ちぢみましたわ」

　まだ心しん臓ぞうが胸の中で暴あばれている。小動物さながらに踊り狂くるっている。死んでしまうかと思った。落らつ下かの感覚は恐おそろしく、プールの水は冷たかった。頭の、毛け穴あなの一本一本に氷こおりを詰つめられたように感じた。

　肩で息をしながら立ちあがり、自分が落ちてきたベランダを見上げた。服が手足にまとわりついてきて動きにくい。髪かみの毛もぺったりと頰ほおに張はりついてくる。それを指ではらいのけた。ひどい格かつ好こうだ。

「茉まつ理りさん、申しわけありません。わたしひとりの力では、茉理さんを助けだせそうにありませんわ」

　オールバックの男はしとめた。ちゃんと弾たまを命中させられたと思う。だが、中にはまだ総そう持じ寺じの仲間が残っているかもしれない。

　さっき一階から入ったときはオールバックしかいないように思ったが、もしそうだとしても、いつほかの連中が帰ってくるか知れたものではないのだ。それに、もしまたオールバックに襲おそわれたとしたら、今度も勝てるとはかぎらない。

「わたしは応おう援えんを呼よんできますわ。警けい察さつの方々といっしょに、すぐに駆かけつけてまいります」

　イミコは目の前で手を組みあわせ、茉理の無ぶ事じを祈いのった。自分がさっそうと現あらわれる騎士ナイト役になれないのは残念だが、茉理の無事には代かえられない。それに、応援を引きつれて駆けつけた上で、茉理がとらわれている部屋へ最初に踏みこむことができるかもしれない。イミコ自身が！──そうすれば、救きゆう出しゆつされると知ってよろこんだ茉理が、思わずイミコに抱だきついてくれるかもしれない。

「ああ、いけませんわ。またはしたない想そう像ぞうを」

　イミコは反はん射しや的に鼻はなを押おさえた。幸さいわい、もう血が出てくることはなかった。

　ぐずぐずしている暇ひまはない。総持寺たちが現れないうちに、さっさとここを離はなれなければ。

　庭にわから屋や敷しきの横をぐるりとまわり、正せい門もんに出た。門の前には軽自動車が止まっていた。

　イミコは眉まゆをひそめた。軽自動車は停止しているにもかかわらず、ぶるんぶるんと重く低い音を立てている。わずかに振しん動どうしている。

「まあ。なんて不用心」

　窓からのぞきこんでみると、イグニッション・キーが差しっぱなしになっていた。エンジンもかかっている。

　ふと思った。これを使えばより早く逃にげられるのではないか。うしろからオールバックに追いかけられる心配もないし、道を歩いていて総持寺の仲間に見とがめられる心配もない。

「いちかばちか、ですわ」

　扉とびらを開けて乗りこんだ。足がアクセルにとどかない。手でいろいろな場所をさぐり、やっと座ざ席せきの位置を調ちよう節せつすることができた。足の裏うらがアクセルについた。

　ギア・チェンジはオートマティックらしい。だれかから「オートマ車なら子こ供どもにでも運転できる」と聞いたことがある。イミコは子供ではないのだ。

「それに、車ならゲヱムセンタアで乗ったことがありますもの」

　一度だけだが、そのときはなかなかうまくできた。連つれていってくれた虎とら雄おからは「筋すじがいいな」と言われたものだ。きっとこれもうまく運転できるだろう。走っていれば、そのうち知っている道に出られる。

　ふだんは車になど乗らない。乗るとしたら実じつ家かの車で、そのときは必かならず後こう部ぶ座ざ席せきだった。窓には黒いスモークが入っており、運転席との間にはぶあつい間ま仕じ切きりがあった。だから、イミコはまともに車の中から外を、特に前方をながめたことがない。そのせいで多少の不安はあったが、ためらっていても始まらない。

　イミコは思いきってアクセルを踏ふんでみた。だがエンジンが「うわーん！」という不平めいたうなり声を発するばかりで、車は動こうとしない。

「おかしいですわ。なぜでしょう？」

　左側のシフトレバーに目がとまった。そうだ、これを操そう作さしなくてはならないのだ。

　ゲヱムセンタアの筐きよう体たいにあるレバーとは少しちがうようだが、適てき当とうに動かしていればどれか合うだろう。イミコはシフトレバーをつかみ、上へやったり、下へやったり、ボタンを押おしたりしてみた。

「きゃあ!?」

　突とつ然ぜん、車の中のどこかでバリバリという音が響ひびいた。痛いたみに悲ひ鳴めいをあげるような音。その痛みに耐たえかねたように、車が恐おそろしい勢いきおいで走りだした。

　イミコはシートに叩たたきつけられ、首の骨ほねを折りそうになった。

「やりました！　動きましたわ！」

　なんてすばらしいのだろう。ゲヱムセンタアとまったく同じように進むではないか。ハンドルがやや重く感じられるが、動かせないというほどのことはない。足と腰こしの下からエンジンの力強い鼓こ動どうが感じられる。景け色しきが次々とうしろへ遠ざかっていく。とても心ここ地ちいい。

　少し走ると道路が広くなった。アスファルトのまん中に白と橙だいだい色いろの線が描えがかれるようになった。きっと運転手に対する目め印じるしかなにかだろう。ここが道路のまん中だ、という印しるしにちがいない。

　イミコは上じよう機き嫌げんでハンドルを切り、車が線の真上を走るように位置をととのえた。







　　　虎雄（ショットガン刑事）９　「総そう持じ寺じに聞いてみるか……」




　俺おれは旧きゆう寮りようの自室にもどった。ショットガンをテーブルに立てかけ、菓か子しパンを食べた。朝からなにも胃いに入れていないことを思いだしたのだ。

　腹はらが減へっては捜そう査さなどできない。インスタントコーヒーをがぶ飲みし、甘あまいデニッシュを咀そ嚼しやくしながら頭を働かせた。ちなみに俺は、デニッシュかドーナツ、あるいはハンバーガー、チョコバー、チリ・ビーンズ以外は胃へ入れないことに決めている。刑けい事じの食事はこの中のどれかだ、と相そう場ばが決まっているからだ。この点だけはゆずれない。

　たったいま踏ふみこんできた部へ屋や、マフィアのたまり場は三階にある。俺の部屋があるのは二階だ。位置自体も離はなれているが、同じ旧寮の建たて物もの内にあることに変わりはない。間の移い動どう時間など知れている。

　あの場所では、けっきょくたいした情じよう報ほうは得えられなかった。ちんぴらどもは、誘ゆう拐かいについてはなにも知らない。

　あの場はたしかに学内マフィアのたまり場だが、俺がぶっとばしたのはマフィアの一員にもなれない、ただの取り巻まきどもだった。今回の誘拐事件に学内マフィアがからんでいるとしても、あんな下っぱどもにまで情報が下おりてくる可か能のう性せいは低い。

　けっきょくは無む駄だ骨ぼねに終わったわけだが、あのたまり場へ行ったおかげで、俺はあることを思いだした。学内マフィアの幹かん部ぶ──とまではいかないが、中ちゆう堅けんぐらいの立場にいる男に心当たりがあったのだ。

「総持寺に聞いてみるか……」

　学内マフィアの中堅、総持寺。

　俺は入学したばかりの一時期、総持寺と親したしかったことがある。あいつは現げん在ざい、学内マフィアの組そ織しき内でのしあがりつつある男だ。なにか知っているかもしれない。

　最近は会っていないことだし、素す直なおに教えてくれるとは思えないが、聞いてみる価か値ちはあるだろう。学内マフィアにもいろいろといるから、まさかあいつ本人が誘拐に関かかわっている、ということはないと思うが。

「総持寺と連れん絡らくを取る方法か。平へい日じつの午後はたまに第三食堂で見かけるが、休みの日はわからねえな」

　テーブルの脇わきに置いたショットガンをながめ、思し案あんした。ショットガン。俺の武ぶ器き。サブマシンガンも一応は俺の武器だ。あれはいまヒトミに貸かしてある。

「そうだ。ヒトミ……」

　服部はつとりヒトミは少し前まで、学内マフィアの潜せん入にゆう調ちよう査さ員いんをつとめていた。彼なら総持寺の電話番号を知っているかもしれない。

　俺は寮の廊ろう下かに出た。公こう衆しゆう電でん話わに十円玉を何枚まいか入れ、ヒトミの携けい帯たいを鳴ならした。







　　　ヒトミ４　「──噓うそだ。ありえない」




　ヒトミは塀へいぞいの道をとぼとぼと歩いていた。塀をへだてた向こう側は北摂高校の敷しき地ち内。左側は閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいだ。もう五〇メートルも歩けば正せい門もんに着つく。

　Ｙ駅の線路で、ヒトミと〈まるだし刑デ事カ〉は、あやうく電車に追つい突とつされるところだった。

　あのとき、犯はん人にんは左側のホームへと逃のがれた。それとほぼ同時に、〈まるだし刑事〉はヒトミを右に突つきとばしてくれたのだ。ホームの下は空くう洞どうになっているため、ヒトミはそこへ転ころがりこみ、電車との激げき突とつを避さけることができた。

　だが〈まるだし刑事〉は、そうはいかなかった。

　ヒトミを押したあとで、〈まるだし刑事〉もすぐに同じ空洞へ飛びこんできたのだ。横っ飛びで線路を越こえて、ヒトミのうしろから転がりこんできた。だが少しだけ遅おそかった。上じよう半はん身しんは空洞に入っていたが、下か半はん身しんはわずかに線路側へ出ていた。そこへ電車の先頭部分がぶつかり、〈まるだし刑事〉は、足に電車の直ちよく撃げきを受けてしまったのだ。

　いくらブレーキをかけていたとはいえ、電車の運動エネルギーは馬ば鹿かにできない。〈まるだし刑事〉の足は、骨こつ折せつしたわけではないが、骨にひびが入っているかもしれないという。

　Ｙ駅には、すぐに生徒会刑事部の刑事たちが駆かけつけてきた。原げん付つき隊の面々だ。各駅に散っていた面々は、犯人の追つい跡せきにかかった。

　一いち部ぶ始し終じゆうを見ていた乗客により、Ｙ駅には救急車も呼よびだされた。刑事部・原付隊の面々が「警察です。安心してください！」と大声で言ったため、そして刑事部の面々が総そうじてふけ顔だったため、客たちは本物の警察が来たものと勘かんちがいしたらしく、あらためて一一〇番通つう報ほうがなされることはなかった。

〈まるだし刑事〉は救急車に乗せられた。スクーターに乗った約十名の刑事たちは、勇ゆう敢かんな風ふう紀き課か刑事の行動をたたえ、病院まで救急車につきそっていった。ヒトミは見送ることしかできなかったが、十台のスクーターと救急車が一度に走り去る光景は壮そう観かんだった。

　その後、ヒトミはたったひとりで電車に乗りこみ、北摂高校の最も寄より駅、Ｋ駅で降おりた。犯人にまんまと一千万円を奪うばわれた、という敗はい北ぼく感を嚙かみしめながら、学校のそばまで歩いてきたのだ。

「犯人は本当に解かい放ほうするのかな？　〈エプロン刑デ事カ〉を」

　つぶやいてみる。

　身みの代しろ金きんは犯人の手に渡わたったのだ。本ほん来らいなら解放されるべきだろう。だが犯人は刑事部が犯人逮たい捕ほのために動いていた、ということを知ってしまった。それどころか〈まるだし刑事〉との銃じゆう撃げき戦せんの末すえ、犯人自身、あやうく電車に轢ひかれかけたのだ。

　きっとあの犯人は腹を立てているにちがいない。ひょっとしたら〈エプロン刑事〉を解放してくれないかもしれない。考えただけでぞっとなる。

　服の中で携けい帯たいが鳴なった。ヒトミは胸むねの内ポケットに手を入れ、電話機を取りだした。

「もしもし」

『ヒトミか。ちょっと聞きてえんだけどよ』

「なんだ。虎とら雄おさんですか」

　なんとなく落らく胆たんしてしまう。自分がなにを期き待たいしていたのかはわからない。〈エプロン刑事〉保ほ護ごの報ほうを待っていたのかもしれない。あるいは〈まるだし刑事〉が意外と軽けい傷しようですんだ、というようなニュースか。

『なんだ、とは言ってくれるな。ごあいさつじゃねえか』

「すいません。悪わる気ぎはないんです」

　素す直なおに謝あやまった。虎雄はべつに気にしていないようだ。

『浮うかねえ声だな』

「まあ……そうですね。あまり幸しあわせとは言えません。僕ぼくたちが〈エプロン刑事〉の誘拐犯を追ってたってこと、お話ししたでしょう？」

『ああ、聞いたぜ。どうなったんだ？』

「逮たい捕ほに失敗したんです。万ばん全ぜんの態たい勢せいで犯人逮捕にのぞんだんですけど、まんまとおカネだけ奪うばわれてしまいました。〈エプロン刑事〉が解放されるかどうかはわかりません」

『なんてこった』

　虎雄は歯のすき間から音を立てて空気を吸すいこみ、一ひと息いきで吐はいた。

『ひでえな。現げん場ばには〈まるだし刑事〉もいたんだろ？』

「ええ……」

『なのに、そのざまか』

「そんなこと言わないでください。〈まるだし刑事〉は、最さい善ぜんをつくしてくれたんです」

『んなこたわかってる。あいつはいつだってそうさ』

　舌した打うちの音が聞こえてきた。虎雄は、〈まるだし刑事〉の実力だけは全面的に認みとめている。

『だが、ちょいとふがいないんじゃねえのか？　刑事部が総そうがかりで準じゆん備びしてたってのに、まんまと裏うらをかかれた』

「そうなんです。まるで、こっちの動きがわかってたみたいで」

『それだけプロだったってことだな、相手が。……まさか、内部情じよう報ほうがもれてる、なんてことはねえだろうな？』

「当たり前です！　絶ぜつ対たいにありませんよ、そんなこと」

　ヒトミはすかさずこたえた。だが確かく信しんは持てない。どんな可か能のう性せいだってゼロとは言えない。

　校門が見えてきた。住じゆう宅たく街がいは静かだが、たまに家族連づれらしい車がヒトミを追い越こしていく。あるいは反対側から向かってきて、うしろへと遠ざかっていく。

『あとは、〈エプロン刑事〉が無ぶ事じにもどるのを祈いのるしかねえな』

「虎雄さんのほうはどうなんですか？　独自に進めてるっていう捜そう査さ。進しん展てんのほうは？　おカネが必要な捜査だ、とか言ってましたけど」

『それだ。カネを奪われちまったってことは、俺がおまえらに借かりることも絶対にできなくなっちまった、ってことだな。ちょいと期待してたんだが』

「すいません」

　ふと、遠くで雷かみなりのような音がしたように思った。

　ヒトミは校門の前で立ちどまり、道の先に目をこらした。

　校門前の道路は、中央に白と橙だいだい色いろの線がある二車線道路だ。一台ずつの車がすれちがえるようになっている。車道の両りよう脇わきには歩道があり、一定間かん隔かくで並なみ木きが並ならんでいる。歩道の脇には路ろ上じよう駐ちゆう車しやしているセダンなども目についた。

『その捜査の関連で、ちょいと聞きたいんだけどよ。総持寺の連れん絡らく先ってわからねえか？　学内マフィアの総持寺だ。いますぐやつと話してえんだが』

「携けい帯たいならわかりますけど」

『それでいい。というより、そいつが聞きてえんだ。言ってくれ』

「ええ……」

　また音が聞こえた。道の先、右の方角。今度は少し大きくなっている。

　間かん髪ぱつ入れず、ふたたびドン！　という音。卵たまごの殻からが砕くだける音を数百倍に増ぞう幅ふくしたような音だ。大きくなっているのではなくて、音おん源げんが近くなっているのだろうか。

『なんだ？　生なま返へん事じばっかしやがって。なんかおかしいぜ？　どうしたんだ？　そりゃ逮たい捕ほ劇げきが失敗しちまってショックだ、ってのはわからないでもねえけどよ』

「ちがうんです。そういうことじゃなくて……ちょっと待ってくださいね」

　ヒトミはいったん携帯を下おろし、通話がつながった状態で液えき晶しよう画が面めんを切りかえた。総持寺の番号を呼びだす。その番号をながめ、軽く口の中で反はん芻すうしてから、携帯をまた耳にもどした。

「言いますね。総持寺の番号」

　虎雄に番号を伝つたえた。

　と、また遠くから音が聞こえてきた。いままでよりも輪わをかけて大きく、複ふく数すうの音が連続したような感じだ。音源が近づいてきている。なにかが道路をこちらへ接せつ近きんしつつある。

　うしろからやってきた車がヒトミの横を通りすぎ、音源の方向へと走り去った。

『ありがとよ。助かったぜ』

「いえ。たいしたことじゃありません」

　ヒトミから見て右側、道の先から白いミニバンが現あらわれた。いや、ただ現れたわけではない。なにかに追つい突とつされたらしく、くるくると回転しながら道路の上をスリップしている。タイヤが路面をこすり、笛ふえのような音を立てている。ヒトミの立っている正せい門もんからは三〇メートルほど離はなれているだろうか。

　ミニバンは立ち並ならぶ銀杏いちようの幹みきに鼻はな面づらをぶつけた。ヘッドライトが粉こな々ごなになり、フロントグリルがぺしゃんこになった。ボンネットがひん曲がり、上に開いた。

　運転手が転ころがるようにして出てきた。ポロシャツを身につけた三十代ぐらいの男だ。男が頭をかかえ、アスファルト舗ほ装そうの地面に伏ふせた瞬しゆん間かん、ミニバンが爆ばく発はつ炎えん上じようした。エンジンに引いん火かしたらしい。

　爆ばく煙えんと火の粉こと轟ごう音おんがばらまかれた。熱ねつ波ぱがヒトミの位置にまで伝わってきた。

　目の前で起きた光景が信じられない。Ｙ駅で〈まるだし刑事〉と犯人の撃うちあいを目もく撃げきした人たちはこんな感かん覚かくだったのだろうか。唐とう突とつのことに言葉も出ない。指先ひとつ動かすことができない。

『どうした？　ヒトミ。どうかしやがったのか？　とんでもねえ音がしたぜ』

「虎雄さん。なんと言ったらいいのか」

　ミニバンが走ってきた方向から、今度は別の車しや輌りようが近づいてきた。ただの軽けい自動車だ。だがこの軽もバンパーがいびつにへこんでいる。さっきのミニバンに激げき突とつしたのはこの軽自動車か。こいつに思いきり追突されたせいで、ミニバンは爆発する羽は目めになったようだ。

　ヒトミは接せつ近きんしてきた軽自動車がどんな走り方をしているのかに気づき、愕がく然ぜんとなった。

「──噓うそだ。ありえない」

　軽自動車は二車線道路のどまん中を走っていた。中央に描えがかれた線の真上だ。軽自動車はたったいま、明らかに不安定な動きで、炎上するミニバンをやり過すごした。追い越こし、さらに近づいてくる。わざわざ二車線の中央を選ぶようにして走っている。車体の運転席側が反対車線に、完全にはみだしている。

　あらゆる対たい向こう車しやとのオフセット衝しよう突とつ──車体前部の角かどあたりから衝突する、最もつとも死し亡ぼう率りつが高いというあれだ──を避さけられない経けい路ろ。運転手はなにを考えているんだ？

「いけない……」

『おい、なにがいけないんだ？　なにがいけないっていうんだ、ヒトミ！』

　虎雄が返答を求めている。だが声の出し方すら忘わすれる。

　軽自動車とは逆ぎやく方向から、さらに別の車が近づきつつあるのだ。銀色のＲＶ。このままでは軽自動車とまともに正しよう面めん衝しよう突とつしてしまう。

「危あぶない！」

　ＲＶがけたたましいクラクションの音を響ひびかせた。だが軽自動車は道をゆずろうとしない。いくら二車線あるとはいえ、それほど幅はばのある道路ではない。さらに、路上駐ちゆう車しやしている車輌だって少なくはない。「中央をふらつきながら走る軽自動車」とＲＶ車がすれちがうなんて不ふ可か能のうだ。

　激突する寸すん前ぜん、ＲＶの運転手がハンドルを左側に切った。だが思いきりやりすぎた。スピンし、車体の左側が浮ういた。タイヤがアスファルトから離はなれた。そのまま車体が横を向き、完全に裏うら返がえった。

　ＲＶの屋根が縁えん石せきに激突し、アルミ箔はくさながらに変形する。屋や根ねを下にしたままで回転し、後こう部ぶを一いつ戸こ建だて住じゆう宅たくの門にぶつける。

　コンクリート製せいの門もん柱ちゆうが砕くだけた。ＲＶは一度跳はね、地面に落ちたかと思うと、また跳ねあがった。タイヤがむなしく空くうを搔かいた。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ。無茶苦茶すぎる──わ!?」

　しまった。ＲＶ車に目を奪うばわれていたために、軽自動車から注意がそれていた。

　その軽自動車は、ＲＶ車と同様に、ハンドルを左側へ切ったらしい。だが軽自動車の運転は酷ひどかった。路上駐車しているセダンにぶつかり、コマのようにスピン。

　軽自動車は車体が軽いためか、宙ちゆうへ浮きあがった。空中で回転し、正面からアスファルト道路に着ちやく地ちし、鼻はな面づらをめちゃくちゃにして、まるで小動物のようにぴょんぴょんと跳ねた。もれたオイルのにおいがただよってくる。

『ヒトミ!?　なにがどうなってる。なんなんだいまの音は？　なにが起きやがったんだ、ヒトミ！　ヒトミ、こたえろ！』

　虎雄の声がわんわんと耳の中で反はん響きようしている。だが返事をすることができない。ぼう然ぜんとなり、声を出すことができない。ただただ立ちつくし、口をぽかんと開けたままで見てしまう。

　軽自動車が跳とびはね、ほぼ縦たてと言えるような角度で回転し、ヒトミのほうへ近づいてきた。

　車体の裏側が完全に見えた。タイヤが、エンジンシャフトが、その他ありとあらゆる車体裏側の機械類が、まるでのしかかるようにして迫せまってきた。

　最後の瞬しゆん間かん、ヒトミは、馬ば鹿かでかい怪かい物ぶつに飲みこまれるような錯さつ覚かくに襲おそわれた。










　　　総持寺９　「なんでこんなことになるんだ？」




　警けい備び会社の人間を屋や敷しきから追いかえしたあとで、総そう持じ寺じは途と方ほうにくれていた。

　オールバック曽そ根ねは目をさましそうにない。イミコはどさくさにまぎれて窓まどから逃にげてしまったらしい。だがこのふたつは、気にするほどの問題ではない。

　車が表おもてに停とめっぱなしであることを思いだし、総持寺と茨いばら木きは門の前へもどったのだ。だがそこに軽自動車はなかった。そっくりなくなっていた。もちろん中身のカネだけ残っているはずもない。一千万ものカネが、跡あと形かたなく姿すがたを消してしまったのだ。

「なんでこうなる？　なんでこんなことになるんだ？」

　向かいの住民が玄げん関かんから顔を出していた。頭が白くなった六十代の老人だ。茨木がその老人に車のことをたずねてみたが、たいしたことはわからなかった。軽自動車がレッカー移い動どうされた様よう子すはなかったという。

　それはそうだ。たった十分ほど停めていただけでレッカー移動されてはかなわない。ならば、だれかが乗りこみ、どこかへ逃げてしまったのか。だが、なんのために？

「おかしいわね。このあたり、けっこう治ち安あんのいい地区でしょ？」

　自分自身を抱だくように腕うでを組み、茨木が首をかしげる。

「泥どろ棒ぼうが乗って逃げたのかしら？　曽根をあんなふうにしたやつが。ひょっとしたら、あたしたちが帰ったときはまだ中にいたのかもしれないわ。どこかから様子をうかがっておいて、こっそり玄関から出たのかも。それで、たまたま停まっていた車で逃げたんじゃないかしら」

「たまたま停まってた、なんて軽々しく言ってるんじゃない！　キーを差しっぱなしにしたのはおまえだ。おまえの責せき任にんだろうが!?」

「あたしのせいにしないでよ。ボスだってなにも言わなかったでしょ？　ブルってて、車のことなんてぜんぜん考えてなかったじゃない」

「ブルってなんかいない！」

　総持寺は門もん柱ちゆうの脇わきに立った。野や次じ馬うまたちが立ち去ったために、前の道がよりいっそう広々と感じられる。広々としていて寒さむ々ざむしい。あるはずの軽自動車が消えてしまった景け色しき。

「もし本当に泥棒が……うちに入った空あき巣すが乗り逃げしたんだとしたら、絶ぜつ対たいにただじゃおかない。見つけて、相そう応おうの礼れいはしてやる」

「できるわけないでしょ？　見つかるわけないじゃない。そもそもあの軽けい、盗ぬすんできた車だし。警けい察さつを頼たよることもできない。追つい跡せきのしようがないし、それ以前に、きっともう乗り捨すてられてるわ」

「ならあきらめろっていうのか？　あのカネを？──あのカネがなけりゃ、オレは今度こそ殺やられるんだ。組そ織しきから消される！　さすがにもう待ってくれ、なんて言えない。それに、そうだ」

　総持寺は凶きよう悪あくな事実を思いだした。下した唇くちびるを嚙かみしめ、拳こぶしを門柱に叩たたきつけた。

「さっき言ったところだ。〈エプロン刑デ事カ〉に、もうカネは手に入れたってな。いまごろあの女はここへ向かってる。あいつになんて言えばいいんだ？　どう言って納なつ得とくさせればいい？　正しよう直じきに言うっていうのか？　カネは手に入れたが、うっかりしてて車ごと持ってかれた、なんて。そんなことが言えると思うか？」

「そんなこと、あたしに言われたってこまるわよ」

　茨木が目をそらした。身体からだに巻まきつけられた腕がこわばっている。

　彼自身、災さい難なんは他ひ人と事ごとではない。総持寺が消されるようなことになれば、手下である茨木の立場も悪化する。組織内では「消された男」の手下として扱あつかわれ、軽かろんじられるようになるだろう。はみだし者たちのたまり場では居い心ごこ地ちの悪い思いをすることになる。二度と前のような尊そん敬けいや快かい適てきさは得えられず、軽けい蔑べつと嘲ちよう笑しように満みちた冷ひややかな目を向けられてしまう。

「まずい状じよう況きようだってことはわかってるわ。たしかに、どうにかしなきゃならない」

「あの車を見つける、というのは不可能だ。あのカネはあきらめるしかない」

「待ってよ。時間をかければ、なんとか──」

「かけられるわけないだろう!?　時間はないんだ。オレにとって一番足たりないのが時間なんだ。カネは、いますぐ手に入れなくちゃならない。いますぐに、だ！　それに、あの車がもう見つからないっていうのは、さっきおまえが言ったことだろう!?」

「そうだけど」

　茨木は門の前に出て、道路の先をながめた。そうすればあの軽自動車が見つかるとでもいうように、神しん経けい質しつそうに目を細めている。やるだけ無む駄だなことだ。

「そうよね。見つかるとは思えないわ」

「なにかないのか？　手っとり早くかせぐ方法だ。すぐに、それこそ一時間もかからないで大たい金きんをかせぐ方法……」

　焦あせれば焦るほど頭がまわらない。銃じゆうで自分のこめかみを撃うち抜ぬきたい気分だった。これではらちがあかない。

「考えろ。考えろ」

　総持寺は額ひたいを門柱につけた。コンクリの冷たさがしみこんでくる。深く息を吸すいこみ、脳のうに新しん鮮せんな空気を送りこんだ。

　もう誘ゆう拐かいなんて悠ゆう長ちようなことはやっていられない。茉まつ理りが誘拐を提案してきたのは、そもそも手下にやらせた購こう買ばいの襲しゆう撃げきが失敗したためだった。あれさえ成功していれば、こんな苦労はしなくてもよかったのだ。購買の襲撃。購買の襲撃──。

　総持寺は門柱から顔を離はなした。冷たさが肌はだから遠ざかった。

「そうか。購買の売うり上あげ金きんだ」

　あの件けんは〈ショットガン刑事〉、宇う野の辺べ虎とら雄おに邪じや魔まされた。事前に情じよう報ほうを仕入れ、入にゆう念ねんな準備のもとに待ち伏ぶせをしていた虎雄に阻そ止しされてしまったのだ。彼は四つある購買の店主たちから協力を取りつけ、内部の警けい備びを一手に引き受けていた。

　それはつまり、虎雄は購買の警備状じよう況きようを熟じゆく知ちしている、ということだ。この要素は、ひょっとして、使えるのではなかろうか。

「どういうことよ？」

　茨木が不ふ審しんそうに、門柱の下から総持寺を見上げた。総持寺は門柱の、コンクリートの表面をぐっとつかんだ。指先に力が入る。

「もう一度やるしかない。今度こそあのカネをぶんどる」

「もう一度？」

「購買の襲撃だ。手下が失敗したことをオレが成功させる。四つある購買を襲おそって、売上金をいただくんだ」

　総持寺は茨木に、同意を求める視し線せんを投げつけた。だが茨木は冗じよう談だんじゃない、というようにかぶりをふった。

「できるわけないわ。一度、失敗してるんだから。警備だって厳げん重じゆうになってる」

「こないだ襲撃があったばかりなんだ。だれも、こんなにすぐにまた襲撃がある、なんて考えない。考えるわけがない」

「でも！」

「夜中に忍しのびこむんじゃなくて、いまから堂々と行くんだ。店員に銃を突つきつけて、無む理りやり金庫を開けさせる」

　総持寺は言った。自分の声がふるえているのを実感した。

　茨木はつばを飲みこんだ。喉のど仏ぼとけが動き、音を立てた。正しよう気きを疑うたがうような目で総持寺を見てくる。

「でもやっぱり、そんなの、うまくいきっこないわ」

「まあ聞け。さっき思いついたんだが、虎雄は──〈ショットガン刑事〉は、四つある購買の警備をひとりで引き受けてたわけだ。つまり、あいつはそれぞれの警備状況を知ってる。それに、それだけじゃない」

　総持寺は一いつ瞬しゆん、呼こ吸きゆうのやりかたを忘わすれた。つばを飲みこみ、深しん呼こ吸きゆうをして、肺はいから脳のうへと酸さん素そを送りこんだ。手の中が汗あせばむ。

「手下どもが言ってたんだ。虎雄は仲間を金庫の中に隠かくしてたってな。これがどういう意味かわかるか？」

　声がふるえる。茨木が無む言ごんで話の続きをうながしてくる。

「金庫を開けられないなら、仲間を中に隠したりはできない。つまり、虎雄は購買の金庫を開けられるってことだ。あいつは金庫の番号を知ってるってことだ！　オレたちもひとつだけは知ってるが、虎雄の場合はそうじゃない。全部の店の金庫番号を知ってるんだ！」

　茨木の目に理り解かいの光がひらめいた。総持寺の目をまじまじとのぞきこんでくる。

「でも……でも、もう番号を変えてるんじゃないの？」

　総持寺は目を茨木と合わせたまま、首だけを左右に動かした。

「そんな様よう子すはなかった。業者が金庫を取りかえた、なんて話は入ってない。そんな事実があるなら、組そ織しきの情じよう報ほう網もうがなにかつかんでるはずだ」

　総持寺はたたみかけた。

「金庫の番号は同じだ。変わってない。だから、もし店員やら店長が抵てい抗こうしたとしても、〈ショットガン刑事〉なら金庫を開けられる。金庫がどこにあるのか、というようなことも完全にわかってる。あいつを連つれていければ、強ごう盗とうは成功する」

「言ってることが無む茶ちや苦く茶ちやだわ。どうやって連れてくっていうのよ？　あいつは刑けい事じ部ぶの刑事なのよ。脅おどして案内させるつもり？」

「おまえはあいつのことを知らない。だがオレはよくわかってる。動かす自信はある」

「絶対に無茶だわ」

　茨木は立ち聞きを怖おそれるようにそわそわとしている。総持寺の言葉を信じていいものかどうか迷まよっている。信じたいが信じるのは怖こわい、といった雰ふん囲い気きだ。

　総持寺は断だん言げんした。声に絶ぜつ対たいの自信をにじませた。

「分け前をちらつかせれば、あいつはきっと乗ってくる。〈ショットガン刑事〉はそういう男だ」

　総持寺の携けい帯たい電話が鳴なった。奪うばったままになっているイミコの携帯ではなく、総持寺自身の携帯電話だ。







　　　虎雄（ショットガン刑事）10　「仮かりにも俺は刑事だぜ？」




「くそっ。ヒトミの野や郎ろう、勝かつ手てに切りやがって」

　悲ひ鳴めいが聞こえたあとで、ヒトミとの電話はぷっつりと切れてしまった。かけなおしてもつながらない。失しつ礼れいな野郎だ。なにか大きな音がしていたが、事じ故こでもあったのだろうか。

　気にしていてもしかたない。俺おれは公こう衆しゆう電話の受話器をいったんもどし、あらためて小こ銭ぜにを入れて、総持寺の携帯電話にかけた。どんな電でん波ぱ状じよう況きようなのかは知らないが、呼びだし音が鳴るまでに少し間まがあった。俺はどうもこの間が好きになれない。

　総持寺が出た。

『だれなんだ？　公衆からか？　いま忙いそがしいんだ。オレは、番号非ひ通つう知ちの相手からは基き本ほん的に取らないようにしてる──』

「ひさしぶりだな。〈ショットガン刑デ事カ〉だ」

『〈ショットガン刑事〉？　虎とら雄おなのか？』

「そうだ」

　俺はこたえた。総持寺は本気で仰ぎよう天てんしたらしく、しばらく絶ぜつ句くした。やがて、受話器の向こうからため息のような音が返ってきた。総持寺が大げさに息をついているらしい。自分を落ちつかせるための儀ぎ式しきみたいなものか。

『信じられないな。虎雄、おまえ、超ちよう能のう力りよくでも持ってるのか？　本当に、なんて間まのよさだ。ちょうどいま、おまえの話をしてたところだ』

「そいつは光こう栄えいだな」

　なぜ総持寺が俺の話なんかをしていたのか。

　さっき学内マフィアどものたまり場で暴あばれたから、その話が伝つたわっていたのかもしれない。それで、俺に対する仕返しの相そう談だんでもしていたのかもしれない。だが、だとしたら、これほど驚おどろいたりしないはずだが。

　俺は単たん刀とう直ちよく入にゆうに切りだした。

「ちょいと急ぎの用事があってな。聞きてえことがあるんだが」

『急ぎの用があるのはこっちだって同じだ。おまえに用があるんだ、虎雄』

「ほう、俺にか。言ってみな」

　やはり、さっき暴れたことが伝わっていたのか。もしそうだとしても、総持寺の声に怒いかりの調ちよう子しはふくまれていない。

『用事というよりは提てい案あんだな。正しよう直じきに言うが……オレはいま、尻しりに火がついた状態なんだ。カネが用意できなけりゃ殺される』

「そいつは災さい難なんだな」

　鼻はなで笑いとばした。受話器から舌した打うちの音が聞こえてきた。

『笑いごとじゃない！　これは本当だ。冗じよう談だん抜ぬきに、オレはいま殺されかかってる。できれば今日きよう中に、できればいますぐにカネを用意したい』

　どうやら総持寺は本気のようだ。どういう事情かはわからないが、慎しん重ちようなはずの総持寺が、これ以上ないぐらい追いつめられているらしい。俺はたずねた。

「いくら必要なんだ？」

『一千万』

　総持寺がこたえる。一千万、という額がくが最近の流行らしい。だれも彼もが一千万を求めている。

「借しやつ金きんでもこしらえたのか？」

『そんなところだ。組そ織しきの上うわ役やくに借かりを作った。くわしい話をしてる暇ひまはないし、そのつもりもないが』

　総持寺がつっぱねる。抑おさえた調子で話そうとしているが、声からは本物の焦あせりが伝わってくる。かなりせっぱつまった状態であることがひしひしと感じられる。

　ふん、と俺はまた鼻を鳴ならした。

「それで。くわしい事情も話せねえような相手に、どんな提案があるってんだ？　まさか、カネを貸かしてくれ、なんて言うんじゃねえだろうな」

『力を貸してくれ』

「笑わせやがる。爆ばく笑しようしろってのか？」

『そうじゃない！　真しん剣けんに聞くんだ』

　総持寺は話した。学内にある四つの購こう買ばいをすべて襲おそうつもりだ、という話。俺、〈ショットガン刑事〉こと宇野辺虎雄なら全店てん舗ぽの警けい備び状況を把は握あくしているはずだ、金庫の場所だってわかっているはずだ、という話。協力してくれればもうけは山分けでいい、責せき任にんは自分にかぶせてくれてかまわない、という提案……。

「おいおい。仮かりにも俺は刑事だぜ？　そんな話、受けられるわけねえだろうが。冷れい静せいに考えやがれ」

『オレは、いまこの瞬しゆん間かんにカネがいるんだ。こっちは命がかかってる！』

　いまこの瞬間にカネがいる。命がかかっている。

　総持寺の言葉を聞いて、俺はイミコのことを思いだした。誘ゆう拐かいされ、監かん禁きんされているイミコ。身みの代しろ金きんとの交こう換かん材料にされているイミコ。

　カネが必要であり、そのカネに人じん命めいがかかっているのはこちらだって同じだ。誘拐犯はんの逮たい捕ほにはカネが必要になる。それがなけりゃ犯人と会うことはできない。なんとかできるのは俺のみ。犯人逮捕の可か能のう性せいを握にぎっているのは俺だけだ。

「だけど、俺は刑事だ。強ごう盗とうの手て伝つだいなんてできねえ」

『虎雄、聞いてくれ。オレは、いまカネがあればそれでいいんだ。べつに大たい金きんで遊びたいってわけじゃない。おまえが購買に迷めい惑わくをかけられないっていうなら、あとでカネは返したっていい。オレはひと月かふた月かけて、なんとかしてカネを用意してみせる。それを虎雄、おまえに返す。とにかく、いまなんだ。いますぐカネを作らなきゃならない』

「そうだな……」

　提案を吟ぎん味みした。足のつま先で床ゆか板いたを叩たたき、電話の脇わきに立てかけたショットガンを片かた手てでいじくった。

　総持寺は違い法ほう行こう為いに手を染そめてでも、いますぐカネを手に入れたいという。命がかかっているという。状況は俺も総持寺と似にたようなものだ。受けてやってもいいのかもしれない。むしろ俺にとってこの上なく好こう都つ合ごうな提案かもしれない。

「そうだな」

　もう一度くり返し、考える時間をかせいだ。

　総持寺はひと月かふた月でカネを返すと約やく束そくしている。こいつは親が大金持ちだから、きっと噓うそではないだろう。親からは信用されていないようだが、なんとか方法を見つけてくるにちがいない。信用してもいいが──刑事がマフィアにあっさりと協力してしまう、というのも問題がある。

　思いついた。総持寺と協力して購買を襲おそうが、総持寺には一円もくれてやらない。強盗が終わったあとで銃じゆうを突つきつけ、全ぜん額がくを俺が確かく保ほするのだ。そのカネをイミコの身代金に──犯人逮捕の資し金きんにあてる。身代金を餌えさに誘拐犯を逮捕したあとは、奪うばったカネをちゃんと購買に返す。俺は正せい義ぎの男なのだ。ねこばばしたりはしない。

　悪くないように思えた。俺はマフィアの強盗に加か担たんするわけじゃなくて、あくまで相手を利用するだけだ。

　一いつ瞬しゆん、購買から奪ったカネを刑事部長に差しだし、五十万の弁べん償しよう代だいにあてようかと思った。だがそれもだめだ。それだとただの強盗と変わらなくなる。あくまで奪ったカネは誘拐犯の逮捕に利用し、ことが終わったあとは、全額を返へん却きやくしなくてはならない。

　ただし、カネを返すときは、俺が犯人から取りかえしてきたことにして──「おカネだけは取りかえしましたが、犯人は逃にがしてしまいました」とかなんとか言って──返すのだ。そうすれば、きっと俺は感かん謝しやされる。誘拐犯逮捕の件けんも合わせて、刑事部内での株かぶも上がり、とんとん拍びよう子しに出しゆつ世せできる。

「悪くねえな。悪くねえ」

　購買の襲しゆう撃げき自体が失敗するとは思えない。この点については自信がある。だがもし失敗したとしても、俺は「総持寺に脅おどされた」と言い訳わけできる。あるいは「身代金を作るためだった」と正しよう直じきにこたえたとしたって、それほど悪人扱あつかいはされずにすむだろう。

「……いいぜ、わかった。協力してやる」

『本当か!?　感謝するぞ虎雄。おまえに借かり一だ』

　総持寺が、あからさまに興こう奮ふんした調子でまくしたてる。電話の前で踊おどりだしているんじゃないか、と思ってしまうような声だ。俺は言った。

「今回の貸かし、高くつくぜ」

『そうだ。忘わすれるところだった』

　まだ弾はずんではいるが、総持寺はいくぶん落ちついた声で言ってきた。

『なにか用があったんじゃないのか？　電話してきたのはおまえだろう』

　総持寺が訊きいてくる。俺は彼に、誘拐犯についてたずねるつもりだったのだが──身代金が用意できそうなのだ。無む理りをして受け渡わたし前に犯人を割わりだす必要はない。どのみち犯人の正しよう体たいを突つきとめられる可能性は低い。

　俺は言った。

「いや。もういい」

『そうなのか？』

「ああ。待ち合わせだが、三十分後に正せい門もんの前ってのでどうだ？」

『早いな』

「カネがほしいんだろ？　いますぐに」

『わかった』

「覆ふく面めん代がわりになるもの、なにか頼たのむぜ」

　俺は通話を切った。ショットガンを肩かたにかついだ。

　自分が警けい備びに当たっていた購買を自分自身で襲おそう、というのはめずらしい経けい験けんだ。それでいて興きよう味み深ぶかく、腕うでの鳴なる経験でもある。







　　　イミコ６　「きっと、茉まつ理りさんを想おもう気持ちのおかげです」




　イミコは軽自動車の窓まどから外へ這はいでた。車体が変形し、扉とびらが開かなくなってしまったのだ。

　運転席側の窓ガラスは割われてなくなっていた。縁ふちにぎざぎざが残ることもなく、比ひ較かく的きれいに割れてくれたので、怪け我がをせずに外へ出られた。

　頭から落らつ下かし、アスファルトの上をごろりと転ころがった。布ぬのを何枚まいも重かさねた服はまだ湿しめっている。髪かみの毛も同じだ。ずいぶんと乾かわいたとは思うが、それでもまだ気持ち悪い。幸さいわい、鼻はな血ぢはもう止まっている。

　立ちあがった。ぬれた髪や服に路上の砂すなが付ふ着ちやくしている。叩たたいて払はらおうとしたが、とちゅうであきらめた。きりがない。この服やエプロンはもう捨すてるしかない。

「早くお風ふ呂ろに入りたいですわ」

　まわりを見まわしてみた。休きゆう日じつにもかかわらず、北ほく摂せつ高校の生徒たちがぽつりぽつりと集まりはじめていた。炎えん上じようしたミニバン、あるいは横おう転てんしたＲＶ車などを見ている。

　なんとか学校まではたどり着けたようだ。自分でも奇き跡せきだと思う。

「きっと、茉理さんを想う気持ちのおかげです」

　道路は思っていた以上に危き険けんな世界だった。こちらはちゃんとまん中を走っているというのに、様さま々ざまな車が、様々な方向から邪じや魔まをしてきた。特に、斜ななめ前から向かってくる車などは始し末まつに負おえない。ゲヱムセンタアのゲヱムでは、反対方向から走ってくる車なんて一台もなかったというのに。いったいどうなっているのか。

「日本の道路事じ情じようには問題がありますわ」

　しみじみと思った。実じつ際さい、イミコは目の前にある軽自動車で何度もほかの車とぶつかってしまったのだ。だれの車かは知らないが、本当に悪いことをしてしまったと思う。

　まじまじとながめた。イミコが乗ってきた軽自動車は、何度も縦たて回かい転てんしたにもかかわらず、いまはちゃんと正しい面を下につけていた。四つのタイヤが接せつ地ちしている。北摂高校の正せい門もんにフロントグリルから突つっこんでおり、バンパーが無む残ざんな鉄くずになっているが、まだ走れないことはなさそうだ。

「お気の毒どくですわ。本当に悪いことをしました」

　軽自動車に対して、そしてこの車の持ち主に対して、申し訳わけない気持ちでいっぱいになる。

　車は屋や根ねがひしゃげ、フレームが変形し、天てん井じようの高さが半分になっていた。左右にふたつずつある扉とびらはどれひとつとして開かない。窓ガラスで生き残っているのは車体後こう部ぶの窓──リアウィンドウだけで、それ以外は一枚も残っていない。車体の変形が激はげしく、塗と料りようもはがれており、なんだか丸めたアルミホイルのような印いん象しようだ。中に乗っていてよく死ななかったものだと思う。

「きっとシートベルトのおかげですわ」

　ほかの人たちは無ぶ事じだろうか。衝しよう突とつした車に乗っていた人たち。イミコはふり返った。

　十人ほどの野や次じ馬うまは、さっきまでイミコを遠とお巻まきにながめていたが、怪け我がひとつないことを見てとり、いまは炎えん上じようする車のほうへ注意を向けているらしい。ぞろぞろと移い動どうし、歩道に立ってながめている。

　炎上したミニバンの運転手がどうなったのかはわからない。携けい帯たいでだれかと話している生徒もいるようだから、きっと消しよう防ぼうや警けい察さつへの通つう報ほうはもう行おこなわれているだろう。

　裏うら返がえしになったＲＶ車が揺ゆれている。タイヤの空くう転てんする音が響ひびいている。炎上するミニバンからは熱ねつ波ぱが伝つたわってくる。これで服や髪が少しは乾かわくかもしれない。まず風呂に入りたいところだが──そんなことを考えている場合ではない。

「そうですわ。茉理さんを助けにもどりませんと」

　だが、なんということだろう。車が走りだした時点では運転に慣なれるのに必ひつ死しで、景け色しきを見ている余よ裕ゆうなどなかった。周しゆう囲いの建たて物ものを観かん察さつし、特とく徴ちようを覚おぼえておく余裕なんてなかった。

　気づけば見覚えのある道に出ていたのだ。そこからなんとか学校まではたどり着いたが、同じ道をまたもどる、なんてできそうにない。ここまでの道みち筋すじなんてこれっぽっちも記き憶おくしていない。だれかを誘ゆう拐かい犯はんたちのアジトまで案内する、なんてイミコには不可能だ。

「でも、それではいけませんわ。わたしだけ逃にげたのでは意味がありませんもの」

　心配で心配でたまらない。いまごろ茉理はひどい目に遭あっているのではないか。拷ごう問もんを受けたりしているのではないか。それを考えるとぞっとなった。

　どうするべきだろう。どうすれば元の場所へ人を案内できるだろう。ここへ来るまでにずいぶんと事故を起こしたから、その事故現げん場ばをたどっていけばもどれるような気もするが。

「──あら。こんなもの、ありましたでしょうか」

　たまたま目がとまった。廃はい棄き物ぶつのように見える軽自動車の脇わきに、黒くて四角い鞄かばんが落ちていた。握にぎりのついた、造つくりのしっかりとした鞄だ。アタッシェケースという呼よび名だっただろうか。

　左右を見まわしてみた。だれも鞄が落ちていることに気がついていない。ひとり残らず炎上する車の見けん物ぶつに移うつっている。

　こんな鞄が最初から正せい門もん前に落ちていたわけがないから、きっと軽自動車が回転したときに窓まどから落ちたものだろう。元から車内にあったものらしい。

「そうですわ。中に、名前の書かれたものがあるかもしれません。車の持ち主についてわかるかもしれませんわ！　車をこんなにしてしまいましたけど。もしお名前がわかれば、お返しができるかもしれません」

　イミコは鞄に近づき、握りに手をかけた。持ちあげようとすると、ひとりでに蓋ふたが開いた。落らつ下かの衝しよう撃げきで留とめ具が外はずれていたらしい。壊こわれてしまったわけではなさそうだが。

　ちょうど蓋が地面に当たる格かつ好こうとなり、その上、蓋の内側に、中身がばさばさとこぼれ落ちた。

「まあ。おカネ」

　札さつ束たばが山を作った。それほど多くはないが、一束が百万だとしたら、一千万円ぶんぐらいはあるだろう。馬ば鹿かにはできない額がくだ。一千万円。そういえば、誘ゆう拐かい犯はんが虎雄に要求していた額も一千万円ではなかっただろうか。

「身みの代しろ金きんの額と同じ。誘拐犯たちが欲ほしがっている額と同じですわ」
















　札束の山を見み下おろした。風になびき、紙テープでまとめられた紙し幣へいがぱたぱたと音を立てている。

　イミコは地面に両りよう膝ひざをついた。鞄をいったん持ちあげ、地面の上に、ちゃんと底が下へ来るように置きなおした。札束をひとつひとつ取りあげて、ていねいに鞄の中へおさめていく。

「そう……あの誘拐犯たち。これを渡わたせば、茉理さんを解かい放ほうしてくれるかもしれませんわ。犯人はまだわたしの携けい帯たい電話を持っているはずですし。連れん絡らくは取れますもの」

　やってみる価か値ちはあるだろう。他人の助けを借かりることなく、自分の機き転てんで茉理を解放できるとしたら、それはこの上なくすばらしいことだ。茉理は心から感かん心しんし、拍はく手しゆを送ってくれるにちがいない。

　イミコは鞄をじっと見つめた。パチン、と音を立てて蓋を合わせた。これで問題なく持ち歩くことができる。

「そうと決まれば行動です。わたしにも電話が必要ですわ！　電話を見つけて、犯人と連絡を取りませんと」

　イミコは鞄の把とつ手てを両手でつかみ、膝の前でぶらさげ、立ちあがった。

　首を左右へ向けてみる。炎えん上じようした車からは黒い煙けむりが立ちのぼっている。公こう衆しゆう電話はどこにあっただろうか。

「助けて……」という声が車の下から聞こえたように思ったが、きっと空そら耳みみだろう。







　第五章　死し闘とう、必要に迫せまられ










　　　総持寺10　「そこにある軽けいって、オレたちの軽じゃないか？」




　総そう持じ寺じの屋や敷しきは北ほく摂せつ高校のすぐそばだ。総持寺と茨いばら木きは徒と歩ほで正せい門もん前へ向かった。そして、正門の前で立ちつくした。そこには、にわかには受けいれがたい光景が広がっていた。

「なんだ？　なにがどうなってる？」

　ＲＶ車が横おう転てんし、完全に裏うら返がえしの状じよう態たいになっていた。民家の門もん柱ちゆうに激げき突とつしている。その先には炎えん上じようするミニバン。車体からは炎ほのおと黒こく煙えんが立ちのぼっている。

　生徒たちが主おもに見ているのはミニバンのほうだ。そして、総持寺たちの目もく的てき地ちである正門前には軽自動車。前後左右、それどころか屋や根ねまでもが変形し、傷きずだらけになっている。前と左右の窓ガラスが割われてなくなっている。

「そんな馬ば鹿かな……」

　総持寺は一いつ瞬しゆん、自分が心しん停てい止し状態になったことを確かく信しんした。

「おい茨木。それって、そこにある軽って、オレたちの軽じゃないか？」

「あたしたちの軽？　盗ぬすまれた軽自動車のこと？」

　茨木が歩道の上で目を細め、どうやら門に激突したらしい軽自動車を注意深くながめる。やがて茨木の口があんぐりと、馬鹿のように開きはじめた。

「ほんと……信じられないわ。こんなところに停とまってるなんて」

「そうだ、カネだ！」

　総持寺は軽自動車のそばへ駆かけ寄より、ガラスのなくなった窓まどから中をのぞきこんだ。エンジンは停止しているが、イグニッション・キーは差したままだ。座ざ席せきカバーの布ぬの地じには見み覚おぼえがある。

「やっぱりまちがいない。オレたちが乗ってた車だ」

　助じよ手しゆ席せきの足もとに目をやった。アタッシェケースは見あたらない。車内で転ころがったのかもしれない。だが外から見ただけではよくわからない。

　扉とびらの把とつ手てに手をかけた。引いてみたが、一センチ以上は開かない。屋根の部分が変形しており、扉の上部が引っかかっているようだ。

「くそっ」

　総持寺は一歩、窓から離はなれた。勢いきおいをつけて、変形した屋根を思いきり蹴けりつけた。もう一度、把手に取りつき、引いてみると、今度は開けることができた。

「鞄かばんは……カネはどこだ……？」

　シートに膝ひざと手をつき、さがしまわった。少し遅おくれて、うしろから茨木が近づいてくる。野や次じ馬うまをつかまえ、事情をたずねていたらしい。

「事じ故こに巻きこまれたみたいね。巻きこまれたのか巻きこんだのかはわからないけど。とにかく、うしろの二台とぶつかったのはまちがいないわ。そこにいた子に聞いてみたんだけど、ついさっきのことだって。まだ警けい察さつも来ていないみたいよ」

「つべこべ言ってないで、おまえもカネをさがせ！　まわりに落ちてるかもしれない。外を見てまわるんだ！」

「せっかくカネを盗ぬすんだのに事故に遭あうだなんて、犯人も気の毒どくね。もういないみたいだけど」

「同情してる場合かっ。他ひ人と事ごとじゃないだろう!?」

　総持寺は髪かみをかきむしった。金きん髪ぱつの直ちよく毛もうが乱みだれる。

　茨木が言いにくそうに反はん論ろんしてきた。

「だって、鞄だけ残ってるとは思えないもの。あきらめたほうがいいんじゃない？　気持ちを切りかえて、購こう買ばいのほうに全力を向けなきゃ」

「おめえら。なにしてやがるんだ？」

　茨木の声に重かさなり、別の声が降ふってきた。聞き覚えのある声。声を追うように足音が聞こえ、軽自動車の隣となりで立ちどまった。

「虎とら雄おか」

　総持寺は助じよ手しゆ席せきの背せもたれをつかみ、身体からだを引き起こした。顔をうしろへねじまげる。

　茨木の隣となりに現あらわれた男は、銃じゆう床しようのないショットガンをふりあげ、銃じゆう口こうを上に向けて、銃じゆう身しんで自分の肩かたをぽんぽん、と叩たたいた。

「よう総持寺。この車。使えるんじゃねえのか？」







　　　虎雄（ショットガン刑事）11　「二分で片かたづけるぜ」




　エンジンは奇き跡せき的に息を吹ふきかえした。半はん壊かいの軽自動車は断だん末まつ魔まと紙かみ一ひと重えのうなり声をあげた。

　茨木がギアをバックに入れる。タイヤが後こう転てんし、へこんだバンパーが正せい門もんを離はなれる。

「昼間に店を襲おそうんだ。どっちにしても、逃とう走そう手しゆ段だんは必要になったさ」

　俺おれは助手席に身を沈しずめ、ショットガンを腹はらの前で抱かかえた。

　首をすくめていないと天てん井じようで頭を打ってしまう。屋や根ねがへこんでいるためだ。しかも、タイヤシャフトが曲がっているらしく、少し動くごとに車体がぴょんぴょんと跳はねる。まだほとんど止まっているような状態だからいいようなものの、まともに走りだしたら馬ば車しやさながらの乗り心ごこ地ちになるだろう。

「それに、店から店への移い動どうも考えなくちゃならねえ。一店てん舗ぽだけってんなら別だが、四つとも襲うつもりなんだろ？　購買を、ぜんぶよ。たしかにうちの学校は広いが、それでも、塀へいで囲かこまれた敷しき地ちの広さなんて知れたもんだ。こいつが──この車があれば、店から店まであっという間まだぜ」

「それはわかるが……なにも、こんな車を使わなくたっていいんじゃないのか？　そのあたりから、適てき当とうに盗とってくればいいだろう？」

　後こう部ぶ座ざ席せきで総持寺がぼやいている。総持寺の手下、茨木は運転席でおとなしくハンドルを握にぎっている。歯を食いしばり、なんとか車を正門から遠ざけようとしている。だが車体が揺ゆれるばかりでちっともバックしない。なにかがタイヤの下に引っかかっているらしい。

「俺は刑けい事じだぜ？　盗ぬすみを黙もく認にんするわけにはいかねえ。どっこい、この軽けいは明らかにスクラップだ。どうせだれかが捨すてたもんだろ？　ちょろっと借かりたところで、だれにも迷めい惑わくはかからねえ」

「これから強盗に出かけようってやつが、よく言えたもんだ」

　総持寺があきれたように言ってくる。俺は後部座席をふり返った。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　二度と強盗なんて口にするんじゃねえ。だれかに聞かれたらどうする？　あの野や次じ馬うまども、いまは燃もえてる車んとこに集まってやがるが、そのうち気づくぜ。この車が動きだしたってことによ」

「もう気づいてんじゃないの？」

　茨木が食いしばった歯の間から言った。俺は舌した打うちし、総持寺に手を差しだした。

「総持寺、覆ふく面めんは用意したんだろうな？」

「ああ。これだ」

　総持寺がポケットからストッキングを出し、座席の間から突つきだしてくる。女性用の（当然だが）、太もも丈たけの黒いストッキングだ。縁へりの部分には黒いレースがついている。俺はそれを目の前にかざし、生つばを飲んだ。

「おい総持寺。これ、どこで見つけてきやがったんだ？　まさかわざわざ買ったってんじゃねえだろうな」

「馬鹿言うな！　そんなもの、恥はずかしくて買えるわけないだろう!?」

「ならどうしたんだ？　おめえ、つきあってる女なんていやがったか？」

　返事が来ない。俺はシートに手をつき、ふり返った。総持寺はばつの悪そうな顔で目を窓まどの外へ向けた。

「家だ。姉あね貴きのたんすから取ってきた」

「それって完全に下した着ぎドロだぜ。しかも、ちょっと近きん親しん相そう姦かん気ぎ味みだ」

「しかたないだろう!?　ほかに覆面になりそうなものなんてなかった。おまえが必要だって言うから、いやいや取ってきてやったんだ！」

　俺はストッキングをしげしげとながめ、息を吸すいこみ、思いきって頭からかぶった。なんとなく、これをかぶった状じよう態たいで深しん呼こ吸きゆうするのは変へん態たいっぽく思えた。

「おめえの姉貴。いくつぐらいなんだ？」

「十九だ」

「ちょっとエロい趣しゆ味みしてるよな」

「殺されたいか虎雄!?」

「こんど紹しよう介かいしてくれ」

　総持寺がズボンと腹はらの間から銃じゆうを抜ぬいた。俺はあわてて正しよう面めんに向きなおった。

「美人であることを祈いのるぜ。おまえの姉貴がよ」

　車が、やっとまともに動きはじめた。下に引っかかっていたなにかが取れたらしい。

　茨木がアクセルをいっぱいに踏ふみこんでいたため、車はほぼ正せい門もん前の道路を横おう断だんするぐらいバックした。あわてて茨木がブレーキをかける。

　俺たちはいったん前のめりになり、直後に、またシートへ叩たたきつけられた。息がつまり、背せ骨ぼねが悲ひ鳴めいをあげる。俺は隣となりの茨木に抗こう議ぎした。

「ちくしょう。もっとていねいに運転しやがれ！」

「しょうがないじゃない。こんなぼろ車、動いてるだけでも不ふ思し議ぎなのよ？　それに、車の下になにか引っかかってたんだから」

　茨木がわめきちらす。だがこんな平へい坦たんな場所で、いったいなにが引っかかっていたというのか。俺は割われたフロントガラスから身を乗りだしてみた。

「なにがあるってんだ？　いや、ちょっと待った。正門の前あたり、なんかあるぜ」

「なんだっていいわよ。それより、出すわ。購こう買ばいに行けばいいんでしょ？」

　茨木が腹を立てたように訊きいてくる。俺の代かわりに、総持寺がこたえる。

「そうだ。その前に茨木、覆ふく面めんを忘わすれるんじゃないぞ」

　総持寺が、うしろで自分もかぶっている。

　ちくしょう、この野や郎ろう。自分だけ目と口の位置に穴あなの開いた、ちょいと格かつ好こう良い毛糸のマスクじゃねえか。俺は黒のストッキングだというのに。肌はだや髪かみのつけ根が引きつり、とても気持ち悪い思いをしているというのに。

　茨木も懐ふところからストッキングを出した。肌色のストッキングだ。こいつはきっと自分で買ったにちがいない。なんの疑ぎ問もんも抱いだかずに。というより、自分自身で愛用しているにちがいない。おえっ。

　茨木がギヤを変えた。車が正門の中めがけて走りだした。

　窓まどの外では、野や次じ馬うまたちが俺たちの動きに気づきはじめていた。急にバックした軽自動車に驚おどろき、立ちつくし、目を丸くしている。ぽかんと口をあけて見ている。もう覆面をしたから、いまさら見られたところでどうってことはないが。

　問題は正門の前だ。軽自動車のタイヤに引っかかっていた物体。その黒い輪りん郭かくが近づいてくる。

「なんだありゃ？」

　俺には人のように見えた。倒たおれ、服が引き裂さけ、ぼろぼろになった小こ柄がらな男だ。ずっと車の下に倒れていたらしい。しかも後こう退たいしようとする車にずっと引っぱられていたらしい。

　あそこに倒れていたということは、恐おそらく軽自動車が正門にぶつかったときに巻きこまれた、ということだろう。追つい突とつされ、倒れ、車の下した敷じきになった？　不自然な位置だが、それ以外には考えられない。

「なんてこった。あの野郎、絶ぜつ対たいに死んでるぜ」

　車が男の脇わきを通りすぎた。つまりは正門を抜ぬけたということだ。俺は車の進行に合わせて首を横に向け、遠ざかる男を注意して見た。総持寺や茨木は前を見ることに必ひつ死しで、男には気がついていないようだ。

「いまの野郎。ヒトミに似にてやがったな」

　俺は首を前にもどした。総持寺が助じよ手しゆ席せきと運転席の背もたれをつかみ、頭を突つきだしてくる。

「どうした？　どうかしたのか？」

「なんでもねえ。ちょいと知りあいを見かけたように思ってよ。ま、きっと気のせいだ」

「知りあいで思いだした……と言うより、思いついたんだが」

　総持寺が改あらたまった調ちよう子しで言ってきた。

「虎雄。おまえ、覆ふく面めんなんて意味あるのか？」

「あたしもそう思ってたところ」

　総持寺と茨木がそろって顔を向けてくる。顔にはどことなく困こん惑わくしたような、複ふく雑ざつな表情が浮うかんでいる。覆面ごしにもそれがわかった。

　俺はたずねた。

「なんでだ？」

「なんでって言われてもな。おまえ、ショットガンを持ったままだろうが。学内でそんなものをふりまわすやつなんて、おまえ以外にだれがいるんだ？」

「あたしもそう思うわ」

　茨木がまたくり返した。

　俺は無む言ごんで股またの間に置いたショットガンを見み下おろした。たしかに、こいつは俺のシンボルだ。だが武ぶ器きなしで襲しゆう撃げきを行おこなうわけにはいかない。いまさら武器を変えている余よ裕ゆうもない。なにより、俺はこいつを持って強盗がやりたい。

「わかった。刑事部のほうには、あとで銃の盗とう難なん届とどけを出しとく。刑事にとっては不ふ名めい誉よなことだが、しかたねえ」

「そういう問題なのか？」

「そういう問題だ」

　俺は言い切った。マフィアどもは返す言葉もない。総持寺はまだなにか言いたそうな様よう子すだったが、ぐっとそれを飲みこみ、ズボンと腹の間からオートマティック式の拳けん銃じゆうを取りだした。

「まあいい。おまえの正しよう体たいがばれようがばれまいが、オレの知ったことじゃない」

「そういうこった」

「ねえ。最初に向かうのは、新校こう舎しやの前にある購こう買ばいでいいんでしょ？」

　茨木が確かく認にんしてくる。俺はショットガンの銃じゆう把はに手をのばした。

「そうだ。一昨日おとといの夜に、まぬけどもが押おし入った店さ」

「もう見えてるわ」

　茨木がアクセルから足を離はなす。と同時にブレーキを踏ふみこみ、悲ひ鳴めいのような音を響ひびかせる。俺は慣かん性せいで前に引かれ、あやうくフロントガラスを越こえて前に飛ばされそうになった。

　歩いていた生徒たちが驚おどろき、道の脇わきへ飛びのいた。歩道で話していた女子生徒の群むれが棒ぼう立だちになり、抱かかえていたノート類をばたばたと落とした。

「よし。二分で片かたづけるぜ。それ以上はかけねえ」

　俺は宣せん言げんした。扉とびらの把とつ手てに手をかけ、蹴けりつけるようにして開けた。開けようとしたのだが──ひしゃげた屋や根ねに引っかかり、うまく開かない。乗るときはうまくいったというのに。俺は扉に体当たりをかけた。

「ぐわ、痛いてえ！」

　割われ残ったガラスで手を切った。だが扉はなんとか開けられた。地面に頭から転ころがる。

　総持寺はすでに出ていた。歩道に立ち、銃を抜いて、全面ガラス張ばりになった購買の壁かべをにらんでいた。緊きん張ちようしているのがはた目にもわかる。茨木は車を担たん当とうするため、運転席に残っている。

　ガラス壁は、一昨日ほとんどが割れた──俺が割った──ために、現げん在ざいも修理中だ。俺が負ふ担たんを要求されている弁べん償しよう代だいが五十万だから、実じつ際さいの修理費はもっと高こう額がくだろう。つまり、それぐらい規き模ぼの大きな工事ということだ。灰はい色いろのつなぎを着きた業者の男たちが真新しいガラス板を取りつけている。

　俺はいったん軽自動車に目をもどし、ひしゃげた屋根を叩たたいた。

「この車の屋根、どうやったらこんなふうにへこみやがるんだ？」

「横向けに回転して、さらに縦たて回転もしたらしいな」

　総持寺がおれの質問にこたえる。

　俺たちはうなずきあい、歩道を駆かけた。ノートを拾ひろっていた女子生徒たちがおびえた表情であとずさった。

　業者の男たちを押しのけ、張りかえたばかりのガラス扉を押しあけた。中に踏みこむ。

「全員、そのまま動くんじゃねえ！　床ゆかに伏ふせやがれ！」

　俺はショットガンの銃じゆう身しんを上に向けた。そして撃うった。蛍けい光こう灯とうが割れて破は片へんをばらまいた。ＢＢ弾だんが荒あれ狂くるい、紫むらさき色いろの電光が散った。

　一秒後、店内は悲ひ鳴めいで満みたされた。







　　　ヒトミ５　「生きてる。僕ぼくは生きてる」




　ヒトミはアスファルトを引っかくようにして立ちあがった。立てなかった。また地面につっぷした。

　なぜ自分が生きていられるのかわからない。軽自動車に真上からのしかかられ、地面に押おしつぶされたというのに。さらに、車が動きだしたせいで、ヒトミを乗り越こえようとする前ぜん輪りんにひたすら脇わき腹ばらを圧あつ迫ぱくされたというのに。すぐに逃にげようとしたのだが、回転をはじめた前輪の下に服がはさまれてしまい、それもできなかった。

　とうとう全重量をかけられる、というときになって、かろうじて脇へ転がることができた。だがそれだけではすまなかった。服が車の底に引っかかり、地面を五メートルも引きずられてしまったのだ。

　服が引き裂ひけ、皮ひ膚ふがぼろぼろになった。髪かみの毛だって数え切れないぐらい抜ぬけてしまった。眼鏡めがねのフレームは折おれて曲がっている。レンズは片方がひびだらけになっている。レンズとフレームがセットで六千四百円、という超ちよう破は格かく値ねで買ったものだから、それほど痛いた手でではないが。あのときはしつこく「もっと上のクラスのレンズにしたほうが……」とすすめられたが、なんとか店員の誘さそいに抵てい抗こうし、ふところ事じ情じようを優ゆう先せんしたのだ。

「生きてる。僕は生きてる」

　頰ほおに当たる地面の感かん触しよくが心ここ地ちよかった。あれだけの痛いた手でをこうむったというのに、意い識しきははっきりとしている。

　僕は不ふ死じ身みだ、とつぶやいてみた。まるで不死身で知られる刑事部長さながらだ。案外、次の刑事部長は自分かもしれない。いや、そんな馬ば鹿かな。

　身体からだを起こした。今度はうまくできた。視し線せんを上げて驚おどろく。十人ぐらいの生徒が集まり、ヒトミのまわりに輪わを作っている。まるで突とつ如じよとして空から降ふってきた宇うち宙ゆう生物かなにかを見るような目でこわごわと観かん察さつしている。

　ヒトミが上じよう体たいを起こすと、「おお……」というざわめきが広がった。なんて人たちだろう。救急車を呼よんでくれたっていいのに。

　自じ力りきで立ちあがった。ミニバンが燃もえている。ＲＶ車がひっくりかえり、裏うら返がえしになっている。ヒトミに激げき突とつしてきた軽自動車は消えている。

　軽自動車の下した敷じきになっているとき、なぜか、イミコや虎雄、それに総持寺の声を聞いたように思った。意い識しきが朦もう朧ろうとしていたためだろう。記き憶おくの中の映えい像ぞうや声が勝かつ手てに再さい生せいされてしまったのだ。

　危あぶないところだった。あと少しで天に召めされるところだった。

「医い務む室へ行かなきゃ」

　ヒトミは歩きだした。またざわめきが広がり、人ひと垣がきがさっと左右に分かれた。まるでモーゼの十じゆつ戒かいさながらに、海が左右へ開くみたいに。といっても、それほどの人数がいたわけではないのだが。

「なんで僕がこんな目に……」

　手足が言うことを聞かない。自分が幽ゆう霊れいになって、他人の身体からだに乗り移うつったみたいだ。

　左右の足を順番に、なんとか一歩ずつ前へ出した。







　　　茉理（エプロン刑事）５　「ってことは、あたしの出で番ばんだよね」




　茉まつ理りは白いエプロンを風になびかせ、上じよう機き嫌げんで歩いていた。いまはいつもの捜そう査さスタイル、素す肌はだの上に白いエプロンだけ、という格かつ好こうに身を包つつんでいる。

　この住じゆう宅たく街がいは緑みどりが多く、いくら歩いても飽あきることがない。相あい変かわらずゆるやかな時間が流れている。

　鼻はな歌うたが口をついて出た。時間はたっぷりとある。総持寺はうまくカネを手に入れたと言っていたから、あとはそれを彼の家で受けとるだけだ。

　組そ織しきの資し金きんは予定どおり確かく保ほされる。べつに、そのこと自体にそれほどの執しゆう着ちやくがあるわけではない。だがやはり、自分の立てた誘ゆう拐かい計画がうまくいったと思うとうれしいものがあった。心も足どりも軽くなった。

　エプロンのポケットで、携けい帯たい電話が音を鳴ならした。いつもの着ちやく信しんメロディとはちがう音。メールの着信を伝つたえる音だ。

　液えき晶しよう表ひよう示じを見てみた。どうやら刑けい事じ部ぶ長ちようから刑事部の刑事全員に、一いつ括かつ送信されたものらしい。なにか事じ件けんが起きたにちがいない。

「どうしよっかなあ」

　昨日きのうの夜から朝にかけて、刑事部や兄である〈まるだし刑デ事カ〉からは何度か電話がかかっている。着信履り歴れきの件数は十件。気づかなかったり、ちょうど電話をバイト先の更こう衣い室に置いていたりで、出られたことは一度もなかったが。

　いずれにしても、かけなおしたりはしていなかった。面めん倒どうなので無む視しを決めこんでいたのだ。だがそろそろ相手をしてもいい頃ころ合あいかもしれない。なにより、これは新たな事件のための緊きん急きゆう召しよう集しゆうなのだ。兄からの小こ言ごととはことなる。

「誘拐事件でおカネを取られちゃったばっかなのに。元気だよね、うちの刑事部って」

　もう頭を切りかえて、次の事件に取りかかっているのだ。

　時間はあることだし、捜そう査さに協力してみようか。してこまることはなにもない。せいぜい総持寺を待たせる程てい度どだ。こちらはカネの受けとりを二日も待たされたのだから、この点は気にしなくてもいい。

「また活かつ躍やくしちゃおっかな」

　学内マフィア以外、すなわち仲間以外の犯はん罪ざいはきびしく取り締しまる。それが〈エプロン刑事〉である茉理の理り念ねんだ。そして茉理は、学内マフィアが今日きようなんらかの事件を起こす、などという情じよう報ほうは耳にしていない。

　いま刑事が召集されている件は、恐おそらくは突とつ発ぱつ的な、学内マフィアとは無関係な連中の犯はん行こうだろう。茉理が取り締まっても問題はない。

「ってことは、あたしの出番だよね」

　携帯を操そう作さし、メールの内ない容ようを表ひよう示じさせた。文章は簡かん潔けつだった。

『所しよ轄かつ内で五一〇発生。現げん場ばは寮りようの敷しき地ちに近い購こう買ばい。犯人は覆ふく面めんをした三人組の男。犯行には改かい造ぞうモデルガンと古い軽自動車を使用。本件を最優ゆう先せん、可か能のうな者はすぐに急行せよ』

「うわあ。やるなぁ、この犯人」

　五一〇、というのは強ごう盗とう事件に割わり当てられた番号だ。ちなみに「五一〇」と「ごぉ、とお」をかけてあるらしい。刑事部でこういった趣しゆ味みの悪さを発はつ揮きするのは、もちろん不ふ死じ身みの刑事部長に決まっている。

「軽自動車で学校の敷地内を走りまわってる、ってことだよね」

　通つう報ほうがなされたということは、すでに強盗事件は発生してしまった、ということだ。うかうかしていると犯人に逃にげられてしまう。原げん付つきに乗れる刑事は多いが、さすがに車が相手だとすぐに引き離はなされてしまうだろう。

「あたしが着つく頃ころには、もうとっくに逃にげられてるかなぁ」

　ここから学校までは徒と歩ほで二十分ほどの距きよ離りだ。歩いてもどるのは論ろん外がい。タクシーを呼よぶのも同じことだ。ほんの数分のことではあるが、時間がかかりすぎるし、徒歩もタクシーも犯人の追つい跡せきには向かない。どうすればいいのか。

　茉理は周しゆう囲いを見まわしてみた。平和な住じゆう宅たく街がい。あきらめかけたが、その必要はなかった。

　視し線せんが一点に吸すい寄よせられる。

「あれだぁ！」

　みがきあげられたクロームの、まぶしいような輝かがやき。茉理は思わず胸むねの前で手を組みあわせた。

「簡単には貸してくれないだろうなぁ。まあいいけど」

　エプロンの裾すそを上へずらした。ただでさえ裾の短いエプロンだが、その布ぬのがかろうじて隠かくしてくれる腿ももの位置に、茉理は革かわ製せいのストラップを巻いていたのだ。

　両方の腿に、それぞれ一本ずつのストラップ。そして、そのストラップには、小こ型がた拳けん銃じゆうを取りつけてある。手の中にすっぽりとおさまる護ご身しん用のオートマティック拳銃だ。

「心をこめてお願いしたら、きっと貸してくれるよね」

　茉理は親指でストラップの留とめ金をはずし、左右の腿から、同時に二丁ちようのオートマティックを抜ぬいた。エプロンの布地が重力に引かれ、元の位置にもどった。

　茉理は銃じゆう口こうを上に向け、たまたま見つけたすばらしい移動手段のほうへ、軽かろやかな足どりで近づいていった。







　　　虎雄（ショットガン刑事）12　「なんてこった。なんて光景だ……」




　俺おれはガラス扉とびらの前でふり返った。最後に一発、店内に向けてぶっぱなした。陳ちん列れつ棚だなの倒たおれるやかましい音が追いかけてくる。それらの轟ごう音おん、悲ひ鳴めい、怒ど号ごうなどに背せ中なかを押おされるようにして外へ飛びでた。

　札さつ束たばが風で舞まい散る。総持寺が立ちどまり、思わず札のほうへ手をのばしかけた。

「ほっとけっ。どうせたいした額がくじゃねえ！」

「もったいないが……くそっ」

　総持寺が歯を食いしばる。名残なごりおしそうに空中の、そして歩道に落ちた札をにらむ。だが舌した打うちひとつ、すぐに俺を追って走りだした。総持寺は馬ば鹿かじゃない。

　歩道を駆かけ抜ぬけ、軽自動車の扉までたどり着ついた。心配顔の茨木が片かた手てでハンドルを、もう一方の手で小型の銃を握にぎっている。

　総持寺が腕うでをふりまわし、茨木に合あい図ずした。

「すぐに出せ。次の店に向かうんだ！」

　俺はひしゃげたボンネットに飛び乗り、その上を歩いて、助じよ手しゆ席せき側がわへまわりこんだ。扉を開けて乗りこむ。

　俺と総持寺が扉を閉しめたのは同時だ。茨木がアクセルを踏ふんだのも同時。俺がシートにおさまりきる前に走りだした。身体からだが背せもたれに押しつけられる。

「どうだったの？」

「完かん璧ぺきだぜ」

　茨木の質しつ問もんに、俺はこたえた。首をうしろの総持寺に向ける。

　総持寺は不ふ敵てきに笑い、購こう買ばいのビニル袋ぶくろを前に出した。中にはあふれんばかりの札束が入っている。というより口から少しあふれている。薄うすいビニルが札束の重みに耐たえきれず、たわみ、いまにも袋の底そこが抜けそうだ。
















「すごいわ」

　茨木の興こう奮ふんが伝つたわってくる。爆ばく発はつしそうな心しん拍ぱくと軽自動車のでたらめな振しん動どうが同調している。俺たちの体温だけで車内の温度が百度ぐらい上じよう昇しようしたように感じられる。

「どれぐらいあるの？」

「店長は八百万と言ってた。期き待たいはずれだが、少ないってわけでもない」

　総持寺が言い、袋をうしろの席へ引きもどした。俺は「袋がやぶれないように重かさねとけ」と命じた。

「わかってる。えらそうに言うな！　おまえに命めい令れいされる筋すじ合あいはない」

「べつに命令したわけじゃねえさ。……袋だ」

　俺は店内からパクってきたごみ袋のパックを放ほうり投げた。総持寺はうまくつかみとり、封ふうをやぶった。新しい袋の口を開き、さっそくカネ入りの袋に重ねはじめる。風が吹ふきこむため、ずいぶんとやりにくそうにしている。

「そうだ虎雄。だいたい、なんでおまえが助手席なんだ？　普ふ通つうならオレのほうが前だろうが？」

「気にするんじゃねえ。俺は前のほうが好きなんだ」

「だれもそんなことは聞いてない！」

　総持寺がほえる。俺は聞き流し、ショットガンに新しい弾たまをこめた。

　覆ふく面めんを出したときの、総持寺の言葉が思いだされる。ショットガンを使えばあっさり犯はん人にんが俺だとばれるのではないか。たしかにそんな気がしてきた。だがそのときはそのときだ。総持寺に脅おどされた、と言い訳わけすればいいだけのことだ。

「次はどこだ？」

　総持寺がつっかかるような口く調ちようで訊きいてくる。俺はこたえた。

「第三食堂の近くだ。こいつは期待できるぜ？　購こう買ばいの中でも特にでけえ。金庫の中にはたんまりとつまってる」

「ぜんぶで一千万あればいい」

「だめだ。俺もちょいと一千万ほど入いり用なんでな。総持寺と俺のぶんで合わせて二千万、必要になる」

「知ったことじゃない」

　総持寺の、スキーマスクの奥おくにある目はらんらんと輝かがやいている。大たい金きんの放はなつ魅み力りよくにのまれている。俺は念ねんのために注意した。

「気を抜くんじゃねえぜ」

「いちいちやかましいぞ!?」

「いまの店の騒さわぎで、きっともう刑事部に通つう報ほうが行ってる。もたもたしてると店ごと包ほう囲いされちまうぜ。すぐに、刑事部の連中が蟻ありみたいに集まってきやがる」

　購買が見えてきた。さっき襲おそった店と同様、壁へき面めんがガラス張ばりになっている。こちらはガラスが割れたりしていないので、修しゆう理りのための業者などはいない。ますます遠えん慮りよなく暴あばれられる。

　茨木が車を停止させた。

「よし。いくぜ」

　俺は店のほうへ顎あごをしゃくり、車から降おりた。今度は助手席側に店の入り口がある。総持寺はさっきとは反対側、左側の扉とびらから降りた。銃をぶらさげ、姿し勢せいをぴんと正ただし、堂々と入り口に近づいていく。

「今度はオレがやる」

　そう言い、総持寺がガラス扉を押した。先に店内へ入った。俺はうなずき、あとに続いた。

「おまえら全員、床ゆかに伏ふせろ！」

　総持寺が銃じゆう口こうを上に向ける。だが拳けん銃じゆうを撃うったぐらいではいまいち迫はく力りよくに欠かける。そのことに気づいたらしく、総持寺は陳ちん列れつ棚だなのひとつに近づき、それを蹴けり倒たおした。

　中にいた連中の視し線せんがいっせいに集まった。七、八人ぐらいいるだろうか。男子生徒が半分、女子生徒が半分といったところ。それに男子生徒のバイト店員が四人。ここから死し角かくになっている場所についてはわからない。まだ何人かいるかもしれない。

「伏せろと言ってるんだ。早く！　なにをしてる!?」

　こういう状じよう況きようにおける人の反はん応のうは見み物ものだ。言われたとおりに伏せるやつなんてひとりもいやしない。いや、ひとりだけは伏せた。気の弱そうな、だが頭のよさそうな三つ編あみの女子生徒だ。持っていた玩具おもちや入りの菓か子し箱ばこかなにかを棚へもどし、そろそろとしゃがんで、床にぺったりと身体からだをつけた。利り口こうな女だ。

　その他のやつはぼう然ぜんと立ち、総持寺の顔を見ている。店員たちは言われもしないのに両手を差しあげたりしている。

「馬ば鹿かにしてるのか、おい!?」

　総持寺がさらに店内へ踏ふみこみ、近くにいた店員の眉み間けんに銃を突つきつけた。同時にどこかで女子生徒が悲ひ鳴めいをあげた。悲鳴が連続し、大だい合がつ唱しようになった。

　あわてて客たちが床に伏せはじめる。さっき最初に伏せた女子生徒は息をつめてことの成なりゆきを見ている。

「よし、それでいい。自分は安全だ、なんて思うんじゃないぞ。オレはためらったりしないからな。動くやつがいた場合は、遠えん慮りよなく撃つ」

　総持寺がカウンターの前を歩き、脅おどしを客たちの胸むねに刻きざみつける。

　俺は外を警けい戒かいしつつあとに続いた。総持寺が店員の脇わき腹ばらを蹴け飛とばし、起きあがらせた。

「おまえは立て。金庫室へ案内するんだ」

「金庫室？」

「金庫室でも事じ務む室でもなんでもいい。とにかく、金庫のある部へ屋やへ連つれていくんだ！」

「でも……」

　男子生徒はまた、今度は小さく両手を上へ差しあげ、ためらいがちに身体からだを起こした。総持寺が銃口を男子生徒のこめかみにぐりぐりと押しつけ、すごみをきかせる。

「だれが勝かつ手てにしゃべっていい、なんて言った!?」

「わかりました。案内はしますけど、でも」

「さっきから、でも、でも、ばっかり言ってるな。そんなにデモが好きか？　おまえはデモ隊か？　オレはデモをするやつらなんか嫌きらいなんだ！」

　総持寺は頭に血がのぼっているようだ。

　俺は総持寺を押しとどめ、代かわりに店員と話した。

「でも、なんなんだ？　言ってみやがれ」

「いまは、店長がいませんから。金庫は、鍵かぎがかかってると思いますけど」

「んなこた、おめえの気にすることじゃねえんだよ。それに、案内も必要ねえ」

　俺は、今度は総持寺のほうへ向きなおった。総持寺が不ふ審しんそうに目を細める。

「どういうことだ？」

　俺は総持寺の胸むなぐらをつかみ、彼の耳を俺の口もとに寄せた。

「ダイヤル・ロックの番号はわかってる。案内は必要ねえ。金庫はまかせな──おめえは、こいつらを見み張はってりゃいい」

「そうか。そうだな」

　総持寺は、忘わすれていた、というように顔をしかめた。いらだたしそうにうなずくと、銃口を店の奥おくに向けて動かした。

「わかった。行け！」

「しっかり見張ってろよ」

　俺は店を横切り、カウンターのうしろをまわりこんだ。奥にある扉とびらを抜ぬけて、事務室に飛びこむ。金庫は記き憶おくしていたとおりの場所にあった。

　金庫の前へ移い動どうし、ショットガンを脇わきの机つくえに立てかけた。その場でかがみこみ、番号を慎しん重ちように合わせていく。

　と、いやな視し線せんを感じた。人間のものとはことなる視線。

　俺は上を向いた。天てん井じよう近くに監かん視しカメラが設せつ置ちしてあった。俺はそちらへわざと笑え顔がおを向け、右手で銃をひっつかんだ。銃口を上げてぶっぱなす。

　監視カメラは一いち撃げきで粉こな々ごなになった。跳ちよう弾だんがせわしなく飛びまわった。

　その音に呼こ応おうするように、外からサイレン音が飛びこんできた。刑事部の連中が自分の原げん付つきに取りつけているサイレンだ。ちくしょう。

「思ったより早いじゃねえか……」

「おい。まだか!?　刑事部サツが来てるぞ。いつまでかかってる!?」

　総持寺が頭を突っこんできた。俺は手をふって追いはらった。

「すぐに終わる。客から目を離はなすんじゃねえ！」

　総持寺はすぐに頭を引っこめた。直後、店てん舗ぽ部分から銃じゆう声せいが聞こえてきた。案の定じよう、目を離した隙すきに逃にげようとした客がいたらしい。総持寺がそれを容よう赦しやなく撃うったのだ。

　俺はあらためて金庫の前にかがみこんだ。最初からやりなおしだ。

　番号を合わせると、金庫はなめらかに開いた。中には予想した以上の札さつ束たばが入っていた。いくらあるのか気になるが、数えている暇ひまはない。

　俺は袋ふくろを忘わすれてきたことに気づき、舌した打うちした。しかたなく札束を次々と手に取り、コートのポケットに突つっこむ。

　こういうときは、深いポケットのたくさんついたロングコートが役に立つ。外にふたつ、内側にもふたつ。札束の量はかなりあるが、それでも二十にはとどかない。ポケットに三束ずつ押しこみ、ズボンのポケットにも入れれば、難なんなく運ぶことができる。

「おいっ。虎……ストッキング野や郎ろう！」

　総持寺があやうく俺の名前を呼よびかけた。強ごう盗とうの最中に仲間の名前を呼ぶなんて論ろん外がいだ。

　俺は立ちあがった。大急ぎで店舗部分へ駆かけこんだ。総持寺がカウンターの前に立ち、客たちを脅おどしつけている。俺はその横に立った。

　いま、まさに、店の前に刑事たちの原付スクーターが急停止したところだ。道に原付が並ならべられる。

　様さま々ざまな特とく徴ちようを持った刑事たちが銃を片かた手てに降おりてくる。原付を盾たてにして地面にしゃがみこみ、こちらへ銃を突つきつけてくる。店は完全に包ほう囲いされたようだ。店の外を取りかこむ刑事部の連中と、カウンターの前に立ちつくす俺と総持寺。

　俺は一いつ瞬しゆん、目を奪うばわれた。まさに壮そう観かんとはこのことだ。十名を超こす刑事たちがずらりと、無意味に、横一列に並んでいる。そしてその中心に、一歩前へ出る形で立っているひとりの刑事。

「なんてこった。なんて光景だ……〈まるだし刑デ事カ〉！」

〈まるだし刑事〉が刑事たちの中心で仁に王おう立だちになり、松まつ葉ば杖づえに寄りかかっていた。

　ヒトミが「〈まるだし刑事〉は大おお怪け我がを負おった」と言っていたが、あの話はどうやら本当だったらしい。〈まるだし刑事〉は全身を包ほう帯たいでぐるぐる巻まきにされている。裸はだかの上から包帯を巻かれている。ある意味、いまの〈まるだし刑事〉は〈まるだし刑事〉ではない。しいて言うなら〈包帯刑事〉だ。思わず、胸むねの中でつぶやく。

「すげえ執しゆう念ねんだぜ、〈まるだし刑事〉──いや〈包帯刑事〉！　そんな状じよう態たいで、まだ捜そう査さに参加しようってのか？　しかも、この場の指し揮きをとってるみたいじゃねえか」

　俺は感動した。これこそ刑事のかがみだ。刑事のかがみであると同時に、鏡かがみすなわちミラーを見せてやりたい人物でもある。

「おい虎雄。あいつの格かつ好こう……」

　総持寺が、思わず俺の本ほん名みようを呼んでしまう。ぼう然ぜんとつぶやいてしまう。

　俺はうなずいた。なんてことだろう。〈まるだし刑事〉はあれだけの大怪我をしていながら、あれだけ全身を包帯で巻かれながら、なぜか局きよく部ぶには傷きずを負わなかったらしいのだ。そして、なぜか、局部にだけは包帯が巻かれていないのだ。信じられない。

　あれはやはり〈包帯刑事〉ではなく〈まるだし刑事〉と呼ぶべきだろう。より重要な意味でまるだしだからだ。

〈まるだし刑事〉の姿すがたに気づいたらしい女性客たちが悲ひ鳴めいをあげはじめる。さっきまでとは別の理由から発せられる悲鳴だ。

「犯はん人にんに告げる。あきらめて投とう降こうしろ！」

〈まるだし刑事〉がよく通る声で言ってきた。オペラ歌手さながらの美び声せいだ。

　俺は歯を食いしばった。

「完全包囲ってところだな」

「どうするんだ？」

　総持寺が指し示じを求めてくる。たしかに、あんなに強きよう烈れつなものを見せつけられてしまっては、「まるだし慣なれ」していない人間に冷れい静せいな判はん断だんなどできるはずがない。

「びくついてんじゃねえ」

　俺は言い、外に目をこらした。停とまっているはずの軽自動車が見えない。

「おい総持寺。茨木はどうしたんだ？　どこへ行きやがった？」

「逃にげたみたいだ。刑事部と入れかわりに、遠ざかっていくのが一いつ瞬しゆんだけ見えた」

「まあ、しかたねえと言えばしかたねえな」

　茨木を責せめることはできない。無む駄だにつかまるのを待つようなやつはただの馬ば鹿かだ。自分だけ逃げた、というのは当然の行動だ。

　ふいに、店内にいた客の男子生徒が悲鳴をあげた。完全に恐きよう慌こう状じよう態たいだ。〈まるだし刑事〉の格かつ好こうを見て発はつ狂きようしたのかもしれない。手をふり、よだれを垂たらしながらガラス扉とびらのほうへ走っていく。一いち目もく散さんに駆かけていく。

「くそっ」

　俺は反はん射しや的に引き金をしぼった。撃つつもりはなかったのだが、そして撃つ必要もなかったのだが、男子生徒の動きにつられてしまったのだ。弾だん丸がんが男子生徒の背せ中なかに命中する。

　男子生徒の身体からだがふっとび、ガラス壁かべにぶちあたった。ガラスが粉こな々ごなに砕くだけ、外へとばらまかれた。雑ざつ誌しのラックが男子生徒の激げき突とつを受け、倒たおれ、新しん刊かんが扇おうぎのようにぶちまけられる。男子生徒が歩道の上に転ころがる。

　それが引き金になった。外にいる刑事部の連中が発はつ砲ぽうしてきた。次々と撃ちはじめた。俺と総持寺を狙ねらい撃ちにしている。〈まるだし刑事〉だけは撃っていないようだ。病やみあがりなので、戦せん闘とうはひかえ、指し揮きに専せん念ねんするつもりらしい。

「ちくしょうっ」

　俺は狙い撃ちにされるのを避さけるため、総持寺を床ゆかへ突つきとばした。自分は横っ飛びに床を蹴った。カウンターのうしろ側へ転がりこんだ。頭の上でホットコーヒー用の四角いガラスケースが破は裂れつする。コーヒー缶かんがごろごろと転がる。

　頭を上げた。客たちは悲鳴をあげて縮ちぢこまっている。あるいは走りまわろうとしている。

　表おもての、俺が割ったガラス壁から刑事たちが踏ふみこんできた。先頭にいるのは〈ニコラス刑ケイ事ジ〉だ。

　俺は床の上をさらに転がった。カウンターの陰かげから飛びだし、別の陳ちん列れつ棚だなのうしろ側へ移うつった。すかさず刑事たちが発砲してくる。〈ニコラス刑事〉が同どう僚りようの援えん護ごを受けて突とつ撃げきし、店内へ入りこんでくる。俺のうしろでは総持寺が撃っている。

　刑事部の仲間を撃つのは気が引ける。だが撃たないわけにはいかない。むざむざとやられるわけにはいかない。これも誘ゆう拐かい犯はんを逮たい捕ほするためだ。イミコの身みの代しろ金きんを手に入れるためだ。相手に命中させるのは避け、威い嚇かく程てい度どに撃って、逃げだす機会を狙うしかない。

　俺は撃った。直ちよく撃げきさせるつもりはなかったのだが、運の悪いことに、〈ニコラス刑事〉がもんどりうって倒れた。ふらつき、キャンペーン中かなにからしいチョコレート菓が子しの箱はこの山を豪ごう快かいに倒とう壊かいさせた。くずし、ばらばらにして、その上に倒れこんだ。頭ず上じようから、さらにキャンディの袋ふくろやらキャラメルの箱やらが追い打ちをかける。俺は苦にがい気持ちでそれをながめた。

「くそっ。〈ニコラス刑事〉、すまねえ」

「逃げられっこないぞ!?」

　総持寺が叫さけぶ。彼は立ちあがり、やみくもに撃った。

　すぐに数倍の反撃が返ってきた。総持寺は頭をかかえ、カウンターの陰に身をもどした。

　足もとにはそこら中に缶コーヒーが転がっている。中には紅こう茶ちやの缶も混まじっている。

　踏みこんできた刑事が缶に足をすべらせて倒れた。まともに尻しり餅もちをつき、尾びてい骨こつを打った。あれは〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉だ。ゲリラ戦を得とく意いとする迷めい彩さい服ふく姿すがたの刑事だが、足もとに注意を払はらっていなかったらしい。地じ雷らいは彼の得意分野だというのに。

「おまえら、そこまでだ！」

　総持寺が立ちあがった。腕うでに店員の男を抱かかえている。男はおびえた目で総持寺の持つ拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうを見ている。黒い穴あながブラックホールよりも大きく見える瞬しゆん間かん。

「刑事ども、とっとと道を開けろ！　店の外までさがるんだ。でなきゃこいつをぶっとばす！」

　総持寺の脅きよう迫はくに従したがい、刑事どもがうしろへさがった。じりじりと店の外へ出ていく。〈出で歯ば亀がめ刑事〉は最もつとも遠いところから様よう子すをうかがっている。あいつはいつもこっそりと見ているだけだ。

「おい総持寺。ありゃなんだ？」

　俺おれは外を指さした。店の前に陣じんどった刑事たちも一いち様ように顔を横に向け、道の先を凝ぎよう視ししている。敷しき地ち内を遠くから、俺たちのいる購こう買ばいに向かって、なにかが近づいてくるのだ。

　俺は目を細めた。この角度からではよくわからない。

　総持寺が不安そうに首をめぐらせる。

「なんだ？　オレのところからは見えないが」

「なにか聞こえねえか？」

　俺は総持寺に言い、耳をすませた。

　女子生徒たちの悲ひ鳴めい。跳はねまわるＢＢ弾の音。転がる缶コーヒーの音。天てん井じようで弾はじける蛍けい光こう灯とうの破は裂れつ音おん──そのはるか向こう側から響ひびいてくる重い音。缶コーヒーよりは重いが、同時に軽々しさ、安っぽさも感じさせる音だ。

「車か？」

　総持寺が首をかしげる。

　俺はショットガンに次の弾たまを装そう塡てんし、薬やつ莢きようを落とした。

「この音、まちがいねえ。俺たちの乗ってたぽんこつだ。あの軽けいのエンジン音だ！」

　俺は喝かつ采さいした。店内に入りこんだ──入りかけていた刑事たちも道の先に注意を奪うばわれている。

「よしっ。いけるぜ！」

　俺は陳ちん列れつ棚だなの陰かげから転がりでた。ひとつ前の列、さっき割われたガラス壁かべ側の陳列棚に移り、また身を隠した。

「総持寺っ。車が来るまで食いとめろ！　それまでもてばいい。この状態を維い持じするんだ！」

　俺は棚の上にショットガンの銃じゆう身しんをのせた。入ろうとしていた刑事に向かって撃ちまくった。ためらいなく撃てたのは、撃ってもいい相手だったからだ。

　いまふっとんだ刑事の名前は〈調ちよう教きよう刑デ事カ〉。彼の首にはネクタイの代かわりに首くび輪わがついている。服の下はロープで縛しばられているといううわさだ。調教するのではなく調教されるのが趣しゆ味み。ひとりで何時間も取とり調しらべ室しつにこもっていることが多た々たある、刑事部の中でもよりぬきの変へん態たい刑事だ。放ほう置ちなんたら、とか言うらしい。俺にはよくわからないが。

「ああ！」

〈調教刑事〉は感かん極きわまったようにうめき、頰ほおをばら色に染そめ、恍こう惚こつとした表ひよう情じようで転がっていった。快かい感かんにおぼれている。

「どうにでもなれ……！」

　総持寺が声をしぼりだし、店員を前へ押しだした。店員を盾たてにした状態でオートマティックを撃ちまくった。

　外の刑事たちは原げん付つきスクーターのうしろに身を隠している。いまは注意を道に──すなわち近づいてくる軽自動車に──向けるべきか、店内の俺たちに向けるべきか、判断がつきかねているらしい。あからさまにとまどっているようだ。その隙すきに俺は撃った。

　店の外で刑事たちが立ちあがった。あわてた様よう子すで原付の陰かげから飛びでて、逃にげまどい、方ほう々ぼうに散らばっていく。軽自動車は自分たちを轢ひき殺すつもりらしい、と気づいたのだ。

「もどれ！　犯人を逮たい捕ほしないか！」

　凜りんとした声。〈まるだし刑事〉は店の前の道で仁に王おう立だちとなり、頑がんとして持ち場を離はなれず、松まつ葉ば杖づえをふりあげ、ほかの刑事たちを呼よびもどそうとしている。松葉杖を持っているものの、〈まるだし刑事〉は歩くことすらままならない状態らしい。俺は〈まるだし刑事〉の勇ゆう壮そうっぷりに、思わず涙なみだぐみそうになった。

「おい虎雄。あいつ、だいじょうぶか？　早く逃げないと轢かれるぞ」

　総持寺が〈まるだし刑事〉に目を向けて言う。総持寺の言葉が終わらないうちに、軽自動車がさっきまで刑事たちがいた場所（そしていまも〈まるだし刑事〉が立っている場所）に向かって、まともに突つっこんできた。停とめてあった原付が次々と横倒しになる。

「〈まるだし刑事〉!?」

　俺は思わず、声をかぎりに叫さけんでいた。軽自動車に激げき突とつされ、〈まるだし刑事〉の身体からだが宙ちゆうを舞まった。きれいに放ほう物ぶつ線せんを描えがき、なぜか店内のほうへ、俺たちのほうへ飛ばされてきた。

　俺には、その光景がコマ送り再さい生せいされて見えた。

〈まるだし刑事〉の身体がゆっくりと空中を横切る。彼の全身に巻まかれた包ほう帯たいが少しずつ、ひとりでにほどけていく。まるで尾を引くように、無数の白い帯おびを宙に流し、〈まるだし刑事〉の身体から離れていく。それにつれて〈まるだし刑事〉が本ほん来らいの姿すがたへと回かい帰きしていく……。

　俺はよけた。〈まるだし刑事〉は俺が隠かくれているのとは別の棚たなの上へ、背せ中なかから落ちた。陳ちん列れつ商品が脇わきへ転ころがる。健けん康こう食品や栄えい養よう補ほ給きゆう食品、ビタミン剤ざいなどが落らつ下かする。厚あつ紙がみの箱やプラスティック容器が〈まるだし刑事〉の背中に押おしつぶされる。

　全ぜん裸らとなり、棚の上に横たえられた〈まるだし刑事〉の姿は、さながらシュールな彫ちよう刻こくのようだ。手足がだらりと投げだされ、白い包帯が幾いく筋すじも流れ、床ゆかに垂たれている。それを見上げた女子生徒──最初に床ゆかへ伏ふせた女子生徒だ──が目をまわし、ばったりと倒れる。失しつ神しんしたのだ。

「〈まるだし刑事〉……」

　彼を介かい抱ほうしたいところだが、俺は痛つう恨こんの思いで、ぐっとこらえた。いまは逃げなくちゃならない。目を外へ向ける。

　軽自動車はいったん停止し、こんどはバックで切り返して、尻しりから店の中めがけて突とつ入にゆうしてきた。ガラスが床へ、いっせいに落ちた。

「早く乗って！」

　軽の扉とびらが開いた。ストッキングをかぶった茨木がせっぱつまった声で叫んだ。

　俺と総持寺は視し線せんを交かわし、軽自動車のほうへ動いた。

　総持寺は店員を押し倒し、カウンターを跳とび越こえた。俺はつんのめり、地面を這はうようにして進んだ。あやうくガラスで手を切りかけ、転がった缶かんに足を取られかけた。

　乗りこむ寸すん前ぜん、俺は〈まるだし刑事〉に最後の一いち瞥べつをくれた。

　今日きようは奇き跡せきの一日だ。ヒトミの話が本当だとしたら、〈まるだし刑事〉は、数時間の間に、電車と自動車の両方に轢ひかれたことになる。どちらか一いつ方ぽうだけでもめずらしい出で来き事ごとだというのに。







　　　イミコ７　「あの壊こわれた自動車、見み覚おぼえがありますわ」




　イミコはなんとか公こう衆しゆう電話を見つけだした。北ほく摂せつ高校の敷しき地ち内、第三食堂の隣となりにあったものだ。

　ありがたいことに、誘ゆう拐かい犯はんたちは財さい布ふを残しておいてくれた。中身を抜ぬかれることもなかった。テレホンカードも入っていた。

　テレホンカードはだれかからもらった、小さな男の子が女の子の頰ほおに接せつ吻ぷんをしている柄がらのものだ。これを見るたびにイミコは赤せき面めんしてしまう。まだあまり使っていない。

　電話機に差しこんでみると、残りは四十三度数あった。これなら携けい帯たい電話にかけても問題はないだろう。ふたことみこと話しただけで切れてしまう、なんてことにはならないはずだ。

　記き憶おくをさぐり、自分の携帯の番号を思いだした。あの携帯は一度も使ったことがない。人に番号を教えたことだって一度もない。誘拐犯に指し示じされて虎雄に電話したのが初めてだ。我われながらよく番号を覚えていたと思う。

　公衆電話の番号ボタンを押した。二秒ほど沈ちん黙もくがあり、やがて呼よびだし音が聞こえはじめた。一回、二回、三回……。

　つながっているはずなのに、だれも出てくれない。あの誘拐犯のリーダー、総持寺は、イミコの携帯電話を捨すててしまったのだろうか。あるいは、どこかに置きっぱなしになっているのだろうか。もしそうだとしたら、総持寺と話すことは永えい久きゆうにできない。

「それはいけませんわ」

　総持寺と話さなくてはならない。イミコ自身が交こう渉しようし、茉まつ理りと現げん金きんを交こう換かんしてもらわなくてはならない。現金の入ったアタッシェケースは地面に置き、足の間にしっかりとはさみこんでいる。

　さらに耳をすました。隣の道を軽自動車と原げん付つきスクーターが通りすぎていった。原付は十台近くいるようだ。前を行く軽自動車を追いかけているようにも見える。

「あら。あの壊れた自動車、見覚えがありますわ」

　イミコが学校の正せい門もん前まで乗ってきた、そしてぺしゃんこにしてしまった軽自動車と似にている。そのもののように見える。だがあれがまた走りだす、なんてことがあるだろうか？

　電話はつながらない。総持寺のまわりがうるさいのかもしれない。それで呼びだし音に気づかないだけだろうか。







　　　総持寺11　「いまの相手、絶対に死んでる」




　総そう持じ寺じは後こう部ぶ座ざ席せきに倒たおれこみ、息をついた。

「助かったぞ茨木。てっきり逃にげたと思ったが」

「そんなことしたらあとが怖こわいもの。それぐらいわかってるわ」

　茨木は不ふ敵てきな笑えみを浮うかべ、ハンドルを握にぎっている。いまは車を少しでも購こう買ばいから離はなそうとしている。軽自動車は意外な速さで走っている。

　総持寺は茨木の肩ごしに速度メーターをのぞき見た。時速五〇キロ。外の公こう道どうならどうということのない速度だが、広さのかぎられた学校の敷しき地ち内ではかなりの速度だといえる。

　卒そつ業ぎよう生せい記念植しよく樹じゆ、という看かん板ばんのある植えこみの横を曲がった。芝生しばふにおおわれた敷地の先に、四角い図と書しよ館かんの建たて物ものが見えてきた。

　茨木が軽自動車の速度をゆるめる。

「どうするの？　どっちへ向かう？」

「そのまま飛ばしな。次の店を襲おそうってのは、あきらめたほうがいいな」

　虎雄が、助じよ手しゆ席せきの窓まどから頭を突つきだしながらつぶやく。

　総持寺も背せもたれに腕うでをのせてふり返った。うしろからは原げん付つきに乗った刑事部の連中が追いかけてきていた。五、六人はいるだろうか。

　刑事部の原付はエンジンを改かい造ぞうしてあるらしく、こちらのあとにぴったりとついてくる。まだ距きよ離りは二〇メートルほど離れているが、そのうち追いつかれそうだ。

　総持寺はまた顔を前にもどした。虎雄にたずねる。

「たしかにこれ以上は無む理りだろうが……カネのほうはどうなんだ？」

「心配ねえ。たんまりとあるぜ」

　虎雄が車内に身をもどした。ショットガンを脇わきに置きながら、右手でコートのポケットを叩たたいた。たしかにポケットの表面がずいぶんとふくらんでいる。コートの胸むねのあたりもふくらんでいるから、おそらく内ポケットにもつめこんでいるのだろう。かなりの量がありそうだ。

「どのくらい取った？」

「千五百万はあるぜ。まちがいねえ」

「そんなにか？」

「噓うそだと思うか？　数えてみりゃいいさ」

　虎雄はにやつき、ポケットから札さつ束たばを出した。総持寺のほうへ無む造ぞう作さに投げてくる。

　総持寺はあわてて札束を受けとり、さっき重かさねておいたごみ袋ぶくろの中に落とした。虎雄は次々と投げてきた。

「すごいな。たいした重さだ」

　思わずわなないてしまう。総持寺はふるえる腕を叱咤しつたし、カネを袋の中におさめた。

「おめえが必要なのは一千万だろ？　俺おれが必要なぶんと合わせて二千万。ぶんどった額がくはそれ以上だ。なくすんじゃねえぜ」

　虎雄が言ってきた。総持寺はカネの山から顔を上げた。

「これだけあれば十じゆう分ぶんだ。もうほかの店に用はない」

　総持寺は運転席の背もたれを叩いた。タイヤシャフトが曲がっているために、少し走るごとに尻しりがぽんぽんと跳はねる。

「あとは逃にげるだけだ。敷しき地ちから出せ」

　茨木に指し示じする。茨木が、揺ゆれに突つきあげられるようにしてふり返った。

「簡かん単たんに逃げられりゃ苦労しないわよ！」

　ピシ、という音が聞こえた。着ちやく弾だんした音だ。刑事部の撃うった弾たまがリアウィンドウに当たったらしい。連中は原付スクーターに乗ったままで、片かた手てで銃じゆうを撃っているのだ。

　リアウィンドウを叩く音が連続して響ひびいた。唯ゆい一いつ生き残っていた窓まどガラスに、蜘く蛛もの巣すさながらの亀き裂れつが入った。ひび割われのせいで曇くもったようになり、まともにうしろを見ることができない。いまにも砕くだけ散りそうだ。

「総持寺。応おう戦せんするぜ」

　虎雄が言い、ショットガンの銃じゆう身しんをスライドさせた。新たな弾だん丸がんが薬やく室しつへと送りこまれる。彼は窓から身を乗りだし、窓まど枠わくに腰こしかけるようにして後こう方ほうへ向きなおった。ショットガンを両手でかまえ、後こう続ぞくの原付隊にぴたりと銃じゆう口こうを合わせる。

　さっきよりも距きよ離りが詰つまっていた。原付隊までは一五メートルといったところだ。いまは学校の敷地内と外とをへだてる、壁かべぞいの道を走っている。

　通行人たちは爆ばく走そうする軽けいと原付の音に気づき、総持寺たちが接せつ近きんする前に道の両側へ飛びのき、避ひ難なんしている。芝生しばふにはところどころベンチが置かれており、そのうしろ側に隠かくれ、目だけをのぞかせている女子生徒もいるようだ。

「死にやがれ！」

　虎雄のショットガンが火を噴ふく。正せい確かくにはＢＢ弾だんが飛びだしただけだが、総持寺には火が出たように感じられた。直後、後方から男の悲ひ鳴めい。

　総持寺は後部座席の窓から頭を突きだし、うしろの状じよう況きようをたしかめてみた。

　比ひ較かく的てき後方を走っていた原付が横おう転てんし、刑事もろとも遠ざかっていく。落ちた刑事はアスファルト道路の上でもんどりうっているようだ。ほかの刑事たちは転てん倒とうに巻まきこまれるのを避さけて、さっと左右に分かれている。

「無む茶ちや苦く茶ちやだぞ虎雄。いまの相手、絶ぜつ対たいに死んでる」

「大だい丈じよう夫ぶ。いまのは殺してもかまわねえ相手だ。なんたって〈出で歯ば亀がめ刑事〉だからな。あんな破は廉れん恥ちな刑事はぶっとばすにかぎるぜ」

　総持寺にはよく理り解かいできなかったが、きっと刑事部内にもいろいろと事情があるのだろう、と納なつ得とくすることにした。

「総持寺、なにぼさっとしてやがる。おめえも反撃しやがれ！」

　虎雄がせきたててくる。総持寺は我われに返った。

　たしかに、刑事部からの攻こう撃げきは続いている。仲間がやられたことで、よりいっそう真しん剣けんになったらしい。刑事部の原付隊はまた道の中央に結けつ集しゆうし、一団となってこちらを追つい跡せき、そして銃じゆう撃げきしてきている。いままでも十じゆう二に分ぶんに真剣だったのだろうが、銃撃の激はげしさが増ましたように感じられる。

　総持寺は車内に身体からだをもどした。腹はらの前に突つっこんだ拳銃を抜ぬきだし、握にぎりしめた。

「くそっ。邪じや魔まだ！」

　こちらのリアウィンドウはひびだらけだが、かろうじて形を保たもっている。ひび割れだらけの窓ガラスなど邪魔なだけだ。

　総持寺は銃をうしろまえ逆ぎやくに持ちかえ、銃身を握りしめた。そのまま腕をふりあげ、銃じゆう把はのうしろの部分でリアウィンドウを叩たたき割った。何度も重い銃をぶつけて、ガラスを完全に落とした。

　さっそく風と銃弾が飛びこんできた。総持寺は後部座席の背もたれに身を隠かくし、腕うでだけを割れたリアウィンドウから突きだした。目から上を背もたれの縁へりからのぞかせて、接近しつつある原付の刑事にしっかりと狙ねらいを定さだめる。そして撃った。

　命中した。相手は胸を搔かき抱いだくようにしてのけぞり、後方へ倒れた。原付ごと横おう転てんし、さっき虎雄が仕し留とめた刑事と同様、みるみる道路を遠ざかった。別の原付が一台、その転てん倒とうに巻きこまれた。先に倒れたほうともみくちゃになる。ほかの原付はうまくよけたようだが、こちらは相手を一度にふたりもしとめたのだ。上々の出で来きだと言える。

「よしっ」

　転倒させるのはやりすぎだと思ったが、虎雄はそれ以上のことをしているのだ。総持寺が遠えん慮りよする必要はない。

　虎雄は続けざまにショットガンを乱らん射しやしている。どうやら威い嚇かくのために撃っているらしい。大量の弾たまが広がるように射しや出しゆつされるショットガンだけに、刑事部の連中はうかつに近づけないでいるようだ。いまは、少し距きよ離りをあけはじめている。

　総持寺は妙みような音に気づいた。銃の音とも車の振しん動どう音おんとも異ことなる音。耳にさわる音だ。

「なんだ？」

「おい総持寺。なんか聞こえるぜ」

　虎雄が、車外に身体からだを出したままで言ってきた。窓まど枠わくに腰こしかけた状態で屋や根ねに手をつき、身をかがめ、こちらの窓から顔をのぞかせている。

「電話じゃないの？　ボスの電話」

　茨木が指し摘てきしてきた。総持寺は首をかしげた。自分の携けい帯たい電話はこんな着ちやく信しん音おんではない。

「なんなんだ？　この忙いそがしいときに」

　総持寺はリアウィンドウから身をもどし、座ざ席せきにすわりなおした。ポケットをさぐり、自分の携帯を取りだしてみる。音が鳴なっている気け配はいはない。だが音はどこかで鳴りつづけている。近い。自分の身体のどこかで鳴っているらしい。なにか、音が鳴るようなものを持っていただろうか？

「裏うら門もんへまわれ！　そこから敷しき地ちの外に出るんだ！」

　虎雄が茨木に命めい令れいする。茨木が返事代がわりにハンドルを切り、車体を急きゆう旋せん回かいさせる。

「ぐわ！」

　虎雄が窓枠に腰かけた格かつ好こうで屋根にしがみつく。

　総持寺は後こう部ぶ扉とびらの内側に肩かたを打ちつけられた。打ちつけられながらもポケットを次々とさぐった。

　車体が大きく上に跳はねた。その拍ひよう子しに、上うわ着ぎのポケットから白っぽい色の電話機がすべり落ちた。見み覚おぼえがある。総持寺はすぐに思いだした。あれはイミコから取りあげた携帯電話だ。

「鳴ってる……？」

「おい総持寺。そのうるさいのをなんとかしやがれ！」

「わかってる！　それより虎雄は、うしろのうるさいのを──追っ手を黙だまらせろ！」

　総持寺は顔をしかめながら通話ボタンを押した。受話器の向こうから安心したようなため息が聞こえてきた。

『やっと出てくれましたわ』

　イミコの声だ。忘わすれようのない声としゃべり方。総持寺はすごんだ。

「逃にげだしておいて、自分から電話してくるとはな。どういうつもりだか知らないが──」

『聞いてください。茉まつ理りさんを解かい放ほうしてください！』

　急に、強い調ちよう子しで要求してくる。

　総持寺は混こん乱らんした。茉理を解放してくれ？　茉理、すなわち〈エプロン刑事〉はとっくにどこかへ行き、むしろいまごろはカネを受けとるために総持寺の屋や敷しきへ向かっているはずだが。

「──そうか」

　総持寺は思いだした。イミコは、いまだに茉理が誘ゆう拐かいされた側だと思いこんでいるのだ。狂きよう言げん誘拐を仕組んだ側だとは、総持寺たちの仲間だとは露つゆほども疑うたがっていない。

『あなた方は、わたしの身みの代しろ金きんとしておカネを得えるつもりでした。ですが、わたしは逃げてしまいました。もうおカネを得ることはできません！』

「いまは忙いそがしいんだ。あとにしろ」

　総持寺は通話を終わらせようとしたが、イミコにはそんな気などさらさらないらしい。声がとぎれなく続く。

『そこで、提てい案あんいたしますわ。茉理さんはいまだに、あなた方にとらわれているはずです。わたしがおカネを用意しますから、わたしの代かわりに、茉理さんを解放してください！』

「はあ？　いったいなにを言ってる？　なんの話だ？」

「きゃあ！」

　茨木が前方を凝ぎよう視しし、黄色い声と言えなくもない悲ひ鳴めいをあげた。

「まわりこまれたわ。正しよう面めん！　どうすりゃいいのよ!?」

　総持寺も見た。原げん付つきだけではなく、車まで迫せまっていた。

　車は一台だけだが、刑事部の刑事が乗っているのはまちがいない。白いセダンで、屋根には覆ふく面めんパトカーがつけるような、小さな回かい転てん灯とうがついている。それが赤い光とサイレン音を発している。購こう買ばいで聞こえてきたサイレン音はこいつが出していたものか。

「〈あぶなげない刑デ事カ〉の覆ふく面めんパトカーだ。相あい変かわらず、無ぶ難なんな運転をしやがる」

　虎雄が渋しぶい表情で言った。車内に身をもどし、茨木に命じた。

「しかたねえ。右のスロープを降おりろ！」

　茨木は信じられない、というように目を見開き、顔を助じよ手しゆ席せきのほうへ向けた。

「運動場に降りちゃうわ！」

　軽自動車は、いつの間まにか運動場の隣となりを走っていた。運動場は校こう舎しやのあるあたり──つまり、いま走っている道のあたりだ──よりも少し低い位置にある。右手にあるスロープを降りれば、すぐに運動場だ。ただし、運動場から学校の敷地外へ出ることはできない。

「しかたねえだろ。いったん降りるしかねえ！」

「どうなっても知らないから！」

　茨木がハンドルをまわした。車体が傾かたむき、片かた方ほうのタイヤが宙ちゆうに浮ういた。

　総持寺はさっきと反対側へ転ころがり、また後こう部ぶ扉とびらの内側で肩かたを打った。喉のどの奥おくからうめき声がもれる。携帯電話の向こうからは脳のうの中ちゆう枢すうに響ひびくような声が続いている。ちゃんと聞いている余よ裕ゆうなんてあるわけがない。

『わかりましたの!?　とにかく、わたしはおカネを持ってまいります。時間と場所は、あなた方がわたしの身代金を求めていたときと同じです。今夜の十二時にＫ駅。よろしいですね!?』

　通話が切れた。液えき晶しように『通話時間：二分五十秒』と表ひよう示じされた。

「あの女。ひとりで一いつ方ぽう的てきに、三分近くもしゃべったのか？」

　しかも、まったく意味の通らないことばかりだ。

　車がスロープをのぼり、運動場から脱だつした。舗ほ装そうされた道にもどる。校舎の脇わきを走る通路だ。

　うしろからクラクションの音が聞こえてきた。刑事部による追つい跡せきは続いている。さっき見かけた白いセダンと、その前を走っているのは原げん付つきスクーターだ。原付の数は一台のみ。ほかは引き離はなしたようだが、こいつらだけは、しつこく食らいついてきている。

　原付に乗っている、スーツ姿すがたの男が右腕うでをふりあげた。手には銃じゆうを握にぎっている。

「停とまれ！」

「あの野や郎ろうか」

　虎雄が舌した打うちをして、また窓まどから上じよう半はん身しんを出した。原付の男に対してあまりいい印いん象しようを抱いだいていないらしい。そして、虎雄は、なんのためらいもなしにショットガンを撃った。

　散さん弾だんが原付の男に襲おそいかかった。拡かく散さんしきる前に、ほとんどのＢＢ弾が男にぶち当たった。

　男が悲ひ鳴めいをあげる。弾たまの勢いきおいで飛ばされ、まるでだるま落としさながらに、男の身体からだだけが後方へ流れる。うしろから追いあげていたセダンのフロントガラスにぶち当たる。

　フロントガラスが粉こな々ごなに砕くだけた、白いセダンが安定を失うしない、ふらふらと蛇だ行こうする。ふっとばされた男はセダンのフロントガラスに、張はりつけになったような形だ。そこへ、主あるじを失った原付が転てん倒とうし、硬かたい地面に弾はじかれ、跳とびあがった。

　原付の車体がセダンのボンネットに激げき突とつし、爆ばく発はつし、炎ほのおを噴ふきあげた。無数の部品をばらまいた。張りつけになった男が丸焼けになる。
















　とうとう白いセダン自体がこらえきれず、スピンし、左側の街がい灯とうにバンパーから突つっこんだ。その拍ひよう子しに火まみれの男が前へ、慣かん性せいで飛ばされ、手足をばたつかせながら宙を横切った。本校こう舎しや二階のベランダに激突し、一いつ瞬しゆんのあと、植えこみの中へ落ちる。

　虎雄がショットガンの銃じゆう口こうを上へ向けた。

「やったぜ」

「やったぜって……それでいいのか？　おまえは」

　総持寺はぼう然ぜんとなり、リアウィンドウから、火の粉こを飛ばす白い──いまは炎で焼かれたために黒くなっている──セダンをながめた。風で煙けむりが広がり、煙えん幕まくを作っている。黒い煙の間からは、ちろちろとまたたく黄色と赤の炎。

「いまのやつ、少なくともいま飛ばされたやつだけは、絶対に死んでる。死んでなくちゃおかしい」

　総持寺は虎雄を非ひ難なんした。

「どう考えても残ざん酷こくすぎるだろう？　マフィアでもここまではしないぞ」

「心配いらねえ。いまのは刑事部長だ」

　虎雄はこともなげに言った。それだけですべて説明がつく、とでもいうように。

「刑事部長は不ふ死じ身みだ。だから心配ない」

「そ、そういうものなのか？」

　刑事部の連中が考えることは理り解かいできない。あそこは学内の魔ま界かいだな、学内マフィアの比ひではないな、と総持寺は思った。

「もう追っ手はいねえな。逃にげきったぜ」

　虎雄が満まん足ぞくそうに座席の背もたれをつかみ、うしろをすかし見る。総持寺もそれにならった。炎と煙幕をながめた。

「──待った。虎雄、あれはなんだ？」

　総持寺はたずねた。黒々とした煙と火の粉を切り裂さき、なにかがこちらへと近づいてきている。轟ごう音おんを巻まき散らしている。

　その正しよう体たいに気づき、総持寺は言葉を失うしなった。虎雄も驚おどろいたらしく、顎あごが下に落ちた。

「ありゃあ……」







　　　虎雄（ショットガン刑事）13　「ちくしょう。強すぎるぜ」




　俺おれはコートの袖そでで目をこすった。夢ゆめじゃない。あれは、まちがいなく俺の同どう僚りようだ。

「……〈エプロン刑デ事カ〉」

　彼女は大型のバイクにまたがっていた。それも、普ふ通つうのバイクではない。

　普通のバイクにまたがっていたとしたら、〈エプロン刑事〉が身につけているきわどい服の性せい格かく上、そしてバイクという乗り物の性格上、どうしてもうしろの者に彼女の尻しりが見えてしまっただろう。だがそれではいけない。〈エプロン刑事〉はいままでに一度たりとも、だれにも自分のうしろ姿すがたを見せたことがないのだ。

〈エプロン刑事〉は決してうしろ姿を見せるわけにはいかない。つまり、彼女はこの問題を解決するバイクに乗っている、ということだ。

〈エプロン刑事〉がまたがっているのは、大きな背もたれのついたアメリカン・バイクだった。

　背もたれに身体からだをあずけ、ゆったりと、半分寝ねそべるようにして乗るタイプの大型バイク。背もたれのために、〈エプロン刑事〉のうしろ姿は完全に隠かくれている。

　こいつはアメリカのフリー・ウェイを爆ばく走そうするために作られた怪かい物ぶつだ。男の中の男、バイカーの中のバイカーだけに乗ることがゆるされた一級品。

　排はい気き量りようは、こんなちっぽけな軽自動車よりもずっと大きい。下へ手たをしたら三倍以上あるかもしれない。まずエンジン音からしてちがうのだ。地球の中心近くから奏かなでられる地じ響ひびきさながら。この軽自動車であのアメリカン・バイクを引き離はなすことはできない。

「強ごう盗とう犯はんたちっ。あたしがつかまえてやるんだから！」

　言葉とは裏うら腹はらに、〈エプロン刑事〉は深く腰こしかけた格かつ好こうであり、あまり気合いが入っているようには見えない。だがこれは、アメリカン・バイクに乗っているためだ。実じつ際さいは気合いに満ちているのだろう。

「止まって！　止まれって言ってるでしょ!?」

〈エプロン刑事〉がバイクを運転したままで、片かた手てでエプロンの裾すそを五センチ、上へ持ちあげた。俺は思わず息をのんだ。視し線せんが釘くぎづけになる。すでに大たい半はんがあらわになっていた太ふと腿ももが、よりいっそう広くさらけだされる。なんて刺し激げき的な光景だ。これを無む意い識しきでやっているのだから信じられない。

「やめろ！　〈エプロン刑事〉。それ以上裾を上げるな！　刺激的すぎる！」

　立場を忘れて叫さけんだ。だが彼女は耳を貸かさない。俺が〈ショットガン刑事〉だということには気がついていない。俺がストッキングをかぶっているためだ。もちろん、こいつを脱ぬぐわけにはいかない。

「強盗の言うことなんて、耳を貸せるわけないっ！」

〈エプロン刑事〉は裾を上げ、その下に手を入れた。

　俺は目をそむけかけて、一転、また視線を元にもどした。なんてこった。彼女は短いエプロンの裾の下に、銃じゆうを隠し持っていたのだ。太腿のつけ根あたりにストラップが巻まかれ、そこに銃が取りつけられている。しかも両腿。合わせて二丁ちようの小型拳けん銃じゆう。

「これで終わりだぁっ！」

〈エプロン刑事〉が無む邪じや気きな声で宣せん言げんする。両手をハンドルから放はなし、同時に二丁の銃を抜ぬいてかまえる。俺たちの軽自動車を狙ねらっている。両手を放した状態にもかかわらず、巨きよ大だいなアメリカン・バイクは安定して走っている。

　いま俺たちが走っている位置は、業者が食堂に材ざい料りようをとどけるのに使っている、とても幅はばの広い搬はん入にゆう路ろだ。

「茉まつ理りのやつ。なにをしてるんだ、こんなところで」

　総持寺が小声で、自分自身に向けた声でつぶやいた。俺はハッとなった。

「茉理。いま茉理って言わなかったか？」

「なに？──ああ、いや」

　総持寺は変にそわそわとしはじめた。落ちつきなく視線をさまよわせ、俺と目を合わせようとしない。俺は気づいた。

　こいつは、総持寺は〈エプロン刑事〉と顔見知りなのだ。そのことを俺に知られるのが恥はずかしいらしい。気持ちはわからないでもないが。

「待てよ……」

　俺は窓まどから頭を突つきだし、赤せき面めんしながらも、あらためて〈エプロン刑事〉の姿すがたをながめた。

「思いだした──茉理だ！　高たか槻つき茉理つったら、〈エプロン刑事〉の本ほん名みようじゃねえか！」

　イミコが話していた隣りん室しつの女。あれの名前がたしか高槻茉理だった。イミコはたしかにそう呼よんでいた。まちがいない。イミコからその名前を聞かされたとき、どこかで聞いたことがあるな、とは思ったのだ。だがまさか、それが〈エプロン刑事〉の本名だとは思ってもみなかった。あのときは思いつきもしなかったのだ。

「〈エプロン刑事〉のほうも誘ゆう拐かいされてたはずだが……」

　ヒトミはそう話していた。〈エプロン刑事〉が誘拐されたので、刑事部は大おお騒さわぎになっていると。〈まるだし刑事〉が身みの代しろ金きんの受け渡わたしに向かい、その現げん場ばで犯人を逮たい捕ほしかけたが、失敗してしまったと。

「ここに〈エプロン刑事〉がいるってことは……〈エプロン刑事〉のほうは、もう解かい放ほうされたらしいな。刑事部がカネを払はらって、というより犯人にまんまと奪うばわれて、それで無ぶ事じに解放されたってわけか」

〈エプロン刑事〉の誘拐事件は解決した、ということだ。解決していないのはイミコが誘拐された事件のみ。

　あとは俺がこのカネ、いま購こう買ばいからぶんどってきたカネを使って、イミコを解放するだけだ。今夜の十二時にＫ駅へ行って、犯人に身代金をわたすふりをして──隙すきをみて逮捕に踏ふみ切る。絶ぜつ対たいに逮捕してみせる。

「だけど、いまは逃にげきらねえとな」

〈エプロン刑事〉が追いあげ、撃ってきた。みるみる距きよ離りが縮ちぢまっていく。彼女はたまに手首でハンドルを操そう作さし、アメリカン・バイクの進む方向を修しゆう正せいしている。

　彼女が撃った弾たまは俺の、頭のすぐ前をかすめた。バックミラーが割われて弾はじけた。あやうく破は片へんが俺の目に入りかかる。ストッキングをかぶっていなかったら失しつ明めいしていたところだ。総持寺の姉あね貴きに感かん謝しやしなくちゃならない。

〈エプロン刑事〉は容よう赦しやなく撃ってくる。だからといって、俺が自分の正しよう体たいを明あかすわけにはいかない。正体をばらしながら逃げる強ごう盗とうなんて聞いたことがない。

「まじぃな。俺に女は撃うてねえ」

「本当か？」

　総持寺が訊きいてきた。俺はこたえた。

「いや。噓うそだ」

　俺は窓まどから腕うでを出した。ショットガンの銃じゆう口こうを〈エプロン刑事〉のアメリカン・バイクに向ける。本人を撃つのはためらわれるが、移い動どう手しゆ段だんをぶっつぶすのは問題ない。

　俺はバイクに狙ねらいを定さだめた。と、〈エプロン刑事〉の脚きやく部ぶが視し界かいに飛びこんできた。

「なんてこった」

　風ふう圧あつのためにエプロンが太ふと腿ももにぴったりと張はりつき、脚きやく線せんをあらわにしている。

　顔が熱あつくなった。俺は思わず下を向いた。アスファルトの路面が眼がん下かを流れていく。

「観かん念ねんしなさぁい！」

〈エプロン刑事〉が間ま抜ぬけな声とともに撃ってくる。彼女の弾が俺のショットガンに当たった。銃口を弾はじき、銃じゆう身しんを上に跳はねあげた。自分が撃たれないようにするため、〈エプロン刑事〉はわざと俺の銃そのものを狙ってきたのか。だとしたら信じられないような命中精せい度どだ。並なみの腕前ではない。

「ちくしょう。強すぎるぜ」

　俺は思いきって窓から上じよう体たいを出した。また窓まど枠わくに腰こしかける。このほうが両手で銃じゆうをつかめ、身体からだも安定するため、命中率りつを飛ひ躍やく的に高められる。

「そんなものぐらいで！」

〈エプロン刑事〉が同時に二発、撃った。俺が引き金をしぼったのも同時だった。いや、彼女のほうが一いつ瞬しゆんだけ速い。彼女の弾が俺のショットガンにぶち当たった。

　ショットガンの銃身をまた跳ねあげられた。ショットガンの銃口から、無数のＢＢ弾が空に向かってばらまかれた。

　彼女の放はなったもう一発の弾丸が俺の肩かたに当たる。俺は痛いたみにうめき、ショットガンを落としかけた。腕と脇わき腹ばらの間で銃身をはさみ、なんとか銃を手放すことだけはふせいだ。

〈エプロン刑事〉がまた撃ってきた。俺の、腿ももの下でなにかが音を立てた。同時に窓枠が扉とびらごとがくん、と揺ゆれ、外側に向かって開いた。なにがどうなったのかわからないが、とにかく、俺の尻しりの下で扉が開いてしまったのだ。

「おい！　虎……くっ」

　総持寺が俺の名前を呼びかけ、あわてて口をつぐむ。

　俺はゆらゆらと揺れる扉の上で身を起こし、必ひつ死しで窓枠にしがみついた。まだ窓枠に腰かける状じよう態たいを保たもっている。肩を撃たれたために片かた手てがまったく使えない。力を入れることができない。

「痛いてえ！」

　また、今度は反対側の肩を撃たれた。俺は耐たえきれずにのけぞり、うしろ向きに倒たおれた。頭が地面に着つく寸すん前ぜんで、膝ひざの裏うらが窓枠の下部、扉のロックがついている辺へんに引っかかった。窓から逆さかさに吊つり下げられたような格かつ好こうになる。

　俺は膝の裏を窓枠に引っかけたまま、腹ふつ筋きんの要よう領りようで同じ状態を維い持じした。頭を地面ですりそうになるが、必死で首を前へ起こした。

　頭の三センチ下を、硬かたい、やすり顔負けのアスファルトが通つう過かしていく。茨木に「車を止めろ！」と命じたいところだが、そんなことをすればほかの刑事部の連中に追いつかれてしまう。

「終わりだね。降こう参さんしたほうがいいんじゃない？」

　なんてこった。〈エプロン刑事〉の声とともに、地じ響ひびきのような、魔ま王おうのうなり声じみたエンジン音が近づいてきた。

〈エプロン刑事〉のアメリカン・バイクが追いあげてきて、スピードを落とし、軽自動車の隣となりにぴったりとつけた。横よこ並ならびになり、ほとんど真上から、逆さ吊りの俺を見み下おろしてくる。

「へっへー。止まらないと撃っちゃうよ？」

「ちくしょう。完かん敗ぱいかよ」

〈エプロン刑事〉が銃を持った右手を向けてくる。銃じゆう口こうは俺の額ひたいから三〇センチの距きよ離りだ。この距離で外はずすやつはいない。撃たれれば俺はのけぞり、アスファルトの表面で後こう頭とう部ぶをけずられ、脳のう味み噌そを地面に塗ぬりたくる羽は目めになるだろう。〈エプロン刑事〉の言葉どおり、もう終わりだ。

「きゃ……!?」

　そのとき、俺の眼がん前ぜんで、信じがたいことが起こった。

〈エプロン刑事〉のアメリカン・バイクがなにかをはねた。はねられた物体は、俺の目には男子生徒のように映うつった。

「ヒトミ？」

　まさか、そんなことはないと思うが。

　その男子生徒らしき物体は横へはねとばされ、地面の上で弾はずみ、まりのように転ころがった。水泳の飛びこみ競きよう技ぎに参加する選手さながらに回転し、投げだされ、すぐに動かなくなった。動かなくなったのだと思う。車が走っているために最後まで見とどけることはできなかったが。

　男子生徒らしき物体をはねたために、アメリカン・バイクの前ぜん輪りんに大きな負ふ荷かがかかった。車しや輪りんが唐とう突とつに、真横を向く形になった。急ブレーキをかけたような状態になる。〈エプロン刑事〉のやつ、俺に銃を向けていたために、前への注意がおろそかになっていたのだ。

〈エプロン刑事〉の顔が引きつった。背せ中なかにいきなり氷こおりを入れられたような表ひよう情じようになった。目を見開き、口も丸く開き、だが実じつ際さいは声を出すこともできない。

　アメリカン・バイクの後こう輪りんが浮ういた。ちょうど前につんのめるような形となった。

　重量級のバイクだけに、車体が完全に浮いてしまうことはない。だが軽量級の〈エプロン刑事〉の場合は、そうはいかない。アメリカン・バイクは重力に引かれ、自じ重じゆうによって地面に取り残されたが、〈エプロン刑事〉の身体からだは軽々と浮きあがった。暴あばれ馬に跳はねあげられたような状態となった。

〈エプロン刑事〉は斜ななめ上に向かって放ほうり投げられ、空中でくるくると前にまわった。そして地面に落らつ下か。偶ぐう然ぜんにも着ちやく地ち点てんは道の脇わき、芝生しばふ敷じきの上だった。なんとか傷きずだらけになることだけはまぬがれたようだ。

　その瞬しゆん間かん、俺は世界中で初めて、〈エプロン刑事〉のうしろ姿すがたを見ることになった。俺は顔がのぼせるのを感じた。世界中でただひとり、俺だけが──。
















　エピローグ　イミコ







　イミコは両手でアタッシェケースをぶらさげ、改かい札さつの前に立っていた。あまり大きな駅ではないので、改札口は目の前にあるひとつだけだ。ここにいて犯はん人にんと出会えない、ということはまずありえない。

　まだ陽ひの長い季節だが、さすがに夜の十二時となると暗かった。改札前にあるパン屋はとっくの昔むかしに店を閉しめている。寮りようの門もん限げんも過すぎてしまった。こんな時間に出歩いたことは一度もない。緊きん張ちようしてしまう。

　もちろん、夜中に出歩いていることだけが緊張の原げん因いんではない。これから誘ゆう拐かい犯はんとふたたび会わなくてはならないのだ。

　一千万。いったん寮の部へ屋やにもどり、数えてみたのだが、アタッシェケースにはまちがいなく一千万円の現金が入っていた。これだけの額がくを道ばたで拾ひろってしまうとは。

「なんて幸こう運うんなのでしょう。わたしは本当に幸運ですわ」

　本ほん来らいなら警けい察さつにとどけるべきなのだろうが、今回だけは、そうするわけにはいかない。この現金は茉まつ理りを助けだすために、彼女の身みの代しろ金きんとするために役立てなくてはならない。

「きっと持ち主の方もゆるしてくれますわ。人の命がかかっているんですもの」

「イミコ……ひょっとしてイミコか？　こんなとこでなにしてやがる」

　声をかけられた。ふり向いてみると、ロングコートを着きた長身の男が立っていた。

「あら。虎とら雄おさん」

　宇う野の辺べ虎雄、通つう称しよう〈ショットガン刑デ事カ〉だ。階かい段だんをのぼってきたらしく、わずかに息が乱みだれている。姿すがたや雰ふん囲い気きからは、なんとなく疲つかれのようなものが感じられる。コートやその下の服は皺しわだらけ、傷きずだらけ。髪かみの毛も櫛くしが当たっているとは言いがたい。

「虎雄さんのほうこそ、どうなさいましたの？　こんなところで」

「どうなさいましたのって、おまえな」

　こまったような表情を浮うかべ、イミコの顔と自分の手もとを交こう互ごに見み比くらべる。

　いま初めて気づいたが、虎雄は自じ慢まんのショットガンをぶらさげていない。代かわりに持っているのは、スーパーでもらえるような白い手さげつきのビニル袋ぶくろだ。どうやら何重にも重かさね、底が抜ぬけないように補ほ強きようしてあるらしい。

「それはなんですの？」

「なんですの、じゃねえだろ。さっきから聞いてりゃ、すっとぼけたことばかり言いやがって」

「あら、そうでしょうか」

　イミコは少し、むっとなった。そんなに的まとはずれな質しつ問もんをしただろうか。

　改かい札さつの向こうでは、ちょうど電車が到とう着ちやくしたらしく、赤い顔をしたサラリーマンたちが次々と出てくる。終しゆう電でんが近い時間なので、みんな酒を飲んできた帰りなのだ。

　虎雄が、サラリーマンたちに道をあけながら訊きいてきた。

「誘ゆう拐かいされてたんじゃねえのか？　犯人から電話があって、それでここを指し定ていされて──カネを持ってこい、一千万を用意しろってな話だった。なのに、なんでおまえがいやがるんだ？」

「そうですわ。すっかり忘わすれていました」

　虎雄は自分が誘拐犯のもとから逃にげだしたことを知らないのだ。だから自分を助けるために、助けるための身みの代しろ金きんを犯人に渡わたすために、ここへ来てくれたらしい。

「なら、それはおカネですの？　本当に用意してくださいましたの？　わたしのために」

「しかたねえだろうが。これがなけりゃ、犯人を油ゆ断だんさせられねえからな。もしまんまと奪うばわれたとしたって、少なくともおまえは返してもらえる。もちろん、犯人が道どう理りをわきまえた野や郎ろうだったらの話だが」

　虎雄はビニル袋を差しあげた。これに身代金が入っているらしい。たしかに、イミコが持っているアタッシェケースの中身をビニル袋に移うつしかえれば、ちょうどこれぐらいの分量になる。

「苦労したんだぜ？　こいつをそろえるのによ。なのに、おまえはぴんぴんしてやがる。どっかこのへんにいやがるのか？　犯人の野郎は」

「いえ……いないみたいですが、そのうち来るとは思いますわ」

「はあ？」

「わたし、わたしだけは、無ぶ事じに逃げられましたの」

　イミコは順を追って話した。自分と茉まつ理りはふたりとも犯人にとらわれていたのだ、ということ。自分だけは逃げだせたが、茉理はまだつかまっているはずだ、ということ。そして、たまたま正せい門もんのあたりで一千万円を拾ひろったので、犯人に電話し、その現金と交こう換かんに茉理を解かい放ほうしてくれ、と頼たのんだこと……。

「それで、いまは交換に来たところですわ。おカネを持って、犯人が来るのを待っていましたの」

「ちょっと待った。茉理がまだつかまってるって言うけどよ。それって〈エプロン刑デ事カ〉のことだろ？」

「エプロン……なんですの？　たしかに、茉理さんはエプロンがお好きですが」

　イミコは言った。虎雄は頭をぼりぼりとかいた。

「別名はどうだっていいさ。とにかく、その……そう、高たか槻つき茉理だ。おまえが言ってる隣りん人じんってのは、高槻茉理っていうんだろ？」

「だから、最初からそうお話ししているではありませんか」

　イミコは不満だった。あれだけ明めい快かいな説明をしたというのに、虎雄はまだ理り解かいしてくれていないらしい。どうも話が嚙かみあっていないような気がする。

「わかってる。わかってんだけどな。その、つまりだ。茉理って女は、べつにつかまっちゃいねえってことだよ」

「なんですって？　なんとおっしゃいましたの？」

　イミコは訊きき返した。虎雄は、いま言ったとおりだ、というように肩かたをすくめた。

「なら、茉理さんも逃げだせていましたの!?」

「そりゃどうかわからねえが……とにかく、さっきは外でぴんぴんしてた。実じつ際さい、俺は追いかけられてたぐらいなんだぜ？　その女によ」

　そう言って、虎雄は少し口をつぐんだ。追いかけられたときの状じよう況きようを思いだしているらしい。なぜかわずかに赤せき面めんし、うつむきかげんになっているが、理由はよくわからない。

「俺が保ほ証しようしてやる。絶ぜつ対たいに〈エプロン刑事〉は──茉理は、誘ゆう拐かい犯はんにつかまったりはしてねえ。少なくともいまは、ちゃんと外に出てる。俺はこの目で見たんだ」

「まあ。なんてすばらしいんでしょう！」

　イミコはよろこびに身み震ぶるいし、思わずアタッシェケースを落としそうになった。

　自分もこうして自由の身になれて、さらに、茉理まで同じ自由を手に入れているという。言うことなしではないか。あの誘拐犯たちの思おも惑わくは外はずれたわけだが、それはとてもとても正しいことだ。

「やはり、正せい義ぎは勝つのですね」

「まあ、そういうこったな。──それで」

　虎雄はなんとなくうしろめたそうな態たい度どで、顎あごの先でひょいひょい、とイミコのアタッシェケースを示しめした。

「その鞄かばん。おまえが拾ひろったカネってのは、その中に入ってんのか？」

「ええ。ですが、もう用なしですわ。身みの代しろ金きんが必要なくなったのですから、使い道はありません」

「そうか……」

　虎雄は口ごもり、やがてまたしゃべりだした。

「お、思うんだけどよ。そういうもんは、早めにとどけたほうがよくはないか？　警けい察さつによ」

「おっしゃるとおりですわ。交番をさがしましょう」

「待った！」

　虎雄が一歩、イミコのほうへ近づいてきた。やけに緊きん張ちようした様よう子すで手を差しだしてくる。ふだんにはない迫はく力りよくのようなものが感じられる。

「警察ならここにいるぜ。学校の正せい門もんで拾ったってんなら、刑けい事じ部ぶの人間にとどけたほうがいいんじゃねえか？　きっと落としたやつも、うちの刑事部に連れん絡らくを入れてると思うんだ」

「そうですね」

　イミコは少し考えてみた。

　拒きよ否ひする理由は見つからない。なにより、虎雄は自分のために骨ほね身みをけずって、一千万円もの身代金を用意してくれたのだ。これ以上に信用できる相手がいるだろうか。

　自分で大たい金きんを持ち歩くのは不安だったことだし、預あずけてしまえるならちょうどいい。

「わかりました。お預けいたしますわ」

　イミコはほほ笑えみ、虎雄にアタッシェケースを託たくした。

　虎雄の腕うでは、なぜか、痙けい攣れんを起こしたようにふるえていた。







　　　独どく白はくⅡ







　あれから一か月が経たとうとしている。

　俺おれは最初、総そう持じ寺じにはカネを渡わたさないつもりだった。購こう買ばいを襲しゆう撃げきし、カネを強ごう奪だつし、軽自動車で逃にげて──そのあとは、適てき当とうな場所で総持寺にショットガンを突つきつけて、全ぜん額がくを自分でいただくつもりだった。そのカネをイミコの誘ゆう拐かい事件解決に使うつもりだった。多すぎるぶんはどこかに保ほ管かんしておけばいいと思っていた。

　どっこい、俺はへろへろの状じよう態たいだった。〈エプロン刑デ事カ〉とやりあったおかげで、むしろ総そう持じ寺じどもの介かい抱ほうを受けたぐらいだ。総持寺に銃じゆうを突きつける気力なんて残っちゃいなかった。

　総持寺は奪うばったカネの中から、ぴったり一千万円だけを抜ぬきとった。そして、残りを俺に渡した。抜きとった一千万円も二か月以内に返す、と約やく束そくしやがった。このあたり、俺なんかよりも、学内マフィアである総持寺のほうがよほど律りち儀ぎだった。筋すじを通す性せい格かくでなきゃ極ごく道どうはつとまらないのかもしれない。よくわからないが。

　総持寺は一千万を組そ織しきに、その日のうちに差しだし、なんとか首をつないだという話だ。幹かん部ぶの地位を狙ねらえる立場にとどまれたという話だ。

　その後、総持寺は、俺にわずか三週間ほどでカネを返した。両りよう親しんが大金持ちなので、そのつてを使って工く面めんしたらしい。親からは信用がないらしいが、信用されていないなりに、カネをせびることぐらいはできたようだ。姉あねを使ってカネを手に入れたのかもしれない。

　俺はそのカネを購買に返した。俺がイミコの身みの代しろ金きん用に確かく保ほしていたカネも返した。イミコが自じ力りきで逃げだしており、誘拐犯が姿すがたを消していたので、俺には使いようがなかったカネだ。

　要するに、俺は購買からぶんどったカネを全額、耳をそろえて返した、ということだ。もちろん返すときは「強ごう盗とうから取りかえした」と噓うそをついた。ある意味、正しくもあるが。

　俺はイミコ誘拐の犯人を挙あげることができなかった。刑事部長を見返すような手て柄がらは立てられなかった。購買のカネを取りかえしたことについては感かん謝しやされ、おかげで五十万の弁べん償しよう金きんは免めん除じよされたが、それだけのことだ。「どこでこのカネを見つけたのか？」という問いは、適当にはぐらかしておいた。

　刑事部には〈エプロン刑事〉がもどってきた。最初、誘拐事件に関して、なぜか話の食いちがう部分があったらしいが──その点はだれも気にしなくなった。犯人に身代金をまんまと奪われた、という事実は変わらないのだ。だれも蒸むしかえしたいなんて思わない。〈エプロン刑事〉が無ぶ事じにもどってきた、ということだけをよろこんでいたい。

　刑事部で思いだした。俺のお目め付つけ役やくである服部はつとりヒトミは、なぜか学校の敷しき地ち内で交通事じ故こに遭あったらしく、いまだに病院のベッドでふせっている。ずっと意い識しき不明なので、なにが起きたのかは不明だ。べつに知りたいとも思わないが。

〈まるだし刑事〉は驚きよう異い的な回かい復ふくを見せ、すでに現げん場ばへと復ふつ帰きしている。刑事部長が復ふつ活かつしたことは言うまでもない。〈エプロン刑事〉は元から軽けい傷しようであり、日々、イミコにストーキングされている。俺は見て見ぬふりをしている。

　そして、最後に、俺自身のことについて。

　俺はいま、刑事部殺さつ人じん課かのオフィスにもどっている。俺だけのオフィスだ。目の前、事じ務む机づくえの上には、一千万の入ったアタッシェケースが置かれている。

　こいつを前にして、俺は途と方ほうにくれているわけだ。とんでもない代しろ物もの。一千万のために人殺しをするやつは世せ間けんにいくらでもいるだろう。

　イミコは俺がこいつを生徒会刑事部にとどけたと思っている。だが俺はこの一か月、こいつを手元に置きつづけている。なんとなく気まずくて、「あら虎とら雄おさん。あのおカネ、持ち主は見つかりましたの？」などと訊きかれるのがいやで、俺はイミコと顔を合わせないようにしている。学年がひとつちがうので、避さけるのはそう難むずかしいことじゃない。

　難しいのは判はん断だんすることだ。こいつをどう処しよ分ぶんするべきか。あるいはどう使うべきか。

　イミコは学校の正せい門もんあたりで拾ひろった、と話していた。だがいまのところ、学校や刑事部に紛ふん失しつ届とどけは出されていない。だれもカネを落とした、なんて主しゆ張ちようしていない。こいつは持ち主のいないカネだ。

　俺は正せい義ぎの男だ。悪人というわけじゃない。だから、ねこばばしちまおうだとか、適当に豪ごう遊ゆうして証しよう拠こが残らないように使っちまおうだとか、そういったことは言わない。だが持ち主のいないカネをわざわざ警察にとどけて、一割わりだけもらえるのを待つ、というのも──なんというか、あまりにも愚おろかしい気がする。せこすぎるような気がする。もっとなにか、でかいことに役立てられそうな気がするのだ。俺なりの、正義のために。

　俺はオフィスの中を見まわしてみた。ぼろっちい、ブロック塀べいを組みあわせただけの倉そう庫こだ。ここを改かい装そうしたら捜そう査さ効こう率りつが上がるかもしれない。だがそれにかかる費用なんて知れている。一千万どころか、百万も必要ないだろう。この建たて物ものならば。

　ちびちび使ったってしかたない。どんと使わなくちゃ意味がない。一千万が一千万である意味。だが不用意に使えば怪あやしまれる可か能のう性せいもある。こいつをとどけずに保ほ管かんしているだけでも罪つみにはなるのだ。ばれれば罰ばつせられる。持っているだけでもやばいというもの。

　俺は悩なやんだ。どう処分すべきか。どう使うべきか──。





〈終〉









　　　あとがき







〈ショットガン刑デ事カ〉次回作では、本作にて虎とら雄おが入手したあるものが大だい騒そう動どうを引き起こすぜ！──ってな具ぐ合あいで軽く次回予告、秋口ぎぐるです。




　おれは〈機き動どう戦士ガンダム〉が好きだ。ガンダムのプラモデル、通つう称しよう〈ガンプラ〉も好きだ。子供のときは〈ガンプラ〉がなによりのおもちゃだった。いまは縁えん遠くなってしまったが、それでも、たまに作りたくなることがある。〈ガンプラ〉の海におぼれ、組み立てまくり、色を塗ぬりまくりたい、と思ってしまうことがある。

　そこで、ある日、ふと思った。

　本当に〈ガンプラ〉の海におぼれてみてはどうか、と。

　おれはもう大人だ。五百円のプラモデルを買うのに半年かかるような小学生ではない。こづかいの額がくが月千円の中学生でもない（過去はそうだった、ということだ）。けっして裕ゆう福ふくではないが、〈ガンプラ〉を買いまくるぐらいのカネはあるじゃないか！（大人はそんな馬ば鹿かなことはしない、というツッコミはなしです）

　現在発売されている〈ガンプラ〉の数はいくつぐらいだろう。せいぜい五百種類といったところだ。単たん価かは平均千円～二千円といったところ。世の中に出まわっている〈ガンプラ〉をすべて、ひとつ残らずそろえたとしても、五百個×千円＝五十万円。多くても七十五万円しかかからないじゃないか！

　たしかに七十五万円の支出は苦しい。だが想像してみてくれ。目の前に、組み立てられた五百体の、しかもすべて異ことなる種類の（ドムとザクⅡは三体ずつ、といったこだわりは置いておくとして）〈ガンプラ〉が並ぶ……。

　壮そう観かんだ！　すばらしい！　支出に見合う価値はある！！！

　もちろんひとりで五百体も作ることはできない。不ふ可か能のうだが、十人ならどうだ。ひとり五十体ずつ。これが二十人になれば二十五体ずつ。まったく不可能な数字ではなくなる。しかも、賛同者たちが共同出資してくれるとしたら──ひとりあたりの支出はたったの五万円になる。たった五万円ずつの支出で、すべての〈ガンプラ〉を並べ、その海におぼれることが可能となるのだ。適当なスペースを借りて「徹てつ夜や〈ガンプラ〉製作合宿」などを行えば、きっと感動の体験となろう……。

　やろう、とおれは決意した。本気でやってしまおう。

　まずは「現在発売されているすべての〈ガンプラ〉」を入手しなくてはならない。それが可能なのかどうかたしかめなくてはならない。

　おれは電話の受話器をとった。言わずと知れたおもちゃメーカー、〈株式会社バン○イ〉のお客様相談センターにかけた。長距離電話の電話代なんてくそくらえだ。

　コール音、五回。女性の声が出た。

『ありがとうございます、〈株式会社バン○イ〉お客様相談センターです』

　おれはつばを飲みこみ、切りだした。受話器を持つ手がふるえていた。おれはいま、偉い大だいなる一歩を踏みだそうとしているのだ。しかも、かなり恥はずかしい一歩を。

「すいません、ガンダムのプラモデルのことで、お聞きしたいんですが」

『はい、なんでしょう？』

「い、いま発売されているぶんをですね、すべて欲しいんですが」

『えっ!?』

　なにを言っているのか理り解かいできない、という反はん応のう。当たり前と言えば当たり前だが。

　ここで負けるな、と自分に言い聞かせるおれ。

「いや、だからですね。現在発売中の〈ガンプラ〉を、ぜんぶ買いたいんです。それで、ぜんぶでいくらぐらいかかるのかな、と思って。あと、何種類ぐらいあるのか、ということを聞きたくて」

『も、ものすごく膨ぼう大だいな量になりますよ？』

「わかってます」

　おれはきっぱりとこたえた。

「覚かく悟ごの上です」

『三、四百になると思いますが』

　思っていたよりも少ない。予算は五十万ぐらいのものだろう。

「正確な数字を出していただけますか？　あと値ね段だんも」

『申しわけありません。当社でもちょっと把は握あくできていなくて。わからないんです』

「わからない？　絶対にわからないんですか？　調べてもらうことは？」

『それもできなくなっていまして……』

　なんてことだ!?

　天下のバン○イが、ピピンを開発したバン○イが、自社の〈ガンプラ〉の数を把握していないだなんて!?　絶対に調べることができないだなんて!?　そんなことがあっていいものだろうか。

「じゃあですね、とりあえず手に入るぶんだけ全種類、一個ずつ買いたいんですけど」

『こちらでは、問とん屋やさんからの注文を受けて、その数がまとまれば製造する、ということだけを行っていまして……直接お客様からの注文にこたえる、ということはできないんです。注文などに関しては直接、小売店のほうへ相談していただけないでしょうか』

　オーマイゴッド！！！！

　──なんて言っちゃいけない。バン○イはすばらしいプラモデルを生産してくれているのだ。おれたちに夢と希望とモデラー魂だましいを与えてくれているのだ。

「ありがとうございました」

　と言って、おれは受話器を下ろした。

　おれはくじけかけた。しょせんは子供の夢だったのか、とあきらめかけた。だが……。

　すぐに、不屈の精神で考えなおした。いまさら引き下がってたまるか。おれは〈ガンプラ〉の海で泳いでみせる。メーカーが「小売店と相談してください」と言うなら、そうしてやろうじゃないか。とことんやってやろうじゃないか。

　この日、おれは神こう戸べは三さんノの宮みやの街まちにいた。三ノ宮にはかなり大規模な、特に〈ガンプラ〉に関してかなりの品ぞろえを誇ほこるホビーショップがある。まだオープンしたばかりの店で、おれは前に一度だけのぞいたことがあった。好こう都つ合ごうだ。おれは一いち路ろ、その某ぼうホビーショップへ足を向けた。

　店内へ入るなり、「は、恥ずかし……」とおれは思った。

　想像していた以上に客の数が多いのだ。この中で質問をするのか？　店員さんを呼びとめ、「現在発売中の〈ガンプラ〉をぜんぶください」と言うのか？　あまりにも恥ずかしすぎる……。

　だが、やるしかない。

　おれは決意を固め、レジに並び、店員さんに声をかけた。

「すいません。ちょっとお聞きしたいんですけど」

「なんでしょう？」

「ええと……冗じよう談だん抜ぬきにですね。真剣な話、現在発売されているガンダムのプラモデルをぜ、全種類、ひとつ残らず買いたくて」

　……ざわっ。

　店内の空気が一いつ瞬しゆん、たしかに凍こおりついた。

　たむろする（そして〈ガンプラ〉の箱はこをためつすがめつする）モデラー少年／青年たちの視し線せんがいっせいにおれのほうへ集まった。連つれのいる者たちはひそひそと声を交わし合った。「おい、いまの聞いたか？　あのレジの前にいる阿あ呆ほう、発売中の〈ガンプラ〉をぜんぶ買いたいとかぬかしやがったぜ」とでも言っているのだろう。そんな雰ふん囲い気きがひしひしと伝わってきた。

　負けるもんか！　もしこの計画がうまくいったら──いま店内で驚おどろいている坊やたちも、「徹夜〈ガンプラ〉製作合宿」の仲間に入れてあげるね☆

　などと阿呆なことを考えつつも、おれは質問を続けた。

「なんとかして手配、お、お願いできませんか？」

「ガンダムを、ぜんぶですか？」

　店員さんが半笑いになる。驚くと同時に、おれの質問をおもしろがっているのだ。

「ちょっとお待ちください。専門の者を呼びますので」

「はあ……」

　さすが某ホビーショップ。〈ガンプラ〉専門の者がいるらしい。

　その「専門の者」が現れるまでの間、おれは居い心ごこ地ちの悪い思いをしながら待っていた。レジの前で、ほかの客たちから向けられる好こう奇きの、あるいは冷れい笑しようじみた視線を受けとめつつ立っていた。そして数分後。

　短く刈かった髪を茶髪にした、三十歳前後の男性が現れた。

「すいません、お待たせしました……ガンダムの方かた？」

　おれのほうへ手を差しだして言う。

　──が、ガンダムの方て。

　おれは思わずつっこみかけたが、なんとか己おのれを押しとどめた。ただでさえ注目を集めているというのに、さらに低レベルな漫まん才ざいまで始めるわけにはいかない。

　おれはこたえた。

「はい」

　ガンダムの方です、と心の中でつけくわえることも忘れない。

　専門家が言う。

「〈ガンプラ〉を一個ずつぜんぶほしい、ということですけど。かなり膨大な量になりますよ？」

「覚悟の上です。三、四百あることはわかってます」

　お客様相談センターのときと同じ会話だ。

「わかりました。そういうことでしたら、こちらへ……」

　おれは別室へ連れていかれた。一応はレジカウンターがあるものの、まったく人ひと気けのない奇妙な一角だ。おれはびびりまくった。

　なんてこったい！！！　これではまるで、映画かなにかのようじゃないか。ヤクの密売が行われている、というクラブへおもむき、バーテンに「二百グラムほど分けてくれ」と言ったところ、「なんのことでしょう？」ととぼけられる。その相手に「カネはある。現金だ」ってんで軽く鞄かばんを開けて、中に詰まった札束を見せる。すると、バーテンがうしろにいる用よう心じん棒ぼうに目くばせ。その用心棒が近づいてきて、「どうぞ、こちらへ」と別室へ案内してくれる──というパターン。

　ちょっと待てよ、でもそのパターンの場合、あとに待っている展開は決まっているじゃないか。別室へ入ったとたん、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男たちに殴なぐりまくられ、倒たおれたところを髪の毛をつかんで引き起こされて、「この野や郎ろう、ふざけやがって。サツの手先か？　だれから聞きやがった!?」とかなんとか詰きつ問もんされる……。

　なんてことがあるはずもなく、〈ガンプラ〉の専門家は気さくに訊きいてきた。

「〈ガンプラ〉をぜんぶ、というのは……大学のイベントかなにかですか？」

「え……えええ、まあ。そんなところです」

　必死で内心の焦あせりを隠かくしつつ、あからさまに噓うそをつくおれ。まさか、「いいえ、ちがいます。おれひとりで考えました。おれひとりで作るんです。〈ガンプラ〉の海！　萌もえ！」などとこたえるわけにはいかない。

「そうですか。これ、運ぶとなると、かなり大たい変へんですよー。ワゴンとかで二、三往復はかかりますね。いまそこに並んでるぶんだけでも、ワゴン一台ぶんはありますから」

　などと言いつつ、彼は一枚のファックス用紙を差しだしてきた。おれは冷ひや汗をぬぐった。

　用紙には〈ガンプラ〉の名前と価格、在庫状況などが延えん々えんと書かれていた。ぜんぶで七枚。たしかに数百はあるだろう。リストはこの店独自のものらしい。すばらしいじゃないか。メーカーですら把握していなかったものを、小売店が独自にデータベース化しているだなんて。

「ここに○がついているものは、すぐに取り寄せられますね。一週間あれば確実です。ええと、こちらのものは──」

　と言いつつ、リストにチェックを入れていく。

「いま現在、うちの在庫にありますので。すぐにでも持って帰れますよ。実際、このリストの三分の一はいますぐ用意できますから。あとは、ええと……ＳＤガンダムも要いりますか？」

「いえ、ＳＤガンダムはいいです……」

「ならこの欄らんのぶんはいらない、と。このリストに○がないものでも、メーカーに再生産の予定があれば手配できますね。予約金だけはいただきますけど。そう、たとえばこれ──」

　モビルスーツ・バリエーションのシリーズを指さす。

「こちらなんかは、来月に再生産される予定ですから。来月ならみんなそろいますよ」

「すごいですね。メーカーに電話したんですけど、リストとかもないみたいで」

「そりゃそうでしょう」

　専門家は得意げに、にやりと笑ってみせた。

「メーカーはぜんぜん持ってませんからね。これだけあるのはうちぐらいのもんです」

　すごい自信だ。

　おれは感動した。その後、いろいろと質問をしたのだが、彼はよどみなくすらすらと（普通の店員より三倍は速いとみた）、こちらが求める以上の返答をよこした。さすが専門家だ。さすがプロだ。いや、こういった人物を相手に専門家やプロといった言葉はふさわしくない──。

　彼は、本物のガンダマーだ。

　あるいは、あえてこう言おう。

「こいつ、エースだ！」

　おれは感動にむせびつつ、ちゃっかりとリストのコピーを受けとり、店をあとにしたのだった。




　そして、そう──これは、過か去この話なんかじゃない。現在進行中の話なのだ。

　そのうち、この後の展開を紹介する機き会かいはあるだろう。本当に三、四百体の〈ガンプラ〉を入手できるのか。本当に計画への賛同者は集まるのか。そしてなにより、本当に「徹夜〈ガンプラ〉製作合宿」は行われるのか……。

　次回作の「あとがき」で書かれる可能性大！




（要ようするになにが書きたかったかというと、こんな阿呆でしょーもない日常を送っております、ということで……失礼いたしましたっ）








二〇〇一年　九月　　〝人生を楽しめ！〟秋口ぎぐる　　
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